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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルでは、Oracle Reports Developerを使用したレポートの公開用に用意されて
いる各種のオプションについて説明します。また、レポートを公開するための Reports 
Serverソフトウェアの構成方法についても触れます。

Reports Serverの新機能の新機能の新機能の新機能

新機能新機能新機能新機能 下記参照下記参照下記参照下記参照

データベース・キューデータベース・キューデータベース・キューデータベース・キュー : Reports Serverキュー・アクティビ
ティを使用してデータベースを更新します。

3.2.6.1項「ジョブのキュー・ア
クティビティによるデータベー
スの更新」

Reports サーブレットサーブレットサーブレットサーブレット : Javaが使用可能なWebサーバーを使
用して Reports Serverを構成します。

3.4項「Reportsサーブレットの
構成ガイドライン」

レポートへのアクセス権限を管理レポートへのアクセス権限を管理レポートへのアクセス権限を管理レポートへのアクセス権限を管理 : Reports Server上で実行す
るレポートへのアクセス権限を限定。Reports Developerで
は、ユーザーが、制限された Reports Server上でレポートを
実行するアクセス権限を持っているかどうかを Oracle 
WebDBを使用してチェックします。

第 5章「レポートへのユーザー・
アクセスの管理」

クラスタリングクラスタリングクラスタリングクラスタリング : Reports Serverをクラスタ化すると、パ
フォーマンスが向上するとともに、負荷を分散させることが
できます。

第 6章「Reports Server のクラス
タの構成」

レポートのカスタマイズレポートのカスタマイズレポートのカスタマイズレポートのカスタマイズ : オリジナルのレポートを変更せ
ずに実行時にレポートのカスタマイズを適用し、利用対象
者によって異なる各種の出力を生成します。

第 7章「実行時のレポートのカ
スタマイズ」
xi



対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは Oracle Reports Developerを使用して行うレポートの公開に興味をお持ち
の方を対象に書かれています。たとえば、すでにレポートを作成し、自社内の大勢の人達に
それを公開するという方や、誰かがかわりに作成したレポートがあり、それを他のユーザが
アクセスできるように運用するという方がいると思います。Oracle Reports Developer ソフ
トウェアをレポートの公開用に設定するには、オペレーティング・システム（例 : Windows 
NTや Solaris）や Net8について十分な知識を持つ必要があります。Web上でレポートを動
的に運用しようと計画している方は、使用しているWebサーバーの構成についても十分理
解しておく必要があります。

このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成
このマニュアルは次の章から構成されています。

関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
レポートの作成、Oracle WebDBまたは Oracle Reports Serverの詳細については次のマニュ
アルを参照してください。

� 『Oracle Reports Developer レポート作成ガイド』J00918-01

� 『Oracle Reports Developer for Windows スタート・ガイド』J00454-01

� 『Oracle WebDBスタート・ガイド』J00111-01

� 『Forms アプリケーション Web利用ガイト』J00496-01

第 1章 Reports Serverを紹介します。

第 2章 Reports Serverのアーキテクチャおよびレポートを構成する前に必要な選
択事項を紹介します。

第 3章 CGI関連のWebサーバーでの構成例を使用して Reports Serverを構成す
る方法を説明します。

第 4章 Reports Serverにレポート・リクエストを出すためのいろいろな方法につ
いて説明します。

第 5章 Reports Serverを Oracle WebDBに組み込み、レポートへのユーザー・ア
クセスを管理できるようにする方法を説明します。

第 6章 パフォーマンスと信頼性を高めるために、クラスタリング手法を使用して
Reports Serverを構成する方法について説明します。

第 7章 XMLを利用して実行時にレポートのカスタマイズを適用する方法につい
て説明します。
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表記規則表記規則表記規則表記規則
このマニュアルでは、次のような表記上の規則を使用しています。

規則規則規則規則 意味意味意味意味

太字 強調を目的として使用。メニュー項目、ボタン名、ラ
ベルなどユーザー・インタフェース要素にも使用。

イタリック体 初めて現われる用語の紹介に使用。

クーリエ・フォント パスおよびファイル名、入力するコートおよびテキ
ストに使用。

大文字のクーリエ 次の場合に使用。

� ファイル拡張子（.PLLまたは .FMX）

� SQLコマンド

CAPS 次の場合に使用。

� 環境変数

� ビルトイン /パッケージ名

� 実行可能ファイル名
xiii
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 パブリッシング・レポートパブリッシング・レポートパブリッシング・レポートパブリッシング・レポート

第 1章「概要」

第 2章「公開のアーキテクチャと概念」

第 3章「Reports Serverの構成」

第 4章「レポート・リクエストの実行」

第 5章「レポートへのユーザー・アクセスの管理」

第 6章「Reports Server のクラスタの構成」

第 7章「実行時のレポートのカスタマイズ」
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概要概要概要概要

動きが速く競争の激しい今日のビジネス界では、しばしば地理的に分散された労働力の要件
を正確、かつ適切に決定するために、明確で最新の情報が必要とされています。そのような
情報のタイムリーな分配は、常に高信頼性で、コスト面でも優れ、かつその情報は求める人
すべてにとってアクセス可能なものであることが必要です。Reports Developerは、質の高
いデータベース公開およびレポートのための、制限がなく、使いやすく、拡張性や操作性に
優れた解決策を提供するものです。

Reports Developerは、Web上および企業全体における洗練された動的レポートの作成のた
めに IS開発者によって使用される非常に優れた企業レポート・ツールです。 

Reports Developerのサーバーベースのアーキテクチャでは、レポートのコンシューマが業
界標準フォーマットのレポートを表示するのに必要なWebブラウザは 1つのみで十分です。
Oracle Reports Serverは、カスケード・スタイル・シートおよび Adobeの Portable 
Document Format（PDF）を持つ HTMLの作成を通し、Web上での質の高いレポートの需
要に応じた配布をサポートしています。レポートは、集中的に維持・管理され、すべての
ユーザーの PCに複雑なソフトウェアのインストールを必要としないため、メンテナンスの
諸経費は軽減されています。

1.1  Oracle Reports Server
Reports Serverを使用すれば、レポートを実行するために複数層アーキテクチャをインプリ
メントすることができます。また、このサーバーによって、リモート・アプリケーション・
サーバー上でレポートを実行することもできます。 

Reports Web CGIまたは Reports サーブレットと組み合わせて使用することで、Reports 
Serverは標準的な URL構文を使用してWebブラウザからレポートを実行することも可能に
なります。Reports Serverは、Windows NT、Windows 95または Unix上にインストールす
ることができます。クライアント要求を操作し、すべてのジョブ要求を 1つのジョブ・
キューに入れることによってレポートを実行できます。いずれかのサーバーのランタイム・
エンジンが有効になると、キューで待機している次のジョブが実行されます。キューのジョ
ブ数が増えると、サーバーはランタイム・エンジンをサーバーのプロセス開始時に指定した
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最大数まで増やすことができます。同様に、アイドル状態のエンジンは、指定した時間のア
イドル状態を超えた場合、シャットダウンされます。

Reports Serverは、定義済みの過去の最大ジョブ数を追跡します。レポートの最終的なス
テータスと共に、ジョブがいつキューされたのか、開始されたのかおよび完了したのかにつ
いての情報が保持されます。これらの情報は、Windowsの Reports Queue Manager 
(RWRQM60)から、もしくは APIを使用して検索および再表示できます。Reports Queue 
Managerは、Reports Serverと同一のマシン上に存在する場合も、クライアントのマシン上
に存在する場合もあります。UNIXでは、Reports Queue Viewer（RWRQV60）を使用する
と Reports Serverのキューを参照することができます。

1.1.1  Oracle Reports Server
Reports Serverは、社内のイントラネット、社外のエクストラネットまたはインターネット
での新規または既存の Oracle Reports Developerレポートの配置を可能にする新しいタイプ
の開発ツールである、Oracle Reports Serverのコンポーネントの 1つです。

Oracle Reports Serverには、Reports Serverだけでなく Graphics Serverも含まれます。
Graphics Serverは Oracleグラフィックの配置を支援します。グラフィックは、HTMLに埋
め込んだり、Reports Developerレポートに取り込んだりできる Graphic Interchange Format 
(.GIF) ファイルとして配置されます。

Oracle Reports Serverは、複数に階層化された環境に Oracle Reports Developerアプリケー
ション（Reportsおよび Graphics）を配置するために最適化したアプリケーション・サー
バーです。これによってWebの使用やアクセスが簡単になり、Webに単なる静的な情報公
開メカニズムを超えた、複雑で動的なアプリケーションをサポートできる環境としての機能
を与えます。

Forms Serverおよび Graphics Serverの詳細は、『Forms Server for Windows and UNIX 
FormsアプリケーションWeb利用ガイド リリース 6i』マニュアルを参照してください。
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公開のアーキテクチャと概念公開のアーキテクチャと概念公開のアーキテクチャと概念公開のアーキテクチャと概念

動きが速く競争の激しい今日のビジネス界では、しばしば地理的に分散された労働力の要件
を正確、かつ適切に決定するために、明確で最新の情報が必要とされています。そのような
情報のタイムリーな分配は、常に高信頼性で、コスト面でも優れ、かつその情報は求める人
すべてにとってアクセス可能なものであることが必要です。Oracle Reports Developerは、
質の高いデータベース公開およびレポートのための、制限がなく、使いやすく、拡張性や操
作性に優れた解決策を提供するものです。

Oracle Reports Developerは、Web上および企業全体における洗練された動的レポートの作
成のために IS開発者によって使用される非常に優れた企業レポート・ツールです。 

Oracle Reports Developerのサーバーベースのアーキテクチャでは、レポートのコンシュー
マが業界標準フォーマットのレポートを表示するのに必要なWebブラウザは 1つのみで十
分です。Oracle Reports Serverは、カスケード・スタイル・シートおよび Adobeの Portable 
Document Format（PDF）を持つ HTMLの作成を通し、Web上での質の高いレポートの需
要に応じた配布をサポートしています。レポートは、集中的に維持・管理され、すべての
ユーザーの PCに複雑なソフトウェアのインストールを必要としないため、メンテナンスの
諸経費は軽減されています。

2.1  Oracle Reports Server
Reports Serverを使用すれば、レポートを実行するために複数層アーキテクチャをインプリ
メントすることができます。また、このサーバーによって、リモート・アプリケーション・
サーバー上でレポートを実行することができます。 

Reports Web CGIまたは Reports サーブレットと組み合わせて使用することで、Reports 
Serverは標準的な URL構文を使用してWebブラウザからレポートを実行することも可能に
なります。Reports Serverは、Windows NT、Windows 95または Unix上にインストールす
ることができます。クライアント要求を操作し、すべてのジョブ要求を 1つのジョブ・
キューに入れることによってレポートを実行できます。いずれかのサーバーのランタイム・
エンジンが有効になると、キューで待機している次のジョブが実行されます。キューのジョ
ブ数が増えると、サーバーはランタイム・エンジンをサーバーのプロセス開始時に指定した
概念 2-3



Reports Serverのアーキテクチャ
最大数まで増やすことができます。同様に、アイドル状態のエンジンは、指定した時間のア
イドル状態を超えた場合、シャットダウンされます。

Reports Serverは、定義済みの過去の最大ジョブ数を追跡します。レポートの最終的なス
テータスと共に、ジョブがいつキューされたのか、開始されたのかおよび完了したのかにつ
いての情報が保持されます。これらの情報は、Windowsの Reports Queue Manager 
(RWRQM60)から、もしくは APIを使用して検索および再表示できます。Reports Queue 
Managerは、Reports Serverと同一のマシン上に存在する場合も、クライアントのマシン上
に存在する場合もあります。UNIXでは、Reports Queue Viewer（RWRQV60）を使用する
と Reports Serverのキューを参照することができます。

2.2  Reports Serverのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャ
Reports Serverには、ユーザーのリクエストに応じていくつかの構成方法が考えられます。
Web環境で使用する場合は、Reports Serverのアーキテクチャは次の 4つの階層で構成され
ます。1 

� シン・クライアント層

� Webサーバー層

� Reports Server層

� データベース層

可能な構成方法の範囲は、すべての階層を同一マシン上に持つ場合から各階層をすべて別の
マシン上に持つ場合まで、さまざまです。最も一般的な構成方法は、階層を 3から 4つのマ
シン上に分散させるものです。以下のグラフィックは、このような一般的な構成の概念を表
しています。

注意注意注意注意 : 非Webの場合（後で説明しています）、Webサーバー層が不要なため、3つの階層し
か存在しません。

1 階層という言葉は、Reports Serverのアーキテクチャに準ずる構成要素の論理的ロケーションを
意味します。しかしながら、それぞれの階層は、同一マシン上にも、異なるマシン上にも存在
することがあります。
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2.2.1  Webアーキテクチャ：サーバーの構成アーキテクチャ：サーバーの構成アーキテクチャ：サーバーの構成アーキテクチャ：サーバーの構成
次に示す図は、Web環境における Reports Serverの、2つの最も一般的な構成方法を示して
います。2つの構成の大きな相違点は、Reports ServerとWebサーバーの階層が同じマシン
上に存在するか、異なるマシン上に存在するかという点です。最初の構成の場合、Webサー
バーと Reports Serverは同一のマシン上に存在しています。2つ目の構成の場合は、それら
が異なるマシン上に存在しています。後者の場合、前者の場合と若干異なるセットアップが
必要となります。     

図図図図 2-1   Webアーキテクチャ、アーキテクチャ、アーキテクチャ、アーキテクチャ、3つのマシンを使用した構成つのマシンを使用した構成つのマシンを使用した構成つのマシンを使用した構成1

 

 

1 Reports Webカートリッジは、Oracle Application ServerをWebサーバーとして使用している
場合に Reports Serverと通信する別の手段です。 
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図図図図 2-2     Web アーキテクチャ、アーキテクチャ、アーキテクチャ、アーキテクチャ、4つのマシンを使った構成つのマシンを使った構成つのマシンを使った構成つのマシンを使った構成1

2.2.1.1  Webレポートの処理レポートの処理レポートの処理レポートの処理
1. クライアントは、URLをタイプ入力するか、ハイパーリンクをクリックすることにより

Webブラウザにレポートを要求します。Webブラウザが、URLをWebサーバーに受
け渡します。

2. リクエストを処理するために、Webサーバーは Reports Web CGIまたは Reportsサー
ブレット のどちらか、使用している方をコールします。

3. Reports Web CGIまたはサーブレットは、そのリクエストを解釈します。ユーザーは、
ログオンが必要な場合はログオンします。Reports CGIまたはサーブレットは、リクエ
ストを Reports Serverが実行可能なコマンド・ラインに変換し、指定された Reports 
Serverに送信します。 

1 Reports Webカートリッジは、Oracle Application ServerをWebサーバーとして使用している
場合に Reports Serverと通信する別の手段です。 
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4. リクエストに許容時間が含まれる場合1、Reports Serverはその出力キャッシュをチェッ
クして、そのリクエストを満たす出力がすでに存在しているかどうかを決定します。
キャッシュ内にリクエストを満たす出力があった場合、サーバーはレポートの実行より
も、その出力を返すことを優先して行います。 

5. Reports Serverは、ジョブ・リクエストを受け取り、それをキューに入れます。ランタ
イム・エンジンのいずれかが使用可能になると、2そのランタイム・エンジンが実行する
ためのコマンド・ラインを送ります。

6. ランタイム・エンジンは、レポートを実行します。

7. Reports Web CGIまたはサーブレットは、レポート出力を Reports Serverから受け取
り、それをWebサーバーに送ります。

8. Webサーバーは、そのレポート出力をクライアントのWebブラウザに送ります。

2.2.2  非非非非 Webアーキテクチャ：サーバーの構成アーキテクチャ：サーバーの構成アーキテクチャ：サーバーの構成アーキテクチャ：サーバーの構成
非Webアーキテクチャは、WebブラウザやWebサーバーを持たないという点がWebアー
キテクチャと異なります。レポート・リクエストは、Reports Launcherまたはコマンド・ラ
イン RWCLI60などのシン・クライアントから、Reports Serverに送られます。非Webアー
キテクチャは、何らかの理由によってレポートを実行するのにWebを使用できないユー
ザーにとって便利なものです。

1 Reports Serverに送るどのようなジョブ・リクエストにも、TOLERANCE引数を含めることが
できます。TOLERANCEは、要求者が許容できる最も古い出力を定義します。例えば、要求者
が TOLERANCEとして 5分を設定した場合、Reports Serverはキャッシュをチェックして過去
5分以内に作成された複製レポート出力を探します。

2 Reports Serverを構成する際に、使用可能な最大ランタイム・エンジン数を指定することができ
ます。Reports Serverにおいてこの最大数を下回る場合は、リクエストを扱うために新しいラ
ンタイム・エンジンを開始することもできます。そうでない場合は、現在のランタイム・エン
ジンが現在のジョブを完了するまで、リクエストの実行を待つ必要があります。
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図図図図 2-3  非非非非Webアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ

2.2.2.1  レポートの処理レポートの処理レポートの処理レポートの処理
1. クライアントは、コマンド・ライン (RWCLI60)、Reports Queue Managerまたは

Reports Launcher (ActiveXコントロール )を使用してレポートを要求します。ユーザー
は、ログオンが必要な場合はログオンします。

2. Reports Serverは、ジョブ・リクエストを受け取り、それをキューに入れます。ランタ
イム・エンジンのいずれかが使用可能になると、そのランタイム・エンジンが実行する
ためのリクエストを送ります。

3. ランタイム・エンジンは、レポートを実行します。

4. Reports Serverにジョブが完了したことが伝えられます。

5. Reports Serverが同期的にコールされていた場合、クライアントにジョブが完了したこ
とが伝えられます。また、ジョブ・リクエストにおいてコマンド・ラインの宛先タイプ 
(DESTYPE) にローカルファイルが設定されている場合、出力はクライアントに送られま
す。
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2.3  Reports Serverの構成方法の構成方法の構成方法の構成方法
Reports Serverの構成方法は、システムの要求事項によってさまざまです。Reports Server
を構成する前に、自分の要求事項に基づいて重要事項を決定する必要があります。事前にそ
のような重要事項を決定しておくことにより、構成プロセスは非常に簡単になります。これ
らの決定事項は、次の各項で説明されています。

2.3.1  使用可能な使用可能な使用可能な使用可能な Webリクエストおよび非リクエストおよび非リクエストおよび非リクエストおよび非 Webリクエストリクエストリクエストリクエスト
2.2項「Reports Serverのアーキテクチャ」にあったように、Reports ServerはWebのシン・
クライアントおよび非Webのシン・クライアントの両方からのジョブ・リクエストを受け
ることができます。Webの場合、ユーザーはWebブラウザにおいてURLをクリックまた
はタイプ入力することでレポートを実行でき、URLによって、レポート出力をブラウザ上に
返したり、指定した宛先（例 : プリンタ）に送ることができます。非Webの場合、ユーザー
はマシンにインストールされているクライアントのソフトウェア（Net8および、Reports 
Launcher、Reports Queue Manager、RWCLI60から成る Reports Thin Client）を使用して
ジョブ・リクエストを出します。 

ユーザーがWebクライアントからレポートを発信するためには、Reports Web CGIまたは
サーブレットをWebサーバーにインストールして、Webサーバーと Reports Server間で通
信が行われるようにする必要があります。Web CGIまたはサーブレットは、Webサーバー
がWebクライアントからのレポート・リクエストを処理するために必要です。詳細は、
2.3.2項「Reports Web CGIまたはサーブレットの選択」を参照してください。ユーザーが非
Webクライアントからレポートを発信するためには、レポート・リクエストを発信する予定
のある各マシンに、必要なクライアント・ソフトウェア（Net8や Reports Thin Client）をイ
ンストールする必要があります。 

構成の視点から見た、Webリクエストと非Webリクエストの有効化の重要な相違点は、次
のとおりです。

� Webリクエストを有効化する場合、Webサーバーにいくつかの追加ソフトウェア
（Reports Web CGIまたはサーブレット）をインストールする必要がありますが、Web
ブラウザ以外にクライアント・ソフトウェアをインストールする必要はありません。

� 非Webリクエストを有効化する場合、Reports Serverにジョブ・リクエストを発信する
予定のあるすべてのマシンにクライアント・ソフトウェアをインストールし、メンテナ
ンスする必要があります。 

Webの場合の方が、クライアントのメンテナンス・コストを軽減でき、明らかにコスト面で
優れていることが分かります。しかし、他の理由で、非Webリクエストを発信することが
必要となる場合もあります。Reports Serverは、Webおよび非Web両方のリクエストをサ
ポートしており、相互排他的ではありません。

2.3.2  Reports Web CGIまたはサーブレットまたはサーブレットまたはサーブレットまたはサーブレットの選択の選択の選択の選択
2.3.1項「使用可能なWebリクエストおよび非Webリクエスト」で説明したように、Web
環境で Reports Serverを使用するには、Webサーバーと Reports Server間におけるジョブ・
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リクエストの送信や出力を処理するために、Reports Web CGIまたはサーブレットをインス
トールする必要があります。どちらをインストールするかを決定する場合の重要な考慮事項
は、次のとおりです。

� CGI関連のWebサーバー（たとえば Oracle Application Server、WebDB Listener）を使
用している場合は、Reports Web CGIを選ぶ。

� JavaベースのWebサーバーを使用している場合は、Reportsサーブレットを選ぶ。

2.3.3  Reports Serverのロケーションの選択のロケーションの選択のロケーションの選択のロケーションの選択
2.2項「Reports Serverのアーキテクチャ」で説明しているように、Reports ServerはWeb
サーバーと同じマシン上に設けることも、異なるマシン上に設けることもできます。どのマ
シン上に設けるかを決定する際、次の事柄を考慮してください。

� Reports ServerとWebサーバーを同一マシン上に設ける場合、必然的により多くのマシ
ンのリソースが必要となります。両方を同一マシンに設ける場合、マシンのリソース・
リクエスト（メモリーおよびディスク容量）を決定する際にこのことを考慮する必要が
あります。

� Reports ServerとWebサーバーを同一マシン上に設けることによって、ネットワークの
通信量を軽減することができます。Reports CGIまたはサーブレットは、Webサーバー
として機能する同一マシン上に存在する必要があります。Reports Serverを異なるマシ
ン上に設ける場合、Reports CGIおよびサーブレットへ発信した情報は、ネットワーク
全体を通ることになります。しかし、同一マシン上にあれば、情報がネットワーク上を
通る必要はありません。

構成方法を決定したら、Reports Serverの構成を行うことができます。3.2項「Reports 
Serverの構成 : Reports Web CGIの例」に、Web CGIを使用した構成例が手順を追って説明
されています。

また、3.4項「Reportsサーブレットの構成ガイドライン」に、Reportsサーブレットを使用
した Reports Serverの構成ガイドラインが示されています。
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Reports Serverの構成の構成の構成の構成

この章では、Oracle Reports Serverを構成する方法について説明します。まず一般的な説明
から始め、次に、Web CGIを使用した Reports Serverの構成例を提示します。この例では、
ユーザーはレポートを動的に実行することができ、レポート出力をWebブラウザで受け取
ることができます。レポートの実行にクライアント・ソフトウェアは不要です。

3.1  インストレーションと構成の概要インストレーションと構成の概要インストレーションと構成の概要インストレーションと構成の概要
Reports Serverのインストレーションと構成は、この章で説明するステップ・バイ・ステッ
プの指示に従って自動または手動で行えます。そのためには、Oracle Reports Serverソフト
ウェアが必要です。

Reports Serverのインストレーションと構成を行う方法は次のとおりです。

� Reports Serverの自動インストールおよび自動構成。自動インストールでは、構成作業
のほとんどが自動実行され、可能な限り速やかに設定および実行が行われます。

� Reports Serverの手動インストールおよび手動構成。Reports Serverの構成に習熟してい
て、構成プロセスをより詳細に制御したい場合、Reports Serverを手動で構成できます。
詳細は、3.1.2項「Reports Serverの手動での構成」 を参照してください。

3.1.1  Reports Serverの自動構成の自動構成の自動構成の自動構成
自動インストールでは、マシンへの依存度が分析された後、選択したオプションに基づいて
Reports Serverが構成されます。

3.1.1.1  ステップステップステップステップ 1: Oracle Installerの起動の起動の起動の起動
自動インストールを開始するには、次のようにします。

自動インストールの最後に、設定された構成設定値をまとめた構成の説明ファイルが作成さ
れます。この構成の説明ファイルでは、手動で定義する際に必要となるその他の構成設定値
についても説明しています。
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インストレーションと構成の概要
3.1.1.2  ステップステップステップステップ 2: Oracleインストール設定の選択インストール設定の選択インストール設定の選択インストール設定の選択
最初に表示される画面は、「Oracleインストール設定」画面です。この画面では、Oracleの
ホーム・ディレクトリについて次のように設定します。

� 「名前」フィールドは DEFAULT_HOMEに設定されています。このフィールドを変更す
る必要はありません。

� 「場所」フィールドは、ユーザーが設定します。例えば、次のように設定します。

D:¥orant

以前に Reports Serverをインストールした場合、このフィールドはすでに設定されてい
ます。

� 「言語」フィールドは「Japanese」に設定されています。このフィールドは、必要に応
じて変更できます。

3.1.1.3  ステップステップステップステップ 3: Oracle Toolsインストール・オプションの選択インストール・オプションの選択インストール・オプションの選択インストール・オプションの選択
この画面では、次の製品を選択できます。ここでは、Oracle Reports Serverを選択してくだ
さい。

� Oracle Forms Developer

� Oracle Forms Server

� Oracle Reports Developer

� Oracle Reports Server

3.1.1.4  ステップステップステップステップ 4: インストール・オプションの選択インストール・オプションの選択インストール・オプションの選択インストール・オプションの選択
この画面では、標準インストールまたはカスタム・インストールのいずれかを選択できま
す。

注意注意注意注意 : 自動インストールでは、インストール作業時に「概要」画面が表示されることがあり
ます。「OK」を選択し、インストールを続行してください。また、例としての変数
username-pc.jp.oracle.comは、インストール環境の適切な値と置き換えてください。

3.1.1.4.1  標準インストール標準インストール標準インストール標準インストール  標準インストールでは、次の画面が表示されます。

注意注意注意注意 : 「コントロール パネル」を開いている場合は、インストールを続行する前に閉じてく
ださい。閉じていない場合、システムに wdbctrl.cplをコピーできません。

Server:Webリスナーリスナーリスナーリスナー

この画面では、「Oracle WebDB Listernerの使用」および「その他のWebリスナーの使用」
という 2つのオプションが提供されます。デフォルトは Oracle WebDB Listernerです。

プロセスの起動プロセスの起動プロセスの起動プロセスの起動
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この画面では、WebDB Listenerと Oracle Reports Serverを自動的に設定および作成できま
す。「はい」を選択すると、これらのサービスをユーザーに代わって自動的に設定します。
「いいえ」を選択すると、関連する tnsnames.oraエントリの作成のみが行われます。以降
の画面では、このエントリを作成するための情報を入力します。そのため、「はい」、「いい
え」のいずれを選択しても表示されます。

WebDB Listener

この画面では、WebDB Listener名およびホスト名を入力します。たとえば、WebDB 
Listenerの名前として、インストール先 PCの名前である username-pc.jp.oracle.com
を入力します。PC名は、「コントロール パネル」の「ネットワーク」に表示されています。
次に、WebDB Listenerのポート番号として 80を入力します。ポート番号は、データベース
で使用されているものと同一である必要があります。デフォルトは 80です。

「キャンセル」をクリックすると、この設定作業はスキップされ、依存性の分析が開始され
ます。Oracle Installerにより「Reports Serverパラメータ」画面が表示されます。

Reports Serverパラメータパラメータパラメータパラメータ

この画面では、Reports Serverの TNS名（たとえば Rep60_username-pc） およびポート
番号（たとえば 1949）を指定します。このポート番号は、WebDB Listenerのポート番号と
は別のものにする必要があります。

'ディスク領域が不足しています ' というメッセージが表示されたら、ディスクの空き領域を
増やして、必要な容量を確保する必要があります。必要領域を確保した後にのみ、先の作業
に進むことができます。

Reports Serverの構成の構成の構成の構成

この画面には、構成ファイルが表示されます。

Oracle WebDB Listener

この画面には、追加したリスナーに変更を加えるための 2ファイルの格納場所が表示されま
す。例 :

http://username-pc.jp.oracle.com:80/WebDB/admin_/gateway.htm

http://username-pc.jp.oracle.com:80/WebDB/admin_/listener.htm

概要概要概要概要

この「概要」画面は最後に表示され、インストールが正常に終了したことを通知します。 

WebDBに正しくアクセスできることを確認するには、ブラウザを開いて次のように入力し
ます。

http://username-pc.jp.oracle.com:80/dev60cgi/Rwgci60.exe

ここで、username-pc.jp.oracle.comは、インストール時に入力したWebリスナーの
ホスト名です。
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3.1.1.4.2  カスタム・インストールカスタム・インストールカスタム・インストールカスタム・インストール  「インストール・オプション」画面で「カスタム」を選択
すると、「Software Asset Manager」画面が表示されます。この画面では、製品の手動アンイ
ンストールと、別の製品のインストールが行えます。この画面での作業を正常に終了した後
は、標準インストールと同様の手順で「Server:Webリスナー」画面以降のインストール作
業を続行できます。

3.1.2  Reports Serverの手動での構成の手動での構成の手動での構成の手動での構成
Reports Serverを手動でインストールし構成するには、次のステップに従ってください。

ステップ 1.ソフトウェアをインストールする。

ステップ 2.  Webサーバーを構成する。詳細は、使用しているWebサーバーのマニュアルを
参照してください。

ステップ 3.  Reports Web CGIまたは Reportsサーブレットを構成する。

ステップ 4.  Reports Serverを構成する。

ステップ 5.レポート・リクエストを実行する。

ステップ 6.（オプション）構成を変更する。

新規または追加の Reports Serverのインストールと構成、および既存の Reports Serverのア
ンインストールの詳細は、3.3項「コマンド・ラインからの Reports Serverの起動と停止」
を参照してください。

Reports Serverを構成する方法の詳細は次の各項を参照してください。

� Web CGIを使用した Reports Serverの構成の詳細は、3.2項「Reports Serverの構成 : 
Reports Web CGIの例」を参照してください。

� Reportsサーブレットを使用して Reports Serverを構成するためのガイドラインは、3.4
項「Reportsサーブレットの構成ガイドライン」で提供しています。

3.2  Reports Serverの構成の構成の構成の構成 : Reports Web CGIの例の例の例の例
この項では、Web CGIと任意の CGI関連のWebサーバーを使用して Reports Serverを手動
で構成する方法についてステップ・バイ・ステップの説明を提供します。Javaをベースとし
たWebサーバーを使用している場合の詳細は、3.4項「Reportsサーブレットの構成ガイド
ライン」を参照してください。

ヒントヒントヒントヒント : ここでは、使用しているマシンの Cドライブにソフトウェアをインストールして
サーバー設定を構成し、.RDFファイルを保存することを前提としています。

この構成作業を意味のあるものとするためには、いくつかの前提が必要です。この項の趣旨
に沿って、次の状況を前提とします。

� Webリクエストを可能にするように Reports Serverを構成しています。
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� 任意のWeb CGI関連のWebサーバーと Reports Web CGIを併用しています。

� Reports ServerはWebサーバーとは異なるマシン上にインストールされています。

3.2.1  ステップステップステップステップ 1.ソフトウェアのインストールソフトウェアのインストールソフトウェアのインストールソフトウェアのインストール
Reports Serverをインストールして構成するには、Oracle Reports Serverソフトウェアをイ
ンストールしておく必要があります。Oracle Reports Serverコンポーネントおよび Report 
Builderをインストールする方法の詳細は、『Oracle Reports Developer for Windows スター
ト・ガイド リリース 6i』（部品番号 :J00454-01）を参照してください。 

ヒントヒントヒントヒント : Reports Thin Client、Reports Serverまたは Report Builderのみをインストールする
には、Oracle Installerを起動して、「カスタム」オプションを選択します。「使用可能な製
品」リストボックスから、「Oracle Developer - Reports」ノードを拡張して、Reports Thin 
Client、Oracle Reports Serverまたは Report Builderの中から希望するものを選択します。
『Oracle Reports Developer for Windows スタート・ガイド リリース 6i』（部品番号

:J00454-01）の説明に従って、インストール作業を進めてください。

3.2.1.1  Webサーバーでの作業サーバーでの作業サーバーでの作業サーバーでの作業
Webサーバーをインストールしてから Oracle Repots Thin Clientコンポーネントをインス
トールします。Webサーバーをインストールする方法の詳細は、ベンダーが提供するWeb
サーバーのドキュメントを参照してください。

3.2.1.2  Reports Serverマシンでの作業マシンでの作業マシンでの作業マシンでの作業
1. Oracle Reports Serverコンポーネントをインストールします。このマシンでレポートを
作成する場合は、次に Report Builderもインストールしてください。Report Builderは、
レポートを作成する場合のみ必要になります。Reports Serverマシンを配布マシンとし
てのみ使用する場合は、Report Builderコンポーネントはインストールしないでくださ
い。

2. Oracle Reports Serverのインストール時には、Reports Serverの TNS名とポート番号を
指定します。この情報は、ORACLE_HOME¥NET80¥ADMINディレクトリにある
tnsnames.oraファイルに追加されます。

ヒントヒントヒントヒント :  Reports Serverのエントリは、テキスト・エディタで tnsnames.oraファイ
ルをオープンして編集できます。

� Reports Server TNS名。repserver.worldと入力するか、デフォルト値を使用し
てください。

ここで、repserver.worldはサーバー・インスタンス名、.worldは
sqlnet.oraファイルの NAMES.DEFAULT_DOMAINに設定したドメインです。
sqlnet.oraファイルに NAMES.DEFAULT_DOMAIN設定を定義していない場
合は、サーバー・インスタンス名の .worldを省略してください。
Reports Serverの構成 3-15



Reports Serverの構成 : Reports Web CGIの例
� ポート。サーバーが聞きとるポート番号を入力します。または、デフォルト値を使
用します。デフォルトは 1949です。

3. Reports Serverの TNS名とポート番号を控えておいてください。この情報は、この
Reports Serverに対するサービス・エントリをWebサーバー・マシン上の
tnsnames.oraファイルに追加するときに必要になります。詳細は、3.2.3.2項
「Reports Serverのサービス・エントリを作成する手順」 を参照してください。

3.2.2  ステップステップステップステップ 2. Webサーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成
このステップはWebサーバー・マシン上で行います。

注意注意注意注意 : Webサーバー上のWeb cgi-binディレクトリには CGI実行ファイルがあります。

1. Webサーバーを起動します。

2. ブラウザを起動します。

3. リスナーを作成します。

4. Webサーバーのマッピングを構成して、次の物理ディレクトリおよび仮想ディレクトリ
を書き留めておいてください。

物理ディレクトリの位置は、Webサーバー・ソフトウェアのインストール時に指定したディ
レクトリ設定によって異なります。

Webサーバーを構成する方法の詳細は、ベンダーが提供しているWebサーバーのドキュメ
ントを参照してください。

3.2.3  ステップステップステップステップ 3. Reports Web CGIの構成の構成の構成の構成
注意注意注意注意 :Reportsサーブレットを使用してWebサーバーを構成する方法の詳細は、3.4項
「Reportsサーブレットの構成ガイドライン」を参照してください。

このステップはWebサーバー・マシン上で行います。

3.2.3.1  Reports Web CGIを構成する手順を構成する手順を構成する手順を構成する手順
1. rwcgi60.exe（ORACLE_HOME¥BINディレクトリにある）を cgi-binディレクトリにコ

ピーします。 

表表表表 3-1  Web cgi-bin物理・仮想ディレクトリ物理・仮想ディレクトリ物理・仮想ディレクトリ物理・仮想ディレクトリ

ディレクトリの説明ディレクトリの説明ディレクトリの説明ディレクトリの説明 物理ディレクトリ例物理ディレクトリ例物理ディレクトリ例物理ディレクトリ例 仮想ディレクトリ例仮想ディレクトリ例仮想ディレクトリ例仮想ディレクトリ例 必要な権限必要な権限必要な権限必要な権限

Web cgi-bin c:¥orant¥oas¥bin /CGI-BIN 実行
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ヒントヒントヒントヒント : cgi-binディレクトリはWebサーバーの構成で定義されます。詳細はWebサー
バーのドキュメントを参照してください。表 3-1「Web cgi-bin物理・仮想ディレクト
リ」では、Web CGIの物理ディレクトリは C:¥orant¥oas¥binです。

このステップはWebサーバー・マシン上で行います。

3.2.3.2  Reports Serverのサービス・エントリを作成する手順のサービス・エントリを作成する手順のサービス・エントリを作成する手順のサービス・エントリを作成する手順
Webサーバーと Reports Serverが別のマシン上にある場合は、Reports Serverのサービス・
エントリをWebサーバーに追加する必要があります。このサービス・エントリは Reports 
Serverマシンの tnsnames.oraファイルに作成されています。tnsnames.oraファイル
は、Webサーバー・マシン上にもあります。エントリを追加すると、Web CGI実行ファイ
ルと Reports Serverとの通信が可能になります。

ヒントヒントヒントヒント :  Reports Serverのサービス・エントリの設定を確認する場合は、Reports Serverマ
シンの ORACLE_HOME¥NET80¥ADMINディレクトリにある tnsnames.oraファイルをオー
プンしてください。サービス・エントリをコピーするか書き留めておきます。

1. Webサーバー・マシン上で、テキスト・エディタを使用して tnsnames.oraファイル
（ORACLE_HOME¥NET80¥ADMINディレクトリにある）をオープンします。

2. 次の Reports Serverのサービス・エントリを追加します。

repserver.world =(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(Host = 
repserver_machine.mydomain)(Port = 1949))

各項目の内容は次のとおりです。

repserver.worldはサーバー・インスタンス名、.worldは sqlnet.oraファイル
の NAMES.DEFAULT_DOMAINに設定したドメインです。sqlnet.oraファイルに
NAMES.DEFAULT_DOMAIN設定を定義していない場合は、サーバー・インスタンス
名の .worldを省略してください。

repserver_machine.mydomainは、ホスト名かマシンの IPアドレスです。 

1949は、サーバーが聞きとり対象とするポートの番号です。 

3.2.3.3  （オプション）デフォルトの（オプション）デフォルトの（オプション）デフォルトの（オプション）デフォルトの Reports Serverを設定する手順を設定する手順を設定する手順を設定する手順

3.2.3.3.1  Windows NTプラットフォームプラットフォームプラットフォームプラットフォーム  Windows NTでの手順は、次のとおりです。

1. デスクトップで、「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→→→→「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」を選択します。

2. regeditと入力してレジストリ・エディタを表示します。

3. メニューで、HKEY_LOCAL_MACHINE→→→→ SOFTWARE→→→→ ORACLEを拡張します。

4. 「編集」「編集」「編集」「編集」→→→→「新規作成」「新規作成」「新規作成」「新規作成」→→→→「文字列」「文字列」「文字列」「文字列」値を選択して次の環境変数を追加します。3.2.4.1.1
項「（オプション）ソース・パスの設定」を参照してください。
Reports Serverの構成 3-17



Reports Serverの構成 : Reports Web CGIの例
REPORTS60_REPORTS_SERVER

REPORTS60_REPORTS_SERVERをダブル・クリックして、repserverの値を入力し
ます。repserverは、構成中の Reports Serverの名前（Reports Serverの TNSサービ
ス・エントリ名）です。 

詳細は、3.2.1項「ステップ 1.ソフトウェアのインストール」を参照してください。

注意注意注意注意 : 設定値の大文字と小文字が区別されるどうかを判断するには、使用しているオペ
レーティング・システムのドキュメントを参照してください。

3.2.3.3.2  UNIXプラットフォームプラットフォームプラットフォームプラットフォーム  UNIXでの手順は、次のとおりです。

ヒントヒントヒントヒント :  Webサーバー・マシン上の環境変数は、シェル・スクリプトを作成して設定するこ
ともできます。そうするには、次に説明するコマンドの入ったファイルを作成します。

REPORTS60_REPORTS_SERVER環境変数に Reports Serverの名前を設定します。

setenv REPORTS60_REPORTS_SERVER repserver

ここで、repserverは、構成中の Reports Serverの名前、つまり Reports Serverの TNS
サービス・エントリ名です。詳細は、3.2.1項「ステップ 1.ソフトウェアのインストール」
を参照してください。

ヒントヒントヒントヒント : 設定値の大文字と小文字が区別されるどうかを判断するには、使用しているオペ
レーティング・システムのドキュメントを参照してください。

3.2.4  ステップステップステップステップ 4. Reports Serverの構成の構成の構成の構成
この項では、環境変数とデフォルト・プリンタを設定し、サーバーを起動して Reports 
Serverを構成する方法を説明します。

3.2.4.1  Windows NTでででで Reports Serverを構成する手順を構成する手順を構成する手順を構成する手順
Windows NTで Reports Serverを構成する手順は、2つに分けられます。

� （オプション）ソース・パスの設定

� Reports Serverの起動

3.2.4.1.1  （オプション）ソース・パスの設定（オプション）ソース・パスの設定（オプション）ソース・パスの設定（オプション）ソース・パスの設定  別の方法としては、Reports Serverをインス
トールした後に、Reports Serverの構成ファイルでソース・パスを設定することができます。
詳細は、付録 B「Reports Server 構成パラメータ」の SOURCEDIRパラメータを参照してく
ださい。

1. ソース・ディレクトリをまだ作成していない場合は、作成します。

2. デスクトップで、「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→→→→「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」を選択します。

3. regeditと入力してレジストリ・エディタを表示します。
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4. HKEY_LOCAL_MACHINE→→→→ SOFTWARE→→→→ ORACLEを拡張します。

5. REPORTS60_PATHをダブルクリックします。

6. 新しいレポートのソース・パス（たとえば C:¥WEB_REPORTSなど）を追加します。

注意注意注意注意 : 設定値の大文字と小文字が区別されるどうかを判断するには、使用しているオペ
レーティング・システムのドキュメントを参照してください。

3.2.4.1.2  Reports Serverの起動の起動の起動の起動  次の手順に従ってください。

1. Reports Serverマシンのデスクトップで「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→→→→「設定」「設定」「設定」「設定」→→→→「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール パネパネパネパネ
ル」ル」ル」ル」を選択し、 （サービス）をダブルクリックします。

2. 「サービス」ダイアログ・ボックスで Oracle Reports Server [repserver]を選択して「ス「ス「ス「ス
タートアップ」タートアップ」タートアップ」タートアップ」をクリックし、「サービス」ウィンドウを表示します。

3. サービス・ダイアログ・ボックスで「ログオン」セクションの「アカウント」をクリッ
クし、オペレーティング・システムのユーザー名とパスワードを選択します。これで、
そのサーバーがそのユーザーとして実行されるよう指定されます。

ヒントヒントヒントヒント : Postscriptまたはプリンタに出力するときは、Reports Serverのサービスを実行
しているユーザーがデフォルトのプリンタに対するアクセス権限を持っていることを確
認してください。システム・アカウントは、通常、プリンタへのアクセス権限を持って
いません。

4. 「スタートアップの種類」「スタートアップの種類」「スタートアップの種類」「スタートアップの種類」を「自動」に設定します。

5. 「OK」をクリックします。

6. 「スタートスタートスタートスタート」をクリックします。「サービス・コントロール」メッセージ・ボックスに
Reports Serverがいつ起動したか表示されます。Reports Serverが起動しない場合は、
付録 F「トラブルシューティング」を参照してください。

ヒントヒントヒントヒント :  Reports Serverを初めて起動したとき、ORACLE_HOME¥REPORT60¥SERVER
ディレクトリに Reports Serverの構成ファイル（たとえば repserver.ora）が作成さ
れます。Reports Serverのキャッシュの設定はデフォルトで設定されます。構成ファイ
ルを変更して、キャッシュ・ディレクトリを変更したり、レポートのソース・パスを設
定することができます。構成ファイルを変更したら、Reports Serverを停止して再起動
し、変更内容を有効にします。

3.2.4.2  UNIXでででで Reports Serverを構成する手順を構成する手順を構成する手順を構成する手順
UNIXで Reports Serverを構成する手順は、2つに分けられます。

� （オプション）環境変数の設定

� Reports Serverの起動

3.2.4.2.1  （オプション）環境変数の設定（オプション）環境変数の設定（オプション）環境変数の設定（オプション）環境変数の設定  
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ヒントヒントヒントヒント : 環境変数の設定と RWMTS60実行ファイルの起動は、シェル・スクリプトを作成し
て行うことができます。そうするには、次に説明するコマンドの入ったファイルを作成しま
す。 

注意注意注意注意 : UNIXでは、実行ファイルの名前には小文字が使われています。UNIXでは大文字と
小文字が区別されます。

1. ソース・レポートのディレクトリ（たとえば /WEB_REPORTS）を作成します。

2. レポートを見つけるための次の REPORTS60_PATH環境変数を設定します。 

setenv REPORTS60_PATH /WEB_REPORTS

REPORTS60_PATHには、Reportsのソース・ファイルやライブラリなど、Oracle 
Reports Serverで検索対象とするディレクトリがすべて含まれます。

ヒントヒントヒントヒント : 別の方法としては、Reports Serverのインストール後に、Reports Serverの構成
ファイルでソース・パスを設定することもできます。詳細は、付録 B「Reports Server 
構成パラメータ」の SOURCEDIRパラメータを参照してください。

3. 次の TNS_ADMIN環境変数を設定して、tnsnames.oraファイルの場所をポイントし
ます。

setenv TNS_ADMIN $ORACLE_HOME/NET80/ADMIN

ヒントヒントヒントヒント : 設定値の大文字と小文字が区別されるどうかを判断するには、使用しているオ
ペレーティング・システムのドキュメントを参照してください。

3.2.4.2.2  Reports Serverの起動の起動の起動の起動  Oracle Reports Serverのインストールの実行中に、Reports 
Serverを起動する RWMTS60コマンドがシェル・スクリプトに追加されました。

1. シェル・スクリプトを実行して Reports Serverを起動します。

ヒントヒントヒントヒント :  Reports Serverを初めて起動すると、$ORACLE_HOME/REPORT60/SERVER
ディレクトリに、Reports Serverの構成ファイル（repserver.oraなど）が作成され
ます。Reports Serverのキャッシュの設定はデフォルトで設定されます。キャッシュ・
ディレクトリを変更するとき、あるいはレポートのソース・パスを設定するときは、構
成ファイルを変更します。構成ファイルを変更した後は、変更内容を認識させるために
Reports Serverを停止して再起動する必要があります。

2. （オプション）$ORACLE_HOME/BINディレクトリから、次のコマンド・ラインを実行し
て Reports Serverが稼動していることを確認します。

 rwrqv60 server=repserver

この Reports Serverのステータスの列（NAME、OWNER、DESTなど）が表示されま
す。ただし今はジョブが実行されていないのでステータス情報は表示されません。

ヒントヒントヒントヒント :  Reports Serverを終了するには、[Ctrl-C]を押します。
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ヒントヒントヒントヒント : Postscriptファイルあるいはプリンタに出力するときは、
（$ORACLE_HOME/GUICOM6/TK60/ADMINディレクトリにある）uiprint.txtファイ
ルでプリンタを構成する必要があります。 

3.2.5  ステップステップステップステップ 5. Webブラウザからのレポートの実行ブラウザからのレポートの実行ブラウザからのレポートの実行ブラウザからのレポートの実行
1. Reports Serverが正しく構成されていることを確認します。Webブラウザで、次のリク
エストを行います。

http://your_webserver/cgi-bin/rwcgi60.exe?report=your_report.rdf+ 
userid=username/password@my_db+desformat=html+destype=cache

ここで、username/password@my_dbは有効なデータベース・ログイン名に置き換え
てください。my_dbは、事前に Reports Serverのために作成した tnsnames.oraファ
イルのエントリに置き換えます。3.2.3.2項「Reports Serverのサービス・エントリを作
成する手順」を参照してください。

SERVERコマンド・ライン引数がこのリクエストにない点に注意してください。Web
サーバー・マシン上で REPORTS60_REPORTS_SERVER環境変数を設定している場合は
必要ありません。

ヒントヒントヒントヒント :  レポートが実行されない場合、またはエラー・メッセージが表示される場合
は、付録 F「トラブルシューティング」を参照してください。

2. （オプション）リクエストのステータスを表示します。

� Windows NTの場合は、Reports Queue Managerを起動して、repserverのキュー
を表示します。詳細は Reports Queue Managerのオンライン・ヘルプを参照してく
ださい。

� UNIXの場合は、次のコマンドを実行します。

rwrqv60 server=repserver showjobs=current

これで、CGI対応WebサーバーでWebCGIを使用して Reports Serverを構成する例は終わ
りです。動的レポートに対応した Reports Serverの構成が正常に終了しました。

3.2.5.1  次のステップ次のステップ次のステップ次のステップ
1. （オプション）Reports Serverを調整してパフォーマンスの最適化やアクセス・コント
ロールなどの追加機能の実現を図ります。詳細は、3.2.6項「ステップ 6.（オプション）
Reports Serverの構成の変更」を参照してください。この作業を行うと、3.2.5項「ス
テップ 5. Webブラウザからのレポートの実行」に示したパラメータをすべて表示する
必要がなくなり、ユーザー名およびパスワードを保護できます。

2. ユーザーがレポートを利用できるようにします。実行リクエストを指定し、それらを
ユーザーが利用できるようにする方法の詳細は、第 4章「レポート・リクエストの実
行」を参照してください。
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3.2.6  ステップステップステップステップ 6.（オプション）（オプション）（オプション）（オプション）Reports Serverの構成の変更の構成の変更の構成の変更の構成の変更
Reports Serverを初めて起動したときは、Reports Serverはデフォルトの構成設定になって
います（最大、最小エンジンなど）。ある時点で、Reports Serverの構成を変更し、パフォー
マンスの調整、監視制御の設定、そして追加機能の実装などを行う必要が生じることがあり
ます。

� データベースをジョブ・キュー情報に従って更新する場合は、3.2.6.1項「ジョブの
キュー・アクティビティによるデータベースの更新」を参照してください。

� レポートへのユーザー・アクセスを制御する方法の詳細は、第 5章「レポートへのユー
ザー・アクセスの管理」を参照してください。

� Reports Serverの構成を変更して負荷を分散する方法の詳細は、第 6章「Reports Server 
のクラスタの構成」を参照してください。

� ユーザーの要望に応じてレポートを実行時に修正する方法の詳細は、第 7章「実行時の
レポートのカスタマイズ」を参照してください。

� Reports Serverの構成ファイルを修正する場合は、付録 B「Reports Server 構成パラメー
タ」の有効な構成パラメータに関する情報を参照してください。

� 環境変数を変更する方法の詳細は、付録 C「環境変数」を参照してください。

3.2.6.1  ジョブのキュー・アクティビティによるデータベースの更新ジョブのキュー・アクティビティによるデータベースの更新ジョブのキュー・アクティビティによるデータベースの更新ジョブのキュー・アクティビティによるデータベースの更新
データベースの設定を変更すると、ジョブが実行されるたびに Reports Serverのキュー・ア
クティビティのスナップショットを取得できます。Reports Serverを起動すると、データ
ベースへの接続が確立されます。デフォルトでは、Reports Serverは APIをコールして、
サーバーの再起動時にキュー情報を削除し、データベース・テーブルのキュー情報を更新し
ます。

rw_server.sqlスクリプトの APIのソースを編集して、デフォルトを上書きすることもで
きます（Reports Serverの再起動時にキューが削除されないようにする、など）。プロシー
ジャのプロトタイプ（プロシージャ名と、予想されるパラメータ）は、編集しないでくださ
い。

データベースに接続するには、構成ファイルで REPOSITORYCONNパラメータを設定しま
す。データベースにキュー・アクティビティ表を作成するには、rw_server.sqlスクリプ
トを実行します。

スクリプトの内容を変更したユーザーのアカウントでスクリプトを実行した後、Reports 
Serverを停止して再起動し、変更内容を有効にします。

3.2.6.1.1  Reports Serverマシン上マシン上マシン上マシン上 :  

1. ORACLE_HOME¥REPORT60¥SERVERディレクトリにある repserver.ora 構成ファイ
ルを、テキスト・エディタでオープンします。

2. 次の構成パラメータを追加します。
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REPOSITORYCONN="repserver_schema/password@my_db"

repserver_schema/password@databaseは、指定した Reports Serverのキュー・
アクティビティのスナップショットを入手するための、データベースのスキーマへの接
続文字列です。この場合、repserver_schemaが repserverキュー・アクティビ
ティに対するスキーマです。

ヒントヒントヒントヒント : いくつもの Reports Serverからのスナップショットを入手するときは、データ
ベース内に、スナップショットを入手する Reports Serverごとに別個のスキーマを作成
することをお薦めします。そうすれば、Reports Serverの再起動時にキュー・アクティ
ビティ・データを失うことがなくなります。

3. ORACLE_HOME¥REPORT60¥SQL にある rw_server.sql scriptをコマンド・ライ
ンから実行するためには、repserver_schemaに少なくとも CREATE TABLE権限お
よび CREATE PACKAGE権限を付与する必要があります。コマンド・ライン・プロン
プトで次のように入力します。

cd C:¥ORACLE_HOME¥REPORT60¥SQL <RETURN>
plus80 username/password@my_db <RETURN>
@rw_server.sql <RETURN>
quit <RETURN>

4. Reports Serverを停止てから再起動して構成ファイルに対して行った変更内容を受け入
れます。Reports Serverは起動時にデータベースに接続します。

注意注意注意注意 :  Reports Serverを再起動すると、デフォルトではデータベースのキュー・アク
ティビティが削除されます。デフォルトは APIを編集して上書きすることができます。

3.3  コマンド・ラインからのコマンド・ラインからのコマンド・ラインからのコマンド・ラインからの Reports Serverの起動と停止の起動と停止の起動と停止の起動と停止
コマンド・ラインから追加の Reports Serverを起動したり、既存の Reports Serverを停止し
たりできます。それには、Reports Serverコンポーネントがインストール済みであることが
必要です。詳細は、3.1項「インストレーションと構成の概要」 を参照してください。

RWMTS60は、Reports Serverの実行形式のファイルです。Windows NTの場合、このファ
イルには次の 3つのコマンドが対応付けられています。

� Install:  Reports Serverを、Windows NT上でサービスとしてインストールします。

� Listen:  Reports Serverを、Windows NT上で非サービスとしてインストールします。

� Uninstall:  Reports Serverを、Windows NT上でサービスとしてアンインストールしま
す。

Reports Serverは、手動あるいはバッチ・モードで Install、Listenおよび Uninstallできま
す。インストレーション中に発生したエラー・メッセージを無視してオペレーションが中断
されることなく完了するようにするには、BATCH引数に Yesを設定します。インストレー
ション中に発生したエラーやステータス情報は、Reports Serverのログ・ファイル
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（ORACLE_HOME¥REPORT60¥SERVER¥repserver.logにある）で調べることができます。
BATCHのデフォルトは Noです。

次のことができます。

� 他の Reports Serverを起動する。詳細は、3.3.1項「別の Reports Serverの起動」を参照
してください。

� Reports Serverを非サービスとしてWindows NTで起動する。詳細は、3.3.2項
「Windows NTにおける Reports Serverの非サービスとしての起動」を参照してくださ
い。

� Reports Serverを停止する。詳細は、3.3.3項「Reports Serverの停止」を参照してくだ
さい。

3.3.1  別の別の別の別の Reports Serverの起動の起動の起動の起動
他の Reports Serverを起動するには、次のことが必要です。

� Reports Serverのサービス・エントリを作成する。 

� （オプション）環境変数を設定する（ソース・パスの設定など）。 

� Reports Serverを起動する。

3.3.1.1  Reports Serverのサービス・エントリを作成する手順のサービス・エントリを作成する手順のサービス・エントリを作成する手順のサービス・エントリを作成する手順
1. Reports Serverマシン上で、テキスト・エディタを使用して tnsnames.oraファイル
（ORACLE_HOME¥NET80¥ADMINディレクトリにある）をオープンします。

2. 次の Reports Serverのサービス・エントリを追加します。

repserver.world =(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(Host = 
repserver2_machine.mydomain)(Port = 1950))

各項目の内容は次のとおりです。

repserver2.worldはサーバー・インスタンスの名前で、.worldは sqlnet.ora
ファイルの NAMES.DEFAULT_DOMAINの設定値で指定されたドメインです。
NAMES.DEFAULT_DOMAINの設定値が sqlnet.oraファイルで指定されていない
場合は、サーバー・インスタンスの名前から .worldを省略してください。

repserver2_machine.mydomainは、ホスト名かマシンの IPアドレスです。 

1950は、追加サーバーが聞きとり対象とするポートの番号です。デフォルトでは、第
一サーバーは 1949を聞きとります。

3. Reports Server以外のマシンにインストールした場合は、ステップ 1とステップ 2を
Webサーバー・マシン上で繰り返します。
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3.3.1.2  Windows NTでででで Reports Serverを構成する手順を構成する手順を構成する手順を構成する手順
Windows NTで Reports Serverを構成するために必要な手順は、次のとおりです。

� （オプション）ソース・パスの設定

� Reports Serverの起動

3.3.1.2.1  （オプション）ソース・パスの設定（オプション）ソース・パスの設定（オプション）ソース・パスの設定（オプション）ソース・パスの設定  

要求したレポートを Reports Serverで実行するには、レポートの場所を認識させる必要があ
ります。REPORTS60_PATH環境変数でレポートのソース・パスを設定します。

別の方法としては、Reports Serverをインストールした後に、Reports Serverの構成ファイ
ルでソース・パスを設定することができます。詳細は、付録 B「Reports Server 構成パラ
メータ」の SOURCEDIRパラメータを参照してください。

1. ソース・ディレクトリをまだ作成していない場合は、作成します。

2. デスクトップで、「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→→→→「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」を選択します。

3. regeditと入力してレジストリ・エディタを表示します。

4. HKEY_LOCAL_MACHINE→→→→ SOFTWARE→→→→ ORACLEを拡張します。

5. REPORTS60_PATHをダブルクリックします。

6. 新しいレポートのソース・パス（たとえば C:¥WEB_REPORTSなど）を追加します。

注意注意注意注意 : 設定値に大文字と小文字の区別が必要かどうかを判断するには、使用しているオ
ペレーティング・システムのドキュメントを参照してください。

3.3.1.2.2  Reports Serverの起動の起動の起動の起動  

1. Reports Serverマシンのデスクトップで、「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→→→→「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」
を選択します。

2. 次のコマンド・ライン引数を入力します。

 rwmts60 -install repserver tcpip

あるいはバッチ・モードの場合は次のように入力します。

rwmts60 -install repserver batch=yes

ヒントヒントヒントヒント : Repserverにドメイン修飾子（.worldなど）を付加する必要はありません。

3. 「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックして Reports Serverを NTサービスとしてインストールし、「「「「OK」」」」
をクリックします。

4. デスクトップで、「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→→→→「設定」「設定」「設定」「設定」→→→→「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール パネル」パネル」パネル」パネル」を選択して
（サービス）をダブルクリックします。
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5. 「サービス」ダイアログ・ボックスで、Oracle Reports Server [repserver]を選択して
「スタートアップ」「スタートアップ」「スタートアップ」「スタートアップ」をクリックします。

6. スタートアップ・ダイアログ・ボックスから「ログオン」セクションの「アカウント」
を選択して、オペレーティング・システムのユーザー名とパスワードを入力あるいは選
択します。これで、そのサーバーがそのユーザーとして実行されるよう指定されます。

ヒントヒントヒントヒント : Postscriptまたはプリンタに出力するときは、Reports Serverのサービスを実行
しているユーザーがデフォルトのプリンタに対するアクセス権限を持っていることを確
認してください。システム・アカウントは、通常、プリンタへのアクセス権限を持って
いません。

7. サービスを、システム起動時に自動的に起動する設定にします。

8. 「OK」をクリックします。

9. 「スタートスタートスタートスタート」をクリックします。「サービス・コントロール」メッセージ・ボックスに
Reports Serverがいつ起動したか表示されます。Reports Serverが起動しない場合は、
付録 F「トラブルシューティング」を参照してください。

ヒントヒントヒントヒント :  Reports Serverを初めて起動したとき、ORACLE_HOME¥REPORT60¥SERVER
ディレクトリに Reports Serverの構成ファイル（たとえば repserver.ora）が作成さ
れます。Reports Serverのキャッシュの設定はデフォルトで設定されます。構成ファイ
ルを変更して、キャッシュ・ディレクトリを変更したり、レポートのソース・パスを設
定することができます。構成ファイルを変更したら、Reports Serverを停止して再起動
し、変更内容を有効にします。

3.3.1.3  UNIXでででで Reports Serverを構成する手順を構成する手順を構成する手順を構成する手順
UNIXで Reports Serverを構成するために必要な手順は、次のとおりです。

� （オプション）環境変数の設定

� Reports Serverの起動

3.3.1.3.1  （オプション）環境変数の設定（オプション）環境変数の設定（オプション）環境変数の設定（オプション）環境変数の設定  

オプションの環境変数を 2つ設定できます。最初の環境変数により、要求されたレポートの
場所を Reports Serverに知らせます。REPORTS60_PATH環境変数でレポートのソース・パ
スを設定します。2番目の環境変数で tnsnames.oraファイルの場所を設定します。

ヒントヒントヒントヒント : シェル・スクリプトを作成して、環境変数の設定と RWMTS60実行ファイルの起動
を行うことができます。そうするには、次に説明するコマンドの入ったファイルを作成しま
す。

1. ソース・レポートのディレクトリ（たとえば /WEB_REPORTS）を作成します。

2. レポートを見つけるための次の REPORTS60_PATH環境変数を設定します。

setenv REPORTS60_PATH /WEB_REPORTS
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ヒントヒントヒントヒント : 別の方法としては、Reports Serverのインストール後に、Reports Serverの構成
ファイルでソース・パスを設定することもできます。詳細は、付録 B「Reports Server 
構成パラメータ」の SOURCEDIRパラメータを参照してください。

3. 次の TNS_ADMIN環境変数を設定して、tnsnames.oraファイルの場所をポイントし
ます。

setenv TNS_ADMIN $ORACLE_HOME/NET80/ADMIN

ヒントヒントヒントヒント : 設定値に大文字と小文字の区別が必要かどうかを判断するには、使用している
オペレーティング・システムのドキュメントを参照してください。

3.3.1.3.2  Reports Serverの起動の起動の起動の起動  

1. $ORACLE_HOME/BINディレクトリから、次のコマンド・ラインを実行して Reports 
Serverをフォアグラウンドで実行します。 

rwmts60 name=repserver

あるいは、Reports Serverをバックグラウンドで実行するときは、次のコマンド・ライ
ンを実行します。

rwmts60 name-repserver &

2. サーバーが稼働しているかどうかを確認するには、ステップ 3に進んでください。
Reports Serverが起動しない場合や、エラー・メッセージが表示される場合は、付録 F
「トラブルシューティング」を参照してください。 

ヒントヒントヒントヒント : Reports Serverを初めて起動すると、$ORACLE_HOME/REPORT60/SERVER
ディレクトリに、Reports Serverの構成ファイル（repserver.oraなど）が作成され
ます。Reports Serverのキャッシュの設定はデフォルトで設定されます。キャッシュ・
ディレクトリを変更するとき、あるいはレポートのソース・パスを設定するときは、構
成ファイルを変更します。構成ファイルを変更した後は、変更内容を認識させるために
Reports Serverを停止して再起動する必要があります。

3. （オプション）$ORACLE_HOME/BINディレクトリから、次のコマンド・ラインを実行し
て Reports Serverが稼動していることを確認します。

 rwrqv60 server=repserver

この Reports Serverのステータスの列（NAME、OWNER、DESTなど）が表示されま
す。ただし、今はジョブが実行されていないため、ステータス情報は表示されません。

ヒントヒントヒントヒント : Postscriptあるいはプリンタに出力するときは、
$ORACLE_HOME/GUICOM6/TK60/ADMINディレクトリにある uiprint.txtファイル
でプリンタを構成する必要があります。 
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3.3.2  Windows NTにおけるにおけるにおけるにおける Reports Serverの非サービスとしての起動の非サービスとしての起動の非サービスとしての起動の非サービスとしての起動
次のコマンド・ラインを実行します。

rwmts60 -listen repserver

あるいはバッチ・モードの場合は次のように入力します。

rwmts60 -listen repserver batch=yes

ヒントヒントヒントヒント :  Repserverにドメイン修飾子（.worldなど）を付加する必要はありません。

3.3.3  Reports Serverの停止の停止の停止の停止

3.3.3.1  Windows NTの場合の場合の場合の場合
1. Reports Serverマシンのデスクトップで、「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→→→→「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」
を選択します。

2. 次のコマンド・ライン引数を入力します。

rwmts60 -uninstall repserver

あるいはバッチ・モードの場合は次のように入力します。

rwmts60 -uninstall repserver batch=yes

ヒントヒントヒントヒント :  Repserverにドメイン修飾子（.worldなど）を付加する必要はありません。

3.3.3.2  UNIXの場合の場合の場合の場合
停止するウィンドウにフォーカスされていることを確認し、[Ctrl]キーを押しながら [C]を
押します。

3.4  Reportsサーブレットの構成ガイドラインサーブレットの構成ガイドラインサーブレットの構成ガイドラインサーブレットの構成ガイドライン
JavaベースのWebサーバー（Oracle Lite、Oracle Application Serverなど）を使用している
ときは、Reportsサーブレットを使用して Reports Serverを構成できます。Reportsサーブ
レットを使用した Reports Serverの構成作業はWeb CGIの構成作業と似ています。ただし、
サーブレットが使用可能なWebサーバー・ソフトウェアもインストールする必要がありま
す。

次のガイドラインに従って、Reportsサーブレットを使用して JavaベースのWebサーバー
を構成してください。

1. Oracle Reports Thin Clientソフトウェアと、サーブレットが使用可能なWebサーバー・
ソフトウェアをインストールします。Oracle Reports Thin Clientをインストールする方
法の詳細は、『Oracle Reports Developer for Windows スタート・ガイド リリース 6i』
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（部品番号 :J00454-01）を参照してください。Webサーバーのインストールの詳細は、
Webサーバーのドキュメントを参照してください。

2. Webサーバーを構成します。詳細はWebサーバーのドキュメントを参照してください。

3. Reportsサーブレットを構成します。詳細は、3.4.1項「Webサーバーの構成」を参照し
てください。

4. Reports Serverを構成します。Reports Serverを構成する方法の詳細は、3.3項「コマン
ド・ラインからの Reports Serverの起動と停止」を参照してください。

3.4.1  Webサーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成
この作業は、Webサーバー・マシンにおいて次の手順で行います。

1. サーブレットのプロパティ・ファイル（servlet.propetiesなど）に、次のエントリを追
加します。

# Oracle Report servlet
servlet.RWServlet.code=oracle.reports.rwcgi.RWServlet

2. CLASSPATH環境変数に Oracle Reportsの RWServlet.classファイルの入っているディ
レクトリを設定します。

3. Reports Serverの構成を完了したら、Reports Serverが正しく構成されていることを確
認します。Webブラウザで、次のリクエストを行います。

http://your_webserver/RWServlet?report=your_report.rdf+
userid=username/password@m_db+desformat=html+destype=cache

ここで、username/password@my_dbは有効なデータベース・ログイン名に置き換え
てください。my_dbは、事前に Reports Serverのために作成した tnsnames.oraファ
イルのエントリに置き換えます。3.2.3.2項「Reports Serverのサービス・エントリを作
成する手順」を参照してください。

このリクエストには、SERVERコマンド・ライン引数がない点に注意してください。
Webサーバー・マシン上で REPORTS60_REPORTS_SERVR環境変数に repserverを設
定している場合は必要ありません。
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レポート・リクエストの
4

レポート・リクエストの実行レポート・リクエストの実行レポート・リクエストの実行レポート・リクエストの実行

この章では、レポート・リクエストを指定する様々な方法について説明します。次の項目に
ついて説明します。

� レポート・リクエスト・メソッド

� 重複ジョブの検出

� マッピング・ファイルを使用してリクエストの実行を簡単にする方法

� URL実行リクエストの指定

� 自動実行のためのレポート・リクエストのスケジューリング

4.1  レポート・リクエスト・メソッドレポート・リクエスト・メソッドレポート・リクエスト・メソッドレポート・リクエスト・メソッド
レポートはさまざまなリクエスト・メソッドを使用して実行することができます。それらは
次にリストするとおりです。

� RWCLI60コマンド・ラインコマンド・ラインコマンド・ラインコマンド・ラインを使用すると、コマンド・ラインのプロンプトからレポー
トを実行することができます。RWCLI60は、コマンド・ラインを解釈し、指定された
Reports Serverに送る実行形式のファイルです。このファイルでは、Reports Runtime
の実行ファイル（RWRUN60）と類似のコマンド・ラインが使用されます。RWCLI60
コマンド・ライン・リクエストは、非Webアーキテクチャを使用して行われます。典
型的なコマンド・ライン・リクエストは次のようになります。

RWCLI60 REPORT=my_report.rdf USERID=username/password@my_db SERVER=repserver 
DESTYPE=HTML DESFORMAT=cache

有効な RWCLI60コマンド・ライン引数のリストは、付録 A「RWCLI60コマンド・ラ
イン引数」を参照してください。

� URL構文構文構文構文を使用すると、Webブラウザからレポート・リクエストを実行することがで
きます。Web CGIおよびサーブレットは、URL構文を Reports Serverによって処理さ
れる RWCLI60コマンド・ライン・リクエストに変換します。 レポートの処理が終了す
ると、出力はWebサーバーが知っているロケーションにあるHTMLファイルまたは
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PDFファイルに送信され、そこからWebブラウザに戻されます。ユーザーのブラウザ
からレポート・リクエストを行うのに必要な URL構文をユーザーに提供するか、また
は URL構文をハイパーリンクとしてWebサイトに追加することもできます。この章の
次の項ではこのメソッドについて詳しく説明します。

� WebDBコンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネントを使用すると、リンクを Oracle WebDBコンポーネントとして
WebDBサイトに追加することができます。このリンクは、レポート・リクエストにつ
いての情報の入ったパッケージ・プロシージャをポイントします。Reports Developer
のシステム管理者は、Oracle WebDBウィザードを使用してパッケージ・プロシージャ
を作成し、Webを使用したレポートの公開をより便利で安全な方法で行えるようにしま
す。WebDBにアクセスする権限のあるユーザーは、リンクをクリックするのみでレ
ポートを実行することができます。システム管理者は直接ウィザードからレポートを実
行することができます。詳細は、第 5章「レポートへのユーザー・アクセスの管理」 を
参照してください。

� ActiveXコントロールコントロールコントロールコントロールは、Reports Serverを業界標準の ActiveXテクノロジを通じて公開
しているので、ActiveXコンテナからのレポートの実行が可能です。Reports Launcher
は ActiveXコンテナの一例です。詳細は ActiveXおよび Reports Launcherのオンライ
ン・ヘルプを参照してください。

� SRW.RUN_REPORTは、Reports Runtimeを実行する PL/SQLのパッケージ・プロ
シージャです。SRW.RUN_REPORTコマンド・ラインを指定するときは、SERVER引
数に Reports Serverの TNSサービス・エントリ名を設定して、SRW.RUN_REPORTコ
マンドに RWCLI60コマンドを実行したときと同様の動作をさせます。詳細は Report 
Builderのオンライン・ヘルプを参照してください。

4.2  重複ジョブの検出重複ジョブの検出重複ジョブの検出重複ジョブの検出
DESTYPEを cacheに設定して、あるいは、TOLERANCEを任意の長さの分（0分以上）に
設定してレポートを実行すると、レポート出力のコピーが Reports Serverのキャッシュに保
存されます。その後で、同じレポートが実行されると（つまり、完全に同じコマンド・ライ
ン引数を使用して）、現行リクエストは重複ジョブとして認識されます。Reports Serverは、
指定された許容時間（TOLERANCE=10）内にリクエストが行われた場合は同じレポートを
再度実行するのではなく、キャッシュ内の出力を再利用します。前回のジョブの終了時、あ
るいはそれがすでに終了している場合も、後続のレポートに対してキャッシュ内の出力が使
用されます。ジョブの 1つがキャンセルされた場合（たとえば Reports Queue Managerから
キャンセルされた場合）、他のレポートはランタイム・エンジンによって通常どおりに実行
されます。 

DESTYPEと TOLERANCEのコマンド・ライン引数の詳細は、付録 A「RWCLI60コマン
ド・ライン引数」を参照してください。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� 次のコマンド・ライン引数を比較して重複ジョブが検出されます。REPORT、USERID、
DESFORMAT、paramform、currency、thousands、decimal、pagesize、orientation、
modeおよびすべてのユーザー・パラメータ。
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� レポートの出力を複数の宛先に配布するときは、サーバー上でレポートを一度実行して
から、宛先と許容時間を変えて、同じコマンドを同じサーバーに対して発行します。
Reports Serverによって重複ジョブが検出され、キャッシュ内のファイルが新しい宛先
に再配布されます。 

� 重複ジョブの検出は、繰り返されたジョブの各インスタンスに対して別々に行われま
す。 

� Reports Queue Managerを使用して、あるいは手動で Reports Serverの構成ファイルの
CACHESIZEパラメータを設定することによってキャッシュ・サイズを設定できます。
Reports Serverは、前に使用されてから最も長い時間が経過しているキャッシュ・ファ
イルを削除して、キャッシュ・ファイルの合計サイズをこの制限値以下に抑えようとし
ます。さらに、Reports Queue Managerを使用してキャッシュを空にすることもできま
す。

キャッシュの設定の詳細は、Reports Queue Managerのオンライン・ヘルプまたは付録
B「Reports Server 構成パラメータ」を参照してください。

� 同一ジョブが送信されたときにレポートが処理中であった場合は、TOLERANCEが設
定されていない場合やゼロに設定されている場合でも、Reports Serverは現在実行され
ているジョブの出力を再利用します。job_1が Reports Serverのエンジンのいずれかで
現在実行中で、他のユーザーが job_1と同一の job_2を送信したとします。Reports 
Serverは job_1からの出力を job_2に対して使用します。この場合、job_2はエンジンに
送られて実行されるわけではないので、job_2の処理速度はかなり速くなります。

4.3  キー・マップ・ファイルの使用方法キー・マップ・ファイルの使用方法キー・マップ・ファイルの使用方法キー・マップ・ファイルの使用方法
URL構文をユーザーに提供するとき、あるいは URL構文をハイパーリンクとして任意の
Webサイトに追加するときは、キー・マップ・ファイルを使用して、URLリクエストにあ
るパラメータを単純化したり隠したりすることができます。キー・マッピングは次の場合に
便利です。 

� URLを短縮して、使いやすくする場合 

� 元の URLを変更しないで、URLの実行構成のマッピングをし直す場合 

� 企業にとって典型的ないくつかの実行構成を標準化する場合  

� ユーザーからパラメータの一部（データベース接続文字列など）を隠蔽する場合 

� ユーザーがレポートの実行に使用できるパラメータを制限する場合 

注意注意注意注意 :  レポートをWebサイトで公開するためのより便利で安全な方法として、WebDBコン
ポーネントを作成する方法があります。詳細は、第 5章「レポートへのユーザー・アクセス
の管理」 を参照してください。

マップ・ファイルは URLパラメータを受け取って、レポート・リクエストを規定するコマ
ンド・ライン引数にマップします。たとえば、URLリクエスト構文の中の 1つの引数を、レ
ポートの実行に必要なすべてのコマンド・ライン引数にマップすることができます。キー・
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マッピングを使用することによって、すべてのコマンド・ライン引数をユーザーから隠蔽す
ることができます。

 次に示すのは、「パラメータ・フォーム」を使用した制限付きの実行に対するキー・マッピ
ングの例です。

次のコマンド・ラインを送信します。 

http://your_webserver/cgi-bin/rwcgi60.exe?key+par1+par2+parN 

ここで、キー・マッピング・ファイルには次の行が含まれています。 

KEY: module=myreport deptno=%1 myparam=%2 %* 

すると、次のコマンド・ライン・リクエストに相当するリクエストが生成されます。 

RWCLI60 module=myreport deptno=par1 myparam=par2 parN

4.3.1  キー・マッピングを使用可能にする方法キー・マッピングを使用可能にする方法キー・マッピングを使用可能にする方法キー・マッピングを使用可能にする方法
キー・マッピングは次の２つの条件のいずれかが満足されたときに使用可能となります。 

� Webサーバー上の REPORTS60_CGIMAP (Web CGI)環境変数に、有効なキー・マップ・
ファイルの名前が指定されている場合。詳細は、付録 C「環境変数」 を参照してくださ
い。

� 標準のファイル名、cgicmd.datを持つ有効なファイルがWebサーバー・マシン上の
ORACLE_HOME¥REPORT60 ディレクトリにある場合。 

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� キー・マッピングが使用可能になっていると、すべての RWCGI60の URLは最初の引数
がキーであるかのように処理されます。キー・マップ・ファイルはこのキーのみを検索
します。キーが見つかると、その定義済みの値が Reports Serverコマンド・ラインに代
入されます。見つからない場合は、エラーが生成されます。 

� URLを HTMLフォームを使用して提出すると、キーは隠蔽型の入力としてコード化さ
れます。 

4.3.2  URLパラメータのマッピングパラメータのマッピングパラメータのマッピングパラメータのマッピング
この項では、キー・マッピング・エントリをキー・マップ・ファイルに追加する方法につい
て説明します。

Webサーバー・マシン上 :

1. テキスト・エディタで ORACLE_HOME¥REPORT60 ディレクトリにある cgicmd.dat
（Web CGI）ファイルをオープンします。

ヒントヒントヒントヒント : 使用中のマッピング・ファイルを確認するためにWebブラウザで
http://your_webserver/cgi-bin/rwcgi60.exe/showmap?と入力します。
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2. キー・マッピング・エントリを追加します。基本的なキー・マッピング・ファイルは次
のようになります。

key1: REPORT=your_report.rdf USERID=user_name/password@mydb DESFORMAT=html 
SERVER=repserver DESTYPE=cache

ここで、key1はキーの名前です。

ファイル自体で記述されている特殊なパラメータを除いて、コマンド・ライン引数は
RWCLI60の構文規則に従います。RWCLI60のコマンド・ライン引数の詳細は、付録 A
「RWCLI60コマンド・ライン引数」を参照してください。

ヒントヒントヒントヒント : REPORTS60_REPORTS_SERVER環境変数を設定してリクエストをデフォルト
のサーバーに送っている場合は、SERVERコマンド・ライン引数を省略できます。詳細
は、付録 C「環境変数」 を参照してください。

3. Webページでハイパーリンクを更新します。4.4.2項「Webブラウザからのレポート・
リクエストの指定」参照。

4.4  レポート・リクエストの指定レポート・リクエストの指定レポート・リクエストの指定レポート・リクエストの指定

4.4.1  レポートの構築レポートの構築レポートの構築レポートの構築
1. 使用中の Reports Serverが搭載されているマシン上で、そのパスを使用してレポートを

保存するためのレポートのソース・ディレクトリ（C:¥WEB_REPORTS）を作成します。
このディレクトリは、必ず Reports Serverの構成ファイルの SOURCEDIRパラメータで
設定してください。付録 B「Reports Server 構成パラメータ」参照。

ヒントヒントヒントヒント : レポートのソース・パスは REPORTS60_PATH環境変数でも設定できます。詳
細は、付録 C「環境変数」 を参照してください。

Report Builderを起動してレポートを作成します。このレポートは .RDFファイルまた
は .REPファイルとして保存することができます。このレポート定義ファイルは、必ず
Reports Serverマシン上でレポート・ソース・ディレクトリ（C:¥WEB_REPORTSなど）
にコピーしてください。レポートの作成についての詳細は、『レポート作成ガイド』マ
ニュアルまたは Report Builderのオンライン・ヘルプを参照してください。

1. このタスクについてのオンライン・ヘルプにアクセスするには、このタスクについてのオンライン・ヘルプにアクセスするには、このタスクについてのオンライン・ヘルプにアクセスするには、このタスクについてのオンライン・ヘルプにアクセスするには、「ヘル「ヘル「ヘル「ヘル
プ」プ」プ」プ」→→→→「「「「Report Builderヘルプ・トピック」ヘルプ・トピック」ヘルプ・トピック」ヘルプ・トピック」を選択します。を選択します。を選択します。を選択します。

2. 「索引」ページで次のように入力します。「索引」ページで次のように入力します。「索引」ページで次のように入力します。「索引」ページで次のように入力します。
レポート , 作成

3. 次に、「表示」をクリックして次のヘルプ・トピックを表示します。次に、「表示」をクリックして次のヘルプ・トピックを表示します。次に、「表示」をクリックして次のヘルプ・トピックを表示します。次に、「表示」をクリックして次のヘルプ・トピックを表示します。 
標準的なレポートの構築
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2. ユーザーがこのレポートを使用できるようにします。4.4.2項「Webブラウザからのレ
ポート・リクエストの指定」参照。

4.4.2  Webブラウザからのレポート・リクエストの指定ブラウザからのレポート・リクエストの指定ブラウザからのレポート・リクエストの指定ブラウザからのレポート・リクエストの指定
レポート・リクエストに必要な URL構文をユーザーに提供することができます。あるいは、
URL構文をハイパーリンクとしてWebページに追加することもできます。

注意注意注意注意 :  レポートをWebサイトで公開するためのより便利で安全な方法として、WebDBコン
ポーネントを作成する方法があります。詳細は、第 5章「レポートへのユーザー・アクセス
の管理」 を参照してください。

URL構文は、次の形式で提示することができます。

� 次のような完全な URLリクエスト

http://your_webserver/cgi-bin/rwcgi60.exe?report=your_report.rdf
+userid=user_name/password@mydb+server=repserver+desformat=html
+destype=cache

注意注意注意注意 : 他のコマンド・ライン引数が必要な場合、有効な RWCLI60のコマンド・ライン
引数のリストが掲載されている付録 A「RWCLI60コマンド・ライン引数」を参照して
ください。

� キー・マッピングを使用して単純化した次のようなＵRLリクエスト

http://your_webserver/cgi-bin/rwcgi60.exe?report=key1

ヒントヒントヒントヒント : REPORTS60_REPORTS_SERVER環境変数を設定してリクエストをデフォルトの
サーバーに送っている場合は、SERVERコマンド・ライン引数を省略できます。詳細は、付
録 C「環境変数」 を参照してください。

URL構文をハイパーリンクとしてWebパージに追加する手順は次のとおりです。

1. URLリクエストをハイパーリンクとしてWebページに追加します。構文は次のように
なります。

<A HREF="http://my_webserver/cgi-bin/rwcgi60.exe?key1>My report</A>

2. ユーザーにレポート・リクエストを公開するWebサイトの URLを提供します。ユー
ザーはこのリンクをクリックしてレポートを実行します。

レポートが実行されない場合、あるいは、Webブラウザで期待どおりに表示されない場
合、詳細は付録 F「トラブルシューティング」を参照してください。
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4.4.3  自動実行のためのレポートのスケジューリング自動実行のためのレポートのスケジューリング自動実行のためのレポートのスケジューリング自動実行のためのレポートのスケジューリング
サーバーを使用して、Queue Managerまたは Oracle WebDBからレポートを自動的に実行
することもできます。スケジューリング機能では、レポートを実行する時刻と頻度を指定で
きます。

レポートのスケジューリングの詳細は Reports Queue Managerのオンライン・ヘルプを参照
してください

レポートをWebDBでWebDBコンポーネントとして公開するときは、これらのレポート・
リクエストは、自動的に実行されるようにスケジューリングして、出力されたレポートをサ
イト上の指定のフォルダに送信することができます。詳細は、第 5章「レポートへのユー
ザー・アクセスの管理」 を参照してください。
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レポートへのユーザー・アクセスの
5

レポートへのユーザー・アクセスの管理レポートへのユーザー・アクセスの管理レポートへのユーザー・アクセスの管理レポートへのユーザー・アクセスの管理

アクセス・コントロールにより、Oracle Reports Serverで実行するレポートへのユーザー・
アクセスを制限できます。Reports Developerでは、アクセスの制限された Reports Server
やプリンタ上でレポートを実行するときに、WebDBを使用してセキュリティ・チェックを
実行し、必要な権限を持ったユーザーのみにアクセスを許可します。アクセス・コントロー
ルによって特定される事項は、次のとおりです。

� レポート定義ファイル、Reports Serverおよびプリンタに対する制限の内容。

� 要求されたレポートをアクセスの制限された Reports Server上で実行し、プリンタに出
力する権限を持ったユーザー。

� レポート定義ファイル、Reports Serverおよびプリンタを実行できる期間。

� 実行時にユーザーが利用できるレポート・リクエスト・オプション（すなわち、必須お
よび任意パラメータ）を制限して、レポート出力を配布する方法。ユーザーが利用でき
る Reports Serverおよびプリンタの指定なども含みます。

WebDBには、レポート定義ファイル（すなわち、レポートの実行方法）に関する情報が
パッケージ・プロシージャとして格納されます。レポートを実行するには、リクエストを受
け付ける Reports Serverのアクセス制限、レポート出力の印刷に使用するあらゆるプリンタ
に関するアクセス・コントロール情報もWebDBに格納する必要があります。WebDBにア
クセス・コントロール情報を追加するには、Oracle Reportsセキュリティ・ウィザードを使
用します。WebDBにアクセス・コントロール情報を追加できるのは、Reports Developerシ
ステム管理者の権限を持ったユーザーのみです。

Web上でユーザーがレポート・リクエストを実行できるようにするには、次のことを行いま
す。

� リンクをWebDBコンポーネントとして、レポートのパッケージ・プロシージャをポイ
ントするWebDBサイトに追加する。手順の詳細は、5.3.8項「ステップ 8. ユーザーが
レポートを利用できるようにする」を参照してください。

� 自動的にリクエストが実行され、レポート出力がWebDBサイトに配信されてユーザー
に表示されるように、スケジュールを設定する。詳細は、5.3.9項「ステップ 9. レポー
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アクセス・コントロールの構成およびセットアップの概要
トを実行して出力をWebDBサイトに配信するスケジュールを設定する」 を参照してく
ださい。

� 標準 URL構文をハイパーリンクとしてWebサイトに追加する。詳細は、4.4項「レポー
ト・リクエストの指定」 を参照してください。

注意注意注意注意 : システム管理者は、WebDBの Reports Developer Securityからレポート・リクエスト
を実行できます。詳細は、5.3.7項「ステップ 7. 「Reports Developerパラメータ・フォー
ム」でパラメータ値を設定する」 を参照してください。

5.1  アクセス・コントロールの構成およびセットアップの概要アクセス・コントロールの構成およびセットアップの概要アクセス・コントロールの構成およびセットアップの概要アクセス・コントロールの構成およびセットアップの概要
この項では、アクセス・コントロールのための Reports Serverの構成方法、アクセスの制限
された Reports Serverでレポート・リクエストを実行するときに使用するアクセス情報を
WebDBに追加する方法を説明します。

次のステップでは、Web CGIまたはサーブレットを使用した Reports Serverの構成が完了
していることを前提にしています。詳細は、第 3章「Reports Serverの構成」 を参照してく
ださい。Reports Developerでアクセス・コントロールを実現するための詳細な例は、5.3項
「WebDBのアクセス・コントロールのセットアップ」を参照してください。

Reports Developer Securityのインストールと構成のインストールと構成のインストールと構成のインストールと構成
ステップ 1. Reports Developer Securityに対応したWebDBを構成します。

アクセス・コントロールのセットアップアクセス・コントロールのセットアップアクセス・コントロールのセットアップアクセス・コントロールのセットアップ
ステップ 1. アクセス・コントロールに対応した Reports Serverを構成します。

ステップ 2. ユーザー・アカウントを作成します。

ステップ 3. （オプション）WebDBに使用時間カレンダを作成します。

ステップ 4. WebDBにプリンタへのアクセスを追加します。

ステップ 5. WebDBに Reports Serverへのアクセスを追加します。 

ステップ 6. WebDBにレポート定義ファイルへのアクセスを追加し、パッケージ・プロシー
ジャを作成します。

注意注意注意注意 :  複数のレポートをWebDBにバッチで一括登録するには、Reports Developer Batch 
Registeringユーティリティを使用します。詳細は、OTN 
（http://technet.oracle.com）に掲示された Reports Developer Batch Registering 

Reportsテクニカル・ホワイト・ペーパーを参照してください。

ステップ 7. 「パラメータ・フォーム」でパラメータ値を設定します。

ステップ 8. WebDBサイト上でレポート・リクエストを公開します。

ステップ 9. （オプション）レポートを実行して出力をWebDBサイトに配信するためのスケ
ジュールを設定します。
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5.2  WebDBのののの Reports Securityのインストールと構成のインストールと構成のインストールと構成のインストールと構成
WebDBの Reports Developer Securityのインストールと構成には、WebDBおよび Reports 
Server Security機能のインストール、認証 cookieドメインの設定が含まれます。

WebDBの Reports Server Securityのインストールと構成が完了した後に、アクセス・コン
トロールに対応した Reports Serverの構成方法、Reports Server、レポートおよびプリンタ・
アクセスのWebDBへの追加方法について、5.3項「WebDBのアクセス・コントロールの
セットアップ」を参照してください。 

5.2.1  ステップステップステップステップ 1. WebDBのののの Reports Securityを構成するを構成するを構成するを構成する
Reports Developer Security機能をWebDBにインストールして構成するには、次の作業を実
行する必要があります。

� WebDBリリース 2.2以降をインストールする。

� WebDBに Reports Security機能をインストールする。

� 認証 cookieドメインを設定する。

5.2.1.1  WebDBをインストールする手順をインストールする手順をインストールする手順をインストールする手順
WebDBをまだインストールしていない場合は、WebDBを Oracle 7.3.4、Oracle 8.0.5または
Oracle 8iデータベースにインストールします。詳細は、『Oracle WebDBスタート・ガイド』
を参照してください。

5.2.1.2  Reports Serverセキュリティ・パッケージをセキュリティ・パッケージをセキュリティ・パッケージをセキュリティ・パッケージを WebDBにインストーにインストーにインストーにインストー
ルする手順ルする手順ルする手順ルする手順
Reports Serverセキュリティ・パッケージは、あらゆるマシン（WebDBまたは Reports 
Serverをインストールしたマシンなど）からインストールできます。

1. Reports Serverセキュリティ・パッケージのみをインストールする場合は、Oracle 
Installerを起動して「カスタム・インストールカスタム・インストールカスタム・インストールカスタム・インストール」を選択します。「使用可能な製品」リ
スト・ボックスで、Oracle Reports Developerというノードを拡張し、「Reports Server 
Security Packages」を選択します。インストール・プロセスの詳細は、『スタート・ガ
イド』を参照してください。

2. インストール処理が完了したら、SQLスクリプトを実行してセキュリティ・パッケージ
をWebDBにインストールします。

� Windows NTの場合、「Oracle Reports 6i Admin」メニューから「Install Oracle 
Reports Security」を選択します。

� UNIXの場合、ORACLE_HOME/REPORT60/SERVER/SECURITY ディレクトリに移動
し、コマンド・ラインで次のように入力します。

sqlplus /nolog @rwwwvins.sql
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3. Enter Connection Stringプロンプトで次の事項を入力してWebDBスキーマ
（username/password@database）にログインします。

4. SQLスクリプトを完成したら、WebDBを起動し、WebDBスキーマにログインします。

5. メイン・メニューで「管理管理管理管理」をクリックします。「Oracle Reportsセキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ」メ
ニュー項目が表示されます。

5.2.1.3  認証認証認証認証 cookieドメインを設定する手順ドメインを設定する手順ドメインを設定する手順ドメインを設定する手順
認証 cookieドメインを設定することで、レポート送信先の Reports Serverへの認証情報の
送信が可能になります。

WebDBをインストールしたマシンで、次の作業を実行します。

1. テキスト・エディタで wdbsvr.cfgファイル（ORACLE_HOME¥LISTENER¥CFG ディレク
トリにある）をオープンします。[SERVER]セクション下で、次の構文を使用して構成
パラメータを設定します。

ORCookieDomain=my_company.com

ここで、my_company.comは Reports Serverのドメイン名です。

2. 変更内容を保存し、構成ファイルをクローズします。

表表表表 5-1  WebDBスキーマにログインするための接続スキーマにログインするための接続スキーマにログインするための接続スキーマにログインするための接続

フィールドフィールドフィールドフィールド 説明説明説明説明

Username WebDBスキーマにログインできるデータベース管理者
（DBA）権限を持ったユーザー名。WebDBスキーマにロ
グインできない場合は、DBAに相談してください。

Password WebDBスキーマにログインするためのパスワード。

Database WebDBスキーマとの接続に使用するデータベース名。

1. このタスクに関するこのタスクに関するこのタスクに関するこのタスクに関するWebDBオンライン・ヘルプを表示するには、オンライン・ヘルプを表示するには、オンライン・ヘルプを表示するには、オンライン・ヘルプを表示するには、タイトタイトタイトタイト
ル・バーでル・バーでル・バーでル・バーでヘルプ・ボタンをクリックします。ヘルプ・ボタンをクリックします。ヘルプ・ボタンをクリックします。ヘルプ・ボタンをクリックします。

2. をクリックし、次のように入力します。をクリックし、次のように入力します。をクリックし、次のように入力します。をクリックし、次のように入力します。
認証 cookie

3. 「検索」をクリックし、次のトピックをクリックします。「検索」をクリックし、次のトピックをクリックします。「検索」をクリックし、次のトピックをクリックします。「検索」をクリックし、次のトピックをクリックします。
「認証 cookieドメインの設定」

トピックが表示されます。トピックが表示されます。トピックが表示されます。トピックが表示されます。
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5.3  WebDBのアクセス・コントロールのセットアップのアクセス・コントロールのセットアップのアクセス・コントロールのセットアップのアクセス・コントロールのセットアップ
この例では、アクセス・コントロールに対応した Reports Serverを構成するための手順をス
テップ・バイ・ステップで説明します。レポート定義ファイル、Reports Serverおよびプリ
ンタへのアクセスをWebDBに追加します。最後に、レポート・リクエストをWebDBサイ
トで公開し、許可されたユーザーがアクセスの制限されたレポートを実行できるようにしま
す。

この例では、次の事項が前提になっています。

� Web CGI構成例を使用して、Reports Serverの構成が完了している。詳細は、3.2項
「Reports Serverの構成 : Reports Web CGIの例」 を参照してください。

� Reports Developerが認識できるプリンタがインストールされ、稼働中である。

� Reports Developerシステム管理者は、WebDBサイトの管理者権限を持っている。これ
により、Reports Developerシステム管理者は、WebDBサイトへのアイテムの追加、他
のユーザーにアイテムの管理権限を付与することが可能になります。

� security.rdfにアクセスできる。このレポートは、従業員の 401Kレポートを生成し
ます。このレポートの情報は、WebDBに追加されます。このファイルは、
ORACLE_HOME¥TOOLS¥DOC60¥US¥RBBR60ディレクトリに提供されています。

� Reports Serverで security.rdfファイルを実行するには、Oracle Reports Developerの
デモ表にアクセスする必要があります。デモ用の SQLスクリプトを使用してデモ表を
データベースにインストールします。

WebDBからアクセスできるレポートとして追加する 401Kレポートには、4名の架空従業員
に関する 401K投資情報が入っています。この機密レポートへのアクセスを、これら 4人の
従業員に限定します。さらに、従業員がレポートを要求した場合は、本人の個人情報のみに
アクセスでき、他の従業員の情報にはアクセスできないことを保証します。これを実現する
ための作業は、次のとおりです。

� ユーザー・アクセスをレポートそのものに制限します。つまり、401K加入者の 1人であ
る Jeff Abers氏について、この例で使用するために特定のユーザー・アカウントを作成
し、このユーザーにレポートへのアクセス権を与えます。

� ユーザーのアクセスを本人の個人情報のみに限定します。レポートの実行を許可された
ユーザーは、自分の 401Kレポートを検索するときに、姓と社会保障番号の組合せを正
確に入力する必要があります。 security.rdfレポートには、姓と社会保障番号
（SSN）という 2つのユーザー・パラメータが定義されています。WebDBで作成するラ
ンタイム・パラメータ・フォームには、401K加入者の姓の値リストと、任意の社会保
障番号を入力するためのパラメータがあります。

Jeff Abers氏が自分の 401K投資を再検討する場合を想定します。ランタイム・パラメータ・
フォームで、Abers氏は宛先パラメータの他に、値リストから姓を選択し、社会保障番号を
入力する必要があります。レポートを実行するときは、ログインする必要があります。ログ
イン時にWebDBでチェックが行われ、レポートを実行するのに必要なアクセス権を持った
ユーザーであるか確認されます。ログインに成功すると、Reports Serverによってリクエス
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トが処理されます。姓と社会保障番号の組合せが正確に入力された場合、リクエストに従っ
て個人の 401Kレポートが配信されます。

5.3.1  ステップステップステップステップ 1. アクセス・コントロールに対応したアクセス・コントロールに対応したアクセス・コントロールに対応したアクセス・コントロールに対応した Reports Serverを構成を構成を構成を構成
するするするする

このステップを実行する前に、Reports Serverをインストールし、構成しておく必要があり
ます。詳細は第 3章「Reports Serverの構成」を参照してください。

アクセス・コントロールに対応した Reports Serverを構成するための作業は、次のとおりで
す。

� WebDBに接続する TNS名の別名を作成する。

� Reports Serverへのアクセスを制限する。

5.3.1.1  WebDBに接続するに接続するに接続するに接続する TNS名の別名を作成する手順名の別名を作成する手順名の別名を作成する手順名の別名を作成する手順
WebDBで使用する TNS名の別名は、Reports Serverがインストールされたマシン上の
tnsnames.oraファイルで作成します。これにより、Reports ServerとWebDBの通信が可能
になります。

TNS名の別名を作成するには、Net8 Easy Configツールを使用するか、またはテキスト・エ
ディタで tnsnames.oraファイルを編集します。

TNS名の別名を作成するときに必要な情報は、次のとおりです。

� WebDBインスタンス用の TNS名の別名。

� WebDBがインストールされたデータベースのホスト名。

� WebDBがインストールされたデータベースのポート番号。

� WebDBがインストールされたデータベースのシステム識別子（SID）。

ヒントヒントヒントヒント : ホスト名、ポート番号および SIDは、データベースがインストールされたマシン上
の ORACLE_HOME¥NETWORK¥ADMINディレクトリの tnsnames.oraファイルに入っていま
す。

Reports Serverマシン上 :

1. 次のいずれかを実行します。

� Net 8 Easy Configを起動し（マシンにインストールされている場合）、ウィザード
の指示に従って TNS名の別名を作成します。

� ORACLE_HOME¥NET80¥ADMINディレクトリのtnsnames.oraファイルをオープンし
ます。ステップ 2へ進みます。
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ヒントヒントヒントヒント : Reports Server Security機能を Reports Serverマシンからインストールした場
合は、WebDB用の TNS名の別名は自動的に作成されています。このステップを省略し
て 5.3.1.2項「Reports Serverへのアクセスの制限」に進んでください。

2. WebDBとの接続に使用する TNS名の別名を次のように入力します。

sec_rep.world =
  (DESCRIPTION =
    (ADDRESS =
          (PROTOCOL = TCP)
          (HOST = my_pc.my_domain)
          (PORT = 1521)
    )
    (CONNECT_DATA = (SID = ORCL)
    )
  )

各項目の内容は次のとおりです。

repserver2.worldはWebDBサーバー・インスタンスの名前で、.worldは
sqlnet.oraファイルのNAMES.DEFAULT_DOMAINの設定値で指定されたドメインで
す。NAMES.DEFAULT_DOMAINの設定値が sqlnet.oraファイルで指定されていな
い場合は、サーバー・インスタンスの名前から .worldを省略してください。

TCPは、プロトコル・アドレス情報です。

my_pc.my_domainは、WebDBがインストールされたマシンのホスト名または IPア
ドレスです。 

1521はWebDBがインストールされたデータベースへのポート番号です。

ORCLは、WebDBがインストールされたデータベースの Oracleシステム識別子です。

3. tnsnames.oraファイルを保存し、クローズします。

5.3.1.2  Reports Serverへのアクセスの制限へのアクセスの制限へのアクセスの制限へのアクセスの制限
Reports Serverへのアクセスを制限するには、Reports Serverの構成ファイルに
SECURITYTNSNAMEパラメータを設定します。このパラメータを設定すると、アクセス・
コントロールが実施されます。アクセスの制限された Reports Serverへレポートを要求する
には、許可されたユーザーであることを証明する必要があります。

レポート・リクエストを実行するには、レポート定義ファイルへのアクセスをWebDBに追
加する必要があります。制限なしであらゆるレポート・リクエストを実行する場合は、その
Reports Serverを使用するWebDBで「サーバー・アクセス」ウィザードの「登録済みのレ
ポート定義ファイル（RDF）のみ実行」オプションをオフに設定してください。この場合
も、ユーザーがレポートを実行するには Reports Serverに対する認証が必要です。

Reports Serverマシン上 :
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1. テキスト・エディタで repserver.ora構成ファイル
（ORACLE_HOME¥REPORT60¥SERVERディレクトリにある）をオープンします。次の構文
を使用して、SECURTYTNSNAMEパラメータを設定します。

SECURITYTNSNAME="sec_rep"

ここで、sec_repは tnsnames.oraファイルで定義したWebDBサーバー・インスタ
ンスの TNS名の別名です。

2. Reports Serverの構成ファイルを保存し、クローズします。

3. Reports Serverを一度停止してから再起動し、Reports Server構成ファイルの変更を反
映させます。

5.3.2  ステップステップステップステップ 2. ユーザー・アカウントを作成するユーザー・アカウントを作成するユーザー・アカウントを作成するユーザー・アカウントを作成する
次のユーザー・アカウントを作成する必要があります。

� Reports Developerシステム管理者。これにより、アクセス制限された Reports Server、
レポート定義ファイルおよびプリンタ用のアクセス・コントロールを作成し、管理しま
す。5.3.2.1項「Reports Developerシステム管理者のユーザー・アカウントを作成する
手順」参照。Reports Developerシステム管理者を作成した後に、アクセスを制限する
Reports Server、レポート定義ファイルおよびプリンタ用のアクセス・コントロールを
作成します。

� アクセスの制限された Reports Serverおよびプリンタに対して制限されたレポートを実
行できるようにアクセス権を与えるすべてのユーザー。5.3.2.2項「レポートの実行のた
めのユーザー・アカウントを作成する手順」参照。ユーザー・アカウントは、いつでも
作成できます。しかし、Reports Server、レポート定義ファイルまたはプリンタへのア
クセスを制限する場合、アクセス権の必要なユーザーがあらかじめわかっているとき
は、最初にユーザー・アカウントを作成するのが一番よい方法です。

5.3.2.1  Reports Developerシステム管理者のユーザー・アカウントを作成システム管理者のユーザー・アカウントを作成システム管理者のユーザー・アカウントを作成システム管理者のユーザー・アカウントを作成
する手順する手順する手順する手順
 WebDBでセキュリティ管理を実行するには、RW_ADMINISTRATORロールを持ったユー
ザー・アカウントが必要です。RW_ADMINISTRATORロールを持ったユーザーのみが、
WebDBの Oracle Reportsセキュリティ・ウィザードにアクセスできます。加えて、レポー
トのパッケージ・プロシージャや作成する値リスト（LOV）を所有するスキーマに対する
BUILD IN権限が必要です。ユーザー・アカウントに DBA権限が与えられている場合は、
ユーザー・アカウントを作成できます。そうでない場合は、DBAに連絡してユーザー・ア
カウントを作成してもらいます。
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注意注意注意注意 :  パッケージ・プロシージャや作成するパラメータ値リストを、異なるスキーマで所有
することができます。その場合は、複数のスキーマに対する BUILD IN権限が必要です。

レポート・アイテムをWebDBサイトに追加するには、WebDBサイトを作成しておく必要
があります。WebDBサイトを作成する場合は、「Grant」オプションによって SYS.DBMS_
SQLパッケージ・プロシージャに対する Execute権限を付与された DBAである必要があり
ます。この権限により、サイトを作成し、アイテムの管理権限を他のユーザーに付与できま
す。

ヒントヒントヒントヒント : サイト管理者でない場合は、アイテムの追加先フォルダの Own、Manage Itemまた
は Create With Approval権限をサイト管理者から付与してもらう必要があります。詳細は、
DBAまたはサイト管理者に相談してください。

5.3.2.2  レポートの実行のためのユーザー・アカウントを作成する手順レポートの実行のためのユーザー・アカウントを作成する手順レポートの実行のためのユーザー・アカウントを作成する手順レポートの実行のためのユーザー・アカウントを作成する手順
レポート・リクエストを実行するアクセス権が与えられたすべてのユーザーには、WebDB
の認識できるユーザー・アカウントが必要です。Reports Developerには、ユーザーに割当
て可能なロールが 4つ定義されています。各ロールは、ジョブの監視またはエラー・メッ
セージの表示など、特定のシステム管理機能へのアクセス権をユーザーに与えます。ユー
ザーに特定の Reports Developerロールを割り当てなかった場合は、デフォルトにより、
Reports Developer基本ユーザー機能（つまり、RW_BASIC_USERロール）が暗黙的に割り
当てられます。

ユーザー・アカウントに DBA権限が与えられている場合は、ユーザー・アカウントを作成
できます。そうでない場合は、DBAに連絡してユーザー・アカウントを作成してもらいま
す。

1. このタスクに関するこのタスクに関するこのタスクに関するこのタスクに関するWebDBオンライン・ヘルプを表示するには、オンライン・ヘルプを表示するには、オンライン・ヘルプを表示するには、オンライン・ヘルプを表示するには、タイトタイトタイトタイト
ル・バーでル・バーでル・バーでル・バーでヘルプ・ボタンをクリックします。ヘルプ・ボタンをクリックします。ヘルプ・ボタンをクリックします。ヘルプ・ボタンをクリックします。

2. をクリックし、次のように入力します。をクリックし、次のように入力します。をクリックし、次のように入力します。をクリックし、次のように入力します。
新規ユーザーの作成

3. 「検索」をクリックし、次のトピックをクリックします。「検索」をクリックし、次のトピックをクリックします。「検索」をクリックし、次のトピックをクリックします。「検索」をクリックし、次のトピックをクリックします。
「新規ユーザーの作成」

トピックが表示されます。トピックが表示されます。トピックが表示されます。トピックが表示されます。

1. このタスクに関するこのタスクに関するこのタスクに関するこのタスクに関するWebDBオンライン・ヘルプを表示するには、オンライン・ヘルプを表示するには、オンライン・ヘルプを表示するには、オンライン・ヘルプを表示するには、タイトタイトタイトタイト
ル・バーでル・バーでル・バーでル・バーでヘルプ・ボタンをクリックします。ヘルプ・ボタンをクリックします。ヘルプ・ボタンをクリックします。ヘルプ・ボタンをクリックします。

2. をクリックし、次のように入力します。をクリックし、次のように入力します。をクリックし、次のように入力します。をクリックし、次のように入力します。
新規ユーザーの作成

3. 「検索」をクリックし、次のトピックをクリックします。「検索」をクリックし、次のトピックをクリックします。「検索」をクリックし、次のトピックをクリックします。「検索」をクリックし、次のトピックをクリックします。
「新規ユーザーの作成」

トピックが表示されます。トピックが表示されます。トピックが表示されます。トピックが表示されます。
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この例では、401Kプランに加入している従業員の 1人である Jeff Abers氏のユーザー・アカ
ウントを作成します（または作成を依頼します）。彼のユーザー・アカウントを JABERSと
します。彼には基本ユーザー・ロールが割り当てられています。レポート・リクエストを実
行するアクセス権が必要なユーザーのアカウントを作成する場合は、DBAに相談してくだ
さい。Reports Developerロールは、必要に応じてユーザーに割り当てます。

ヒントヒントヒントヒント : JABERSユーザー・アカウントがすでに存在する場合は、末尾にあなたのイニシャ
ルを付け足してください（たとえば、JABERSAA）。

5.3.3  ステップステップステップステップ 3. 使用可能日カレンダを作成する使用可能日カレンダを作成する使用可能日カレンダを作成する使用可能日カレンダを作成する
使用可能日カレンダは、レポート定義ファイル、Reports Serverおよびプリンタを使用して
処理できる時間を決定したものです。

次の 2種類の使用可能日カレンダを作成できます。

� シンプルな使用可能日カレンダは、1つの使用可能日ルールを定義したものです（たと
えば、毎日、日曜日～土曜日の午前 12:00～午後 10：00など）。

� 複合型の使用可能日カレンダは、複数の使用可能日カレンダを結合して 1つの使用可能
日カレンダにしたものです（たとえば、デイリー・カレンダとメンテナンス・カレンダ
の結合）。

レポート定義ファイル、Reports Serverまたはプリンタに関連付けることができる使用可能
日カレンダは 1つのみです。実働環境で複数の使用可能日ルールが必要な場合は、使用可能
日カレンダを結合する必要があります。

注意注意注意注意 : レポート定義ファイル、Reports Serverおよびプリンタが常に使用可能であり、いつ
でも処理できる場合、使用可能日カレンダは不用です。

この例では、すべての曜日、定期メンテナンス日および休日の使用可能日を決定する運用カ
レンダを作成します。作成する使用可能日カレンダは、次のとおりです。

� 日曜日～土曜日の毎日午前 12:00～午後 10:00を使用可能期間として指定したデイリー・
カレンダ。

� 毎週土曜日の午後 3:00～午後 10:00を使用可能期間として指定したメンテナンス・カレ
ンダ。

� 12月 25日午前 12:00～ 12月 26日午前 12:00を使用可能期間として指定したクリスマス・
カレンダ。

� 前述のカレンダをすべて結合した後に、メンテナンスおよびクリスマス・カレンダを除
外した運用カレンダを作成します。カレンダを除外すると、それらのカレンダの使用可
能日ルールに基づいた処理が禁止されます。

5.3.3.1  デイリー・カレンダを作成する手順デイリー・カレンダを作成する手順デイリー・カレンダを作成する手順デイリー・カレンダを作成する手順
日曜日～土曜日の午前 12:00～午後 10:00を使用可能期間として指定したデイリー・カレン
ダを作成します。
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ヒントヒントヒントヒント : 現在のウィザード・ページに関する状況判断ヘルプを参照するには をクリックし

ます。WebDBのヘルプ・システムにアクセスするには、タイトル・バーの をクリック

します。

1. WebDBにアクセスし、Reports Developerシステム管理者としてログインします。

ヒントヒントヒントヒント : 「Oracle Reportsセキュリティ」ウィザードにアクセスするには、Reports 
Developerシステム管理者としてログインする必要があります。

2. Oracle WebDBホーム・ページで、「管理管理管理管理」をクリックします。

ヒントヒントヒントヒント : WebDBのどのページでもナビゲーション・ツールバーの をクリックし
て「管理」ページにアクセスできます。 

3. 「管理」ページで、「Reports Developerセキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ」をクリックします。

4. 「Oracle Reportsセキュリティ」ページで、「使用可能日カレンダ使用可能日カレンダ使用可能日カレンダ使用可能日カレンダ」をクリックします。

5. 「使用可能日カレンダ」ページで、「シンプルシンプルシンプルシンプル」オプションをクリックしてカレンダを新
規作成します。

6. 「新規作成新規作成新規作成新規作成 」をクリックしてシンプルな使用可能日カレンダを作成します。

7. 「シンプルな使用可能日カレンダ」ページで、「カレンダ名」に Dailyと入力します。

ヒントヒントヒントヒント : Dailyカレンダがすでに存在する場合は、末尾にあなたのイニシャルを付け足
してください（たとえば、DailyAA）。

8. をクリックします。

9. 「使用可能日時」ページで、今日の日付を開始年月日として指定し、午前 12:00を開始時
刻として指定します。

10. 今日の日付を終了年月日として指定し、午後 10:00を終了時刻として指定します。

11. Dailyを「繰り返し」オプションとして選択します。これにより、期間パターンが毎日
繰り返されます。たとえば、開始日付を 2000年 1月 4日、月曜日とすると、この日付
からパターンが終了するまで、このパターンが毎日繰り返されます。

12. をクリックします。

13.（オプション）「シンプルな使用可能日カレンダのサマリー」ページで、「カレンダを表カレンダを表カレンダを表カレンダを表
示示示示」をクリックしてデイリー・カレンダを表示します。緑色の部分は使用可能時間を示
します。見終わったら、カレンダをクローズします。

14. をクリックします。

15.「シンプルな使用可能日カレンダを作成」カレンダ・ページで、「OK」をクリックして
カレンダを作成します。
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5.3.3.2  メンテナンス・カレンダを作成する手順メンテナンス・カレンダを作成する手順メンテナンス・カレンダを作成する手順メンテナンス・カレンダを作成する手順
毎週土曜日の午後 3:00～午後 10:00を使用可能期間として指定したメンテナンス・カレンダ
を作成します。後述のステップで、このカレンダを運用カレンダに一度追加した後、除外し
ます。これにより、このカレンダに指定された日付と時刻に基づいた処理が禁止されます。

1. 「使用可能日カレンダ」ページで、「シンプルな使用可能日カレンダシンプルな使用可能日カレンダシンプルな使用可能日カレンダシンプルな使用可能日カレンダ」オプションをク
リックしてカレンダを作成します。

2. 「新規作成新規作成新規作成新規作成」をクリックします。

3. 「シンプルな使用可能日カレンダ」ページで、「カレンダ名」に Maintenanceと入力し
ます。

ヒントヒントヒントヒント : メンテナンス・カレンダがすでに存在する場合は、末尾にあなたのイニシャル
を付け足してください（たとえば、MaintenanceAA）。

4. をクリックします。

5. 5.3.3.1項「デイリー・カレンダを作成する手順」 のステップ 9～ステップ 15に従って、
次の使用可能日ルールを定義します。

5.3.3.3  クリスマス・カレンダを作成する手順クリスマス・カレンダを作成する手順クリスマス・カレンダを作成する手順クリスマス・カレンダを作成する手順
毎年 12月 25日午前 12:00～ 12月 26日午前 12:00を使用可能期間として指定したクリスマ
ス・カレンダを作成します。後述のステップで、このカレンダを運用カレンダに一度追加し
た後、除外します。これにより、このカレンダに指定された日付と時刻に基づいた処理が禁
止されます。

1. 「使用可能日カレンダ」ページで、「シンプルな使用可能日カレンダシンプルな使用可能日カレンダシンプルな使用可能日カレンダシンプルな使用可能日カレンダ」オプションをク
リックして 3番目のカレンダを作成します。

2. 「新規作成新規作成新規作成新規作成」をクリックします。

3. 「シンプルな使用可能日カレンダ」ページで、「カレンダ名」に Christmasと入力しま
す。

ヒントヒントヒントヒント : クリスマス・カレンダがすでに存在する場合は、末尾にあなたのイニシャルを
付け足してください（たとえば、ChristmasAA）。

表表表表 5-2  メンテナンス・カレンダ・ルールメンテナンス・カレンダ・ルールメンテナンス・カレンダ・ルールメンテナンス・カレンダ・ルール

フィールドフィールドフィールドフィールド 値値値値

開始 開始日付は土曜日の日付（たとえば、2000年
1月 8日）とし、時刻は午後 3:00を指定しま
す。

終了 開始日付と同じ日付を指定し、終了時刻は午
後 10:00にします。

繰り返し 「Weekly（毎週）（毎週）（毎週）（毎週）」を選択します。
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4. をクリックします。

5. 5.3.3.1項「デイリー・カレンダを作成する手順」 のステップ 9～ステップ 15に従って、
次のルールを定義します。

5.3.3.4  複合型の使用可能日カレンダを作成する手順複合型の使用可能日カレンダを作成する手順複合型の使用可能日カレンダを作成する手順複合型の使用可能日カレンダを作成する手順
この例では、デイリー、メンテナンスおよびクリスマス・カレンダを結合して運用カレンダ
を作成した後に、メンテナンスおよびクリスマス・カレンダを除外して、それらの使用可能
日ルールに基づいた処理を禁止します。

1. 「使用可能日カレンダ」ページで、「結合された使用可能日カレンダ結合された使用可能日カレンダ結合された使用可能日カレンダ結合された使用可能日カレンダ」オプションをク
リックして、作成した 3つのカレンダから 1つの複合カレンダを作成します。

2. 「新規作成新規作成新規作成新規作成」をクリックします。

3. 「結合された使用可能日カレンダ」ページで、「カレンダ名」に Productionと入力しま
す。

ヒントヒントヒントヒント : 運用カレンダがすでに存在する場合は、末尾にあなたのイニシャルを付け足し
てください（たとえば、ProductionAA）。

4. をクリックします。

5. 「使用可能日カレンダを選択」ページで、[Ctrl]キーを押しながら「使用可能日カレン
ダ」リスト・ボックスのデイリー、メンテナンスおよびクリスマス・カレンダをクリッ
クします。

6. をクリックして選択したカレンダを「選択された使用可能日カレンダ」リスト・
ボックスに移動するか、 をクリックしてすべての使用可能日カレンダを選択します。

7. をクリックします。

8. 「使用可能日カレンダを除外」で、[Ctrl]キーを押しながら「使用可能日カレンダ」リス
ト・ボックスのメンテナンスおよびクリスマス・カレンダをクリックします。

9. をクリックしてメンテナンスおよびクリスマス・カレンダを「除外された使用可能
日カレンダ」リスト・ボックスに移動します。これにより、それぞれのカレンダに指定
された日付と時刻に処理を実行できなくなります。

10. をクリックします。

表表表表 5-3  クリスマス・カレンダ・ルールクリスマス・カレンダ・ルールクリスマス・カレンダ・ルールクリスマス・カレンダ・ルール

フィールドフィールドフィールドフィールド 値値値値

開始 12月 25日、午前 12:00を指定します。

終了 12月 26日、午前 12:00を指定します。

繰り返し 「Yearly（毎年）（毎年）（毎年）（毎年）」を選択します。
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11.「結合された使用可能日カレンダのサマリー」ページで、「カレンダを表示カレンダを表示カレンダを表示カレンダを表示」をクリック
して使用可能日カレンダを表示します。緑色の部分は使用可能時間を示します。見終
わったら、カレンダをクローズします。

ヒントヒントヒントヒント : この時点で結合カレンダをチェックすることをお薦めします。処理を禁止した
カレンダの指定期間が除外されていることを確認してください。12月までスクロールし
て、12月 25日が処理可能日から除外されていることを確認します。「日」オプションを
選択し、土曜日までスクロールして、午後 3時から処理を実行できなくなっているかど
うかを確認します。

12. をクリックします。

13.「結合された使用可能日カレンダを作成」ページで、「OK」をクリックして運用カレン
ダを作成します。

5.3.4  ステップステップステップステップ 4. WebDBにににに Reports Developerプリンタへのアクセスを追加プリンタへのアクセスを追加プリンタへのアクセスを追加プリンタへのアクセスを追加
するするするする

プリンタ・アクセスで定義する内容は、次のとおりです。

� WebDBでレポート出力の印刷に使用できるプリンタ。

� レポート出力を印刷するプリンタのアクセス権を持ったユーザー。

� レポート・リクエストの印刷のためにこのプリンタを使用できる期間。

前提条件前提条件前提条件前提条件 :Reports Developerが認識できるプリンタをインストールし、稼働させている必要
があります。詳細は、付録 A「RWCLI60コマンド・ライン引数」で説明している
DESNAMEおよび DESFORMATコマンド・ライン引数を参照してください。

ヒントヒントヒントヒント : 現在のウィザード・ページに関する状況判断ヘルプを参照するには をクリックし

ます。WebDBのヘルプ・システムにアクセスするには、タイトル・バーの をクリック

します。

1. ナビゲーション・ツールバーのすぐ上にあるリンク履歴から「Oracle Reportsセキュリセキュリセキュリセキュリ
ティティティティ」をクリックします。

2. 「Oracle Reportsセキュリティ」ページで、「プリンタ・アクセスプリンタ・アクセスプリンタ・アクセスプリンタ・アクセス」をクリックします。

3. 「新規作成新規作成新規作成新規作成」をクリックしてプリンタ・アクセスをWebDBに追加します。

4. 「プリンタ名」ページで、「プリンタ名」フィールドに Reports_Printerと入力しま
す。

ヒントヒントヒントヒント : このプリンタ名がすでに存在する場合は、末尾にあなたのイニシャルを付け足
してください（たとえば、Reports_PrinterAA）。

5. プリンタのオペレーティング・システム名を「OSプリンタ名」フィールドに入力しま
す（たとえば、Windows NTの OSプリンタ名は ¥¥net_machine¥my_printerなど
です）。詳細はオペレーティング・システムのドキュメントを参照してください。
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6. をクリックします。

7. 「ユーザーとロール」ページで、JABERSと Reports Developerシステム管理者のユー
ザー・アカウントを「All Users and Roles」リスト・ボックスから選択して、レポート
をプリンタに出力できるユーザーを指定します。

8. をクリックして、このユーザーを「Selected Users and Roles」リスト・ボックスに
移動します。

9. をクリックします。

10.「使用可能日カレンダ」ページで、使用可能日カレンダとして Productionと入力する
か、または をクリックして使用可能日カレンダを検索します。

ヒントヒントヒントヒント : このプリンタをいつでも使用できるように設定する場合は、カレンダを指定し
ないでください。

11. をクリックします。

12.「プリンタ・アクセスを追加」ページで、「OK」をクリックしてプリンタへのアクセス
をWebDBに追加します。

5.3.5  ステップステップステップステップ 5. WebDBにににに Reports Serverへのアクセスを追加するへのアクセスを追加するへのアクセスを追加するへのアクセスを追加する
Reports Serverアクセスでは、次の内容をWebDBで定義します。

� WebDBでリクエスト処理に使用できる Reports Server。

� Reports Serverが使用できるプリンタ。

� この Reports Serverにレポート・リクエストを送信するアクセス権を持ったユーザー。

� この Reports Serverがレポート・リクエストを受け付ける期間。

ヒントヒントヒントヒント : 現在のウィザード・ページに関する状況判断ヘルプを参照するには をクリックし

ます。WebDBのヘルプ・システムにアクセスするには、タイトル・バーの をクリック

します。

1. リンク履歴から「Reports Developerセキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ」をクリックします。

2. 「Reports Developerセキュリティ」ページで、「サーバー・アクセスサーバー・アクセスサーバー・アクセスサーバー・アクセス」をクリックしま
す。

3. 「新規作成新規作成新規作成新規作成」をクリックします。

4. 「サーバー名とプリンタ」ページで、「サーバー名」フィールドに Repserverと入力し
ます。

ヒントヒントヒントヒント : このサーバー名がすでに存在する場合は、末尾にあなたのイニシャルを付け足
してください（たとえば、RepserverAA）。

5. 「Reports Serverの TNS名」フィールドに repserverと入力します。
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ヒントヒントヒントヒント : Reports Developer TNS名は、Reports Serverのインストールおよび構成時に
tnsname.ora ファイルに追加した Reports Serverのサービス・エントリ名です。詳細
は、第 3章「Reports Serverの構成」 を参照してください。

6. Reports Developer Web Gateway URLを次のように小文字で入力します。

http://my_webserver/cgi-bin/rwcgi60.exe

ヒントヒントヒントヒント : Reports Developer Web Gateway URLは、Web CGIの仮想ディレクトリに
よって決まります。3.2.2項「ステップ 2. Webサーバーの構成」参照。

7. 「プリンタ」リスト・ボックスから「Reports_Printer」 を選択します。

8. をクリックします。

9. 「Users and Roles」ページで、JABERSと Reports Developerシステム管理者のユー
ザー・アカウントを「All Users and Roles」リスト・ボックスから選択して、このサー
バーにアクセスできるユーザーを指定します。

 ヒントヒントヒントヒント : プリンタへのアクセス権を与えたときと同じユーザーを選択する必要がありま
す。

10. をクリックして、このユーザーを「Selected Users and Roles」リスト・ボックスに
移動します。

11. をクリックします。

12.「使用可能日カレンダ」ページで、使用可能日カレンダとして Productionと入力する
か、または をクリックして使用可能日カレンダを検索します。

ヒントヒントヒントヒント : このサーバーをいつでも使用できるように設定する場合は、カレンダを指定し
ないでください。

13. をクリックします。

14.「サーバーアクセスを追加」ページで、「OK」をクリックしてサーバーへのアクセスを
WebDBに追加します。

5.3.6  ステップステップステップステップ 6. WebDBにににに Reports Serverへのアクセスを追加するへのアクセスを追加するへのアクセスを追加するへのアクセスを追加する
レポート定義ファイル・アクセスでは、次の内容をWebDBで定義します。

� WebDBからアクセス可能な Reports Developer.RDF、.REPまたは .XMLファイル。

� このレポート定義ファイルを実行するアクセス権を持ったユーザー。

� このレポート定義ファイルを実行できる期間。

� 実行時にユーザーが利用できるレポート・リクエスト・オプション（すなわち、必須お
よび任意パラメータ）を制限して、レポート出力を配布する方法。ユーザーが利用でき
る Reports Serverおよびプリンタの指定なども含みます。
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この例では、次の情報に基づいて、WebDBの security.rdfファイル
（ORACLE_HOME¥TOOLS¥DOC60¥US¥RBBR60ディレクトリにある）へのアクセスを制限します。

� 宛先タイプをキャッシュおよびプリンタに制限する。

� 宛先フォーマットを HTMLCSSおよび PDFに制限する。

� P_LASTNAMEユーザー・パラメータをWebDBに定義された値リストに制限する。

� P_SSNユーザー・パラメータを使用して社会保障番号と姓の組合せを検証する。

� COPIESシステム・パラメータを使用して 2コピーまでに制限し、ユーザーが印刷でき
るレポートの部数を 2以下に制限する。

� USERIDシステム・パラメータを制限して、ユーザーがデータベース・ログイン情報を
「ランタイム・パラメータ・フォーム」に保存できるようにする。ユーザーがレポート
を自動的に実行するスケジュールを設定する場合は、USERIDを制限付きパラメータと
して指定する必要があります。

ヒントヒントヒントヒント : 現在のウィザード・ページに関する状況判断ヘルプを参照するには をクリックし
ます。WebDBのヘルプ・システムにアクセスするには、タイトル・バーの をクリック
します。

5.3.6.1  Lastnameユーザー・パラメータの値リストを作成する手順ユーザー・パラメータの値リストを作成する手順ユーザー・パラメータの値リストを作成する手順ユーザー・パラメータの値リストを作成する手順
あらゆるシステム・パラメータまたは「オプション・パラメータ」ページで定義したユー
ザー・パラメータについて、ユーザーがそれらの値を値リストから選択するようにする場合
は、WebDBにリストを作成する必要があります。

security.rdfレポートは、企業の 401Kプランに加入している従業員の投資に関する情報を
収集することを思い出してください。このレポートへのアクセスを、プランに加入している
従業員のみに限定します。この例では、従業員の姓をリストする P_Lastnameユーザー・パ
ラメータの値リストを作成します。

ヒントヒントヒントヒント : レポート・リクエストをWebDBサイト上で公開しない場合は、WebDBに値リスト
を作成する必要はありません。値リストは、パラメータ・フォーム・エディタを使用して
Report Builderで作成できます :

1. ナビゲーション・ツールバーで をクリックします。

2. 「共有コンポーネント」メニューで、「値リスト（値リスト（値リスト（値リスト（LOV））））」をクリックします。

1. この作業に関するこの作業に関するこの作業に関するこの作業に関する Report Builderオンライン・ヘルプにアクセスするには、オンライン・ヘルプにアクセスするには、オンライン・ヘルプにアクセスするには、オンライン・ヘルプにアクセスするには、
「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」→→→→「「「「Report Builderヘルプ・トピック」ヘルプ・トピック」ヘルプ・トピック」ヘルプ・トピック」を選択します。を選択します。を選択します。を選択します。

2. 「索引」ページで次のように入力します。「索引」ページで次のように入力します。「索引」ページで次のように入力します。「索引」ページで次のように入力します。
パラメータ ,値リスト

3. 次に、「表示」をクリックして次のヘルプ・トピックを表示します。次に、「表示」をクリックして次のヘルプ・トピックを表示します。次に、「表示」をクリックして次のヘルプ・トピックを表示します。次に、「表示」をクリックして次のヘルプ・トピックを表示します。 
「パラメータの値リスト（LOV）の作成」
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3. 「静的静的静的静的 -静的な値静的な値静的な値静的な値」オプションを選択し、「LOV作成作成作成作成」をクリックします。

4. 「静的値リスト作成」ページで、この値リストの所有スキーマで特定のスキーマを選択
します。

5. 「権限」リスト・ボックスで「PUBLIC」を選択してすべてのユーザーがこの LOVにア
クセスできるようにします。

6. LOVの名前に LASTNAME_LOVと入力します。

ヒントヒントヒントヒント : この LOVがすでに存在する場合は、末尾にあなたのイニシャルを付け足して
ください（たとえば、LASTNAME_LOVAA）。

7. 「コンボ・ボックス」をデフォルト・フォーマットとして選択します。

8. 表に次の値を入力します。

9. 「LOV追加追加追加追加」をクリックします。

10.「値リスト管理」ページで、新規作成した LOVが「最近編集された値リストを選択」セ
クションに表示されます。LOVをテストする場合は、ここで実行できます。

5.3.6.2  レポート定義ファイルへのアクセスを追加する手順レポート定義ファイルへのアクセスを追加する手順レポート定義ファイルへのアクセスを追加する手順レポート定義ファイルへのアクセスを追加する手順
ヒントヒントヒントヒント : ウィザード・ページを表示しているときに前画面に戻った場合（つまり、Webブラ
ウザで「戻る戻る戻る戻る」をクリックした場合）、そのページで定義した設定値は消失します。変更す
る必要がある場合は、最初にウィザードを完了してレポートのパッケージ・プロシージャを
作成します。次に、「コンポーネントの管理」ページで「編集編集編集編集」をクリックしてパッケージ
を編集します。

1. ナビゲーション・ツールバーで をクリックし、「Oracle Reportsセキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ」を
クリックします。

2. 「Oracle Reportsセキュリティ」ページで、「レポート定義ファイルレポート定義ファイルレポート定義ファイルレポート定義ファイル」をクリックします。

3. 「新規作成新規作成新規作成新規作成」をクリックします。

表表表表 5-4  静的値リスト静的値リスト静的値リスト静的値リスト

表示値表示値表示値表示値  戻り値戻り値戻り値戻り値 表示順序表示順序表示順序表示順序

Abers Abers 1

Costner Costner 2

Matsumoko Matsumoko 3

Williams Williams 4
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4. 「レポート名およびスキーマ」ページで、「所有者」リスト・ボックスから特定のスキー
マを選択します。選択したスキーマは、このレポートのパッケージ・プロシージャを所
有することになります。

5. 「レポート名」フィールドに Investment_Report と入力します。

ヒントヒントヒントヒント : レポート名の先頭に数字を使用することはできません（たとえば、401K_report
は無効なファイル名であり、my_401K_reportは有効です）。

ヒントヒントヒントヒント : このレポート名がすでに存在する場合は、末尾にあなたのイニシャルを付け足
してください（たとえば、Investment_ReportAA）。

6. 「Reports Server」リスト・ボックスで「repserver」を選択します。

7. Reports Developerファイル名として security.rdfと入力します。

ヒントヒントヒントヒント : Reports Serverがこのレポート定義ファイルを見つけ出せるかどうかを確認し
てください。レポートのソース・パスは、Reports Server構成ファイルの SOURCEDIR
パラメータに設定するか、REPORTS60_PATH環境変数に設定する必要があります。 

8. をクリックします。

9. 「ユーザーとロール」ページで、JABERSと Reports Developerシステム管理者のユー
ザー・アカウントを「All Users and Roles」リスト・ボックスから選択して、このレ
ポートを実行できるユーザーを指定します。

ヒントヒントヒントヒント : プリンタと Reports Serverへのアクセス権を与えたときと同じユーザーを選択
する必要があります。

10. をクリックして、このユーザーを「Selected Users and Roles」リスト・ボックスに
移動します。

11. をクリックします。

12.「使用可能日カレンダ」ページで、使用可能日カレンダとして Productionと入力する
か、または をクリックして使用可能日カレンダを検索します。

ヒントヒントヒントヒント : このレポート定義ファイルをいつでも使用できるように設定する場合は、カレ
ンダを指定しないでください。

13. をクリックします。

14.「必須パラメータ」ページで、[Ctrl]キーを押しながら「タイプ」リスト・ボックスの
「キャッシュ」と「プリンタ」をクリックします。

15. [Shift]キーを押しながら「書式」リスト・ボックスの「HTMLCSS」と「PDF」をク
リックします。

16.「プリンタ」リスト・ボックスから「Reports_Printer」を選択します。

ヒントヒントヒントヒント : 定義したプリンタが表示されない場合は、プリンタ・アクセスを作成したとき
に、正しくない OSプリンタ名を入力した可能性があります。現在のレポート定義ファ
イル・パッケージの作成を終了してください。無効なパッケージが作成される可能性が
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あります。「プリンタ・アクセス」ウィザードに戻り、Reports_Printerのアクセスを編
集します。プリンタ・アクセスを編集した後、「レポート定義ファイル」ウィザードに
戻り、このレポートのレポート定義ファイル・アクセスを編集し、パッケージを新規作
成します。

17.（オプション）別のパラメータ・フォーム・テンプレートを選択します。選択したテン
プレートによって、「ランタイム・パラメータ・フォーム」を表示するページ・スタイ
ルが決定します。

18. をクリックします。

19.「オプション・パラメータ」ページで、「パラメータ名」列に P_LASTNAME と入力しま
す。実行時に、ユーザーがこのレポートを実行すると、姓を選択してレポートを実行す
るように要求されます。

ヒントヒントヒントヒント :  P_LASTNAMEは、レポートに定義されたパラメータ名です。Report Builderで
security.rdfをオープンし、「パラメータ・フォーム」エディタにパラメータを表示し
てパラメータ名を特定します。 

20. LOV列に LASTNAME_LOV と入力して、ユーザーが値リストから 401K加入者の姓を選
択できるようにします。または、 をクリックして LOVを検索します。

21.「パラメータ名」列の 2行目に P_SSNと入力して、「ランタイム・パラメータ・フォー
ム」の社会保障番号の入力をユーザーに要求します。

22.「パラメータ名」列の 3行目に COPIESと入力して、レポートをプリンタに出力すると
きの印刷部数を制限します。

23.「Low値」列に 1を入力します。

24.「High値」列に 2を入力します。

25.「パラメータ名」列の 4行目に USERIDと入力します。これにより、レポートを自動的
に実行するスケジュールを設定するときに、接続先データベースの指定が可能になりま
す。

26. を 2度クリックして「有効化トリガー」ページを省略して次へ進みます。 

27.「レポート定義ファイル・アクセスを追加」ページで、「OK」をクリックしてこのレ
ポートのパッケージ・プロシージャを作成します。パッケージが作成されると、「コン
ポーネントの管理」ページが表示されます。このページでは、レポート・アクセスの編
集、レポートの実行または「パラメータ・フォーム」のセットアップができます。次の
例では、レポートの実行に使用する「パラメータ・フォーム」にデフォルト・パラメー
タ値を設定する方法を説明します。

ヒントヒントヒントヒント : 無効なパッケージを作成した場合は、次のステップに進めません。プリンタ、
Reports Serverおよびレポートに対して定義したアクセス・コントロールを検証してく
ださい。必要であれば修正し、このレポート定義ファイルに有効な生産パッケージを作
成してください。
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レポート定義ファイルへのアクセスを編集するには、ナビゲーション・ツールバーの

をクリックします。「Reports Developerセキュリティ」メニューで、「レポート定レポート定レポート定レポート定

義ファイル義ファイル義ファイル義ファイル」を選択します。次に、特定レポートの「コンポーネントの管理」ページに
アクセスするために、そのレポートを検索するか、または「最近編集されたレポート定
義ファイル」セクションでレポートを選択します。「コンポーネントの管理」ページで、
「編集編集編集編集」をクリックします。

5.3.7  ステップステップステップステップ 7. 「「「「Reports Developerパラメータ・フォーム」でパラメータパラメータ・フォーム」でパラメータパラメータ・フォーム」でパラメータパラメータ・フォーム」でパラメータ
値を設定する値を設定する値を設定する値を設定する

Reports Developerシステム管理者としてログインし、先ほど作成したアクセス制限された
レポート・リクエストを実行して、期待どおりに実行されるかどうかを確認します。また、
実行時にユーザーが利用できるデフォルト・パラメータを設定します。レポートの実行およ
びデフォルト・パラメータ値の設定は、「コンポーネントの管理」ページで行います。

5.3.7.1  レポート出力をキャッシュに保存する手順レポート出力をキャッシュに保存する手順レポート出力をキャッシュに保存する手順レポート出力をキャッシュに保存する手順
次の 2例では、パラメータ値を選択して、実行時にユーザーが利用できるデフォルト値を設
定するのではなく、デバッグのためにレポートをキャッシュに保存します。デフォルト値の
設定は、5.3.7.3項「実行時にユーザーが利用するデフォルト・パラメータを設定する手順」
で行います。

1. 「コンポーネントの管理」ページで、「パラメータパラメータパラメータパラメータ」をクリックしてデフォルト・パラ
メータを設定し、「ランタイム・パラメータ・フォーム」に表示するパラメータを選択
します。

ヒントヒントヒントヒント : 「コンポーネントの管理」ページにアクセスするには、 をクリックしま
す。「Oracle Reportsセキュリティ」メニューで、「レポート定義ファイルレポート定義ファイルレポート定義ファイルレポート定義ファイル」を選択しま
す。次に、レポートを検索するか、「最近編集されたレポート定義ファイル」セクショ
ンからレポートを選択します。

2. 「Reports Developerパラメータ・フォーム」で、次のパラメータを設定します。

表表表表 5-5  キャッシュ出力をデバッグするためのパラメータ・フォームの設定キャッシュ出力をデバッグするためのパラメータ・フォームの設定キャッシュ出力をデバッグするためのパラメータ・フォームの設定キャッシュ出力をデバッグするためのパラメータ・フォームの設定

パラメータパラメータパラメータパラメータ 値値値値

Server repserver

Printer Reports_Printer

Destype Cache

Desformat HTMLCSS
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注意注意注意注意 : デバッグのためのパラメータ値を設定するとき、社会保障番号などの機密扱いの
パラメータ値は、このパラメータ・フォームから必ず削除してください（または、保存
しないでください）。そうしないと、このレポート・リクエストをWebDBサイトに追
加したときに、この機密情報が公開されます。

3. 「レポートの実行レポートの実行レポートの実行レポートの実行」をクリックして要求したレポートを実行します。

5.3.7.2  （オプション）レポート出力をアクセス制限されたプリンタに送（オプション）レポート出力をアクセス制限されたプリンタに送（オプション）レポート出力をアクセス制限されたプリンタに送（オプション）レポート出力をアクセス制限されたプリンタに送
る手順る手順る手順る手順
1. 出力をプリンタへ送信する場合は、「コンポーネントの管理」ページに戻り、「パラメーパラメーパラメーパラメー

タタタタ」をクリックします。

2. 「Reports Developerパラメータ・フォーム」で、次のパラメータ値を選択します。

Desname 空白

COPIES 1

P_LASTNAME Abers

P_SSN 559014203

USERID username/password@my_db

ここで、username/password@my_dbは接続先データベース
のユーザー名とパスワードです。

表表表表 5-6  プリンタ出力をデバッグするためのパラメータ・フォームの設定プリンタ出力をデバッグするためのパラメータ・フォームの設定プリンタ出力をデバッグするためのパラメータ・フォームの設定プリンタ出力をデバッグするためのパラメータ・フォームの設定

パラメータパラメータパラメータパラメータ 値値値値

Server repserver

Printer Reports_Printer

Destype Printer

Desformat PDF

Desname デフォルトでプリンタ名が設定される

COPIES 1

P_LASTNAME Abers

P_SSN 559014203

表表表表 5-5  キャッシュ出力をデバッグするためのパラメータ・フォームの設定キャッシュ出力をデバッグするためのパラメータ・フォームの設定キャッシュ出力をデバッグするためのパラメータ・フォームの設定キャッシュ出力をデバッグするためのパラメータ・フォームの設定

パラメータパラメータパラメータパラメータ 値値値値
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3. 「レポートの実行レポートの実行レポートの実行レポートの実行」をクリックします。

4. レポートが正常に印刷されたことを示すメッセージが表示されたら、「OK」をクリック
します。

5.3.7.3  実行時にユーザーが利用するデフォルト・パラメータを設定する実行時にユーザーが利用するデフォルト・パラメータを設定する実行時にユーザーが利用するデフォルト・パラメータを設定する実行時にユーザーが利用するデフォルト・パラメータを設定する
手順手順手順手順
設定した制約条件に基づいてレポートが実行されることを確認できたら、デフォルト・パラ
メータ値を設定し、ユーザーが「ランタイム・パラメータ・フォーム」で利用できるパラ
メータを選択します。 

1. 「Reports Developerパラメータ・フォーム」で、次のパラメータを設定します。

ヒントヒントヒントヒント : 「ランタイム・パラメータ・フォーム」上でユーザーに表示されるパラメータ
は、リクエストを実行するときにユーザーが特定の処置をとる（つまり、値を選択また
は入力する）必要のあるもののみにします。この例では、Serverおよび Printerパラ
メータは 1つのサーバーおよびプリンタに限定されています。宛先タイプとしてプリン

USERID username/password@my_db

ここで、username/password@my_dbは接続先デー
タベースのユーザー名とパスワードです。

表表表表 5-7  ユーザーのためのデフォルト・パラメータ設定ユーザーのためのデフォルト・パラメータ設定ユーザーのためのデフォルト・パラメータ設定ユーザーのためのデフォルト・パラメータ設定

パラメータパラメータパラメータパラメータ デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値 ユーザーに表示するユーザーに表示するユーザーに表示するユーザーに表示する

Server repserver いいえ

Printer Reports_Printer いいえ

Destype Cache はい

Desformat HTMLCSS はい

Desname 空白 いいえ

COPIES 1 はい

P_LASTNAME 空白 はい

P_SSN あなたの SSNを入力 はい

USERID データベースのログイン ID
を入力

はい

表表表表 5-6  プリンタ出力をデバッグするためのパラメータ・フォームの設定プリンタ出力をデバッグするためのパラメータ・フォームの設定プリンタ出力をデバッグするためのパラメータ・フォームの設定プリンタ出力をデバッグするためのパラメータ・フォームの設定

パラメータパラメータパラメータパラメータ 値値値値
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タを選択すると、Desnameパラメータにプリンタ名が自動的に設定されます。レポー
トを実行するときに、ユーザーはこれらのパラメータを入力する必要はありません。

WebDBサイトからレポートを実行するときに、ユーザーは「ランタイム・パラメー
タ・フォーム」に用意されたデフォルト・パラメータ値を各個人の作業環境に合わせて
設定できます。詳細は、5.3.8項「ステップ 8. ユーザーがレポートを利用できるように
する」 を参照してください。

2. 「パラメータを保存パラメータを保存パラメータを保存パラメータを保存」をクリックして「パラメータ・フォーム」に加えた変更を保存し
ます。

5.3.8  ステップステップステップステップ 8. ユーザーがレポートを利用できるようにするユーザーがレポートを利用できるようにするユーザーがレポートを利用できるようにするユーザーがレポートを利用できるようにする
WeｂDBサイトでユーザーがレポートを利用できるようにするには、リンクを
INVESTMENT_REPORTパッケージ・プロシージャをポイントするWebDBコンポーネント
として追加します。

5.3.8.1  WebDBサイトを作成する手順サイトを作成する手順サイトを作成する手順サイトを作成する手順
1. WebDBサイトをまだ作成していない場合は、このサイトを作成します。

ヒントヒントヒントヒント : WebDBサイトを作成するには、Reports Developerシステム管理者がサイト管
理者の権限を持っている必要があります（つまり、「Grant」オプションによって
SYS.DBMS_SQLパッケージ・プロシージャの Execute権限を持った DBA）。サイト管
理者でない場合は、WebDBサイトの作成をサイト管理者に依頼してください。 

5.3.8.2  WebDBサイトにフォルダを作成する手順サイトにフォルダを作成する手順サイトにフォルダを作成する手順サイトにフォルダを作成する手順
レポートのパッケージ・プロシージャを入れるフォルダを作成します。デフォルトでは、こ
のフォルダおよびこれに追加されたすべてのアイテムは、フォルダの所有者（つまり、
Reports Developerシステム管理者）のみが利用できます。このフォルダをすべてのユー
ザー（つまり、PUBLICユーザー）に対して利用可能にすることも、またはアクセス権を与
えられたユーザーのみに利用可能にすることもできます。この例では、このレポートを実行
するアクセス権を持ったユーザー（つまり、JABERS）のみがフォルダにアクセスできるよ
うに設定します。

1. このタスクに関するこのタスクに関するこのタスクに関するこのタスクに関するWebDBオンライン・ヘルプを表示するには、オンライン・ヘルプを表示するには、オンライン・ヘルプを表示するには、オンライン・ヘルプを表示するには、タイトタイトタイトタイト
ル・バーでル・バーでル・バーでル・バーでヘルプ・ボタンをクリックします。ヘルプ・ボタンをクリックします。ヘルプ・ボタンをクリックします。ヘルプ・ボタンをクリックします。

2. をクリックし、次のように入力します。をクリックし、次のように入力します。をクリックし、次のように入力します。をクリックし、次のように入力します。
webサイト

3. 「検索」をクリックし、次のトピックをクリックします。「検索」をクリックし、次のトピックをクリックします。「検索」をクリックし、次のトピックをクリックします。「検索」をクリックし、次のトピックをクリックします。
「Webサイトの作成」

トピックが表示されます。トピックが表示されます。トピックが表示されます。トピックが表示されます。
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ヒントヒントヒントヒント : フォルダをパブリックにすると、PUBLICユーザー（つまり、WebDBサイトにログ
インしていないユーザー）がレポートの「パラメータ /スケジュール」フォームにアクセス
し、偶然に個人情報を保存することがあります。この機密情報は、後続の PUBLICユーザー
に表示されます。これを防止するために、フォルダへのアクセスは、レポートを実行するア
クセス権を持ったユーザーのみに制限するのが最適です。アクセスの制限されたフォルダへ
は、ユーザーがログインしなければアクセスできません。ログインが完了すると、「パラ
メータ /スケジュール」フォームに保存した情報は保護されます（つまり、そのユーザーの
みに表示されます）。 

ヒントヒントヒントヒント : 現在のウィザード・ページに関する状況判断ヘルプを参照するには をクリックし

ます。WebDBのヘルプ・システムにアクセスするには、タイトル・バーの をクリック

します。

1. Webブラウザから、WebDBサイトの URLを入力します。たとえば、次のように URL
を入力します。

http://my_webdb_server.com:1111/my_webdb_site

ヒントヒントヒントヒント : 管理者権限を持ち、サイトを作成できる場合は、ナビゲーション・ツールバー

から をクリックして「サイト」ページにアクセスします。「サイトのホーム・サイトのホーム・サイトのホーム・サイトのホーム・
ページページページページ」をクリックしてWebDBサイトにアクセスします。

2. Reports Developerシステム管理者としてログインします。

ヒントヒントヒントヒント : WebDBコンポーネントをWebDBサイトに追加するには、サイト管理者の権限
を持った Reports Developerシステム管理者ユーザー・アカウントが必要です（つまり、
「Grant」オプションによって SYS.DBMS_SQLパッケージ・プロシージャの Execute権
限を持った DBA）。サイト管理者としての権限がない場合は、コンポーネントを追加す
るフォルダについて、所有、アイテムの管理または承認付きで作成権限が必要です。詳
細は、DBAまたはサイト管理者に相談してください。

3. WebDBサイト・ホームページで、 をクリックします。

4. をクリックして新しいフォルダをサイトに追加します。

5. 「フォルダ・マネージャ」ページで、新規フォルダの内部フォルダ名として Benefits
と入力します。

6. WebDBサイトに表示されるフォルダのタイトルとして Benefitsと入力します。

ヒントヒントヒントヒント : Benefitsフォルダがすでに別のユーザーによって作成されている場合は、フォ
ルダ名の末尾にあなたのイニシャルを付け足します（たとえば、BenefitsAA）。

7. 「作成作成作成作成」をクリックしてフォルダを作成します。

8. リスト・ボックスから「Benefits」を選択します。
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9. 「編集編集編集編集」をクリックします。

10.「ユーザーユーザーユーザーユーザー」タブをクリックします。

11.「Benefits」ページで、このフォルダへのアクセス権を持つユーザー名として JABERSと
入力します。

12.「アクセス・リストに追加アクセス・リストに追加アクセス・リストに追加アクセス・リストに追加」をクリックします。JABERが表示権限を持ったユーザーと
してユーザー・アクセス・リストに掲載されたことに注意してください。このデフォル
トを保存します。

13.  をクリックして「Benefits」フォルダに戻ります。

5.3.8.3  レポート・リクエストをフォルダに追加する手順レポート・リクエストをフォルダに追加する手順レポート・リクエストをフォルダに追加する手順レポート・リクエストをフォルダに追加する手順
1. 「Benefits」で、 をクリックしてアイテム・ウィザードにアクセスし、レポー

ト・リクエストをこのフォルダに追加します。

2. 「アイテムを追加」ページで、「WebDBコンポーネント」をアイテム・タイプとして選
択します。

3. 「標準アイテム」を表示オプションとして選択します。

4. 「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

5. 「WebDBコンポーネント」ページで、リスト・ボックスからWEBDB.INVESTMENT_
REPORTを選択します。ここで、WEBDBは、401Kレポートについて、このレポートの
パッケージ・プロシージャを所有するスキーマ名です。

6. タイトルとして Investment Summary Reportと入力します。

7. カテゴリとして「General」を選択します。

8. 「説明」テキスト・ボックスに Restricted 401K Reportと入力します。

9. 「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

10. 2番目の「WebDBコンポーネント」ページで、「パラメータ・フォームの表示」オプ
ションを選択します。

11.「完了完了完了完了」をクリックします。レポート・リクエストの入ったパッケージ・プロシージャ
へのリンクが Benefitsフォルダに表示されます。

5.3.8.4  ユーザーの立場からこのレポートを実行する手順ユーザーの立場からこのレポートを実行する手順ユーザーの立場からこのレポートを実行する手順ユーザーの立場からこのレポートを実行する手順
このレポートを、Reports Developerシステム管理者としてではなく、JABERSとして実行し
ます。この例では、Jeff Abers用のデフォルト・パラメータ値を設定し、レポートを実行し
ます。
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ヒントヒントヒントヒント : 現在のウィザード・ページに関する状況判断ヘルプを参照するには をクリックし

ます。WebDBのヘルプ・システムにアクセスするには、タイトル・バーの をクリック

します。

1. ナビゲーション・バーの「ログオフログオフログオフログオフ」をクリックして Reports Developerシステム管理
者としてログオフします。

2. 「ログインログインログインログイン」をクリックして JABERSとしてログインします。

3. 「サイトマップサイトマップサイトマップサイトマップ」をクリックして「Benefits」フォルダにアクセスします。

4. 「Benefits」フォルダをクリックします。

5. 「Benefits」フォルダの「Investment Summary Report」をクリックします。

6. 「パラメータ /スケジューリング」ページで、次のパラメータを選択します。

7. 「パラメータを保存パラメータを保存パラメータを保存パラメータを保存」をクリックしてあなた専用の設定値を保存します。

ここで保存したデフォルト値は、このユーザーのみがアクセスできる設定値であること
に注意してください。あなた（または別の人）が別のユーザーとしてログインした場合
は、Reports Developerシステム管理者が定義したデフォルト設定が表示されます。こ
の場合、ユーザーは自分の設定値を保存して自分専用のものにできます。

8. 「レポートの実行」をクリックします。

5.3.9  ステップステップステップステップ 9. レポートを実行して出力をレポートを実行して出力をレポートを実行して出力をレポートを実行して出力を WebDBサイトに配信するスケサイトに配信するスケサイトに配信するスケサイトに配信するスケ
ジュールを設定するジュールを設定するジュールを設定するジュールを設定する

Jeff Abers氏が自分の 401K投資を毎月 1度ずつ再検討する場合を想定します。また、このレ
ポートを自動的に実行し、毎月最後の金曜日の午前 9時までに Jeff氏専用のフォルダに配信

表表表表 5-8  ユーザーのデフォルト・パラメータ設定ユーザーのデフォルト・パラメータ設定ユーザーのデフォルト・パラメータ設定ユーザーのデフォルト・パラメータ設定

パラメータパラメータパラメータパラメータ デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値

Destype Cache

Desformat HTMLCSS

COPIES 1

P_LASTNAME Abers

P_SSN 559014203

USERID username/password@my_db

ここで、username/password@my_dbは接続先デー
タベースのユーザー名とパスワードです。
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するとします。最初に、Jeff氏の個人フォルダ（彼のユーザー・アカウントのみアクセスが
許可されるフォルダ）を作成します。次に、レポートを自動的に実行するスケジュールを設
定します。

前提条件前提条件前提条件前提条件 : 5.3.8項「ステップ 8. ユーザーがレポートを利用できるようにする」の例がすでに
完了している必要があります。

5.3.9.1  個人フォルダを作成する手順個人フォルダを作成する手順個人フォルダを作成する手順個人フォルダを作成する手順
個人的なレポートが指定したユーザーのみにアクセスされることを確保するには、自分専用
の個人フォルダを作成します（この例では、JABERSとしてログインします）。

ヒントヒントヒントヒント : 現在のウィザード・ページに関する状況判断ヘルプを参照するには をクリックし

ます。WebDBのヘルプ・システムにアクセスするには、タイトル・バーの をクリック

します。

1. WebブラウザからWebDBサイトにアクセスし、まだログインしていない場合は
JABERSとしてログインします。

2. ナビゲーション・バーから「管理管理管理管理」をクリックします。

3. 「アクセス・マネージャ」セクション下で、「個人情報個人情報個人情報個人情報」をクリックします。

4. 「個人用フォルダの作成」ボックスをオンにします。「個人用フォルダの作成」ボックス
が表示されない場合は、作成済みの個人フォルダがすでに存在します。

5. 必要に応じて個人情報を入力します。

6. をクリックします。

これで、あなたは個人フォルダの所有者になりました。許可を与えないかぎり、他のユー
ザーはこのフォルダにいっさいアクセスできません。これで、401Kレポートを自動的に実
行し、JABERS個人フォルダに配信するためのスケジュールを設定できます。

5.3.9.2  レポートをスケジュールする手順レポートをスケジュールする手順レポートをスケジュールする手順レポートをスケジュールする手順
この例では、毎月最後の金曜日午前 9時にレポートを実行するようにスケジュールします。
また、２か月分の 401Kの結果を履歴に保存します。

ヒントヒントヒントヒント : 現在のウィザード・ページに関する状況判断ヘルプを参照するには をクリックし

ます。WebDBのヘルプ・システムにアクセスするには、タイトル・バーの をクリック

します。

1. ナビゲーション・バーから「サイトマップサイトマップサイトマップサイトマップ」をクリックします。

ヒントヒントヒントヒント : 必ず JABERSとしてログインしてください。

2. 「Benefits」フォルダをクリックします。 
5-66 パブリッシング・レポート                            



WebDBのアクセス・コントロールのセットアップ
3. 「Investment Summary Report」をクリックします。デフォルト・パラメータをまだ設
定していない場合は、5.3.8.4項「ユーザーの立場からこのレポートを実行する手順」に
戻り、デフォルト・パラメータを設定します。

4. 「パラメータ /スケジューリング」ページで、「スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール」をクリックします。

5. 今日の日付の午前９時にジョブを開始するように選択します。

ヒントヒントヒントヒント : 今すぐレポートを実行する場合は、「即時」オプションを選択します。

6. 次の「繰り返し」オプションを選択します。

毎月、30日またはそれ以前の最後の金曜日金曜日金曜日金曜日。

ヒントヒントヒントヒント : 月末にレポートが実行されるまで待つかわりに、n時間ごとに繰り返すように、
繰り返しオプションを設定します。レポート出力が結果フォルダに正常に配信されるこ
とが確認できたら、繰り返しパターンを再設定します。

7. 次の出力先オプションを設定します。

注意 : ログ・ファイル・フォルダと結果フォルダの名前は、大文字と小文字が区別され
ます。レポート出力とステータス情報を既存フォルダに配信する場合は、正確なフォル
ダ名を入力する必要があります。入力したフォルダ名に誤りがあると、WebDBはそれ
を検索できず、デフォルトにより、指定したフォルダが Reports Developer出力フォル
ダおよび Reports Developerステータス・フォルダに追加されます。デフォルトで、こ
れらのフォルダにはパブリック・アクセス権が与えられます（つまり、すべてのユー
ザーがあなたの個人レポートを表示できます）。フォルダの定義は慎重に行ってくださ
い。

8. 「送る送る送る送る」をクリックします。レポートが正常にスケジュールされたことを示すメッセー
ジが表示されます。

ヒントヒントヒントヒント : レポートをすぐ実行するようにスケジュールした場合、レポート出力がブラウ
ザに表示されます。

表表表表 5-9  出力先の設定出力先の設定出力先の設定出力先の設定

フィールドフィールドフィールドフィールド 値値値値

サイト 結果フォルダが置かれたWebDBサイトの名前

ログ・ファイル・フォ
ルダ

JABERS

結果タイトル My 401K Report

結果フォルダ JABERS

前回の結果を上書きす
る

オフ

有効期間 60日
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9. 「OK」をクリックします。ジョブはスケジュールされた日付、時刻および繰り返しパ
ターンに基づいて実行されます。 

5.3.9.3  配信されたレポート出力を表示する手順配信されたレポート出力を表示する手順配信されたレポート出力を表示する手順配信されたレポート出力を表示する手順
1. ナビゲーション・バーから「サイトマップサイトマップサイトマップサイトマップ」をクリックします。

ヒントヒントヒントヒント : JABERSとしてログインしたまま継続します。

2. 「JABERS」をクリックしてフォルダをオープンします。

3. 「My 401K Report」をクリックしてレポートを表示します。

レポート自体のリンクの他に、レポートについてのステータス情報のリンクも利用でき
る点に注意してください。このステータス・リンクは、スケジュールしたレポートの実
行で発生したあらゆる問題の解決に役立ちます。表示されるステータスの詳細は、ユー
ザーに割り当てられた Reports Developerロール（たとえば、RW_BASIC_USERなど）
によって異なります。レポートのスケジュールおよび実行がうまくいかない場合は、
Reports Developerシステム管理者に相談してください。

オプション問題オプション問題オプション問題オプション問題
人事部の責任者があなた（Reports Developerシステム管理者）に、従業員全員が利用でき
る株式レポートの作成を依頼した場合を想定します。従業員が特定の株式の状況を監視でき
るように、この株式レポートを毎朝自動的に実行します。このレポートをパブリック・フォ
ルダに配信して、すべての従業員が表示できるようにします。

この章の例を参照して、template.rdfレポート
（ORACLE_HOME¥TOOLS¥DOC60¥US¥RBBR60ディレクトリ）へのアクセスをWebDBに追加しま
す。

ヒントヒントヒントヒント : このレポートを実行し、パブリック・フォルダに配信するようにスケジュールする
のはあなた（Reports Developerシステム管理者）ですから、Reports Developerシステム管
理者のみがこのレポートにアクセスできれば十分です。

このレポートのパッケージ・プロシージャをWeｂDBコンポーネントとして「Benefits」
フォルダに追加します。次に、このレポートを毎朝 10時に実行して出力を「Stocks」という
新規フォルダに配信するようにスケジュールします。

ヒントヒントヒントヒント : 「Stock」フォルダは PUBLICユーザーに表示されるように設定する必要がありま
す。

5.3.10  まとめまとめまとめまとめ
アクセス・コントロールに対応した Reports Serverの構成が正常に終了しました。この章で
習得した内容は、次のとおりです。

� 使用可能日カレンダを作成して、レポート定義ファイル、Reports Serverおよびプリン
タを使用して処理できる時間を決定する。
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� アクセスできるユーザーおよび処理できる時間を限定して、プリンタ、Reports Server
およびレポート定義ファイルへのアクセスをWebDBに追加する。

� パッケージ・プロシージャとして格納されたレポート・リクエストをWebDBコンポー
ネントとしてWebDBサイトに追加する。

� ユーザーが自分専用のデフォルト・パラメータを設定し、WebDBサイトからレポート・
リクエストを実行できるようにする。

� レポートを自動的に実行し、結果を個人フォルダに配信するためのスケジュールを設定
する。
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                                          Reports Server のクラスタの
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Reports Server のクラスタの構成のクラスタの構成のクラスタの構成のクラスタの構成

この章では、Reports Serverをクラスタに構成して、パフォーマンスの向上と負荷の均衡化
を図る方法について説明します。これは、急速に増加するユーザーへの情報の配布がますま
す要求されるにつれ、重要になります。

Reports Serverのクラスタリングを用いると、追加のアプリケーション・サーバーを必要に
応じてプラグインできるため、所属企業の既存のハードウェア投資を活用してこのニーズに
対応することができます。これによって、Reports Serverの処理能力を企業の成長にとも
なって成長させることができます。

クラスタリングに向けて Reports Serverを構成する前に、Reports Serverのアーキテクチャ
について知っておく必要があります。詳細は、第 2章「公開のアーキテクチャと概念」 を参
照してください。また、基本構成を使用して Reports Serverのセットアップを完了しておく
ことも必要です。詳細は、第 3章「Reports Serverの構成」 を参照してください。

6.1  クラスタリングの概要クラスタリングの概要クラスタリングの概要クラスタリングの概要
３つのマシンがクラスタ化する Reports Serverとして構成されていると仮定します。これら
のマシンは次のとおりです。

注意注意注意注意 : ここでは説明のために、NT-1マシンをマスター・サーバーに決定しました。CPUの
数は決定要因ではありません。

表表表表 6-1  サーバー・マシン例の説明サーバー・マシン例の説明サーバー・マシン例の説明サーバー・マシン例の説明

マシンマシンマシンマシン /サーバーのサーバーのサーバーのサーバーの TNS名名名名 説明説明説明説明 マスターマスターマスターマスター /スレーブスレーブスレーブスレーブ

NT-1 4 CPU NTサーバー マスター

NT-2 2 CPU NTサーバー スレーブ

SUN-1 2 CPU Sun Solarisワークス
テーション

スレーブ
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この概要で説明する、Reports Serverをクラスタに構成する方法についてのステップ・バ
イ・ステップの解説は、6.2項「Reports Serverをクラスタに構成する例」を参照してくださ
い。

NT-1をマスターに指定し、次に、CLUSTERCONFIGパラメータを設定して、このサーバー
が NT-2と SUN-1をスレーブとして認識できるようにします。この例をわかりやすくするた
めに、マスター・サーバーと各スレーブ・サーバーに対するMAXENGINEとMINENGINE
には、各マシン上で使用できる CPU数が設定されています。

構成が完了したら、レポート・リクエストを、レポートをスレーブに転送するマスター・
サーバー（SERVER=NT-1）に送ります。マスター・サーバーは起動すると構成ファイルを
チェックします。マスターはスレーブ・サーバーが構成ファイルにリストされている順序で
各スレーブ・サーバーに接続し、定義された数のエンジン（例えば、各 2つずつ）を起動す
るよう通知します。スレーブのエンジンが起動すると、マスターのコントロール下に置か
れ、マスターはラウンドロビン・アルゴリズムを使用してジョブを各エンジンに割り当てま
す。

マスター・サーバー（NT-1）は 7つのレポート・リクエストを受け取るとします。マスター
は自分の 4つのエンジンを使用して最初の 4つのレポートを実行します。第 5と第 6のレ
ポートについては、マスターはリクエストを NT-2の 2つのエンジンに転送して実行させま
す。マスターは第 7のレポートを受け取ると、そのリクエストを SUN-1の第 1のエンジン
に転送して実行させます。すべての出力はセントラル・キャッシュ（すべてのサーバーが共
有するキャッシュ）に書き込まれます。マスターは出力をリクエスト元（Webブラウザな
ど）に戻します。

注意注意注意注意 :  スレーブ・サーバーは、マスター・サーバーから独立してエンジンを起動できるのな
ら、当然、Reports Serverとして完全に機能できる状態を維持することができます。NT-2の
Reports Server構成のMAXENGINEパラメータとMINIENGINEパラメータが 3に設定さ
れているとします。これは、NT-2の Reports Serverに 3つのエンジンが割り当てられてい
て、マスターの関知しないところでリクエストを受け取ることができることを意味していま
す。スレーブ・サーバーとして構成される場合は（すなわち、NT-2のマスター構成で
MAXENGINEパラメータとMINENGINEパラメータが 2に設定されている場合）、NT-2の
Reports Serverは合計 5つのエンジンが起動していることになります。NT-2サーバー専用の
エンジンが 3つとマスター専用のスレーブ・エンジンが 3つです。

6.2  Reports Serverをクラスタに構成する例をクラスタに構成する例をクラスタに構成する例をクラスタに構成する例
この項では、Reports Serverをクラスタに構成する方法をステップ・バイ・ステップで説明
します。この例では、次の事項について説明します。

� マスターとスレーブ間の通信を可能にする方法

� マスター・サーバーを構成する方法

� クラスタ化されたサーバーへのレポート・リクエストを実行する方法

� エンジンがダウンしたときにジョブを送信する方法
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� サーバーに既存の構成を追加する方法

この例では、表 6-1「サーバー・マシン例の説明」で説明するとおり、サーバー・マシンを
クラスタリングに向けて構成します。

各マシンに対しては次の事項が前提とされています。

� Oracle Reports Serverコンポーネントがインストールされている。

� Reports Serverは、tnsames.oraファイルでマシン名を TNSサービス・エントリ名
（NT-1など）として使用して構成されている。Reports Serverの構成の詳細は 3.2項
「Reports Serverの構成 : Reports Web CGIの例」参照。

� セントラル・ファイル・サーバーが稼働していて、2つのディレクトリが設定されてい
る。Sourceディレクトリ（レポート定義が格納されている）と cacheディレクトリ
（キャッシュされたすべてのレポートの送信先）の 2つ。 

すべてのエンジンが出力をセントラル・キャッシュに書き込み、すべてのエンジンがセ
ントラル・ソース・ディレクトリからレポート定義を読み込みます。セントラル・ソー
ス・ディレクトリは、すべてのエンジンが同じレポートを実行していることを保証しま
す。これによって、更新されたレポート定義ファイルを様々な場所にコピーする必要も
ありません。セントラル・キャッシュは、マスター・サーバーが重複したジョブをサー
ブして、指定された許容時間内に、各スレーブ・サーバーのローカル・ディスクに送ら
ずに実行できるようにします。

� すべてのエンジンは、プリンタに対する同じ別名を認識する（出力が常にデフォルトの
プリンタに送られているのでない限り）。

6.2.1  マスターとスレーブ間の通信を可能にする方法マスターとスレーブ間の通信を可能にする方法マスターとスレーブ間の通信を可能にする方法マスターとスレーブ間の通信を可能にする方法
NT-1マシン（マスター）上 :

1. テキスト・エディタで、ORACLE_HOME¥NET80ディレクトリにある tnsnames.ora
をオープンして、次の行を追加します。

nt-2.world=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=nt-2)(PORT=1949))
sun-1.world=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sun-1)(PORT=1949))

ここで、 nt-2.worldと sun-1.worldは、サーバー・インスタンスの名前で、
.worldは、sqlnet.oraファイルの NAMES.DEFAULT_DOMAINの設定で指定されて
いるドメインです。NAMES.DEFAULT_DOMAIN設定が sqlnet.oraファイルで定義
されていない場合は、サーバー・インスタンス名の .worldを省略してください。

NT-2マシン（スレーブ）上 :

1. テキスト・エディタで、ORACLE_HOME¥NET80ディレクトリにある tnsnames.ora
をオープンして、次の行を追加します。

nt-1.world=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=nt-1)(PORT=1949))
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ここで、nt-1.worldは、サーバー・インスタンスの名前で、.worldは、sqlnet.ora
ファイルの NAMES.DEFAULT_DOMAINの設定で指定されているドメインです。
sqlnet.oraにNAMES.DEFAULT_DOMAIN設定値が定義されていない場合は、サー
バー・インスタンスの名前の .worldは省略してください。

2. ORACLE_HOME¥REPORT60¥SERVERディレクトリの nt-2.ora（Reports Serverの構成
ファイル）をオープンして、INITEGINEパラメータを 0に設定します。こうすること
で、起動時に作成されたエンジンのみがマスターによって起動されることが保証されま
す。

3. SUN-1サーバー・マシン上でステップ 1とステップ 2を繰り返します。ステップ 2で、
sun-1.ora構成ファイルを編集します。

6.2.2  マスター・サーバーマスター・サーバーマスター・サーバーマスター・サーバーを構成する方法を構成する方法を構成する方法を構成する方法
この項では、次の設定を使用してマスターを構成します。

� マスター・サーバーの構成ファイルを編集して、マスターに対するスレーブ・サーバー
を識別し、またマスター・サーバーと対応付けられたエンジンの数をコントロールしま
す。

� 次の項目を定義するマスター・サーバーの構成ファイルのパラメータを設定します。

� エンジンの設定およびキャッシュとソース・ディレクトリの識別子。

� このマシン上には CPUが 4つあるので、4つのローカル・エンジンを使用して、
サーバーとして同時に起動します。

� この 4つのエンジンは 60分間アイドル状態が続くと停止され、50個のジョブを実行
してから再起動されます。

� サーバーと一度に通信できるプロセスの数は、最大数の 4096に設定されます。

� CLUSTERCONFIGパラメータを設定してマスターに対するスレーブ・サーバーを識別
します。この例では、マスターの起動時に各スレーブ・サーバー上の 2つのエンジンを
起動します。

マスター・サーバーのエンジンに対する ENGINEパラメータとMAXIDLEパラメータはす
べてのスレーブ・エンジンに対して提示されている点に注意してください。

NT-1サーバー・マシン（マスター）上 : 

1. ORACLE_HOME¥REPORT60¥SERVERディレクトリの nt-1.ora （Reports Serverの構成
ファイル）をオープンします。

2.  構成ファイルを次の設定どおりに編集します。

maxconnect=4096
sourcedir="X:¥Source"
cachedir="X:¥Cache"
cachesize=50
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minengine=0
maxengine=4
initengine=4
maxidle=60
englife=50

注意注意注意注意 : NBT-1マシンは「X:ドライブ」上のセントラル・サーバーにマップされます。

3. 構成ファイルを次の設定どおりに編集します。

clusterconfig="(server=nt-2
minengine=0
maxengine=2
initengine=2
cachedir="W:¥Cache")
(server=sun-1
minengine=0
maxengine=2
initengine=2
cachedir="/share/Cache")"

各項目の内容は次のとおりです。

serverはスレーブ・サーバーの TNSサービス・エントリ名です。

minengineは、この マスター・サーバーがレポートの実行に使用するために持つべき
ランタイム・エンジンの最小数です。

maxengineは、このマスター・サーバーがレポートの実行に使用するために持つラン
タイム・エンジンの最大数です。

initengineは、このマスター・エンジンが起動したランタイム・エンジンの初期数で
す。

cachedirは、このマスター・サーバーに対するセントラル・キャッシュ・ディレクト
リです。

注意注意注意注意 : 

� 各スレーブの定義は括弧に入れる必要があります。

� NTマシンと UNIXマシンのキャッシュ・ディレクトリの設定は異なっています。
すべてのサーバーが共有ファイル・システムを同じ定義によって認識する必要はあ
りません（マスターは「X:ドライブ」にマップされ、スレーブは「W:ドライブ」
にマップされます）。

� スレーブ・サーバーの REPORTS60_PATH環境変数には、/share/Source
（SUN-1サーバー・マシンの場合）と W:¥Source （NT-2マシンの場合）が設定さ
れている必要があります。
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4. マスター・サーバーをシャットダウンして再起動し、マスター・サーバーが新しい構成
を認識できるようにします。

これで構成作業は完了です。8つのエンジンがマスター・サーバーの起動時に起動します。

6.2.3  クラスタ構成でレポートを実行する方法クラスタ構成でレポートを実行する方法クラスタ構成でレポートを実行する方法クラスタ構成でレポートを実行する方法
クラスタリングとして構成された Reports Serverに対するレポート・リクエストを実行する
には、SERVERコマンド・ライン引数（SERVER=NT-1）で、他のクライアントの実行ファ
イルに対する適切な引数とともにマスター・サーバーを指定します。マスター・サーバーは
送られてくるジョブをスレーブ・サーバー上のエンジンに割り当てます。

ヒントヒントヒントヒント : REPORTS60_REPORTS_SERVER環境変数にマスター・サーバーを設定すると、
SERVERコマンド・ライン引数を省略できます。詳細は、付録 C「環境変数」 を参照してく
ださい。

使用できるさまざまなレポート・リクエスト・メソッドの詳細は、第 4章「レポート・リク
エストの実行」 を参照してください。

レポート・リクエストをサーバー・クラスタに提出する上で問題がある場合は、6.2.4項「エ
ンジンがダウンしたときにジョブの再送信を行う方法」 を参照してください。

マスター・サーバーのジョブは Queue Managerの Queue Viewerを使用して監視すること
ができます。詳細は Queue Managerのオンライン・ヘルプを参照してください。

6.2.4  エンジンがダウンしたときにジョブの再送信を行う方法エンジンがダウンしたときにジョブの再送信を行う方法エンジンがダウンしたときにジョブの再送信を行う方法エンジンがダウンしたときにジョブの再送信を行う方法
レポートの実行中にエンジンがダウンしたら、SCHEDULEコマンド・ラインで定義されて
いる Retryの設定によって、そのジョブを再実行するかどうかが規定されます。Retryの設
定が指定されていないときは、そのジョブは失われます。ただし、このジョブの失敗はサー
バーのログ・ファイルに記録され、Queue Managerのジョブのリストに表示されます。コ
マンド・ラインに再試行の設定が含まれているときは、マスター・サーバーは次の使用可能
なエンジンを使用してそのジョブを再実行します。

SCHEDULEのコマンド・ライン引数で「Retry」オプションを 2に設定してジョブを送信し
たと仮定します。マスター・サーバーはレポート・リクエストを NT-2サーバー上の第 2の
スレーブ・エンジン上で開始します。ただし、NT-2の一時領域は不足するのでジョブは中
止されます。するとマスター・サーバーはジョブを再送信します。他のジョブが割り当てら
れていないとすると、このジョブは SUN-1サーバーの第 1のエンジンに割り当てられます。

再試行オプションはフェイルオーバー・サポートを提供する点で便利ですが、慎重に使用し
てください。たとえば、再試行の回数を大きな値に設定しても問題が解決するとは限りませ
ん。再送信されたジョブは、根本的な問題がエンジンではなくレポートそのものにある場合
は、必ず失敗します。
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6.2.5  他の他の他の他のスレーブ・サーバースレーブ・サーバースレーブ・サーバースレーブ・サーバーをマスターに付加する方法をマスターに付加する方法をマスターに付加する方法をマスターに付加する方法
既存のクラスタ構成に次の表で定義される別のスレーブ・サーバーを追加する場合がありま
す。

注意注意注意注意 : この演習では、このマシンはすでに Reports Serverとして構成されているものとしま
す。Reports Serverに対する TNSサーバー・エントリ名はマシン名です。

NT-2サーバー・マシン（スレーブ）上 : 

ORACLE_HOME¥REPORT60¥SERVERディレクトリにある sun-2.ora（Reports Serverの構
成ファイル）をオープンして次の行を追加します。

nt-1.world=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=nt-1)(PORT=1949))

ここで、nt-1.worldはサーバー・インスタンスの名前で、.world は sqlnet.ora
ファイルの NAMES.DEFAULT_DOMAINの設定で指定されたドメインです。
NAMES.DEFAULT_DOMAIN設定が sqlnet.oraファイルで定義されていない場合
は、サーバー・インスタンス名の .worldを省略してください。

NT-1サーバー・マシン（マスター）上 : 

1. ORACLE_HOME¥NET80¥ADMINディレクトリにある tnsnames.oraファイルをオープン
して次のエントリを追加します。

sun-2.world=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sun-1)(PORT=1949))

ここで、sun-2.worldはサーバー・インスタンスの名前で、.world は、
sqlnet.oraファイルのNAMES.DEFAULT_DOMAINの設定で指定されたドメインで
す。NAMES.DEFAULT_DOMAIN設定が sqlnet.oraファイルで定義されていない場
合は、サーバー・インスタンス名の .worldを省略してください。

2. nt-1.ora（Reports Serverの構成ファイル）をオープンして次の太字のテキストを既存
の CLUSTERCONFIGパラメータに追加します。

clusterconfig="(server=nt-2
minengine=0
maxengine=2
initengine=2
cachedir="W:¥Cache")
(server=sun-1
minengine=0
maxengine=2
initengine=2

表表表表 6-2  追加のサーバーの説明追加のサーバーの説明追加のサーバーの説明追加のサーバーの説明

マシンマシンマシンマシン /サーバーのサーバーのサーバーのサーバーの TNS名名名名 説明説明説明説明 マスターマスターマスターマスター /スレーブスレーブスレーブスレーブ

SUN-2 4 CPU Sun Solarisサーバー スレーブ
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cachedir="/share/Cache")
(server=sun-2
minengine=0
maxengine=4
initengine=4
cachedir="/share/Cache")"

3. マスター・サーバーをシャットダウンして再起動し、マスター・サーバーが新しく構成
されたスレーブ・サーバーを認識できるようにします。

SUN-2マシンをスレーブ・サーバーとして構成している間に別の管理者が NT-2マシンにア
クセスしたとします（たとえばバックアップを行うため）。NT-2マシンがまだダウン状態の
ときに、Reports ServerをNT-1マシン上で再起動しました。NT-1マシンは 2つの Sunマシ
ン上でスレーブ・エンジンを起動することができましたが、NT-2マシンはダウンしている
ので NT-2マシン上のスレーブ・マシンを起動することはできませんでした。

NT-1サーバーはすべてのスレーブ・マシンのポーリングを行っているので、NT-2マシンが
回復して Reports Serverが再起動すると NT-2マシンは NT-1サーバーによって自動的に検
出されます。4つのスレーブ・エンジンは、起動するとマスターからジョブを受け取ること
ができるようになります。
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実行時のレポートのカスタマイズ実行時のレポートのカスタマイズ実行時のレポートのカスタマイズ実行時のレポートのカスタマイズ

Oracle Reports Developerでは、XMLタグで作成したレポート定義の実行および他のレポー
ト定義とのマージができます。以前は、Oracle Reports Developerで実行するレポートは
Report Builderで作成し、保存することが必要でした。これからは、XMLタグを使用してレ
ポート定義を作成できます。XMLレポート定義は、単独でも実行できますが、実行時に他
のレポートに適用することで、各利用対象者にあわせて出力をカスタマイズできます。

XMLレポート定義を使用して、次のことができます。

� オリジナルのレポートを変更せずに、実行時にレポートをカスタマイズすることができ
ます。さまざまな XMLレポート定義を作成して適用することで、各ユーザーまたは
ユーザー・グループ単位でレポートの出力を変更できます。この機能の利点は、同じレ
ポートを使用して利用対象者ごとに異なる出力を生成できる点です。

� 既存レポートにバッチ更新を適用します。XMLレポート定義を他のレポートに適用し
た場合は、結合した定義をファイルに保存できます。したがって、XMLレポート定義
を使用して、既存レポートのバッチ更新ができます。この利点は、ファイルを 1つずつ
Report Builderでオープンして手動で変更しなくても、多数のレポートを素早く更新で
きる点です。

� 完全なレポート定義を XMLで作成します。この利点は、Report Builderを使用せずに、
レポートをすぐに作成できることです。XMLタグを生成すると、レポート定義を作成
し、Oracle Reports Developerで実行することが可能になります。

7.1  概要概要概要概要
XMLタグを使用して、完全または部分的なレポート定義を作成し、カスタマイズ・ファイ
ルまたは完全な自己完結型レポートとして実行できます。完全なレポート定義は、すべての
データ・モデルとレイアウトが XMLで指定されており、単独で実行することも、カスタマ
イズのために他のレポートに適用することもできます。部分定義は、少量の情報で構成され
ており、他のレポートと結合した場合のみ使用できます（すなわち、単独では実行できませ
ん）。
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カスタマイズ・ファイルは、既存レポート（.RDFまたは .XML）に適用されるレポート定義
です。次の図で示すとおり、カスタマイズ・ファイルにより、フィールドの日付書式マスク
またはバックグラウンド・カラーなどの既存レポート・オブジェクトの一部の特性を変更で
きます。また、カスタマイズ・ファイルを使用して、まったく新しいオブジェクトを他のレ
ポートに追加することもできます。 

カスタマイズ・ファイルは、完全レポート定義または部分レポート定義のどちらでも構いま
せん。

 

XMLレポートを単独で実行するには、完全なレポート定義が必要です。次の図に示すとお
り、自己完結型 XMLレポートとは、他のレポートに適用されずに単独で実行されるレポー
トです。
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7.1.1  XMLレポート定義の作成および使用方法レポート定義の作成および使用方法レポート定義の作成および使用方法レポート定義の作成および使用方法
次の各ステップで、XMLレポート定義の作成および使用方法を簡単に説明します。

1. 7.5項「XMLタグ・リファレンス」で説明されている XMLタグを使用して、完全また
は部分的なレポート定義を作成します。この定義は、エディタを使用して手動で作成す
るか、またはプログラムで作成できます。1次に、部分レポート定義のサンプルを示しま
す。

<report name="emp" DTDVersion="1.0">
 <layout>
  <section name="main">
   <field name="f_sal" source="sal" textColor="red"/>
   <field name="f_mgr" source="mgr" fontSize="18" font="Script"/>
   <field name="f_deptno" source="deptno" fontStyle="bold"
          fontEffect="underline"/>
  </section>
 </layout>
</report>

1 プログラムで定義を作成する場合は、ユーザー入力に基づいて短時間でレポート定義を作成で
きます。
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ヒントヒントヒントヒント : このサンプルを他のレポートに適用すると、一部のフィールドの書式設定が変
更されます。この XMLには完全なレポート定義が含まれていないので、単独では実行
できないことに注意してください。データ・モデル定義がなく、部分的なレイアウト定
義のみが含まれています。単独で実行するには、完全なデータ・モデルおよびレイアウ
ト定義が必要です。

このステップの詳細は、7.2項「XMLレポート定義の作成」を参照してください。

2. XMLレポート定義を Reports Serverにアクセス可能な場所に格納します。1 

3. XMLレポート定義を他のレポートに適用します（CUSTOMIZEコマンド・ライン引数
または PL/SQLのビルトイン SRW.APPLY_DEFINITIONを使用）。または、XMLレ
ポート定義を単独で実行します（REPORTコマンド・ライン引数を使用）。

このステップの詳細は、7.3項「XMLレポート定義の実行」を参照してください。

この章の残りの部分では、XMLレポート定義の作成および使用手順を詳しく説明し、また、
定義を作成するときに使用する XMLタグのリファレンスを掲載します。

7.2  XMLレポート定義の作成レポート定義の作成レポート定義の作成レポート定義の作成
XMLレポート定義の作成方法を理解する最も簡単な方法は、必要なタグのみを用意するこ
とから開始し、次に部分定義の作成、最後に完全な定義（すなわち .RDFファイルなしに実
行できるもの）へと作業を進めることです。この項では、次の XML定義について説明しま
す。

� 7.2.1項「必須タグ」: XMLタグには、部分的または完全にかかわらず、XMLで作成す
るすべてのレポート定義に必要なタグがあります。この XMLレポート定義では、レ
ポート定義の正しい解析のために最小限必要な XMLタグ・セットを示します。

� 7.2.2項「部分レポート定義」: この種類の XMLレポート定義は、完全なレポート定義よ
り少ない情報で構成されます。したがって、カスタマイズ・ファイルとして他のレポー
トに適用することのみ可能です。単独では実行できません。

� 7.2.3項「完全なレポート定義」: この種類の XMLレポート定義は、完全なレポート定義
を含みます。したがって、.RDFファイルに適用することも、単独で実行することもで
きます。

7.2.1  必須タグ必須タグ必須タグ必須タグ
完全または部分的にかかわらず、すべての XMLレポート定義には、次のタグ・ペアが必要
です。 

� <report></report>

1 XMLレポート定義は、Reports Runtimeおよび Report Builderでも使用できることに注意して
ください。
7-82 パブリッシング・レポート



XMLレポート定義の作成
たとえば、最小限の XMLレポート定義は次のとおりです。1

<report name="emp" DTDVersion="1.0">
</report>

<report>タグは、レポートの開始、レポート名およびこの XMLレポート定義で使用する文
書タイプ定義（DTD）ファイルのバージョンを示します。2 </report>タグは、レポート定義
の終わりを示します。

完全なレポート定義には、データ・モデルとレイアウトの両方が必要です。したがって、次
のタグとその内容を定義する必要があります。

� <data></data>

� <layout></layout>

7.2.2  部分レポート定義部分レポート定義部分レポート定義部分レポート定義
XMLレポート定義の主な使用方法の 1つは、実行時に他のレポートに変更を加えることで
す。XMLレポート定義は、オリジナル・レポートに永続的な影響を与えずに、実行時に他
のレポートのデータ・モデルまたは書式を簡単に変更できます。3その利点は、1つのレポー
トを複数の利用対象者に使用できることです。たとえば、.RDFファイルを 1つ作成し、そ
れにさまざまな部分 XMLレポート定義を適用することで、各種利用対象者にあわせてファ
イルをカスタマイズできます。XMLレポート定義には、いくつかのオブジェクトの外観を
変更する少数のタグのみで構成された簡単なものから、レポートのすべてのオブジェクトに
作用したり、新規オブジェクトを追加するような複雑なものまであります。

カスタマイズ・ファイルで実行可能な変更の種類を理解するには、いくつかの例を見ると役
立ちます。『レポート作成ガイド』マニュアルでは、Report Builderを使用していくつかのサ
ンプル・レポートを作成する方法を説明しています。これらのレポート用の完成した .RDF
ファイルは、ORACLE_HOME¥TOOLS¥DOC60¥US¥RBBR60ディレクトリにあります。この章の
ために、これらのレポートのいくつかを変更する XMLレポート定義が、.RDFファイルと一
緒にこのディレクトリに入っています。次の表で、これらの XMLレポート定義を 1つずつ
詳しく説明します。 

1 この XMLレポート定義には何も含まれていないので、他のレポートに適用しても効果はいっさ
いないことに注意してください。必要なタグがあるので解析はできますが、この定義は必須タ
グを理解するのに役立つのみです。 

2 DTDファイルとは、XMLタグに意味を持たせるファイルです。Oracle Reports Developerに
は、レポート定義で使用できる XMLタグを定義した DTDファイルが含まれています。サポー
トされる XMLタグの詳細は、7.5項「XMLタグ・リファレンス」を参照してください。

3 .RDFファイルと XMLレポート定義を結合して、新規 .RDFファイルとして保存できる点に注意
してください。その方法は、この章で後述します。
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表表表表 7-1  レポート作成用のレポート作成用のレポート作成用のレポート作成用の XMLレポート定義レポート定義レポート定義レポート定義

XMLファイルファイルファイルファイル .RDFファイルファイルファイルファイル 説明説明説明説明

cond.xml cond.rdf cond.xmlによる変更 :

� F_trade_dateの書式マスクをMM/DD/RR
に変更。

� F_Mincurrent_pricePersymbolおよび F_
Maxcurrent_pricePersymbolの塗りカラー
を変更。

cond.xmlによる追加 :

� HTML出力生成時にレポート・エスケープ
の HTMLを挿入。

詳細は、7.2.2.1項「書式変更の例」を参照して
ください。

temp.xml temp.rdf temp.xmlによる変更 :

� F_high_365および F_low_365の
フィールド・ラベル。

temp.xmlによる追加 :

� 10より大きい値をハイライトするために、
書式例外を F_p_eに追加。

� 10より大きい値をハイライトするために、
書式例外を F_p_e1に追加。

詳細は、7.2.2.2項「書式例外の例」を参照して
ください。

sect.xml sect.rdf sect.xmlによる追加 :

� レポートにプログラム単位を追加。

� レポートのメイン・セクションの詳細レ
コードにリンク先を追加。

� メイン・セクションの詳細レコードに、
ヘッダー・セクションの従業員サマリーか
らのハイパーリンクを追加。

詳細は、7.2.2.3項「プログラム単位とハイパー
リンクの例」を参照してください。
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XMLのカスタマイズを適用するには、引数を 1つ追加して .RDFファイルを実行します。た
とえば、次のように URLを入力します。

rwrun60 userid=scott/tiger report=cond.rdf
        customize=e:¥orant¥tools¥doc60¥us¥rbbr60¥cond.xml

詳細は、7.3項「XMLレポート定義の実行」を参照してください。

これらの .RDFファイルを使用して、カスタマイズ・ファイルを指定した場合と、指定しな
かった場合とで実行結果を比較します。次項では、これらの変更を行うのに使用される
XMLを詳しく説明します。

7.2.2.1  書式変更の例書式変更の例書式変更の例書式変更の例
cond.xmlの XMLは、cond.rdfの書式の基本的な特性の一部を変更し、HTMLCSS出力生成
時にレポートの先頭および終わりに挿入される HTMLコードを追加します。 

この例のヒントこの例のヒントこの例のヒントこの例のヒント
� この例では、<report>タグの名前属性が、.RDFファイルの名前と一致していることに
注意してください。異なる名前を使用しても構いません（たとえば、condnewなど）。

� <field>および <section>タグの名前属性は、.RDFファイルに存在するフィールドおよび
セクションの名前と一致しています。したがって、<field>タグのその他の属性は、
.RDFファイルに定義されたレイアウトのメイン・セクション内の既存フィールドに適
用されます。

� <customize>タグの内側のコードは、レポート・エスケープの前後を修飾します。
beforeReportTypeプロパティは、レポート・エスケープ前の内容がファイルに入ってい
ることを示します。beforeReportValueプロパティは、ファイル名 header_
example.htmlとパスを示します（使用しているマシンで、ファイルが別の場所に存在す
る場合は、このパスを変更する必要があります）。afterReportTypeプロパティは、2番
目のレポート・エスケープの内容が afterReportValueプロパティに存在することを示し
ます。afterReportValueプロパティでは、HTMLの前後に <![CDATA[]]>タグが使用さ
れていることに注意してください。XMLレポート定義で、XMLタグと混同する恐れの

ref.xml ref.rdf ref.xmlによる追加 :

� 新規問合せ Q_summaryをデータ・モデル
に追加。

� 新規問合せ Q_summaryのデータを使用す
るレポートにヘッダー・セクションを追加。

詳細は、7.2.2.4項「データ・モデルと書式の変
更の例」を参照してください。

表表表表 7-1  レポート作成用のレポート作成用のレポート作成用のレポート作成用の XMLレポート定義レポート定義レポート定義レポート定義

XMLファイルファイルファイルファイル .RDFファイルファイルファイルファイル 説明説明説明説明
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ある文字を使用する場合は、<![CDATA[]]>タグの内側にそれらのセグメントを入れて
ください。

� header_example.htmlには、グラフィック orep.gifへの参照が入っています。このグラ
フィックは、レポートから生成される HTMLと同じパスに存在する必要があります。

� <customize>タグ内のコードの効果を見るには、HTML出力を生成する必要がありま
す。このレポート出力は、HTMLCSS出力（DESFORMAT=HTMLCSS）およびペー
ジ・ストリーミング（PAGESTREAM=YES）を使用すると最適に表示されます。

<report name="cond" DTDVersion="1.0">
 <layout>
   <section name="main">
     <field name="f_trade_date" 
            source="trade_date" 
            formatMask="MM/DD/RR"/>
     <field name="F_Mincurrent_pricePersymbol" 
            source="Mincurrent_pricePersymbol" 
            lineColor="black" 
            fillColor="r100g50b50"/>
     <field name="F_Maxcurrent_pricePersymbol"
            source="Maxcurrent_pricePersymbol"
            lineColor="black" 
            fillColor="r100g50b50"/>
   </section>
 </layout>
 <customize>
   <object name="videosales" type="REP_REPORT">
   <properties>
    <property name="beforeReportType">File</property>
    <property name="beforeReportValue">
         d:¥orant¥tools¥doc60¥us¥rbbr60¥header_example.html
    </property>
    <property name="afterReportType">Text</property>
    <property name="afterReportValue">
     <![CDATA[
      <center>
      <font face="Arial,Helvetica"><font size=-1><font color="#000000">
        Send questions to <a href="mailto:your_email_id">YourNameHere</a>.
        <br>&nbsp;
      </font>
      </center>
      </body>
      </html>
     ]]>
    </property>
   </properties>
  </object>
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 </customize>
</report>

7.2.2.2  書式例外の例書式例外の例書式例外の例書式例外の例
temp.xmlの XMLは、temp.rdfの 2つのフィールドに書式例外を追加します。

この例のヒントこの例のヒントこの例のヒントこの例のヒント
� 書式変更の定義に <exception>タグが使用されていることに注意してください。この書
式例外は、<condition>タグに定義された条件を満たした場合のみ適用されます。

� <customize>セクションの中で <object>タグを使用すると、レイアウトの既存フィール
ドのラベルを変更できます。フィールドを新規作成する場合は、<field>タグのラベル
属性を使用してラベルを指定できることに注意してください。

<report name="temp" DTDVersion="1.0">
 <layout>
   <section name="main">
     <field name="f_p_e" source="p_e" alignment="right"
            formatMask="NNN0.00">
       <exception textColor="red">
         <condition source="p_e" operator="gt" operand1="10"/>
       </exception>
     </field>
     <field name="f_p_e1" source="p_e" alignment="right"
            formatMask="NNN0.00">
       <exception textColor="blue">
         <condition source="p_e" operator="gt" operand1="10"/>
       </exception>
     </field>
   </section>
 </layout>
 <customize>
  <object name="B_high_365" type="REP_GRAPHIC_TEXT">
   <properties>
    <property name="textSegment">High</property>
   </properties>
  </object>
  <object name="B_low_365" type="REP_GRAPHIC_TEXT">
   <properties>
    <property name="textSegment">Low</property>
   </properties>
  </object>
 </customize>
</report>
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7.2.2.3  プログラム単位とハイパーリンクの例プログラム単位とハイパーリンクの例プログラム単位とハイパーリンクの例プログラム単位とハイパーリンクの例
sect.xmlの XMLは、sect.rdfに 2つのプログラム単位を追加し、そのプログラム単位を使用
してヘッダー・セクションを追加します。

この例のヒントこの例のヒントこの例のヒントこの例のヒント
� パラメータ・フォームが表示されたとき、パラメータに 100を入力します。

� プログラム単位は、データ・モデルおよびレイアウトの外側にある <programUnits>タ
グ内で作成されることに注意してください。

� 関数は <field>タグの formatTrigger属性から名前で参照します。

� PL/SQL関数の前後に <![CDATA[]]>タグが使用されていることに注意してください。
PL/SQLコード中に特殊文字が使用されているので、このタグが必要になります。 

� このレポートは、PDFで最適に表示されます。PDF出力を生成するには、次のコマン
ド・ラインを使用します。

rwrun60 userid=scott/tiger@nt805 report=sect.rdf customize=sect.xml 
destype=file desformat=htmlcss desname=d:¥sect.pdf

.PDFファイルをオープンし、マウスを使用して SSN列の値に移動します。値をクリッ
クすると、そのレコードの詳細が表示されます。

<report name="sect" DTDVersion="1.0">
 <layout>
   <section name="header"> 
     <field name="F_ssn1" 
            source="ssn1" 
            formatTrigger="F_ssn1FormatTrigger"/>
   </section>
   <section name="main">
     <field name="F_ssn" 
            source="ssn" 
            formatTrigger="F_ssnFormatTrigger"/>     
   </section>
 </layout>
 <programUnits> 
  <function name="F_ssn1FormatTrigger"> 
   <![CDATA[
      function F_ssn1FormatTrigger return boolean is
        begin
          SRW.SET_HYPERLINK('#EMP_DETAILS_&<' || LTRIM(TO_CHAR(:SSN)) || '>');
          return (TRUE);
        end;
   ]]>
  </function> 
  <function name="F_ssnFormatTrigger"> 
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  <![CDATA[
     function F_ssnFormatTrigger return boolean is
       begin
         SRW.SET_LINKTAG('EMP_DETAILS_&<' || LTRIM(TO_CHAR(:SSN)) || '>');
         return (TRUE);
       end;
   ]]>
  </function> 
 </programUnits>
</report>

7.2.2.4  データ・モデルと書式の変更の例データ・モデルと書式の変更の例データ・モデルと書式の変更の例データ・モデルと書式の変更の例
ref.xmlの XMLは、ref.rdfのデータ・モデルに新規問合せを追加し、ヘッダー・セクション
を追加します。

この例のヒントこの例のヒントこの例のヒントこの例のヒント
� この XMLレポート定義は、単独で実行することも、ref.rdfに適用することも可能であ
ることに注意してください。単独で実行できるのは、このレポート定義がデータ・モデ
ルと完全なレイアウトの両方を持っているからです。

� もう 1つの重要な点は、SELECT文の中で別名が使用されている点です。別名を使用す
ると、その名前がレポート列に確実に割り当てられるので、通常は SELECTリストで別
名を使用すると便利です。別名を使用しなかった場合は、レポート列にデフォルト名が
適用され、予定外の名前になる可能性があります（たとえば、portidではなく、portid1
など）。<field>タグのソース属性を指定するときに、正しいソース列名を使用する必要
があるので、名前の付け方は大切なポイントになります。 

� また、<labelAttribute>タグの使用方法にも注意してください。このタグは、レイアウ
トのフィールド・ラベルの書式を定義します。これは <field>タグの外側にあるので、
表レイアウトのすべてのラベルに適用されます。フィールドの 1つのみと関連付ける場
合は、このタグを <field></field>タグ対の内側に置きます。ただし、グローバルおよ
びローカルの <labelAttribute>が両方とも存在する場合は、ローカルなラベル属性がグ
ローバルよりも優先されることに注意してください。詳細は、7.5.8項「<field>」を参
照してください。

<report name="ref" DTDVersion="1.0">
 <data>
   <dataSource name="Q_summary">
   <select>
    select portid ports, locname locations from portdesc
   </select>
  </dataSource>
 </data>
 <layout>
   <section name="header"> 
   <tabular name="M_summary" template="corp2.tdf">
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     <labelAttribute font="Arial" 
            fontSize="10"
            fontStyle="bold"
            textColor="white"/>
     <field name="F_ports" 
            source="ports" 
            label="Port IDs" 
            font="Arial" 
            fontSize="10"/>
     <field name="F_locations" 
            source="locations" 
            label="Port Names" 
            font="Arial" 
            fontSize="10"/>
   </tabular>
  </section>
 </layout>
</report>

7.2.3  完全なレポート定義完全なレポート定義完全なレポート定義完全なレポート定義
XMLレポート定義を使用して、他のレポートに依存せずに単独で実行できる、完全なレ
ポート定義を XMLで作成できます。その利点は、Report Builderを使用せずにレポートを
作成できることです。実際に、必要な XMLを自分のフロントエンドで作成し、他のユー
ザーにそれぞれのレポートを動的に作成させることもできます。

次の例に、XMLの完全なレポート定義を示します。この XMLレポート定義は、
videosales.xmlという名前で
ORACLE_HOME¥TOOLS¥DOC60¥US¥RBBR60 ディレクトリに存在します。

この例のヒントこの例のヒントこの例のヒントこの例のヒント
� この XMLレポート定義は完全であり、単独で実行できることに注意してください。こ
のレポート定義には完全なデータ・モデルとレイアウトが入っています。このレポート
は、PDFで最適に表示されます。

� データ・モデル（Q_1）の最初の問合せを使用して、レポートのヘッダー・セクション
にサマリー表レイアウトを配置します。2番目の問合せ（Q_2）は、レポートのメイン・
セクションのマトリックス・ブレーク・レイアウトのために使用します。<group>、
<matrixRow>、<matrixCol>および <matrixCell>タグは、このレポート定義のサポー
トに必要なレイアウトとデータ・モデル構造の両方を定義していることに注意してくだ
さい。これらのタグの内側に置かれたフィールドに基づいて、グループおよび列がデー
タ・モデル内に配置されます。データ・モデルの理解を深めるために、Report Builder
にレポートを発行し、Report Editorにデータ・モデル・ビューを表示します。

rwbld60 userid=scott/tiger report=videosales.xml
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� ヘッダー・セクションの地域値と都市値は、メイン・セクションの地域値と都市値への
ハイパーリンクが設定されています。ハイパーリンクを設定するには、フォーマット・
トリガーを地域値と都市が入っている１つ１つのフィールドに関連付けます。トリガー
用の PL/SQLは、レポート定義の終わりにある <programUnits>タグの内側に存在しま
す。このレポートを使用して PDFまたは HTMLCSS出力を生成した場合、ヘッダー・
セクションのサマリー値をクリックすると、レポートのメイン・セクションにある詳細
にジャンプします。

<report name="videosales" author="Generated" DTDVersion="1.0">
 <data>
  <dataSource name="Q_1">
   <select>
    SELECT ALL VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.QUARTER, 
           VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.SALES_REGION,
           VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.STATE, VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.CITY, 
           VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.PRODUCT_CATEGORY, 
           VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_SALES, 
           VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_COST, VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT
    FROM SCOTT.VIDEO_CATEGORY_BY_QTR
    WHERE VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.SALES_REGION='West'
   </select>
  </dataSource>
  <dataSource name="Q_2">
   <select>
    SELECT ALL VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.QUARTER, VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.CITY, 
           VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.PRODUCT_CATEGORY, 
           VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT,
           VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_SALES, VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_COST
    FROM SCOTT.VIDEO_CATEGORY_BY_QTR
    WHERE VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.SALES_REGION='West'
   </select> 
  </dataSource>
  <summary name="SumTOTAL_SALESPerCITY1" source="total_sales1"/> 
  <summary name="SumTOTAL_COSTPerCITY1" source="total_cost1"/> 
  <summary name="SumTOTAL_PROFITPerCITY1" source="total_profit1"/> 
  <summary name="SumTOTAL_SALESPerQUARTER" source="total_sales"/> 
  <summary name="SumTOTAL_COSTPerQUARTER" source="total_cost"/> 
  <summary name="SumTOTAL_PROFITPerQUARTER" source="total_profit"/> 
  <summary name="SumTOTAL_SALESPerCITY" source="total_sales"/> 
  <summary name="SumTOTAL_COSTPerCITY" source="total_cost"/> 
  <summary name="SumTOTAL_PROFITPerCITY" source="total_profit"/> 
  <formula name="Profit_Margin" source="FormulaProfitMargin" 
           datatype="number" width="9"/>
 </data>    
 <layout>
  <section name="header">
   <groupLeft name="M_video_sales_summary" template="corp1.tdf">
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     <group>
       <field name="f_quarter1" source="quarter1" label="Quarter" 
              font="Arial" fontSize="8"
              formatTrigger="F_quarter1FormatTrigger">
         <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                         fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>
     </group>
     <group>
       <field name="f_city1" source="city1" label="City" 
              font="Arial" fontSize="8"
              formatTrigger="F_city1FormatTrigger">
         <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                         fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_SALESPerCITY1" source="SumTOTAL_SALESPerCITY1"
              label="Sales" font="Arial" fontSize="8"
              formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_COSTPerCITY1" source="SumTOTAL_COSTPerCITY1"
              label="Costs" font="Arial" fontSize="8"
              formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_PROFITPerCITY1" source="SumTOTAL_PROFITPerCITY1"
              label="Profits" font="Arial" fontSize="8"
              formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field> 
       <field name="f_Profit_Margin" source="Profit_Margin"
              label="Margin%" font="Arial" fontSize="8"
              formatMask="N0%">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>
     </group>
   </groupLeft>
  </section>
  <section name="main"> 
   <matrix name="M_video_sales" template="corp10.tdf">
    <group>
       <field name="f_quarter" source="quarter" label="Quarter:" 
              font="Arial" fontSize="8"
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              formatTrigger="F_quarterFormatTrigger">
         <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                         fontStyle="bold" textColor="black"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_SALESPerQUARTER" 
              source="SumTOTAL_SALESPerQUARTER"
              label="Qtrly:  Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_COSTPerQUARTER" source="SumTOTAL_COSTPerQUARTER"
              label="Costs: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_PROFITPerQUARTER" 
              source="SumTOTAL_PROFITPerQUARTER"
              label="Profits: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
       </field>
    </group>
    <group>
       <field name="f_state" source="state" label="State:"
              font="Arial" fontSize="8">
         <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                         fontStyle="bold" textColor="black"/>
       </field> 
    </group>
    <matrixCol name="g_city">
       <field name="f_city" source="city" label="City: "
              font="Arial" fontSize="8" textColor="yellow"
              formatTrigger="F_cityFormatTrigger"/>
       <field name="f_SumTOTAL_SALESPerCITY" source="SumTOTAL_SALESPerCITY"
              label="Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              textColor="yellow" formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="yellow"/>

       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_COSTPerCITY" source="SumTOTAL_COSTPerCITY"
              label="Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              textColor="yellow" formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
実行時のレポートのカスタマイズ 7-93



XMLレポート定義の作成
                          fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_PROFITPerCITY" source="SumTOTAL_PROFITPerCITY"
              label="Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              textColor="yellow" formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>       
    </matrixCol>
    <matrixRow name="g_product_category">
       <field name="f_product_category" source="product_category" 
              label="Product Category" font="Arial" fontSize="8"/>       
    </matrixRow>
    <matrixCell name="g_total_sales">
     <field name="f_total_sales" source="total_sales" label="Total Sales"
            font="Arial" fontSize="8" lineColor="noLine"
            formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00"/>
     <field name="f_total_cost" source="total_cost" label="Total Cost"
            font="Arial" fontSize="8" lineColor="noLine"
            formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00"/>
     <field name="f_total_profit" source="total_profit" label="Total Profit"
            font="Arial" fontSize="8" lineColor="noLine"
            formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00"/>
    </matrixCell>
   </matrix>
  </section>
 </layout>
 <programUnits> 
  <function name="F_quarter1FormatTrigger"> 
   <![CDATA[
      function F_quarter1FormatTrigger return boolean is
        begin
          SRW.SET_HYPERLINK('#QUARTER_DETAILS_&<' || LTRIM(:quarter1) || '>');
          return (TRUE);
        end;
   ]]>
  </function> 
  <function name="F_quarterFormatTrigger"> 
  <![CDATA[
     function F_quarterFormatTrigger return boolean is

       begin
         SRW.SET_LINKTAG('QUARTER_DETAILS_&<' || LTRIM(:quarter) || '>');
         return (TRUE);
       end;
   ]]>
  </function> 
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  <function name="F_city1FormatTrigger"> 
   <![CDATA[
      function F_city1FormatTrigger return boolean is
        begin
          SRW.SET_HYPERLINK('#QTR_CITY_DETAILS_&<' || LTRIM(:quarter1) ||
                             LTRIM(:city1) || '>');
          return (TRUE);
        end;
   ]]>
  </function> 
  <function name="F_cityFormatTrigger"> 
  <![CDATA[
     function F_cityFormatTrigger return boolean is
       begin
         SRW.SET_LINKTAG('QTR_CITY_DETAILS_&<' || LTRIM(:quarter) ||
                          LTRIM(:city) || '>');
         return (TRUE);
       end;
   ]]>
  </function> 
  <function name="FormulaProfitMargin"> 
   <![CDATA[ 
   FUNCTION FormulaProfitMargin RETURN number IS 
   BEGIN 
     return ((:TOTAL_PROFIT1 / (:TOTAL_SALES1 - (0.07 * :TOTAL_SALES1))) * 100); 
   END; 
   ]]> 
  </function> 
 </programUnits>
</report>

7.3  XMLレポート定義の実行レポート定義の実行レポート定義の実行レポート定義の実行
作成した XMLレポート定義は、次の方法で使用できます。

� 7.3.1項「実行時の XMLレポート定義の適用」: CUSTOMIZEコマンド・ライン引数また
は SRW.APPLY_DEFINITIONビルトインを指定して、実行時に XMLレポート定義を
.RDFまたはその他の .XMLファイルに適用する。

� 7.3.2項「XMLレポート定義を単独で実行する」: REPORTコマンド・ライン引数を指定
して、XMLレポート定義を単独で（他のレポートなしで）実行する。

� 7.3.3項「バッチ変更の実行」: CUSTOMIZEコマンド・ライン引数を使用して、
RWCON60によるバッチ変更を実行する。

次に続く項では、前述の例を１つずつ詳しく説明し、例を示します。
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7.3.1  実行時の実行時の実行時の実行時の XMLレポート定義の適用レポート定義の適用レポート定義の適用レポート定義の適用
実行時に XMLレポート定義を .RDFまたは .XMLファイルに適用するには、CUSTOMIZE
コマンド・ライン引数または SRW.APPLY_DEFINITIONビルトインを使用します。
CUSTOMIZEは、RW60CLI、RWRUN60、RWBLD60、RWCON60および URLレポート・
リクエストと一緒に使用できます。CUSTOMIZEを RWCON60と使用する方法の詳細は、
7.3.3項「バッチ変更の実行」を参照してください。

7.3.1.1  １つの１つの１つの１つの XMLレポート定義の適用レポート定義の適用レポート定義の適用レポート定義の適用
XMLレポート定義 emp.xmlを .RDFファイル emp.rdfに適用するジョブ・リクエストを
Reports Serverに送信するためのコマンド・ラインは、次のとおりです。

rwcli60 report=emp.rdf customize=e:¥myreports¥emp.xml
  userid=username/password@mydb destype=file desname=emp.pdf desformat=PDF
  server=repserver

Reports Runtimeを使用する場合のコマンド・ラインは、次のとおりです。

rwrun60 userid=username/password@mydb report=emp.rdf
   customize=e:¥myreports¥emp.xml destype=file desname=emp.pdf
   desformat=PDF

ヒントヒントヒントヒント : XMLレポート定義をテストするときは、トレース・ファイルを作成する引数を追加
してレポート・リクエストを実行すると便利な場合があります。たとえば、次のように URL
を入力します。

tracefile=emp.log tracemode=trace_replace traceopt=trace_app

トレース・ファイルにより、レポート・オブジェクトの作成および書式に関する詳細なリス
トが得られます。

7.3.1.2  複数の複数の複数の複数の XMLレポート定義の適用レポート定義の適用レポート定義の適用レポート定義の適用
実行時に複数の XMLレポート定義を適用するには、CUSTOMIZEコマンド・ライン引数に
リストを指定します。次のコマンド・ラインにより、2つの XMLレポート定義 emp0.xml
および emp1.xmlを .RDFファイル emp.rdfに適用するジョブ・リクエストが Reports 
Serverに送信されます。

rwcli60 report=emp.rdf 
  customize="(e:¥corp¥myreports¥emp0.xml,
  e:¥corp¥myreports¥emp1.xml)"
  userid=username/password@mydb destype=file desname=emp.pdf desformat=PDF
  server=repserver

Reports Runtimeを使用する場合のコマンド・ラインは、次のとおりです。

rwrun60 report=emp.rdf 
  customize="(e:¥corp¥myreports¥emp0.xml,
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  e:¥corp¥myreports¥emp1.xml)"
  userid=username/password@mydb destype=file desname=emp.pdf desformat=PDF

7.3.1.3  PL/SQLでのでのでのでの XMLレポート定義の適用レポート定義の適用レポート定義の適用レポート定義の適用
PL/SQLで .RDFファイルに XMLレポート定義を適用するには、Before Formまたは After 
Formトリガーで SRW.APPLY_DEFINITIONおよび SRW.ADD_DEFINITIONビルトインを
使用します。 

7.3.1.3.1  ファイルに保存されたファイルに保存されたファイルに保存されたファイルに保存された XML定義の適用定義の適用定義の適用定義の適用  ファイル・システムに保存された XMLをレ
ポートに適用するには、レポートの Before Formまたは After Formトリガーで
SRW.APPLY_DEFINITIONビルトインを使用します。

SRW.APPLY_DEFINITION ('d:¥orant¥tools¥doc60¥us¥rbbr60¥cond.xml');

レポートの実行時に、トリガーが実行され、指定した XMLファイルがレポートに適用され
ます。

7.3.1.3.2  メモリーに保存されたメモリーに保存されたメモリーに保存されたメモリーに保存された XML定義の適用定義の適用定義の適用定義の適用  メモリー内に XMLレポート定義を作成する
には、SRW.ADD_DEFINITIONを使用してドキュメント・バッファに定義を追加した後に、
SRW.APPLY_DEFINITIONを使用して適用する必要があります。 

次の例に、ユーザーが入力したパラメータ値に基づいてメモリー内にいくつかの定義を作成
し、それを適用する方法を示します。この例の PL/SQLは、実際に videosales_custom.rdf
というレポート・サンプルの After Parameter Formトリガーで使用されます。このレポート
は ORACLE_HOME¥TOOLS¥DOC60¥US¥RBBR60ディレクトリにあります。

videosales_custom.rdfの After Parameter Formトリガーに入っている PL/SQLが実行する
内容は、次のとおりです。

� 実行時にユーザーによって入力されたパラメータ値に基づいて、条件と合致したフィー
ルドをハイライトする。

� 実行時にユーザーによって入力されたパラメータ値に基づいて、数値書式マスクを変更
する。

この例のヒントこの例のヒントこの例のヒントこの例のヒント
� SRW.APPLY_DEFINITIONを使用するたびにドキュメント・バッファがフラッシュさ
れるので、そのたびに SRW.ADD_DEFINITIONを使用して XMLレポート定義を新規
作成する必要があることに注意してください。

� パラメータ hilite_profits、hilite_costs、hilite_salesおよびmoney_formatを使用して、
XMLレポート定義に入れる内容を決定している点に注意してください。hilite_profits、
hilite_costsおよび hilite_salesは、書式例外でも使用されており、これによってハイラ
イトする値が決定します。

� VARCHAR2列のサイズに上限があるので、たいへん大きい XMLレポート定義の場合
は、複数の列にまたがって指定することが必要な場合もあります。その場合は、1つの
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大きな定義を作成して 1度にまとめて適用するよりも、メモリー内に定義をいくつか作
成し、別々に適用する必要があります。

function AfterPForm return boolean is
begin
SRW.ADD_DEFINITION('<report name="vidsales_masks"
author="Generated" DTDVersion="1.0">');
IF :MONEY_FORMAT='$NNNN.00' THEN
 SRW.ADD_DEFINITION(' <layout>');
 SRW.ADD_DEFINITION('  <section name="main">');
 SRW.ADD_DEFINITION('   <field name="F_TOTAL_PROFIT" 
         source="TOTAL_PROFIT" formatMask="LNNNNNNNNNNN0D00"/>');
 SRW.ADD_DEFINITION('   <field name="F_TOTAL_SALES" 
         source="TOTAL_SALES" formatMask="LNNNNNNNNNNN0D00"/>');
 SRW.ADD_DEFINITION('   <field name="F_TOTAL_COST" 
          source="TOTAL_COST" formatMask="LNNNNNNNNNNN0D00"/>');
 SRW.ADD_DEFINITION('   <field name="F_SumTOTAL_PROFITPerCITY"
          source="SumTOTAL_PROFITPerCITY" formatMask="LNNNNNNNNNNN0D00"/>');
 SRW.ADD_DEFINITION('   <field name="F_SumTOTAL_SALESPerCITY"
          source="SumTOTAL_SALESPerCITY" formatMask="LNNNNNNNNNNN0D00"/>');
 SRW.ADD_DEFINITION('   <field name="F_SumTOTAL_COSTPerCITY"
           source="SumTOTAL_COSTPerCITY" formatMask="LNNNNNNNNNNN0D00"/>');
 SRW.ADD_DEFINITION('  </section>');
 SRW.ADD_DEFINITION(' </layout>');
ELSIF :MONEY_FORMAT='$NNNN' THEN
 SRW.ADD_DEFINITION(' <layout>');
 SRW.ADD_DEFINITION('  <section name="main">');
 SRW.ADD_DEFINITION('   <field name="F_TOTAL_PROFIT" 
           source="TOTAL_PROFIT" formatMask="LNNNNNNNNNNN0"/>');
 SRW.ADD_DEFINITION('   <field name="F_TOTAL_SALES" 
          source="TOTAL_SALES" formatMask="LNNNNNNNNNNN0"/>');
 SRW.ADD_DEFINITION('   <field name="F_TOTAL_COST" 
           source="TOTAL_COST" formatMask="LNNNNNNNNNNN0"/>');
 SRW.ADD_DEFINITION('   <field name="F_SumTOTAL_PROFITPerCITY"
          source="SumTOTAL_PROFITPerCITY" formatMask="LNNNNNNNNNNN0"/>');
 SRW.ADD_DEFINITION('   <field name="F_SumTOTAL_SALESPerCITY"
           source="SumTOTAL_SALESPerCITY" formatMask="LNNNNNNNNNNN0"/>');
 SRW.ADD_DEFINITION('   <field name="F_SumTOTAL_COSTPerCITY"
           source="SumTOTAL_COSTPerCITY" formatMask="LNNNNNNNNNNN0"/>');      
 SRW.ADD_DEFINITION('  </section>');
 SRW.ADD_DEFINITION(' </layout>');
END IF;
SRW.ADD_DEFINITION('</report>');
SRW.APPLY_DEFINITION;
SRW.ADD_DEFINITION('<report name="vidsales_hilite_costs"
author="Generated" DTDVersion="1.0">');
IF :HILITE_COSTS <> 'None' THEN
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  SRW.ADD_DEFINITION(' <layout>');
  SRW.ADD_DEFINITION('   <section name="main">');
  SRW.ADD_DEFINITION('     <field name="F_TOTAL_COST"
          source="TOTAL_COST">');
  SRW.ADD_DEFINITION('     <exception textColor="red">');
  SRW.ADD_DEFINITION('       <condition source="TOTAL_COST"
           operator="gt" operand1=":hilite_costs"/>');
  SRW.ADD_DEFINITION('     </exception>');
  SRW.ADD_DEFINITION('   </field>');
  SRW.ADD_DEFINITION(' </section>');
  SRW.ADD_DEFINITION(' </layout>');
END IF;
SRW.ADD_DEFINITION('</report>');
SRW.APPLY_DEFINITION;
SRW.ADD_DEFINITION('<report name="vidsales_hilite_sales" author="Generated" 
DTDVersion="1.0">');
IF :HILITE_SALES <> 'None' THEN
  SRW.ADD_DEFINITION(' <layout>');
  SRW.ADD_DEFINITION('   <section name="main">');
  SRW.ADD_DEFINITION('     <field name="F_TOTAL_SALES"
          source="TOTAL_SALES">');
  SRW.ADD_DEFINITION('     <exception textColor="red">');
  SRW.ADD_DEFINITION('       <condition source="TOTAL_SALES"
          operator="gt" operand1=":hilite_sales"/>');
  SRW.ADD_DEFINITION('     </exception>');
  SRW.ADD_DEFINITION('   </field>');
  SRW.ADD_DEFINITION(' </section>');
  SRW.ADD_DEFINITION(' </layout>');
END IF;
SRW.ADD_DEFINITION('</report>');
SRW.APPLY_DEFINITION;
SRW.ADD_DEFINITION('<report name="vidsales_hilite_profits" author="Generated" 
DTDVersion="1.0">');
IF :HILITE_PROFITS <> 'None' THEN
  SRW.ADD_DEFINITION(' <layout>');
  SRW.ADD_DEFINITION('   <section name="main">');
  SRW.ADD_DEFINITION('     <field name="F_TOTAL_PROFIT"
           source="TOTAL_PROFIT">');
  SRW.ADD_DEFINITION('     <exception textColor="red">');
  SRW.ADD_DEFINITION('       <condition 
           source="TOTAL_PROFIT" operator="gt" operand1=":hilite_profits"/>');
  SRW.ADD_DEFINITION('     </exception>');
  SRW.ADD_DEFINITION('   </field>');
  SRW.ADD_DEFINITION(' </section>');
  SRW.ADD_DEFINITION(' </layout>');
END IF;
SRW.ADD_DEFINITION('</report>');
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SRW.APPLY_DEFINITION;
return (TRUE);
end;

7.3.2  XMLレポート定義を単独で実行するレポート定義を単独で実行するレポート定義を単独で実行するレポート定義を単独で実行する
XMLレポート定義を単独で実行するには、REPORT引数に XMLファイルを指定してリク
エストを送信します。次のコマンド・ラインは、レポート emp.xmlを単独で実行するジョ
ブ・リクエストを Reports Serverに送信します。

rwcli60 userid=username/password@mydb 
  report=e:¥corp¥myreports¥emp.xml
  destype=file desname=emp.pdf desformat=PDF
  server=repserver

Reports Runtimeを使用する場合のコマンド・ラインは、次のとおりです。

rwrun60 userid=username/password@mydb
  report=e:¥corp¥myreports¥emp.xml
  destype=file desname=emp.pdf desformat=PDF

ヒントヒントヒントヒント : この方法で XMLレポート定義を実行する場合、ファイル拡張子は必ず .XMLです。
また、CUSTOMIZE引数を使用して、XMLカスタマイズ・ファイルをこのレポートに適用
できることに注意してください。

7.3.3  バッチ変更の実行バッチ変更の実行バッチ変更の実行バッチ変更の実行
次図に示すとおり、更新を必要とするレポートが大量にある場合は、RWCON60で
CUSTOMIZEコマンド・ライン引数を使用して、バッチ変更を実行できます。バッチ変更
は、多数のレポートに同じ変更を繰り返し実行する必要があるときに便利です（たとえば、
フィールドの書式マスクの変更など）。Report Builderでレポートを１つずつオープンして手
動で変更するかわりに、RWCON60を 1回実行するのみで、素早く多数のレポートに同じ変
更を加えることができます。
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次の例では、2つの XMLレポート定義 translate.xmlおよび customize.xmlを 3つの .RDF
ファイル inven.rdf、inven2.rdfおよびmanu.rdfに適用し、変更後の定義を新しいファイル
inven1_new.rdf、inven2_new.rdfおよびmanu_new.rdfに保存します。

rwcon60 username/password@mydb
  stype=rdffile 
  source="(inven1.rdf, inven2.rdf, manu.rdf)" 
  dtype=rdffile 
  dest="(inven1_new.rdf, inven2_new.rdf, manu_new.rdf)" 
  customize="(e:¥apps¥trans¥translate.xml, 
  e:¥apps¥custom¥customize.xml)" batch=yes 

7.4  XMLレポート定義のデバッグレポート定義のデバッグレポート定義のデバッグレポート定義のデバッグ
XMLレポート定義のデバッグに役立つ機能は、次のとおりです。

� 7.4.1項「XMLパーサーのエラー・メッセージ」

� 7.4.2項「トレース・オプション」

� 7.4.3項「RWBLD60」

� 7.4.4項「TEXT_IO」
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7.4.1  XMLパーサーのエラー・メッセージパーサーのエラー・メッセージパーサーのエラー・メッセージパーサーのエラー・メッセージ
XMLパーサーは、ほとんどの構文エラーを検出し、エラー・メッセージを表示します。エ
ラー・メッセージは、エラーが発生した XMLファイルの行番号と、エラーの簡単な説明か
らなります。

7.4.2  トレース・オプショントレース・オプショントレース・オプショントレース・オプション
XMLレポート定義をテストするときは、トレース・ファイルを作成する引数を追加してレ
ポート・リクエストを実行すると便利な場合があります。たとえば、次のように URLを入
力します。

rwrun60 username/password@mydb
  report=e:¥corp¥myreports¥emp.xml
  tracefile=emp.log 
  tracemode=trace_replace
  traceopt=trace_app

このコマンド・ラインの最後の 3つの引数は、レポートのフェッチおよび書式の詳細リスト
を備えたトレース・ファイルを生成します。次の例は、正常に実行されたレポートのトレー
ス・ファイルの一部です。

LOG : 
      Report: d:¥xml_reps¥test1.xml
      Logged onto server: 
      Username: 
LOG : 
      Logged onto server: nt805
      Username: scott
+----------------------------------------+
| Report customization/generation begins |
+----------------------------------------+
  Processing XML report definition 1 of 1.
    *** Parsing the XML document ***
    Creating XML parser object...
    XML Parser Created!
    Parsing report definition from:
    d:¥xml_reps¥test1.xml
    Report definition parsed successfully!
    *** Setting Application Property ***
    Setting module name to "test"...
    Done with application level properties modification.
    *** Creating PL/SQL Program Units ***
    *** Defaulting the Data Model ***
    Created query Q_depemp.
    Applying SQL to query Q_depemp and creating columns...
    Done with queries and columns creation/modification.
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    Done with groups creation/modification.
    *** Defaulting the Layout ***
    Start defaulting layout for main section...
    Defaulting field f_deptno for column deptno...
    Defaulting field f_mgr for column mgr...
    Defaulting field f_job for column job...
    Layout defaulted into new frame M_empform.
    *** Modifying report objects' properties ***
+-------------------------------------------------------+
| Report customization/generation finished successfully |
+-------------------------------------------------------+
11:22:59  APP  (  Frame                    
11:22:59  APP . (  Text Boilerplate         B_DATE1_SEC2
11:22:59  APP . )  Text Boilerplate         B_DATE1_SEC2
11:22:59  APP . (  Text Boilerplate         B_PAGENUM1_SEC2
11:22:59  APP . )  Text Boilerplate         B_PAGENUM1_SEC2
11:22:59  APP . (  Text Field               F_DATE1_SEC2
11:22:59  APP .. (  Database Column          Name unknown 
11:22:59  APP .. )  Database Column          Name unknown 
11:22:59  APP . )  Text Field               F_DATE1_SEC2
11:22:59  APP  )  Frame                    
11:22:59  APP  (  Frame                    
11:22:59  APP . (  Frame                    M_G_1_GRPFR
11:22:59  APP .. (  Frame                    M_G_1_HDR
11:22:59  APP ... (  Text Boilerplate         B_DEPTNO
11:22:59  APP ... )  Text Boilerplate         B_DEPTNO
11:22:59  APP ... (  Text Boilerplate         B_MGR
11:22:59  APP ... )  Text Boilerplate         B_MGR
11:22:59  APP ... (  Text Boilerplate         B_JOB
11:22:59  APP ... )  Text Boilerplate         B_JOB
11:22:59  APP .. )  Frame                    M_G_1_HDR
11:22:59  APP .. (  Repeating Frame          R_G_1
11:22:59  APP ... (  Group                    G_1  Local Break:  0  Global
Break:  0
11:22:59  APP .... (  Query                    Q_depemp
11:22:59  SQL         EXECUTE QUERY : select * from emp
11:22:59  APP .... )  Query                    Q_depemp
11:22:59  APP ... )  Group                    G_1
11:22:59  APP ... (  Text Field               F_DEPTNO
11:22:59  APP .... (  Database Column          DEPTNO
11:22:59  APP .... )  Database Column          DEPTNO
.
.
.
+-------------------------------------+
| Report Builder Profiler statistics  |
+-------------------------------------+
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             TOTAL ELAPSED Time:      11.00 seconds

            Reports Time:      10.00 seconds (90.90% of TOTAL)

                    ORACLE Time:       1.00 seconds ( 9.09% of TOTAL)

                            UPI:       0.00 seconds
                            SQL:       1.00 seconds

 TOTAL CPU Time used by process: N/A

7.4.3  RWBLD60
XMLレポート定義の設計時には、Report Builderでオープンした方が便利な場合がありま
す。Report Builderでは、オブジェクトが期待どおりに作成または変更されているかをすぐ
に判断できます。たとえば、XMLレポート定義にサマリーを作成する場合、Report Builder
で定義をオープンすると、サマリーがデータ・モデルの適切なグループに配置されているか
どうかが一目でわかります。 

Report Builderで完全なレポート定義をオープンするには、REPORTキーワードを使用しま
す。たとえば、次のように URLを入力します。

rwbld60 userid=username/password@mydb
  report=e:¥corp¥myreports¥emp.xml

Report Builderで部分レポート定義をオープンするには、CUSTOMIZEキーワードを使用し
ます。たとえば、次のように URLを入力します。

rwbld60 userid=username/password@mydb report=emp.rdf
   customize=e:¥myreports¥emp.xml

どちらの場合も、Report Builderで有効な XMLレポート定義がオープンします。その後、
Report Editorのいろいろなビュー（ライブ・プレビューアなど）を使用して、レポートが期
待どおりに作成または変更されているかどうかをすぐに判断できます。

7.4.4  TEXT_IO
SRW.ADD_DEFINTIONを使用して XMLレポート定義をメモリー内に作成する場合は、
XMLをファイルに書込むとデバッグに役立ちます。次のサンプル・プロシージャは、メモ
リーに転送するすべての行をドキュメント・バッファおよび（ファイルへの書込みを選択し
た場合は）指定したファイルに書き込みます。

PROCEDURE addaline (newline VARCHAR, outfile Text_IO.File_Type) IS
BEGIN
  SRW.ADD_DEFINITION(newline);
  IF :WRITE_TO_FILE='Yes' THEN
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    Text_IO.Put_Line(outfile, newline);
  END IF;
END;

この例が実際に機能するには、プロシージャを呼び出す PL/SQLで TEXT_IO.File_Type型
の変数を宣言する必要があることに注意してください。たとえば、次のように URLを入力
します。

custom_summary  Text_IO.File_Type;

また、書込み用のファイルをオープンし、addalineプロシージャを呼び出して、書き込む文
字列と書込み先ファイルを渡す必要があります。たとえば、次のように URLを入力します。

custom_summary := Text_IO.Fopen(:file_directory || 'vid_summ_per.xml', 'w');
addaline('<report name="video_custom" author="Generated" DTDVersion="1.0">',
           custom_summary);

7.5  XMLタグ・リファレンスタグ・リファレンスタグ・リファレンスタグ・リファレンス
Oracle Reports Developerに組み込まれている文書タイプ定義（DTD）ファイルには、XML
レポート定義で使用可能なタグが定義されています。次に続く項では、それぞれのタグとそ
の構文を説明し、使用例を示します。タグは階層順（外側から内側の順）に記載されていま
す。

警告警告警告警告 : XMLタグおよびその属性は大文字と小文字を区別するので、構文説明に示されたとおりに
入力する必要があります。

7.5.1  <!-- コメントコメントコメントコメント -->
説明説明説明説明 : <!-- -->タグを使用すると、XMLレポート定義の中にコメントを挿入できます。パーサーは、

コメント・デリミタで囲まれた文字をすべて無視します。

ヒントヒントヒントヒント : PL/SQL（SRW.ADD_DEFINITION）を使用して XMLレポート定義を作成する場
合は、PL/SQLのコメント・デリミタ（たとえば、--または /* */）を使用してプログラム
単位にコメントを組み込めます。

構文構文構文構文 : <!--
   comment_content
-->

例例例例 : 次の XMLレポート定義セグメント例では、<!-- -->タグを使用してコメントを挿入していま
す。

<report name="cond" DTDVersion="1.0">
<!-- This report assumes that the file
     named header_example.html is located
     in d:¥ORANT¥TOOLS¥DOC60¥US¥RBBR60.
     If it it not located there, the report
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     will not run properly.
-->

7.5.2  <![CDATA[ ]]>
説明説明説明説明 : <![CDATA[]]>タグを使用すると、XMLレポート定義に特殊文字を挿入できます。パーサー

は、<![CDATA[]]>タグの内側で検出された特殊文字をすべて無視します。これは、特殊文
字を必要とすることがある PL/SQLプログラム単位または SQL問合せを組み込むときに、
たいへん役立ちます。

構文構文構文構文 : <![CDATA[
   content
]]>

例例例例 : 次の XMLレポート定義セグメント例では、<![CDATA[]]>タグを使用して、ハイパーリン
クおよびハイパーリンクのリンク先をレポート内のオブジェクトに追加する PL/SQL関数を
保護しています。

 <programUnits> 
  <function name="F_ssn1FormatTrigger"> 
   <![CDATA[
   function F_ssn1FormatTrigger return boolean is
   begin
     SRW.SET_HYPERlink('#EMP_DETAILS_&<' || LTRIM(TO_CHAR(:SSN)) || '>');
     return (TRUE);
   end;
  ]]>
  </function> 
  <function name="F_ssnFormatTrigger"> 
  <![CDATA[
   function F_ssnFormatTrigger return boolean is
   begin
     SRW.SET_linkTAG('EMP_DETAILS_&<' || LTRIM(TO_CHAR(:SSN)) || '>');
     return (TRUE);
   end;
  ]]>
  </function> 
 </programUnits>

次の XMLレポート定義セグメント例では、<![CDATA[]]>タグを使用して、>記号を含んだ
SQL文を保護しています。

<select>
  <![CDATA[
   SELECT ALL VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.QUARTER, 
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT
   FROM SCOTT.VIDEO_CATEGORY_BY_QTR
   WHERE (VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.SALES_REGION='West'
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         AND VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT>2000)    
  ]]>
</select>

7.5.3  <condition>
説明説明説明説明 : <condition>タグは、書式例外をフィールドに適用する条件を定義します。<condition>タ

グは、<exception>タグの内部でネストする必要があります。 

詳細は、次の項を参照してください。

7.5.7項「<exception>」

構文構文構文構文 : <condition 
  source="source_column_name"
  operator="eq | lt | lteq | neq | gt | gteq | btw | notBtw | like | notLike
     | null | notNull"
  [operand1="comparison_value"]
  [operand2="comparison_value"]
  [relation="and | or"]
/>

属性属性属性属性 : 次の表に、<condition>タグの属性を示します。

表表表表 7-2  <condition>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明

source 必須 条件で使用するソース列の名前。

operator 必須 他の値をソース列と比較するときに使用する演
算子。

� eq(equal)

� lt（less than）

� lteq(less than or equal)

� neq(not equal)

� gt（greater than）

� gteq(greater than or equal)

� btw（between）

� notBtw（not between）

� like

� notLike

� null

� notNull
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使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 : 2つの条件を結合するには、最初の conditionタグに relation属性を入力し、演算子 andま
たは orのどちらかを指定する必要があります。

例例例例 : 次の例では、フィールド f_enameに適用する 2通りの書式例外を示しています。最初の
exceptionは、条件を満たした場合にテキスト・カラーを赤に変更します。2番目の
exceptionは、条件を満たした場合にテキスト・カラーを青に変更します。

<field name="f_ename" source="ename" label="Employee" textColor="green">
   <exception textColor="red">
     <condition source="deptno" operator="btw" operand1="20" 
                  operand2="30" relation="and"/>
     <condition source="sal" operator="gt" operand1="1000"/>
   </exception>
  <exception textColor="blue">
   <condition source="deptno" operator="eq" operand1="30"/>
  </exception>
</field>

7.5.4  <customize>
説明説明説明説明 : <customize>タグは、レポート定義の一部として指定する、あらゆるオブジェクト・プロパ

ティの範囲を定めます。<customize>タグの内部でタグをネストすると（<object> 
<properties>および <property>）、レポートで指定するいくつかのオブジェクトのプロパ
ティを設定できます。

構文構文構文構文 : <customize>

operand1 任意 ソース列の比較対象となる値。演算子が nullま
たは notNullであれば、オペランドは不用です。
演算子が btwまたは notBtwの場合は、
operand2も指定する必要があります。

operand2 任意 ソース列の比較対象となる 2番目の値。演算子
が比較用に 2つの値を必要とする場合のみ（btw
または notBtwの場合）、operand2を使用する必
要があります。

relation 任意 複数の条件の有無を定義し、条件が複数ある場
合、その関係を定義します。

� andは、両方の条件を満たした場合のみ、
書式例外を適用します。

� orは、どちらか一方の条件を満たした場合
に、書式例外を適用します。

表表表表 7-2  <condition>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明
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   content_of_data_model
</customize>

例例例例 : 次の例に、XMLレポート定義のオブジェクト・プロパティのセグメントを示します。 

<customize>
   <object name="videosales" type="REP_REPORT">
   <properties>
    <property name="beforeReportType">File</property>
    <property name="beforeReportValue">
         d:¥xml_reps¥header_example.html
    </property>
    <property name="afterReportType">Text</property>
    <property name="afterReportValue">
     <![CDATA[
      <center>
      <font face="Arial,Helvetica"><font size=-1><font color="#000000">
        Send questions to <a href="mailto:your_email_id">YourNameHere</a>.
        <br>&nbsp;
      </font>
      </center>
      </body>
      </html>
     ]]>
    </property>
   </properties>
  </object>
 </customize>

次の例に示す XMLレポート定義セグメントは、ボイラープレート・テキストの一部を変更
します。これは、既存フィールドのラベルを変更する場合に役立ちます。

<customize>
 <object name="B_high_365" type="REP_GRAPHIC_TEXT">
  <properties>
   <property name="textSegment">High</property>
  </properties>
 </object>
 <object name="B_low_365" type="REP_GRAPHIC_TEXT">
  <properties>
   <property name="textSegment">Low</property>
  </properties>
 </object>
</customize>

7.5.5  <data>
説明説明説明説明 : <data>タグは、レポート定義のデータ・モデルの始めと終わりを示します。 
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構文構文構文構文 : <data>
   content_of_data_model
</data>

例例例例 : 次の例では、XMLレポート定義のデータ・モデルのセグメントを示します。 

<data>
 <dataSource name="q_category">
  <select>
    SELECT          ic.category,
                       SUM (h.sales),
                       AVG (h.high_365),
                       AVG (h.low_365),
                       AVG (h.div),
                       AVG (h.p_e)
    FROM stock_history h, indcat ic
    WHERE h.symbol=ic.symbol
    GROUP BY ic.category
   </select>
  </dataSource>
 </data>

次の XMLレポート定義セグメント例では、<![CDATA[]]>タグを使用して、>記号を含んだ
SQL文を保護しています。

<data>
 <dataSource name="Q_1">
  <select>
    <![CDATA[
     SELECT ALL VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.QUARTER, 
            VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT
     FROM SCOTT.VIDEO_CATEGORY_BY_QTR
     WHERE (VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.SALES_REGION='West'
           AND VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT>2000)    
    ]]>
  </select>
 </dataSource>
</data>

7.5.6   <dataSource>
説明説明説明説明 : <dataSource>タグは、データ・モデルの問合せの始めと終わりを示します。<dataSource>

は、<data>タグの内部でネストする必要があります。このタグは、Oracle Reports 
Developer（SQLおよび Express）でサポートされたすべてのデータ・ソースをサポートし
ます。

構文構文構文構文 : <dataSource>
   content_of_data_source
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</dataSource>

例例例例 : 次の例に、XMLレポート定義のデータ・モデルのセグメントを示します。

<data>
 <dataSource name="q_category">
  <select>
    SELECT          ic.category,
                       SUM (h.sales),
                       AVG (h.high_365),
                       AVG (h.low_365),
                       AVG (h.div),
                       AVG (h.p_e)
    FROM stock_history h, indcat ic
    WHERE h.symbol=ic.symbol
    GROUP BY ic.category
   </select>
  </dataSource>
 </data>

次の XMLレポート定義セグメント例では、<![CDATA[]]>タグを使用して、>記号を含んだ
SQL文を保護しています。

<data>
 <dataSource name="Q_1">
  <select>
    <![CDATA[
     SELECT ALL VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.QUARTER, 
            VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT
     FROM SCOTT.VIDEO_CATEGORY_BY_QTR
     WHERE (VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.SALES_REGION='West'
           AND VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT>2000)    
    ]]>
  </select>
 </dataSource>
</data>

7.5.7  <exception>
説明説明説明説明 : <exception>タグは、フィールドに適用する書式例外の範囲を定めます（たとえば、フィー

ルドの値が一定の範囲を超えたときに、赤に変更するなど）。<exception>タグは、<field>
タグの内部でネストする必要があります。また、書式例外を適用する条件を定義する
<condition>タグを、その内部でネストさせる必要があります。 

詳細は、次の項を参照してください。

7.5.8項「<field>」

7.5.3項「<condition>」
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構文構文構文構文 : <exception 
  [lineColor="color_name | noLine"]
  [fillColor="color_name | noFill"]
  [textColor="color_name"]
  [hide="yes | no"]
  [font="font_name"]
>
  condition_definition
</exception>

属性属性属性属性 : 次の表に、<exception>タグの属性を示します。

表表表表 7-3  <exception>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明

lineColor 任意 条件を満たした場合に適用する境界線カラーの
名前。noLineを指定した場合、境界線は透明で
す（つまり、表示されません）。

fillColor 任意 条件を満たした場合に適用する塗りカラーの名
前。noFillを指定した場合、背景は透明です。

textColor 任意 条件を満たした場合に適用するテキスト・カ
ラーの名前。

hide 任意 条件を満たした場合に、フィールドを非表示に
するかどうかを指定します。

� yesは、条件を満たした場合にフィールドを
非表示にします。

� noは、条件を満たした場合にフィールドを
非表示にしません。

font 任意 条件を満たした場合に適用するフォントの名前。

fontSize 任意 条件を満たした場合に適用するフォントのサイ
ズ。

fontStyle 任意 条件を満たした場合に適用するフォントのスタ
イル。

� regular（標準）

� italic（斜体）

� bold（太字）

� boldItalic（太字斜体）
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使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 : � 例外は、フィールド内で出現した順に処理されます。 

� それぞれの例外に最大 3つの条件を指定できます。 

� フィールドに適用できる条件数に上限はありません。ただし、その結果発生するフォー
マット・トリガーについての PL/SQLの最大長は制限されます。 

� 複数の例外がある場合は、暗黙的 OR関係によって制御されます。したがって、どれか
1つの例外が適用されると（つまり、満たされた場合）、他の例外はいっさい処理されま
せん。 

例例例例 : 次の例では、フィールド f_enameに適用する 2通りの書式例外を示しています。最初の
exceptionは、条件を満たした場合にテキスト・カラーを赤に変更します。2番目の
exceptionは、条件を満たした場合にテキスト・カラーを青に変更します。

<field name="f_ename" source="ename" label="Employee" textColor="green">
   <exception textColor="red">
     <condition source="deptno" operator="btw" operand1="1" 
                  operand2="20" relation="and"/>
     <condition source="sal" operator="gt" operand1="1000"/>
   </exception>
  <exception textColor="blue">
   <condition source="deptno" operator="eq" operand1="30"/>
  </exception>
</field>

7.5.8  <field>
説明説明説明説明 : <field>タグは、レポート定義のレイアウトのフィールドを定義し、属性を割り当てます。

<field>タグは、<layout>タグの内部でネストする必要があります。他のほとんどの layout
タグは、その内部で <field>をネストさせる必要があります（たとえば、<tabular>、
<group>、<matrixCell>など）。.RDFファイル内のフィールドと同じフィールド名を使用す
ると、<field>タグによって .RDFファイルの既存フィールドが変更されます。それ以外の場
合は、このタグを使用してレポートでまったく新しいフィールドを作成できます。

<field>タグ内に、<labelAttribute>および <exception>タグを入れることもできます。

fontEffect 任意 条件を満たした場合に適用するフォントの効果。

� regular（標準）

� strikeout（取消し線）

� underline（下線）

� strikeoutUnderline（取消し線と下線）

表表表表 7-3  <exception>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明
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ヒントヒントヒントヒント : <field>タグは、/>または </field>で終了できます。<field>タグの内側に
<exception>または <labelAttribute>タグを入れる場合は、後者の方法（</field>）で終了
する必要があります。次の例に、<field>タグの 2通りの終了方法を示します。

<field name="f_deptno" label="Department" source="deptno"/>
<field name="f_mgr" label="Manager" source="mgr">
  <labelAttribute textColor="red" alignment="center"/>
</field>

詳細は、次の項を参照してください。

7.5.7項「<exception>」

7.5.15項「<labelAttribute>」

構文構文構文構文 : <field
  name="field_name"
  source="source_column"
  [label="field_label"]
  [currency="currency_symbol"]
  [tsep="separator_character"]
  [formatTrigger="plsql_program_unit"]
  [font="font_name"]
  [fontSize="point_size"]
  [fontStyle="regular | italic | bold | boldItalic"]
  [fontEfffect="regular | strikeout | underline | strikeoutUnderline"]
  [lineColor="color_name | noLine"]
  [fillColor="color_name | noFill"]
  [textColor="color_name"]
  [alignment="start | left | center | right | end"]
  [hyperlink="URL"]
  [linkdest="hyperlink_target"]
  [formatMask="mask"]
/> | >[other_tags]</field>

属性属性属性属性 : 次の表に、<field>タグの属性を示します。

表表表表 7-4  <field>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明

name 必須 フィールドの識別子。XMLの適用先 .RDFファ
イル内のフィールド名が nameと一致した場合
は、.RDFファイルの属性よりも指定した属性の
方が優先します。
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source フィールドを新規作成
する場合は必須。

既存フィールドを変更
する場合は任意。

フィールドのデータの取得元となるソース列。
ソース列は、データ・モデルに必ず存在する必
要があります。

label 任意 フィールドに対応付けるボイラープレート・テ
キスト。ラベルの書式属性を制御するには、
<labelAttribute>タグを使用する必要がありま
す。詳細は、7.5.15項「<labelAttribute>」を
参照してください。

label属性は新規フィールドのみに作用し、.RDF
ファイルの既存フィールドのラベルは変更され
ません。既存フィールドのラベルを変更するに
は、<object>タグを使用します。詳細は、7.5.22
項「<object>」を参照してください。

currency 任意 フィールドで使用する通貨記号（¥など）。この
属性の他に、通貨記号の位置を示すために
formatMask属性も指定する必要があるので注意
してください。

tsep 任意 デリミタ付き出力を作成するときに使用するデ
リミタ。最も一般的なデリミタはタブであり、
Microsoft Excelなどの表計算プログラムで読み
取ることができます。

formatTrigger 任意 フィールドのフォーマット・トリガーとして使
用する PL/SQLプログラム単位の名前。フォー
マット・トリガーは関数でなければならないこ
とに注意してください。詳細は、Report Builder
オンライン・ヘルプ・システムを参照し、索引
でフォーマット・トリガーを検索してください。

font 任意 フィールドの内容に使用するフォントの名前。

fontSize 任意 フィールドの内容に使用するフォントのサイズ。

fontStyle 任意 フィールドの内容に使用するフォントのスタイ
ル。

� regular（標準）

� italic（斜体）

� bold（太字）

� boldItalic（太字斜体）

表表表表 7-4  <field>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明
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例例例例 : 次の例は、マトリックス・レポートの 2つのブレーク・グループ内のフィールドを定義して
いるレポート定義のレイアウトの一部です。

<group>

fontEffect 任意 フィールドの内容に使用するフォントの効果。

� regular（標準）

� strikeout（取消し線）

� underline（下線）

� strikeoutUnderline（取消し線と下線）

lineColor 任意 フィールドの境界線に使用するカラーの名前。
noLineを指定した場合、境界線は透明です（つ
まり、表示されません）。

fillColor 任意 フィールドの背景として使用するカラーの名前。
noFillを指定した場合、背景は透明です。

textColor 任意 フィールドの内容に使用するカラーの名前。

alignment 任意 フィールド内の文字位置を揃える方法。

� start（始点詰め）

� left（左揃え）

� center（中央揃え）

� right（右揃え）

� end（終点詰め）

hyperlink 任意 HTMLまたは PDF出力生成時、フィールドの内
容に対応付ける URL。この属性は、PostScript
または ASCIIなどの他の出力タイプでは無視さ
れます。

linkdest 任意 このフィールドの内容にハイパーリンクを設定
するときに使用するターゲット。この属性は、
HTMLまたは PDF出力の生成時にのみ使用され
ます。PostScriptまたは ASCIIなどの他の出力
タイプでは、この属性は無視されます。

formatMask 任意 フィールドの内容を表示するときに適用するマ
スク。書式マスクの構文の詳細は、Report 
Builderオンライン・ヘルプ・システムを参照
し、索引で書式マスクの項を検索してください。

表表表表 7-4  <field>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明
7-116 パブリッシング・レポート



XMLタグ・リファレンス
   <field name="f_quarter" source="quarter" label="Quarter:" 
          font="Arial" fontSize="8"
          formatTrigger="F_quarterFormatTrigger">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
   </field>
   <field name="f_SumTOTAL_SALESPerQUARTER" source="SumTOTAL_SALESPerQUARTER"
          label="Qtrly:  Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
          formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                             fontStyle="bold" textColor="black"/>
   </field>
   <field name="f_SumTOTAL_COSTPerQUARTER" source="SumTOTAL_COSTPerQUARTER"
          label="Costs: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
          formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
   </field>
   <field name="f_SumTOTAL_PROFITPerQUARTER" source="SumTOTAL_PROFITPerQUARTER"
          label="Profits: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
          formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
   </field>
</group>
<group>
   <field name="f_state" source="state" label="State:"
          font="Arial" fontSize="8">
         <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                         fontStyle="bold" textColor="black"/>
   </field> 
</group>

次の例は、グループ左レポートのブレーク・グループ内のフィールドを定義したレポート定
義のレイアウトの一部です。formatTrigger属性は <programUnits>タグ内に定義される関
数をポイントしていることに注意してください。

<group>
    <field name="f_quarter1" source="quarter1" label="Quarter" 
           font="Arial" fontSize="8"
           formatTrigger="F_quarter1FormatTrigger">
           <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                           fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
    </field>
</group>
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7.5.9  <formLike>
説明説明説明説明 : <formLike>タグは、レポートのレイアウトのセクション内でフォーム・スタイルの範囲を

定めます。<formLike>タグを使用する場合は、<field>タグもネストさせてフォーム・レイ
アウトに入れるフィールドをリストする必要があります。

<field>タグの詳細は、7.5.8項「<field>」を参照してください。

構文構文構文構文 : <formLike> 
  <field>

  </field> 
  [...]
</formLike>

例例例例 : 次の例では、フォーム・レイアウトを含んだセクションを定義した XMLレポート定義セグ
メントを示します。

<section name="main">
   <formLike name="M_empform" template="corp2.tdf">
    <labelAttribute textColor="green" alignment="center"/>
    <field name="f_deptno" source="deptno" label="Department"/>
    <field name="f_mgr" source="mgr" label="Manager">
      <labelAttribute textColor="red" alignment="center"/>
    </field>
    <field name="f_job" label="Job" source="job"/>
   </formLike>
</section>

7.5.10  <formula>
説明説明説明説明 : <formula>タグは、レポート定義のデータ・モデルの計算式列を定義します。計算式列で

は、PL/SQL関数を使用して、演算（通常は複雑な計算）を実行します。一般的な計算の場
合（たとえば、和、合計パーセントまたは標準偏差など）は、PL/SQLを必要としない
<summary>タグを使用します。

詳細は、次の項を参照してください。

7.5.29項「<summary>」

構文構文構文構文 : <formula
  name="column_name"
  source="plsql_function_name"
  dataType="number | character | date"
  width="number"
/>

属性属性属性属性 : 次の表に、<formula>タグの属性を示します。
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例例例例 : 次の例では、計算式列が入っているデータ・モデルを定義した XMLレポート定義のセグメ
ントを示します。<layout>セクション内での関連フィールドの位置に基づいて、デフォルト
のアルゴリズムが列を適切なグループに配置している点に注意してください。

 <data>
  <dataSource name="Q_1">
   <select>
    SELECT ALL VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.QUARTER, 
           VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.SALES_REGION,
           VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.STATE, VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.CITY, 
           VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.PRODUCT_CATEGORY, 
           VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_SALES, 
            VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_COST, VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT
    FROM SCOTT.VIDEO_CATEGORY_BY_QTR
    WHERE VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.SALES_REGION='West'
   </select>
  </dataSource>
  <dataSource name="Q_2">
   <select>
    SELECT ALL VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.QUARTER, VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.CITY, 
           VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.PRODUCT_CATEGORY, 
            VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT,
           VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_SALES, VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_COST
    FROM SCOTT.VIDEO_CATEGORY_BY_QTR
    WHERE VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.SALES_REGION='West'
   </select> 
  </dataSource>

表表表表 7-5  <formula>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明

name 必須 計算式列の名前。

source 必須 <programUnits>タグの内部に定義された
PL/SQL関数の名前で、計算式の演算を実行し
ます。

dataType 任意 式によって生成されるデータの型。たとえば、
算術演算を実行した場合、演算結果は数値です。
dataType値として可能なものは、次のとおりで
す。

� number（数値）

� character（文字）

� date（日付）

width 任意 計算式の結果の幅に相当する文字数。
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  <formula name="Profit_Margin" source="FormulaProfitMargin" 
            datatype="number" width="9"/>
 </data>
 <programUnits> 
  <function name="FormulaProfitMargin"> 
   <![CDATA[ 
   FUNCTION FormulaProfitMargin RETURN number IS 
   BEGIN 
     return ((:TOTAL_PROFIT1 / (:TOTAL_SALES1 - (0.07 * :TOTAL_SALES1))) * 100); 
   END; 
   ]]> 
  </function> 
 </programUnits>

7.5.11  <function>
<function>タグは、レポート定義に追加する PL/SQL関数を定義します。<function>タグ
は、<programUnits>タグの内部でネストする必要があります。関数を参照するには、
<field>タグの formatTrigger属性を使用します。

詳細は、次の項を参照してください。

7.5.23項「<programUnits>」

7.5.8項「<field>」

構文構文構文構文 : <function 
  name="function_name"
>
   PLSQL_function
</function>

属性属性属性属性 : 次の表に、<function>タグの属性を示します。

例例例例 : 次に、PL/SQL関数を定義する XMLレポート定義セグメントを示します。関数は
formatTrigger属性を使用してレイアウトのフィールドから参照されることに注意してくだ
さい。

<layout>
  <section name="header"> 
    <field name="F_ssn1" 

表表表表 7-6  <function>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明

name 必須 関数の識別子。関数を参照する（たとえば、
<field>タグの formatTrigger属性から参照する）
ときは、この名前を使用する必要があります。
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           source="ssn1" 
           formatTrigger="F_ssn1FormatTrigger"/>
  </section>
  <section name="main">
    <field name="F_ssn" 
           source="ssn" 
           formatTrigger="F_ssnFormatTrigger"/>     
  </section>
</layout>
<programUnits> 
 <function name="F_ssn1FormatTrigger"> 
  <![CDATA[
     function F_ssn1FormatTrigger return boolean is
       begin
         SRW.SET_HYPERLINK('#EMP_DETAILS_&<' || LTRIM(TO_CHAR(:SSN)) || '>');
         return (TRUE);
       end;
  ]]>
 </function> 
 <function name="F_ssnFormatTrigger"> 
 <![CDATA[
    function F_ssnFormatTrigger return boolean is
      begin
        SRW.SET_LINKTAG('EMP_DETAILS_&<' || LTRIM(TO_CHAR(:SSN)) || '>');
        return (TRUE);
      end;
  ]]>
 </function> 
</programUnits>

7.5.12  <group>
説明説明説明説明 : <group>タグは、マスター /ディテール・スタイル・レイアウトでマスター・グループの範

囲を定めます。<group>タグは、<groupLeft>、<groupAbove>または <matrix>タグの内
部でのみネストできます。<group>タグ内で <field>タグをネストして、マスター・グルー
プに含めるフィールドをリストする必要があります。

詳細は、次の項を参照してください。

7.5.8項「<field>」 

7.5.13項「<groupAbove>」

7.5.14項「<groupLeft>」

7.5.18項「<matrix>」

構文構文構文構文 : <group>
   master_group_content
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</group>

例例例例 : 次の例は、マトリックス・レポートの 2つのブレーク・グループ内のフィールドを定義して
いるレポート定義のレイアウトの一部です。

<group>
   <field name="f_quarter" source="quarter" label="Quarter:" 
          font="Arial" fontSize="8"
          formatTrigger="F_quarterFormatTrigger">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
   </field>
   <field name="f_SumTOTAL_SALESPerQUARTER" source="SumTOTAL_SALESPerQUARTER"
          label="Qtrly:  Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
          formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                             fontStyle="bold" textColor="black"/>
   </field>
   <field name="f_SumTOTAL_COSTPerQUARTER" source="SumTOTAL_COSTPerQUARTER"
          label="Costs: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
          formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
   </field>
   <field name="f_SumTOTAL_PROFITPerQUARTER" source="SumTOTAL_PROFITPerQUARTER"
          label="Profits: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
          formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
   </field>
</group>
<group>
   <field name="f_state" source="state" label="State:"
          font="Arial" fontSize="8">
         <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                         fontStyle="bold" textColor="black"/>
   </field> 
</group>

7.5.13  <groupAbove>
説明説明説明説明 : <groupAbove>タグは、レポートのレイアウトのセクション内でマスター /ディテール・ス

タイルの範囲を定めます。マスター・レコードは、ディテール・レコードの上に配置されま
す。<groupAbove>タグを使用する場合は、グループ上レイアウトに含めるフィールドをリ
ストするために <field>タグをネストさせ、さらにマスター・グループを識別するために
<group>タグもネストさせる必要があります。

詳細は、次の項を参照してください。
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7.5.8項「<field>」

7.5.12項「<group>」

構文構文構文構文 : <groupAbove
   name="style_name"
>
   <group>
      master_group_content
   </group>
   detail_group_content
</groupAbove>

例例例例 : 次の例では、グループ上レイアウトを含んだセクションを定義した XMLレポート定義セグ
メントを示します。

<section name="main">
   <groupAbove name="m_emp">
    <labelAttribute font="Arial" fontSize="10" fontStyle="bold"/>
    <group>
      <field name="f_deptno" source="deptno" label="Department "
             font="Arial" fontSize="10"/>
      <field name="f_sumsal" label="Total Salary" source="sumsal" 
             textColor="red" font="Arial" fontSize="10" 
             fontStyle="bold">
        <labelAttribute font="Arial" fontSize="10" fontStyle="bold" 
                        textColor="red"/>
      </field>
    </group>
    <field name="f_ename" source="ename" label="Name"
           font="Arial" fontSize="10"/>
    <field name="f_sal" source="sal" label="Salary"
           font="Arial" fontSize="10"/>
   </groupAbove>
</section>

7.5.14  <groupLeft>
説明説明説明説明 : <groupLeft>タグは、レポートのレイアウトのセクション内でマスター /ディテール・スタ

イルの範囲を定めます。マスター・レコードは、ディテール・レコードの左に配置されま
す。<groupLeft>タグを使用する場合は、グループ左レイアウトに含めるフィールドをリス
トするために <field>タグをネストさせ、さらにマスター・グループを識別するために
<group>タグもネストさせる必要があります。

詳細は、次の項を参照してください。

7.5.8項「<field>」

7.5.12項「<group>」
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構文構文構文構文 : <groupLeft
   name="style_name"
>
   <group>
      master_group_content
   </group>
   detail_group_content
</groupLeft>

例例例例 : 次の例では、グループ左レイアウトを含んだセクションを定義した XMLレポート定義セグ
メントを示します。

<section name="main">
   <groupLeft name="m_emp">
    <labelAttribute font="Arial" fontSize="10" fontStyle="bold"/>
    <group>
      <field name="f_deptno" source="deptno" label="Department "
             font="Arial" fontSize="10"/>
      <field name="f_sumsal" label="Total Salary" source="sumsal" 
             textColor="red" font="Arial" fontSize="10" 
             fontStyle="bold">
        <labelAttribute font="Arial" fontSize="10" fontStyle="bold" 
                        textColor="red"/>
      </field>
    </group>
    <field name="f_ename" source="ename" label="Name"
           font="Arial" fontSize="10"/>
    <field name="f_sal" source="sal" label="Salary"
           font="Arial" fontSize="10"/>
   </groupLeft>
</section>

7.5.15  <labelAttribute>
説明説明説明説明 : <labelAttribute>タグは、フィールド・ラベル用の書式の属性を定義します。

<labelAttribute>タグは、<field>タグまたはレイアウト・スタイル・タグ（<tabular>また
は <matrix>など）の内部でネストできます。<labelAttribute>を <field>タグの内部でネス
トした場合は、そのフィールドのラベルのみに適用します。

<labelAttribute>タグは新規フィールドのみに作用し、.RDFファイルの既存フィールドのラ
ベルは変更されません。既存ラベルのテキストを変更するには、<property>タグの
textSegment属性を使用する必要があることに注意してください。

詳細は、次の項を参照してください。

7.5.8項「<field>」

7.5.25項「<property>」
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構文構文構文構文 : <labelAttribute 
  [font="font_name"]
  [fontSize="point_size"]
  [fontStyle="regular | italic | bold | boldItalic"]
  [fontEfffect="regular | strikeout | underline | strikeoutUnderline"]
  [lineColor="color_name | noLine"]
  [fillColor="color_name | noFill"]
  [textColor="color_name"]
  [alignment="start | left | center | right | end"]
>
</labelAttribute>

属性属性属性属性 : 次の表に、<labelAttribute>タグの属性を示します。

表表表表 7-7  <labelAttribute>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明

font 任意 フィールド・ラベルに使用するフォントの名前。

fontSize 任意 フィールド・ラベルに使用するフォントのサイ
ズ。

fontStyle 任意 フィールド・ラベルに使用するフォントのスタ
イル。

� regular（標準）

� italic（斜体）

� bold（太字）

� boldItalic（太字斜体）

fontEffect 任意 フィールドの内容に使用するフォントの効果。

� regular（標準）

� strikeout（取消し線）

� underline（下線）

� strikeoutUnderline（取消し線と下線）

lineColor 任意 フィールドの境界線に使用するカラーの名前。
noLineを指定した場合、境界線は透明です（つ
まり、表示されません）。

fillColor 任意 フィールドの背景として使用するカラーの名前。
noFillを指定した場合、背景は透明です。

textColor 任意 フィールドの内容に使用するカラーの名前。
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例例例例 : 次の例では、グループ左レイアウトを含んだセクションを定義した XMLレポート定義セグ
メントを示します。最初の <labelAttribute>タグは、専用に埋め込まれた <labelAttribute>
タグを持った f_sumsalを除く、レイアウト内のすべてのフィールドに適用されることに注
意してください。

<section name="main">
   <groupLeft name="m_emp">
    <labelAttribute font="Arial" fontSize="10" fontStyle="bold"/>
    <group>
      <field name="f_deptno" source="deptno" label="Department "
             font="Arial" fontSize="10"/>
      <field name="f_sumsal" label="Total Salary" source="sumsal" 
             textColor="red" font="Arial" fontSize="10" 
             fontStyle="bold">
        <labelAttribute font="Arial" fontSize="10" fontStyle="bold" 
                        textColor="red"/>
      </field>
    </group>
    <field name="f_ename" source="ename" label="Name"
           font="Arial" fontSize="10"/>
    <field name="f_sal" source="sal" label="Salary"
           font="Arial" fontSize="10"/>
   </groupLeft>
</section>

7.5.16  <layout>
説明説明説明説明 : <layout>タグは、レポート定義のレイアウトの始めと終わりを示します。

構文構文構文構文 : <layout>
   content_of_layout
</layout>

alignment 任意 フィールド内の文字位置を揃える方法。

� start（始点詰め）

� left（左揃え）

� center（中央揃え）

� right（右揃え）

� end（終点詰め）

表表表表 7-7  <labelAttribute>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明
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例例例例 : 次の例では、XMLレポート定義のレイアウト・セグメントを示します。これは完全なレイ
アウト・モデルではなく、カスタマイズとして .RDFファイルに適用する必要があることに
注意してください。

<layout>
   <section name="main">
     <field name="f_trade_date" 
            source="trade_date" 
            formatMask="MM/DD/RR"/>
     <field name="F_Mincurrent_pricePersymbol" 
            source="Mincurrent_pricePersymbol" 
            lineColor="black" 
      fillColor="r100g50b50"/>
     <field name="F_Maxcurrent_pricePersymbol"
            source="Maxcurrent_pricePersymbol"
            lineColor="black" 
            fillColor="r100g50b50"/>
   </section>
 </layout>

次の例では、別の XMLレポート定義のレイアウト・セグメントを示します。これは完全な
レイアウトであり、適切なデータ・モデルが存在する場合は、.RDFファイルに適用するこ
となく単独で使用できることに注意してください。

<layout>
  <section name="main"> 
   <matrix name="M_video_sales" template="corp10.tdf">
    <group>
       <field name="f_quarter" source="quarter" label="Quarter:" 
              font="Arial" fontSize="8"
              formatTrigger="F_quarterFormatTrigger">
         <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                         fontStyle="bold" textColor="black"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_SALESPerQUARTER" 
              source="SumTOTAL_SALESPerQUARTER"
              label="Qtrly:  Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_COSTPerQUARTER" source="SumTOTAL_COSTPerQUARTER"
              label="Costs: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_PROFITPerQUARTER" 
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              source="SumTOTAL_PROFITPerQUARTER"
              label="Profits: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
       </field>
    </group>
    <group>
       <field name="f_state" source="state" label="State:"
              font="Arial" fontSize="8">
         <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                         fontStyle="bold" textColor="black"/>
       </field> 
    </group>
    <matrixCol name="g_city">
       <field name="f_city" source="city" label="City: "
              font="Arial" fontSize="8" textColor="yellow"
              formatTrigger="F_cityFormatTrigger"/>
       <field name="f_SumTOTAL_SALESPerCITY" source="SumTOTAL_SALESPerCITY"
              label="Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              textColor="yellow" formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_COSTPerCITY" source="SumTOTAL_COSTPerCITY"
              label="Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              textColor="yellow" formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_PROFITPerCITY" source="SumTOTAL_PROFITPerCITY"
              label="Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              textColor="yellow" formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 

                          fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>
    </matrixCol>
    <matrixRow name="g_product_category">
       <field name="f_product_category" source="product_category" 
              label="Product Category" font="Arial" fontSize="8"/>       
    </matrixRow>
    <matrixCell name="g_total_sales">
     <field name="f_total_sales" source="total_sales" label="Total Sales"
            font="Arial" fontSize="8" lineColor="noLine"
            formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00"/>
     <field name="f_total_cost" source="total_cost" label="Total Cost"
7-128 パブリッシング・レポート



XMLタグ・リファレンス
            font="Arial" fontSize="8" lineColor="noLine"
            formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00"/>
     <field name="f_total_profit" source="total_profit" label="Total Profit"
            font="Arial" fontSize="8" lineColor="noLine"
            formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00"/>
    </matrixCell>
   </matrix>
  </section>
 </layout>

7.5.17  <link>
説明説明説明説明 : <link>タグは、データ・モデルのデータ・ソース間のリンクを定義します。<link>は、

<data>タグの内部でネストする必要があります。データ・ソースは、列単位でリンクさせ
ます。したがって、それぞれの列リンクでは、親列属性と子列属性、および列どうしを関連
付ける条件属性が必要です。2つの表またはビューを結合するには、SELECT文の外部キー
列に列別名が必要です。（これらの別名は、列リンク仕様の親列および子列の参照で使用し
ます。）

構文構文構文構文 : <link 
     parentGroup="parent_group_name"
     parentColumn="parent_column_name" 
     childQuery="child_query_name"
     childColumn="child_column_name" 
     condition="eq  | lt | lteq | neq | gt | gteq | like | notLike"
     sqlClause="startWith | having | where"
     name="link_name"
> 
</link>

属性属性属性属性 : 次の表に、<link>タグの属性を示します。

表表表表 7-8  <link> タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明

parentGroup グループ・リンクの場
合は必須。

列リンクの場合は任意。

子問合せと関連付ける親グループの名前。 

parentColumn 列リンクの場合は必須。

グループ・リンクの場
合は無視。

子問合せの列（子列）と関連した親問合せの列
の名前。

childQuery グループ・リンクの場
合は必須。

列リンクの場合は任意。

親グループと関連した子問合せの名前。
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例例例例 : 次の例では、2つの問合せがリンクで結合されたレポート定義のデータ・モデル・セグメン
トを示します。

<data>
  <dataSource name="Q_dept">
   <select>
     select deptno deptno_dept from dept
   </select>
  </dataSource>
  <dataSource name="Q_emp">  
   <select>
     select deptno deptno_emp, ename, empno, sal from emp
   </select>
  </dataSource>

childColumn 列リンクの場合は必須。

グループ・リンクの場
合は無視。

親問合せの列（親列）と関連した子問合せの列
の名前。

condition 必須 親列と子列の関係を定義する SQL演算子。
conditionの値として可能なものは、次のとおり
です。

eq（等しい）

lt（より小さい）

lteq（より小さいか、または等しい）

neq（等しくない）

gt（より大きい）

gteq（より大きいか、または等しい）

Like（1つの列の値が、他の列のパターンと一致
した場合に条件が満たされます。パターンでは
パーセント記号（%）およびアンダースコア（_）
をワイルドカード文字として使用できます。） 

notLike（1つの列の値が、他の列のパターンと
一致しない場合に条件が満たされます。パター
ンではパーセント記号（%）およびアンダースコ
ア（_）をワイルドカード文字として使用できま
す。） 

sqlClause 必須 親グループを子問合せと関連付ける SQL句のタ
イプ。デフォルトはWHERE句です。

表表表表 7-8  <link> タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明
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  <link       parentColumn="deptno_dept" 
              childColumn="deptno_emp" 
              condition="eq" 
              sqlClause="where"/>
</data>

7.5.18  <matrix>
説明説明説明説明 : <matrix>タグは、レポートのレイアウトのセクション内でマトリックス・スタイルの範囲

を定めます。<matrix>タグを使用する場合は、マトリックス・レイアウトに含めるフィー
ルドをリストするために <field>タグをネストさせ、さらにマトリックスの各部分を識別す
るために <matrixRow>、<matrixCol>および <matrixCell>タグもネストさせる必要があり
ます。

ヒントヒントヒントヒント : <group>タグを <matrix>タグと一緒に使用して、グループ・スタイルを持ったマ
トリックスを作成することもできます。 

詳細は、次の項を参照してください。

7.5.8項「<field>」

7.5.12項「<group>」

7.5.20項「<matrixCol>」

7.5.21項「<matrixRow>」

7.5.19項「<matrixCell>」

構文構文構文構文 : <matrix
   name="style_name"
>
   [<group>
      master_group_content
   </group>]
   <matrixCol>
       matrix_column content
   </matrixCol>
   <matrixRow>
       matrix_row_content
   </matrixRow>
   <matrixCell>
       matrix_cell_content
   </matrixCell>
</matrix>

例例例例 : 次の例に、グループ・レイアウトを持ったマトリックスを定義している XMLレポート定義
セグメントを示します。
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   <matrix name="M_video_sales" template="corp10.tdf">
    <group>
       <field name="f_quarter" source="quarter" label="Quarter:" 
              font="Arial" fontSize="8"
              formatTrigger="F_quarterFormatTrigger">
         <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                         fontStyle="bold" textColor="black"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_SALESPerQUARTER" 
              source="SumTOTAL_SALESPerQUARTER"
              label="Qtrly:  Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_COSTPerQUARTER" source="SumTOTAL_COSTPerQUARTER"
              label="Costs: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_PROFITPerQUARTER" 
              source="SumTOTAL_PROFITPerQUARTER"
              label="Profits: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
       </field>
    </group>
    <group>
       <field name="f_state" source="state" label="State:"
              font="Arial" fontSize="8">
         <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                         fontStyle="bold" textColor="black"/>
       </field> 
    </group>
    <matrixCol name="g_city">
       <field name="f_city" source="city" label="City: "
              font="Arial" fontSize="8" textColor="yellow"
              formatTrigger="F_cityFormatTrigger"/>
       <field name="f_SumTOTAL_SALESPerCITY" source="SumTOTAL_SALESPerCITY"
              label="Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              textColor="yellow" formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_COSTPerCITY" source="SumTOTAL_COSTPerCITY"
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              label="Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              textColor="yellow" formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_PROFITPerCITY" source="SumTOTAL_PROFITPerCITY"
              label="Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              textColor="yellow" formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>
    </matrixCol>
    <matrixRow name="g_product_category">
       <field name="f_product_category" source="product_category" 
              label="Product Category" font="Arial" fontSize="8"/>       
    </matrixRow>
    <matrixCell name="g_total_sales">
     <field name="f_total_sales" source="total_sales" label="Total Sales"
            font="Arial" fontSize="8" lineColor="noLine"
            formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00"/>
     <field name="f_total_cost" source="total_cost" label="Total Cost"

            font="Arial" fontSize="8" lineColor="noLine"
            formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00"/>
     <field name="f_total_profit" source="total_profit" label="Total Profit"
            font="Arial" fontSize="8" lineColor="noLine"
            formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00"/>
    </matrixCell>
   </matrix>

7.5.19  <matrixCell>
説明説明説明説明 : <matrixCell>タグは、マトリックス・スタイル・レイアウトのセルの範囲を定めます。

<matrixCell>タグは、<matrix>タグの内部のみでネストできます。<matrixCell>タグ内で
<field>タグをネストして、マトリックス・セルとして含めるフィールドをリストする必要
があります。

詳細は、次の項を参照してください。

7.5.8項「<field>」 

7.5.18項「<matrix>」

構文構文構文構文 : <matrixCell>
   master_group_content
</matrixCell>

例例例例 : 次の例に、マトリックス・セルを定義している XMLレポート定義セグメントを示します。
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    <matrixCell name="g_total_sales">
     <field name="f_total_sales" source="total_sales" label="Total Sales"
            font="Arial" fontSize="8" lineColor="noLine"
            formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00"/>
     <field name="f_total_cost" source="total_cost" label="Total Cost"
            font="Arial" fontSize="8" lineColor="noLine"
            formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00"/>
     <field name="f_total_profit" source="total_profit" label="Total Profit"
            font="Arial" fontSize="8" lineColor="noLine"
            formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00"/>
    </matrixCell>

7.5.20  <matrixCol>
説明説明説明説明 : <matrixCol>タグは、マトリックス・スタイル・レイアウトの列フィールドの範囲を定めま

す。<matrixCol>タグは、<matrix>タグの内部のみ でネストできます。<matrixCol>タグ
内で <field>タグをネストして、マトリックス列として含めるフィールドをリストする必要
があります。

詳細は、次の項を参照してください。

7.5.8項「<field>」 

7.5.18項「<matrix>」

構文構文構文構文 : <matrixCol>
      master_group_content
</matrixCol>

例例例例 : 次の例に、マトリックス・レイアウトの列寸法を定義している XMLレポート定義セグメン
トを示します。

    <matrixCol name="g_city">
       <field name="f_city" source="city" label="City: "
              font="Arial" fontSize="8" textColor="yellow"
              formatTrigger="F_cityFormatTrigger"/>
       <field name="f_SumTOTAL_SALESPerCITY" source="SumTOTAL_SALESPerCITY"
              label="Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              textColor="yellow" formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_COSTPerCITY" source="SumTOTAL_COSTPerCITY"
              label="Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              textColor="yellow" formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_PROFITPerCITY" source="SumTOTAL_PROFITPerCITY"
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              label="Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              textColor="yellow" formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>
    </matrixCol>

7.5.21  <matrixRow>
説明説明説明説明 : <matrixRow>タグは、マトリックス・スタイル・レイアウトの行フィールドの範囲を定め

ます。<matrixRow>タグは、<matrix>タグの内部のみでネストできます。<matrixRow>タ
グ内で <field>タグをネストして、マトリックス行として含めるフィールドをリストする必
要があります。

詳細は、次の項を参照してください。

7.5.8項「<field>」 

7.5.18項「<matrix>」

構文構文構文構文 : <matrixRow>
   master_group_content
</matrixRow>

例例例例 : 次の例に、マトリックス・レイアウトの行寸法を定義している XMLレポート定義セグメン
トを示します。

    <matrixRow name="g_product_category">
       <field name="f_product_category" source="product_category" 
              label="Product Category" font="Arial" fontSize="8"/>       
    </matrixRow>

7.5.22  <object>
説明説明説明説明 : <object>タグは、プロパティを変更するレポート内のオブジェクトを識別します。<object>

タグの内部に <properties>および <property>タグをネストさせるのが一般的です。

構文構文構文構文 : <object
   name="object_name"
   type="REP_REPORT | REP_GROUP | REP_COL_MAP | REP_GRAPHIC_TEXT"
>
    property_definitions
</object>

属性属性属性属性 : 次の表に、<object>タグの属性を示します。
実行時のレポートのカスタマイズ 7-135



XMLタグ・リファレンス
例例例例 : 次の例に、オブジェクト・プロパティを定義している XMLレポート定義セグメントを示し
ます。

<customize>
   <object name="videosales" type="REP_REPORT">
   <properties>
    <property name="beforeReportType">File</property>
    <property name="beforeReportValue">
         d:¥xml_reps¥header_example.html
    </property>
    <property name="afterReportType">Text</property>
    <property name="afterReportValue">
     <![CDATA[
      <center>
      <font face="Arial,Helvetica"><font size=-1><font color="#000000">
        Send questions to <a href="mailto:your_email_id">YourNameHere</a>.
        <br>&nbsp;
      </font>
      </center>
      </body>
      </html>
     ]]>
    </property>
   </properties>
  </object>
 </customize>

次の例に示す XMLレポート定義セグメントは、ボイラープレート・テキストの一部を変更
します。これは、既存フィールドのラベルを変更する場合に役立ちます。

<customize>

表表表表 7-9  <object>タグのプロパティタグのプロパティタグのプロパティタグのプロパティ

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明

name 必須 プロパティを適用するオブジェクトの識別子。

type 必須 プロパティを適用するオブジェクトの種類。

� REP_REPORTはレポート自体です。

� REP_GROUPはレポートのデータ・モデル
内のグループです。

� REP_COL_MAPはレポートのデータ・モデ
ル内の列です。

� REP_GRAPHIC_TEXTはレポートのレイア
ウト内のボイラープレート・オブジェクト
です。
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 <object name="B_high_365" type="REP_GRAPHIC_TEXT">
  <properties>
   <property name="textSegment">High</property>
  </properties>
 </object>
 <object name="B_low_365" type="REP_GRAPHIC_TEXT">
  <properties>
   <property name="textSegment">Low</property>
  </properties>
 </object>
</customize>

7.5.23  <programUnits>
説明説明説明説明 : <programUnits>タグは、レポート定義に追加するあらゆる PL/SQLの範囲を定めます。

<programUnits>タグの内部に <function>タグをネストさせるのが一般的です。 

詳細は、次の項を参照してください。

7.5.11項「<function>」

構文構文構文構文 : <programUnits>
    program_unit_definitions
</programUnits>

例例例例 : 次に、ある PL/SQLを定義した XMLレポート定義セグメントを示します。
<programUnits>タグは <layout>タグの外側にあり、formatTrigger属性を使用してレイア
ウトのフィールドから関数が参照されることに注意してください。

<layout>
  <section name="header"> 
    <field name="F_ssn1" 
           source="ssn1" 
           formatTrigger="F_ssn1FormatTrigger"/>
  </section>
  <section name="main">
    <field name="F_ssn" 
           source="ssn" 
           formatTrigger="F_ssnFormatTrigger"/>     
  </section>
</layout>
<programUnits> 
 <function name="F_ssn1FormatTrigger"> 
  <![CDATA[
     function F_ssn1FormatTrigger return boolean is
       begin
         SRW.SET_HYPERLINK('#EMP_DETAILS_&<' || LTRIM(TO_CHAR(:SSN)) || '>');
         return (TRUE);
実行時のレポートのカスタマイズ 7-137



XMLタグ・リファレンス
       end;
  ]]>
 </function> 
 <function name="F_ssnFormatTrigger"> 
 <![CDATA[
    function F_ssnFormatTrigger return boolean is
      begin
        SRW.SET_LINKTAG('EMP_DETAILS_&<' || LTRIM(TO_CHAR(:SSN)) || '>');
        return (TRUE);
      end;
  ]]>
 </function> 
</programUnits>

7.5.24  <properties>
説明説明説明説明 : <properties>タグは、オブジェクトのプロパティの範囲を定めます。<properties>タグは、

<object>タグの内部にネストさせる必要があり、通常はその中に <property>タグをネスト
させます。

構文構文構文構文 : <properties>
    property_definitions
</properties>

例例例例 : 次の例に、オブジェクトのプロパティを定義している XMLレポート定義のセグメントを示
します。

<customize>
   <object name="videosales" type="REP_REPORT">
   <properties>
    <property name="beforeReportType">File</property>
    <property name="beforeReportValue">
         d:¥xml_reps¥header_example.html
    </property>
    <property name="afterReportType">Text</property>
    <property name="afterReportValue">
     <![CDATA[
      <center>
      <font face="Arial,Helvetica"><font size=-1><font color="#000000">
        Send questions to <a href="mailto:your_email_id">YourNameHere</a>.
        <br>&nbsp;
      </font>
      </center>
      </body>
      </html>
     ]]>
    </property>
   </properties>
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  </object>
 </customize>

次の例に示す XMLレポート定義セグメントは、ボイラープレート・テキストの一部を変更
します。これは、既存フィールドのラベルを変更する場合に役立ちます。

<customize>
 <object name="B_high_365" type="REP_GRAPHIC_TEXT">
  <properties>
   <property name="textSegment">High</property>
  </properties>
 </object>
 <object name="B_low_365" type="REP_GRAPHIC_TEXT">
  <properties>
   <property name="textSegment">Low</property>
  </properties>
 </object>
</customize>

7.5.25  <property>
説明説明説明説明 : <property>タグは、オブジェクトの 1つのプロパティの範囲を定めます。<property>タグ

は、<properties>タグの内部にネストさせる必要があり、通常はプロパティの値を定義する
ために、その内部にテキストをネストさせます。

構文構文構文構文 : <property
   name="xmlTag | xmlAttribute | xmlSuppress | prologType | prolog |
     beforeReportValue | beforeReportType | afterReportValue | afterReportType |
     beforePageValue | beforePageType | afterPageValue | afterPageType
     beforeFormValue | beforeFormType | afterFormValue | afterFormType | 
     pageNavigationControlValue | pageNavigationControlType | textSegment
>
    property_value
</property>

属性属性属性属性 : 次の表に、<property>タグの属性を示します。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 : 次の表に、それぞれのオブジェクト・タイプで使用可能なプロパティをリストします。

表表表表 7-10  <property>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明

name 必須 指定するプロパティの名前。使用可能なプロパ
ティは、オブジェクト・タイプごとに異なるこ
とに注意してください。詳細は使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意を
参照してください。
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表表表表 7-11  オブジェクト・タイプに有効なプロパティオブジェクト・タイプに有効なプロパティオブジェクト・タイプに有効なプロパティオブジェクト・タイプに有効なプロパティ

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト 有効なプロパティ有効なプロパティ有効なプロパティ有効なプロパティ

レポート・オブジェクト (REP_REPORT) � xmlTag 

� xmlAttribute 

� xmlSuppress 

� prologType 

� prolog

� beforeReportValue 

� beforeReportType 

� afterReportValue 

� afterReportType 

� beforePageValue 

� beforePageType 

� afterPageValue 

� afterPageType 

� beforeFormValue 

� beforeFormType 

� afterFormValue 

� afterFormType 

� pageNavigationControlValue 

� pageNavigationControlType

グループ・オブジェクト (REP_GROUP) � xmlTag 

� xmlAttribute 

� outerXMLTag 

� outerXMLAttribute 

� xmlSuppress 

列オブジェクト (REP_COL_MAP) � xmlTag 

� xmlAttribute 

� XMLSuppress 

� containXML

ボイラープレート・オブジェクト (REP_
GRAPHIC_TEXT)

� textSegment
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例例例例 : 次の例に、オブジェクトのプロパティを定義している XMLレポート定義のセグメントを示
します。

<customize>
   <object name="videosales" type="REP_REPORT">
   <properties>
    <property name="beforeReportType">File</property>
    <property name="beforeReportValue">
         d:¥xml_reps¥header_example.html
    </property>
    <property name="afterReportType">Text</property>
    <property name="afterReportValue">
     <![CDATA[
      <center>
      <font face="Arial,Helvetica"><font size=-1><font color="#000000">
        Send questions to <a href="mailto:your_email_id">YourNameHere</a>.
        <br>&nbsp;
      </font>
      </center>
      </body>
      </html>
     ]]>
    </property>
   </properties>
  </object>
 </customize>

次の例に、ボイラープレート・オブジェクトのテキストを変更するカスタマイズ・セクショ
ンを示します。これは、既存フィールドのラベルを変更する場合に役立ちます。

<customize>
 <object name="B_high_365" type="REP_GRAPHIC_TEXT">
  <properties>
   <property name="textSegment">High</property>
  </properties>
 </object>
 <object name="B_low_365" type="REP_GRAPHIC_TEXT">
  <properties>
   <property name="textSegment">Low</property>
  </properties>
 </object>
</customize>

7.5.26  <report>
説明説明説明説明 : <report>タグは、レポート定義の始めと終わりを示します。レポート全体に適用する属性を

<report>タグに付加できます。
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構文構文構文構文 : <report DTDVersion=1.0"
     [name="report_name"]
     [title="report_title"]
     [author="author_name"]
>
   content_of_report
</report>

例例例例 : この例では、cond.rdfという名前の .RDFファイルに適用する XMLカスタマイズ・ドキュ
メントを示しています。この例は、データ・モデルにいっさい触れていないことに注意して
ください。レイアウト内の一部のフィールドの書式を変更するのみです。

<report name="cond" DTDVersion="1.0">
<!-- This report assumes that the file
     named header_example.html is located
     in d:¥ORANT¥TOOLS¥DOC60¥US¥RBBR60.
     If it it not located there, the report
     will not run properly.
-->
 <layout>
   <section name="main">
     <field name="f_trade_date" 
            source="trade_date" 
            formatMask="MM/DD/RR"/>
     <field name="F_Mincurrent_pricePersymbol" 
            source="Mincurrent_pricePersymbol" 
            lineColor="black" 
      fillColor="r100g50b50"/>
     <field name="F_Maxcurrent_pricePersymbol"
            source="Maxcurrent_pricePersymbol"
            lineColor="black" 
      fillColor="r100g50b50"/>
   </section>
 </layout>
 <customize>
   <object name="videosales" type="REP_REPORT">
   <properties>
    <property name="beforeReportType">File</property>
    <property name="beforeReportValue">
         d:¥xml_reps¥header_example.html
    </property>
    <property name="afterReportType">Text</property>
    <property name="afterReportValue">
     <![CDATA[
      <center>
      <font face="Arial,Helvetica"><font size=-1><font color="#000000">
        Send questions to <a href="mailto:your_email_id">YourNameHere</a>.
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        <br>&nbsp;
      </font>
      </center>
      </body>
      </html>
     ]]>
    </property>
   </properties>
  </object>
 </customize>
</report>

属性属性属性属性 : 次の表に、<report>タグの属性を示します。

7.5.27  <section>
説明説明説明説明 : <section>タグは、レポート定義のレイアウト内の特定セクションの始めと終わりを示しま

す。<section>タグは、<layout>タグの内部でネストする必要があります。レポートでは、
レイアウト内に最大 3セクションまで許可されます。 

次のタグを使用して、各セクションにレイアウト・スタイルを定義することもできます。

7.5.30項「<tabular>」

表表表表 7-12  <report> タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明

name 任意 レポート名を記録します。名前を指定しな
かった場合は、デフォルトにより UNTITLED
に設定されます。レポート定義を .RDFファ
イルに適用する予定がある場合は、ファイル
名から .RDF拡張子を除いたものと同じ名前
にする必要があります。

dtdVer 必須 この XMLレポート定義の生成に使用したレ
ポート DTDのバージョンを記録します。
DTDはバージョンごとに変更される可能性が
あるので、新規定義するすべてのレポートに
使用バージョンの情報を入れる必要がありま
す。これにより、将来のリリースで下位互換
性を確保できます。

title 任意 指定したタイトルがレポートの先頭に配置さ
れます。.RDFファイルで定義タイトルを適用
すると、既存のレポート・タイトルより優先
します。

author 任意 作成者名を記録します。
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7.5.18項「<matrix>」

7.5.9項「<formLike>」

7.5.13項「<groupAbove>」

7.5.14項「<groupLeft>」

構文構文構文構文 : <section
  name= "header | main | trailer"
  width="section_width"
  height="section_height"
> 
   section_contents 
</section>

属性属性属性属性 : 次の表に、<section>タグの属性を示します。

例例例例 : 次に、<section>の定義例を示します。

<layout>
   <section name="header"> 
     <field name="F_ssn1" 
            source="ssn" 
            formatTrigger="F_ssn1FormatTrigger"/>
   </section>
   <section name="main">
     <field name="F_ssn" 
            source="ssn" 
            formatTrigger="F_ssnFormatTrigger"/>     
   </section>
 </layout>

表表表表 7-13  <section>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明

name 必須 セクションの名前。header、mainまたは trailer
です。

width 任意 レポートの長さの単位で示された 1つの物理
ページ（余白を含む）の幅（たとえば、8.5イン
チ）。

height 任意 レポートの長さの単位で示された 1つの物理
ページ（余白を含む）の高さ（たとえば、11イ
ンチ）。
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7.5.28  <select>
説明説明説明説明 : <select>タグは、データ・モデル内の SELECT文の始めと終わりを示します。<select>は、

<dataSource>タグの内部でネストする必要があります。

構文構文構文構文 : <select>
   content_of_SELECT
</select>

例例例例 : 次の例では、XMLレポート定義のデータ・ソースのセグメントを示します。

<data>
 <dataSource name="q_category">
  <select>
    SELECT          ic.category,
                       SUM (h.sales),
                       AVG (h.high_365),
                       AVG (h.low_365),
                       AVG (h.div),
                       AVG (h.p_e)
    FROM stock_history h, indcat ic
    WHERE h.symbol=ic.symbol
    GROUP BY ic.category
   </select>
  </dataSource>
 </data>

ヒントヒントヒントヒント : このタグをバインド参照として SELECT文に入れておくと、ユーザー・パラメータ
が自動的に生成されます。次に例を示します。

<select>
  select * from dept where deptno > :p_dept;
</select>

この SELECT文により、p_deptという名前のユーザー・パラメータが自動的に生成されま
す。したがって、このパラメータをレポート定義の中で手動で作成する必要はありません。

次の XMLレポート定義セグメント例では、<![CDATA[]]>タグを使用して、>記号を含んだ
SQL文を保護しています。

<select>
  <![CDATA[
   SELECT ALL VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.QUARTER, 
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT
   FROM SCOTT.VIDEO_CATEGORY_BY_QTR
   WHERE (VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.SALES_REGION='West'
         AND VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT>2000)    
  ]]>
</select>
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7.5.29  <summary>
説明説明説明説明 : <summary>タグは、レポート定義のデータ・モデルのサマリー列を定義します。サマリー

列は、別の列のデータ値に基づいて算術関数を実行する場合に使用します。標準サマリー関
数の 1つではない関数を実行する場合は、<formula>タグを使用して、PL/SQLを使用した
複雑な計算を実行する式列を作成できます。

詳細は、次の項を参照してください。

7.5.10項「<formula>」

構文構文構文構文 : <summary
  source="src_col_name"
  function="sum|average|minimum|maximum|count|first|last|pctTotal|stddeviation|variance"
  compute="group+names"
  reset="group_name"
  productOrder="group_name"
  nullval="value_if_null"
/>

属性属性属性属性 : 次の表に、<summary>タグの属性を示します。

表表表表 7-14  <summary>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明

source 必須 値が集計対象になる列の名前。
7-146 パブリッシング・レポート



XMLタグ・リファレンス
function 任意 サマリー値を出力するために適用する算術演算。

averageは、リセット・グループ内の列値の平均
を計算します。

countは、リセット・グループ内のレコードの件
数をカウントします。

firstは、リセット・グループについてフェッチ
された列の最初の値を印刷します。

lastは、リセット・グループについてフェッチさ
れた列の最後の値を印刷します。

maximumは、リセット・グループ内の列の最大
値を計算します。

minimumは、リセット・グループ内の列の最小
値を計算します。

pctTotalは、リセット・グループ内の列の合計
パーセントを計算します。

stddeviationは、リセット・グループについて列
の正の平方偏差の根を計算します。

sumは、リセット・グループ内の列値の合計を
計算します。

varianceは、列の各値とリセット・グループの平
均値との差を 2乗して合計したものを、値の件
数から 1を引いた数値で割ります。

compute 任意 合計パーセント・サマリー列の計算対象となる
グループ。computeは、合計パーセントの関数
が入っている列のみで使用します。この値によ
り、ソース列の値がパーセントになっているも
のの合計を判断できます。パーセントを計算す
るときは、値を合計で割ります（たとえば、
SMITH氏の給与÷部署の総支給額）。compute
は、パーセントの計算について合計を定義しま
す。マトリックス・レポートの場合は、
Compute Atの計算対象に複数のグループを指定
できます。

各ページの合計値またはレポート全体のパーセ
ントを計算する場合は、この属性をページまた
はレポートにも設定できます。

表表表表 7-14  <summary>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明
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デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値 : 通常、<summary>タグの任意の属性は、実行時にデフォルト値が有効になるので、何も指
定する必要はありません。任意の値を指定する必要があるのは、デフォルトを無効にする場
合のみです。次の表に、それぞれのレイアウト・スタイルについて任意の属性のデフォルト
値を示します。

reset 任意 サマリー列値がゼロ（functionが Countの場
合）、null（functionが Count以外の場合）また
は nullval（サマリーが null値を 1つ持っている
場合）にリセットされるグループ。resetは、サ
マリーが継続的サマリーなのか、あるいは定期
的（たとえば、グループ・レベル）サマリーな
のか判断します。 

各ページの合計値またはレポート全体のパーセ
ントを計算する場合は、この属性をページまた
はレポートにも設定できます。

productOrder 任意 サマリーのクロス積で各グループを評価する順
序。productOrderは、クロス積グループのサマ
リー、式またはプレースホルダの頻度も定義し
ます。つまり、サマリー、式またはプレースホ
ルダは、productOrderに関与するグループの値
のそれぞれの組合せについて 1つの値を持って
います。productOrderは、クロス積グループが
所有する列に対してのみ使用します。クロス積
には複数のグループが関連するので、いくつも
の異なる順序によってクロス積のグループを評
価できます。したがって、クロス積のサマリー
を作成するときは、productOrderを使用してグ
ループが評価される順序を指定する必要があり
ます。また、productOrderを使用して、クロス
積内部のサマリー、式またはプレースホルダの
頻度を指定する必要があります。 

nullval 任意 列のあらゆる null値と置き換える値。たとえば、
このフィールドに Xを入力すると、列でフェッ
チされた null値が Xに置き換えられて表示され
ます。空白のままにすると、null値は置換され
ません。 

表表表表 7-15  ブレーク・グループのサマリーのデフォルト値ブレーク・グループのサマリーのデフォルト値ブレーク・グループのサマリーのデフォルト値ブレーク・グループのサマリーのデフォルト値

任意の属性任意の属性任意の属性任意の属性 デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値

function 合計

表表表表 7-14  <summary>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明
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例例例例 : 次に、2つの問合せからなるデータ・モデルについて、いくつかのサマリーの例を示します。
最初の 3つのサマリーは表レイアウトのもので、残りの 6つはマトリックス・ブレーク・レ
ポートのものです。名前、ソース列および関数のみが指定されているので、レイアウトでの
関連フィールドの位置に基づいて、デフォルトのアルゴリズムが列をそれぞれ適切なグルー
プに配置している点に注意してください。

<data>
  <dataSource name="Q_1">
  <select>
   SELECT ALL VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.QUARTER, VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.SALES_REGION,
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.STATE, VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.CITY, 
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.PRODUCT_CATEGORY, 
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_SALES, 
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_COST, VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT
   FROM SCOTT.VIDEO_CATEGORY_BY_QTR
   WHERE VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.SALES_REGION='West'
  </select>
 </dataSource>
 <dataSource name="Q_2">
  <select>
   SELECT ALL VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.QUARTER, VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.CITY, 
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.PRODUCT_CATEGORY, 
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT,
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_SALES, VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_COST
   FROM SCOTT.VIDEO_CATEGORY_BY_QTR
   WHERE VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.SALES_REGION='West'

compute サマリー列のグループの親グループ 

reset サマリー列のグループの親グループ

表表表表 7-16  マトリックス・レポートのサマリーのデフォルト値マトリックス・レポートのサマリーのデフォルト値マトリックス・レポートのサマリーのデフォルト値マトリックス・レポートのサマリーのデフォルト値

任意の属性任意の属性任意の属性任意の属性 デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値

function 合計

compute クロス積グループ

productOrder � サマリーが入っているグループ（ディメンション・サマリー
の場合）

� マトリックス行を定義するグループのリスト（セル・サマ
リーの場合）

reset 最も頻度の高い productOrderのグループ

表表表表 7-15  ブレーク・グループのサマリーのデフォルト値ブレーク・グループのサマリーのデフォルト値ブレーク・グループのサマリーのデフォルト値ブレーク・グループのサマリーのデフォルト値

任意の属性任意の属性任意の属性任意の属性 デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
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  </select> 
 </dataSource>
 <summary name="SumTOTAL_SALESPerCITY1" source="total_sales1"/> 
 <summary name="SumTOTAL_COSTPerCITY1" source="total_cost1"/> 
 <summary name="SumTOTAL_PROFITPerCITY1" source="total_profit1"/> 
 <summary name="SumTOTAL_SALESPerQUARTER" source="total_sales"/> 
 <summary name="SumTOTAL_COSTPerQUARTER" source="total_cost"/> 
 <summary name="SumTOTAL_PROFITPerQUARTER" source="total_profit"/> 
 <summary name="SumTOTAL_SALESPerCITY" source="total_sales"/> 
 <summary name="SumTOTAL_COSTPerCITY" source="total_cost"/> 
 <summary name="SumTOTAL_PROFITPerCITY" source="total_profit"/> 
 <formula name="Profit_Margin" source="FormulaProfitMargin" datatype="number"
          width="9"/>
</data>

7.5.30  <tabular>
説明説明説明説明 : <tabular>タグは、レポートのレイアウトのセクション内で表スタイルの範囲を定めます。

<tabular>タグを使用する場合は、<field>タグもネストさせて表レイアウトに入れるフィー
ルドをリストする必要があります。

詳細は、次の項を参照してください。

7.5.8項「<field>」

構文構文構文構文 : <tabular> 
   <field>
    
   </field> 
   [...]
</tabular>

例例例例 : 次の例では、表レイアウトを持ったセクションを定義している XMLレポート定義セグメン
トを示します。

   <section name="header"> "
   <tabular name="M_summary" template="corp2.tdf">
     <labelAttribute font="Arial" 
            fontSize="10"
            fontStyle="bold"
            textColor="white"/>
     <field name="F_ports" 
            source="ports" 
            label="Port IDs" 
            font="Arial" 
            fontSize="10"/>
     <field name="F_locations" 
            source="locations" 
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            label="Port Names" 
            font="Arial" 
            fontSize="10"/>
   </tabular>
  </section>
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RWCLI60コマンド・ライン引
A

RWCLI60コマンド・ライン引数コマンド・ライン引数コマンド・ライン引数コマンド・ライン引数

この付録には RWCLI60コマンド・ライン引数の説明が含まれています。

RWCLI60はコマンド・ラインを解析して、指定された Reports Server （RWMTS60）に転送
します。コマンド・ラインの使用方法は RWRUN60と非常に似ています。 

構文構文構文構文
RWCLI60 MODULE|REPORT=runfile USERID=userid 
[ [keyword=]value|(value1, value2, ...) ] SERVER=tnsname

ここで、keyword=valueは有効なコマンド・ライン引数です。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意
� クライアントのコマンド・ラインで指定されたすべてのファイル名とパスは、サー
バー・マシン上のファイルとディレクトリを参照します。ただし、コマンド・ファイル
は参照しません。 

� コマンド・ラインが CMDFILE=を含んでいる場合、コマンド・ファイルは、Reports 
Serverへ送出される前に元のコマンド・ラインに読み込まれて追加されます。コマン
ド・ファイルは、ランタイム・エンジンによって再度読み込まれることはありません。 

MODULE|REPORT
説明 MODULE|REPORT説明 MODULE|REPORT説明 MODULE|REPORT説明 MODULE|REPORT は実行するレポートの名前です。（REPORTは旧バージョンと
互換性があります。） 

構文構文構文構文

[MODULE|REPORT=]runfile 

値値値値

任意の有効な実行ファイル（つまり、拡張子が .RDF、.REPまたは .XMLのファイル )。
ファイル拡張子を入力しないと、Reports Runtimeは .REP拡張子、.RDF拡張子、
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.XML拡張子、拡張子なしの順にファイルを検索します。Reports Runtimeはファイル・
パス検索順でファイルを検索します。 

USERID
説明 USERID説明 USERID説明 USERID説明 USERID は ORACLEユーザー名またはプレース・ホルダのユーザー名（つまり、
$username）とパスワードです。任意のデータベース名、リモート・データベースへア
クセスするための Net8通信プロトコルまたは ODBCデータソース名（Oracle以外の
データソースへアクセスする場合）を伴います。パスワードを省略すると、データベー
ス・ログオン・フォームが表示されます。

ユーザーがデータベースにログオンできるようにするには、レポート・リクエストから
USERIDコマンド・ライン引数を省いてください。ユーザーがレポート・リクエストを
実行するたびにログオンできるようにするには、Web CGIコマンド SHOWAUTHと
AUTHTYPE=Sをレポートの URLで使用するか、%D引数を cgicmd.dat (Web CGI)
ファイルのキー・マッピング・エントリに含めます。

値値値値

ログオン定義は次のいずれかのフォームにする必要があり、長さが 512バイトを超える
ことはできません。 

username[/password] 
username[/password][@database] 
[user[/password]]@ODBC:datasource[:database] or [user[/password]]@ODBC:* 

<$username>[/password]
<$username>[/password][@database]

有効な接続文字列のリストは、付録 D「データベース接続文字列」を参照してくださ
い。

PARAMFORM
説明説明説明説明 PARAMFORMを指定する場合は NOにする必要があります。

構文構文構文構文

[PARAMFORM=]NO

CMDFILE
説明説明説明説明 CMDFILEは、RWRUN60コマンドの引数を含むファイルです。このオプションに
より、RWRUN60を起動するたびにいくつもの引数を指定しなくてもレポートを実行で
きます。 

構文構文構文構文

[CMDFILE=]cmdfile

値値値値

任意の有効なコマンド・ファイル。 
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制限事項制限事項制限事項制限事項

� コマンド・ファイルは別のコマンド・ファイルを参照することがあります。

� RWRUN60引数のコマンド・ファイル構文は、コマンド・ラインで使用される構文
と同じものです。 

� コマンド・ラインに入力する値は、コマンド・ファイルで指定した値を上書きしま
す。たとえば RWRUN60を指定するのに、コマンド・ラインで COPIESの値に 1、
CMDFILEの値に RUNONE（コマンド・ファイル）を入力するとします。
RUNONEでは COPIESは 2に設定されています。この場合、レポートのコピーは
1つだけ生成されます。 

� このキーワードの引数は、オペレーティング・システムに依存する可能性がありま
す。 

TERM
説明説明説明説明 TERMは、RWRUN60を使用する端末の種類です。TERMはランタイム・パラ
メーター・フォームおよび Runtimeプレビューアのみで有用です。このキーワードは
キャラクタ・モードでしか使用きません。 

構文構文構文構文

[TERM=]termtype

値値値値

任意の有効な端末の種類。 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

インストレーションに依存（互換性の定義については、Reports Developerシステム管
理者に相談してください。） 

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

このキーワードの引数は、オペレーティング・システムによっては、大文字と小文字の
区別が必要な場合があります。 

ARRAYSIZE
説明説明説明説明 ARRAYSIZEは、ORACLE配列処理で使用するサイズ（単位は KB）です。通常、
配列サイズが大きくなるに従って、レポートの実行速度も高まります。 

構文構文構文構文

[ARRAYSIZE=]n 
値値値値

1～ 9,999の数値。Reports Runtimeではレポートで問合せを行う際に、ここで指定した
KB数のメモリーを使用できることを意味します。 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト
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デフォルトの配列サイズは 10Kです。ORACLE配列処理の詳細は、『Oracle8 Server管
理者ガイド』を参照してください。 

DESTYPE
説明説明説明説明 DESTYPEは、レポート出力を受け取るデバイス・タイプです。 

構文構文構文構文

[DESTYPE=]{CACHE|LOCALFILE|FILE|PRINTER|SYSOUT|MAIL}

値値値値

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

DESTYPEパラメータの初期値プロパティから受け取ります。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

 RWCLI60では、DESTYPEに対して Screenと Previewを使用することはできません。

DESNAME
説明説明説明説明 DESNAMEは、レポート出力の送信先のファイルあるいはプリンタ名、または電
子メール ID（または配布リスト）です。レポート出力を電子メールで送信するために
は、電子メール IDを通常の電子メール・アプリケーションの場合と同様にして指定し
ます（Windows上のMAPI互換アプリケーションまたは UNIX上のネイティブのメー

CACHE Reports Serverのキャッシュへ出力を直接送出します。
DESTYPE=CACHEは、DISTRIBUTEキーワードと一緒に使用でき
ないことに注意してください。コマンド・ラインに DISTRIBUTE
が見つかると、サーバーによって DESTYPE=CACHEコマンド・ラ
イン引数が無視されます。

LOCALFILE 出力をクライアント・マシン上のファイルに送って、
BACKGROUND値にかかわりなく同期コールを強制的に行います。

FILE 出力を DESNAMEで指定されたサーバー・マシン上のファイルに
送ります。

PRINTER 出力を DESNAMEで指定されたサーバー・マシン上のプリンタに
送ります。Reports Developerが認識できるプリンタをインストー
ルし、稼働させている必要があります。

MAIL 出力を DESNAMEで指定したメール・ユーザーに送ります。任意
のMAPI互換のメール・システムまたはこのサービス・プロバイダ
のドライバがインストールされているメール・システムにメールを
送信することができます。レポートは添付ファイルとして送信され
ます。 

SYSOUT 出力をクライアント・マシンのデフォルトの出力デバイスに送っ
て、同期コールを強制的に行います。
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ル・アプリケーションで）。複数のユーザー名を指定するときは、ユーザー名を括弧に
入れ、それぞれをカンマで区切ります（例： （name, name, ...name））。 

構文構文構文構文

[DESNAME=]desname

値値値値

1KBを超えない長さの任意の有効なファイル名、プリンタ名または電子メール ID。プ
リンタ名の場合は、任意でポートを指定することもできます。たとえば、次のように
URLを入力します。

DESNAME=printer,LPT1:
DESNAME=printer,FILE:

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

DESTYPEパラメータの初期値プロパティから受け取ります。DESTYPE=FILEと
DESNAMEが空の文字列である場合は、実行時にデフォルトの reportname.lisにな
ります。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意    

� DESTYPEが SCREENである場合はこのキーワードは無視されます。

� DESTYPEが PREVIEWの場合、Report Builderは DESNAMEを使用してどのプリ
ンタのフォントで出力を表示するか決定します。

� このキーワードの引数は、オペレーティング・システムによっては、大文字と小文
字の区別が必要な場合があります。 

場合によっては、このパラメータは使用中のオペレーティング・システムによって上書
きされることがあります。 

DESFORMAT
説明説明説明説明 ビットマップ環境では、DESFORMATは DESTYPEが FILEであるときに使用され
るプリンタを指定します。キャラクタ・モード環境では、DESNAMEで指定されたプリ
ンタの特徴を指定します。 

構文構文構文構文

[DESFORMAT=]desformat

値値値値

1KBを超えない長さの任意の有効な宛先フォーマットを指定します。このキーワードの
有効な値の例としては、 hpl、hplwide、dec、decwide、decland、dec180、dflt、
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wide、などがあります。有効な宛先フォーマットのリストについてはシステム管理者に
問い合わせてください。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

DESFORMATパラメータの初期値プロパティから取り込みます。ビットマップ環境の
Report Builderでは、DESFORMATが空白または dfltなら、現行のプリンタ・ドライ
バ（「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」→→→→「ページ設定（プリンタ選択）」「ページ設定（プリンタ選択）」「ページ設定（プリンタ選択）」「ページ設定（プリンタ選択）」）が使用されます。Choose Printer
で何も選択されていないときは、デフォルトの PostScriptが使用されます。 

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� DESTYPEが SCREENである場合はこのキーワードは無視されます。 

� このキーワードの引数は、オペレーティング・システムによっては、大文字と小文
字の区別が必要な場合があります。 

PDF レポート出力が PDFビューアで読み込むことのできるファイルに送信さ
れることを意味しています。PDF出力は、システム上で現在設定されて
いるプリンタをベースにしています。現在選択されているプリンタを使用
して出力が生成されるので、レポートを実行しているマシンに対してプリ
ンタを設定する必要があります。

HTML レポート出力が HTML 3.0互換ブラウザ（たとえば Netscape 2.2）で読み
込むことのできるファイルに送信されることを意味しています。

HTMLCSS ファイルに送信されたレポート出力には、HTML 3.0互換ブラウザで読み
込むことのできる、カスケード式のスタイル・シートをサポートするスタ
イル・シートの拡張機能が含まれることを意味しています。

HTMLCSSIE ファイルに送信されるレポート出力には、Microsoft Internet Explorer 3.x
で読み込むことのできるスタイル・シートの拡張機能が含まれていること
を意味しています。

RTF レポート出力が標準のワード・プロセッサ（Microsoft Wordなど）で読
み込むことのできるファイルに送信されることを意味しています。
Microsoft Wordでファイルをオープンした場合、レポートにあるすべて
のグラフィックスおよびオブジェクトを表示させるには、「表示」「表示」「表示」「表示」→→→→
「ページレイアウト」「ページレイアウト」「ページレイアウト」「ページレイアウト」 を選択する必要があることに注意してください。

DELIMITED これは、レポート出力が標準のスプレッドシート・ユーティリティ
（Microsoft Excelなど）で読み込むことのできるファイルに送信されるこ
とを意味しています。デリミタを選んでいないときは、デフォルトのデリ
ミタとして TABが使用されることに注意してください。

XML レポートが XML文書として出力され、拡張子 .XLMの付いた別ファイル
として保存されることを意味しています。このレポートは XMLをサポー
トしているブラウザ、あるいは任意の XML表示アプリケーションで開い
たり読み込んだりできます。
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CACHELOB
説明説明説明説明 CACHELOBは、検索された Oracle8のラージ・オブジェクトをテンポラリ・ファ
イルのディレクトリ（REPORTS60_TMPで指定される）にキャッシュするかどうか指
定します。

値値値値

YESは、LOBをテンポラリ・ファイル・ディレクトリにキャッシュします。

NOは、LOBをテンポラリ・ファイル・ディレクトリにキャッシュしません。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

YES

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� このオプションはコマンド・ラインでしか設定できません。

� テンポラリ・ファイル・ディレクトリのロケーションに十分なディスク領域がない
場合、この値は NOに設定することをお薦めします。ただし、値をNOに設定する
と、LOBをサーバーから複数回フェッチする必要が生じるため、パフォーマンスが
低下する可能性があります。

COPIES
説明説明説明説明 COPIESはプリンタに出力されるレポートの部数です。 

構文構文構文構文

[COPIES=]n

値値値値

1から 9,999までの任意の有効な整数。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

COPIESパラメータの初期値プロパティから取り込みます。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� DESTYPEが Printer以外の場合はこのキーワードは無視されます。

� 「ランタイム・パラメータ・フォーム」上で COPIESが空白のままになっている場
合は、デフォルトの 1が使用されます。

CURRENCY
説明説明説明説明 CURRENCYは数字フォーマットで使用される通貨記号です。 

構文構文構文構文

[CURRENCY=]currency_symbol
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値値値値

1KBを超えない長さの任意の有効な英数字文字列です。 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

ORACLEの場合のデフォルトは ORACLEの各国語サポート機能で決定されます。
CURRENCYパラメータの初期値プロパティで最高 4文字までのデフォルトを設定でき
ます。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� コマンド・ラインで入力された CURRENCY値は、Property Paletteに入力された
CURRENCY値によって上書きされます。 

THOUSANDS
説明説明説明説明 THOUSANDSは数字フォーマットで使用される 3桁区切り文字です。 

構文構文構文構文

[THOUSANDS=]thousands_symbol

値値値値

任意の有効な英数字 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

ORACLEの場合のデフォルトは ORACLEの各国語サポート機能で決定されます。
THOUSANDSパラメータの初期値プロパティで最高 4文字までのデフォルトを設定す
ることができます。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� コマンド・ラインに入力された THOUSANDS値は、Parameterプロパティ・シー
トに入力された THOUSANDS値によって上書きされます。 

� THOUSANDS値として定義された英数字が実際に返される値です。たとえば、
THOUSANDS値として ","を定義すると、","が返されます。

DECIMAL
説明説明説明説明 DECIMALは数字フォーマットで使われる小数点記号です。 

構文構文構文構文

[DECIMAL=]decimal_symbol

値値値値

任意の有効な英数字 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト
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ORACLEの場合のデフォルトは ORACLEの各国語サポート機能で決定されます。ま
た、DECIMALパラメータの初期値プロパティでデフォルトを設定することもできま
す。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� コマンド・ラインに入力された DECIMAL値は、Parameter プロパティ・シートに
入力された DECIMAL値によって上書きされます。 

� DECIMAL値として定義された英数字が実際に返される値です。たとえば、
DECIMAL値として "."を定義すると、"."が返されます。 

READONLY
説明説明説明説明 READONLYは、レポートでの複数回にわたる問合せで読取り一貫性を要求しま
す。ORACLEからデータにアクセスすると、読取り一貫性は SET TRANSACTION 
READ ONLY文によって遂行されます（SET TRANSACTION READ ONLY文の詳細は
『Oracle8 Server SQLリファレンス』を参照してください）。 

構文構文構文構文

[READONLY=]{YES|NO}

値値値値

YESは読取り一貫性を要求します。 

NOは読取り一貫性を要求しません。 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

NO 

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

1回のみの問合せレポートに対して、ORACLEによってロックを行わずに自動的に読取
り一貫性機能が提供されるため、このキーワードが有効なのは複数回の問合せが行われ
ているレポートに対してのみです。

制限事項制限事項制限事項制限事項

� Reportトリガーの実行順において、SET TRANSACTION READONLYがどこで発
生するか注意してください。

LOGFILE
説明説明説明説明 LOGFILEは、「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」→→→→「ページ設定「ページ設定「ページ設定「ページ設定 (プリンタ選択プリンタ選択プリンタ選択プリンタ選択 )」」」」 からの出力の送信先
のファイルの名前です。指定されたファイルがすでに存在する場合は、出力はそのファ
イルに追加されます。このキーワードはキャラクタ・モードでしか使用きません。 

構文構文構文構文

[LOGFILE=]logfile
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値値値値

任意の有効なファイル名 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

現行ディレクトリの dfltrep.log 

BUFFERS
説明説明説明説明 BUFFERSはキロバイト数で表された仮想メモリー・キャッシュのサイズです。こ
の設定値を調整して、メモリー領域がレポートを実行するためには十分で、しかも、シ
ステム・リソースを使用しすぎない程度であることを確実にしてください。 

構文構文構文構文

[BUFFERS=]n

値値値値

1から 9,999までの数。オペレーティング・システムによっては、上限がより低い場合
があります。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

640KB

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� この設定値をセッションの途中で変更した場合は、変更した設定値は次のレポート
実行時まで有効ではありません。

BATCH
説明説明説明説明 BATCHが指定されているときは YESと指定されている必要があります。

構文構文構文構文

[BATCH=]YES

PAGESIZE
説明説明説明説明 PAGESIZEは物理ページの大きさ（プリンタが出力するページのサイズ）です。
ページはレポートが入る大きさである必要があるので注意してください。たとえば、レ
ポートのフレームがページ・ディメンションを超えるサイズになっている場合、レポー
トは実行されません。

構文構文構文構文

[PAGESIZE=]width x height

値値値値
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フォームに対する任意の有効なページ・ディメンション。ページ幅×ページ高さ（それ
ぞれ 0以上の数）。最大幅・高さは測定単位によって異なります。インチでは、最大幅・
高さは 512インチ。センチメートルでは 1312センチメートル。パイカでは 36,864パイ
カ。 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

ビットマップの場合は 8.5× 11インチです。キャラクタ・モードの場合は 80× 66文字
です。レポートがキャラクタ・モードに対して設計されていて、ビットマップで実行あ
るいは変換されている場合、ページ・サイズが指定されていないときは次の式を使って
決定されます。（デフォルトのページ・サイズ * 文字ページのサイズ）/デフォルトの文
字のページ・サイズ。たとえば、文字ページのサイズが 80× 20なら、ビットマップの
ページは次のサイズになります。(8.5 * 80)/80 x (11 * 20)/66 = 8.5 x 3.33 

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意    

� プリンタによっては、物理ページの印刷可能な面積に制限があります。たとえば、
プリンタが受け入れる用紙は 8.5× 11インチであっても、実際にプリントできる面
積は 8× 10.5インチである可能性もあります。Report Builderで、使用するプリン
タが許容するプリント可能面積を超えるページ幅とページ高さを定義すると、レ
ポートを出力した際にクリッピングが生じる可能性があります。クリッピングを避
けるには、プリンタのプリント可能面積を大きくするか（オペレーティング・シス
テムが対応できる場合）、ページ幅×ページ高さをそのページのプリント可能面積
に設定するかします。 

� このキーワードを使用すると、レポート定義のページ・ディメンションはその値に
よって上書きされます。 

� 「ランタイム・パラメータ・フォーム」で入力された PAGESIZE値は、Parameter 
プロパティ・シートに入力された DECIMALの値によって上書きされます。 

PROFILE
説明説明説明説明 PROFILEはレポートの実行に関するパフォーマンス統計を格納するファイルの名
前です。ファイル名を指定すると、レポートの実行に費やされた経過時間と CPU時間
に関する統計が Report Builderによって計算されます。PROFILEは次の統計を計算し
ます。 

� TOTAL ELAPSED TIME は RWBLD60を発行してからデザイナを終了するまでに
経過した時間です。TOTAL ELAPSED TIMEは Report Builder時間と ORACLE時
間の合計です。 

� 時間時間時間時間は Report Builderで費やされた時間です。 

� ORACLE時間時間時間時間はデータベースで費やされた時間で、次の要素から構成されていま
す。 

� UPIはデータベースへの接続や SQLの解釈、データのフェッチなどの処理に費やさ
れた時間です。 

� SQLは SRW.DO_SQLの実行に費やされた時間です。 
RWCLI60コマンド・ライン引数 A-165



� プロセスが使用したプロセスが使用したプロセスが使用したプロセスが使用した TOTAL CPU時間時間時間時間はデザイナで費やされた CPU時間です。 

注意注意注意注意 :  データベースは Report Builderのプロセスに含まれているので、オペレーティン
グ・システムによっては、Report Builder時間にデータベース時間が含まれる場合もあ
ります。 

構文構文構文構文

[PROFILE=]profiler_file

値値値値

現行ディレクトリにある任意の有効なファイル名。

RUNDEBUG
説明説明説明説明 RUNDEBUGは、レポート中の論理エラーに対して追加のランタイム・チェックを
実行させるかどうかを指定します。RUNEBUGはエラーではないが望ましくない出力と
なる可能性のある事項をチェックします。RUNDEBUGがチェックするのは次の事項で
す。 

� 重なっているが他のオブジェクトを包括はしない枠および繰り返し現われる枠。こ
れは、出力の際にあるオブジェクトによって他のオブジェクトが上書きされる原因
となる可能性があります。 

� サイズが固定されていないページ依存リファレンスを持つレイアウト・オブジェク
ト。Report Builderはこのようなオブジェクトのサイズを、「垂直拡張度」プロパ
ティあるいは「水平拡張度」プロパティにかかわりなく固定します。

� PL/SQLで誤った頻度で参照されているバインド変数。 

構文構文構文構文

[RUNDEBUG=]{YES|NO}

値値値値

YESは追加のランタイム・エラー・チェックを実行します。 

Noは追加のランタイム・エラー・チェックを実行しません。 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

YES

ONSUCCESS
説明説明説明説明 ONSUCCESSは、レポートが作成された時点で COMMITまたは ROLLBACKを実
行させるかどうかを指定します。 

構文構文構文構文

[ONSUCCESS=]{COMMIT|ROLLBACK|NOACTION}
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値値値値

COMMITは、レポート作成完了時に COMMITを実行します。 

ROLLBACKは、レポート作成完了時に ROLLBACKを実行します。 

NOACTIONは、レポート作成時には動作を行いません。 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

USERIDが入力されているときは COMMIT 

外部ソース（たとえば Oracle Forms Developer）から USERIDの入力なしにコールされ
たときは NOACTION 

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� ONSUCCESSに対する COMMITまたは ROLLBACKは、レポートのトリガーが発
行されてから実行されます。これに先だって、他の COMMITおよび ROLLBACK
が発生する場合もあります。詳細は READONLYコマンドの項を参照してくださ
い。

ONFAILURE
説明説明説明説明 エラーが発生してレポートが完成されなかった場合に ONFAILUREは COMMIT
または ROLLBACKを実行させるかどうかを指定します。 

構文構文構文構文

[ONFAILURE=]{COMMIT|ROLLBACK|NOACTION}

値値値値

COMMITは、レポートが完成しなかった場合に COMMITを実行します。 

ROLLBACKは、レポートが完成しなかった場合に ROLLBACKを実行します。 

NOACTIONは、レポートが完成しなかった場合、動作を行いません。 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

USERIDが入力されているときは ROLLBACK 

外部ソース（たとえば Oracle Forms Developer）から USERIDの入力なしにコールされ
たときは NOACTION 

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� ONFAILUREに対する COMMITまたは ROLLBACKは、レポートの完成に失敗し
てから実行されます。これに先だって、他の COMMITおよび ROLLBACKが発生
する場合もあります。詳細は READONLYコマンドの項を参照してください。
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KEYIN
説明説明説明説明 KEYINは実行時に実行したいキーストローク・ファイルの名前です。KEYINは、
KEYOUTで生成されたキーストローク・ファイルを実行するのに使用されます。
KEYINはキーストローク・ファイルを実行するので、キャラクタ・モード環境でレ
ポートを実行しているときしか使用されません。

構文構文構文構文

[KEYIN=]keyin_file

値値値値

現行ディレクトリにある任意の有効なキー・ファイル名 

KEYOUT 
説明説明説明説明 KEYOUTは、使用したすべてのキーストロークを Reports Runtimeで記録すると
きに使用するキーストローク・ファイルの名前です。この後、KEYINを使用してキー
ストローク・ファイルを実行することができます。KEYOUTと KEYINは、レポート実
行時に必ず使用する一定のキーストロークがある場合に便利です。また、デバッグにも
役立ちます。KEYOUTはキーストローク・ファイルの作成に使用されるため、キャラ
クタ・モード環境でレポートを実行しているときしか使用されません。

構文構文構文構文

[KEYOUT=]keyout_file

値値値値

任意の有効なファイル名 

ERRFILE
説明説明説明説明 ERRFILEは、Report Builderでエラー・メッセージを格納するのに使用するファ
イルの名前です。 

構文構文構文構文

[ERRFILE=]error_file

値値値値

任意の有効なファイル名 

LONGCHUNK
説明説明説明説明 LONGCHUNKは、Report Builderで LONGの列値を検索する際の増分の大きさ
（単位は KB）です。LONGの値を検索する際に、メモリー容量の制限から一度にすべて
を検索するのではなく、少しずつ検索する方がいい場合があります。LONGCHUNKは
Oracle7および Oracle8にしか適用されません。 

構文構文構文構文
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[LONGCHUNK=]n

値値値値

1から 9,999までの数。オペレーティング・システムによっては、上限がより低い場合
があります。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

10K

ORIENTATION
説明説明説明説明 ORIENTATIONは、レポートの各ページのプリント方向をコントロールします。 

構文構文構文構文

[ORIENTATION=]{DEFAULT|LANDSCAPE|PORTRAIT}

値値値値

DEFAULTは、プリント方向は現行のプリンタ設定どおりとします。 

LANDSCAPEは横方向です。

PORTRAITは縦方向です。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

DEFAULT 

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� キャラクタ・モードのレポートに対して ORIENTATION=LANDSCAPEなら、プリ
ンタ定義ファイルに横方向を指定する句が含まれていることが必要です。

� Motif上の PCLプリンタに出力する場合はサポートされていません。

BACKGROUND
説明説明説明説明 BACKGROUNDは、コールが同期的（BACKGROUND=NO）か非同期的
（BACKGROUND=YES）かを指定します。同期的コールは、レポートの待機、ランタイ
ム・エンジンへの割当て、実行、終了までクライアントが待機することを意味します。
非同期的コールは、クライアントは単にコールを送るだけで、その完了まで待機しない
ことを意味します。クライアント・プロセスが同期的コールの最中に中止された場合、
そのジョブはキャンセルされます。 

構文構文構文構文

[BACKGROUND=]{YES|NO}

値値値値

YESまたは NO
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デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

NO 

MODE
説明説明説明説明 MODEはレポートをキャラクタ・モードで実行するか、ビットマップで実行する
かを指定します。この指定によって、ビットマップ環境の Report Builderからキャラク
タ・モードのレポートを実行したり、逆の操作を行うことができます。たとえば、レ
ポートを端末（たとえば vt220など）から PostScriptプリンタに送信するときは、キャ
ラクタ・モードの RWRUN60を起動して、レポートをMODE=BITMAPで実行するこ
とができます。Windowsでは、MODE=CHARACTERと指定すると、Report Builder
の ASCIIドライバを使って編集可能なASCII出力が生成されます。

構文構文構文構文

[MODE=]{BITMAP|CHARACTER|DEFAULT}

値値値値

BITMAP

DEFAULTは、使用中の現行実行ファイルのモードでレポートを実行することを意味し
ます。 

CHARACTER

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

DEFAULT 

PRINTJOB
説明説明説明説明 PRINTJOBは、レポートを実行する前に「印刷ジョブ」ダイアログ・ボックスを表
示させるかどうかを指定します。 

構文構文構文構文

[PRINTJOB=]{YES|NO}

値値値値

YESまたは NO

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

NO 

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� レポートが派生プロセスで実行されるときは（RWRUN60などの実行ファイルが、
RWBLD60などの別の実行ファイル内でコールされる場合）、PRINTJOBの値にか
かわりなく、「印刷ジョブ」ダイアログ・ボックスは表示されません。 
A-170 パブリッシング・レポート



� DESTYPE=MAILのときは、PRINTJOBの値にかかわりなく、「印刷ジョブ」ダイア
ログ・ボックスは表示されません。 

TRACEFILE
説明説明説明説明 TRACEFILEは Report Builderでトレース情報が記録されるファイルの名前です。 

構文構文構文構文

[TRACEFILE=]tracefile

値値値値

任意の有効なファイル名 

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� トレース情報は .RDFファイルを実行しているときしか生成できません。.REPファ
イルの実行中はログを指定することはできません。 

� TRACEFILEの他に LOGFILEあるいは ERRFILEも指定すると、トレース情報はす
べて一番後で指定されたファイルに格納されます。たとえば、次の場合は、指定さ
れたトレース情報はすべて err.logに格納されます。それが RWRUN60コマンド
で最後に指定されたファイルだからです。

RWRUN60 MODULE=order_entry 
USERID=scott/tiger 
TRACEFILE=trace.log LOGFILE=mylog.log 
ERRFILE=err.log 

TRACEMODE
説明説明説明説明 TRACEMODEは、Report Builderでトレース情報をファイルに追加するのか、
ファイル全体を上書きするのかを指定します。 

構文構文構文構文

[TRACEMODE=]{TRACE_APPEND|TRACE_REPLACE}

値値値値

TRACE_APPENDは、新しい情報をファイルの末尾に追加します。 

TRACE_REPLACEはファイルを上書きします。 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

TRACE_APPEND 

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意    

� トレース情報は .RDFファイルを実行しているときしか生成できません。.REPファ
イルの実行中はログを指定することはできません。 
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 TRACEOPTS
説明説明説明説明 TRACEOPTSは、レポート実行中にトレース・ファイルに記録するトレース情報
を指示します。

構文構文構文構文

[TRACEOPTS=]{TRACE_ERR|TRACE_PRF|TRACE_APP|TRACE_PLS|
TRACE_SQL|TRACE_TMS|TRACE_DST|TRACE_ALL|(opt1, opt2, ...)}

値値値値

括弧に入ったオプションのリストは、括弧内のすべてのオプションを使用することを指
定します。たとえば、TRACE_OPTS=（TRACE_APP, TRACE_PRF）は、TRACE_APP
と TRACE_PRFを適用することを意味します。

TRACE_ALLは、トレース情報であると思われるものをすべてトレース・ファイルに記
録することを意味します。 

TRACE_APPは、すべてのレポート・オブジェクトにあるトレース情報をトレース・
ファイルに記録することを意味します。 

TRACE_BRKは、トレース・ファイル内のブレークポイントをリストすることを意味し
ます。 

TRACE_DSTは、トレース・ファイル内の配布リストをリストすることを意味します。
この情報を使用して、どのセクションがどの宛先に送信されたのか、判断することがで
きます。トレース・ファイルのフォーマットは .DSTファイルのフォーマットとよく似
ているので、カット・アンド・ペーストによってトレース・ファイルから .DSTファイ
ルを生成することができます。

TRACE_ERRは、トレース・ファイルにあるエラー・メッセージと警告をリストするこ
とを意味します。 

TRACE_PLSは、すべての PL/SQLオブジェクトにあるトレース情報をトレース・ファ
イルに記録することを意味します。 

TRACE_PRFは、トレース・ファイルにあるパフォーマンス統計を記録することを意味
します。 

TRACE_SQLは、すべての SQLにあるトレース情報をトレース・ファイルに記録する
ことを意味します。 

TRACE_TMSは、トレース・ファイルの各エントリに対してタイムスタンプを入力する
ことを意味します。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

TRACE_ALL 

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意
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� トレース情報は .RDFファイルを実行しているときしか生成できません。.REPファ
イルの実行中はログを指定することはできません。 

AUTOCOMMIT
説明説明説明説明 データベースの変更（例えば CREATEなど）をデータベースに自動的にコミット
するかどうか指定します。非 ORACLEデータベースによっては（例えば SQL Serverな
ど）、AUTOCOMMIT=YESとする必要があるので注意してください。

構文構文構文構文

[AUTOCOMMIT=]{YES|NO}

値値値値

YESまたは NO

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

NO 

NONBLOCKSQL
説明説明説明説明 NONBLOCKSQLは、Reports Runtimeがデータベースからデータをフェッチして
いるときに他のプログラムの実行を認めるかどうか指定します。

構文構文構文構文

[NONBLOCKSQL=]{YES|NO}

値値値値

YESは、データをフェッチしているときに他のプログラムを実行できます。

NOは、データをフェッチしているときは他のプログラムを実行できません。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

YES

 ROLE
説明説明説明説明 ROLEは、レポートに対するデータベース・ロールを実行時にチェックするように
指定します。RWBLD60については ROLEは無視されます。

構文構文構文構文

[ROLE=]{rolename/[rolepassword]}

値値値値

有効なロールと（任意で）ロール・パスワード
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DISABLEPRINT
説明説明説明説明 DISABLEPRINTは、Runtimeプレビューアの「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」→→→→「印刷」「印刷」「印刷」「印刷」、または
「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」→→→→「ページ設定（プリンタ選択）」「ページ設定（プリンタ選択）」「ページ設定（プリンタ選択）」「ページ設定（プリンタ選択）」（Motif上の）およびそれに対応するツー
ルバー・ボタンを使用不可能にするかどうか指定します。

構文構文構文構文

[DISABLEPRINT=]{YES|NO}

値値値値

YESまたは NO

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

NO 

（レポート出力にプリントしたくない空白ページがある場合）

DISABLEMAIL
説明説明説明説明 DISABLEMAILは、Runtimeプレビューアの「ファイル」→「メール」メニュー
とそれに対応するツールバー・ボタンを使用不可能にするかどうか指定します。

構文構文構文構文

[DISABLEMAIL=]{YES|NO}

値値値値

YESまたは NO

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

NO 

DISABLEFILE
説明説明説明説明 DISABLEFILEは、Runtimeプレビューアの「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」→→→→「ファイル出力」「ファイル出力」「ファイル出力」「ファイル出力」メ
ニューを使用不可能にするかどうか指定します。

構文構文構文構文

[DISABLEFILE=]{YES|NO}

値値値値

YESまたは NO

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

NO 
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DISABLENEW
説明説明説明説明 DISABLENEWは、「表示」「表示」「表示」「表示」→→→→「新規プレビューア」「新規プレビューア」「新規プレビューア」「新規プレビューア」メニューを使用不可能にして
Runtimeプレビューアの新しいインスタンスを表示する機能を使えなくするかどうかを
指定します。

構文構文構文構文

[DISABLENEW=]{YES|NO}

値値値値

YESまたは NO

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

NO 

DESTINATION
説明説明説明説明 DESTINATIONキーワードを使用すると、レポートの現行の実行処理に対応する
配布を定義する .DSTファイルの名前を指定することができます。

構文構文構文構文

[DESTINATION=]filename.DST

値値値値

レポートあるいはレポートのある部分の配布を定義する .DSTファイルの名前

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

DESTINATIONキーワードを使用可能にするには、コマンド・ラインで
DISTRIBUTE=YESと指定する必要があります。

DISTRIBUTE
説明説明説明説明 DELIMITERは、レポート出力のセルを区切るのに使用する文字を指定します。

DISTRIBUTEを使用すると、レポート出力の宛先としてレポート配布定義あるいは
.DSTファイルで定義されている配布リスト上の複数の宛先への配布を可能または不可
能にすることができます。

構文構文構文構文

[DISTRIBUTE=]{YES|NO}

値値値値

YESは、レポートを配布リストにある宛先に配布します。

NOは、配布リストを無視して、DESNAMEおよび DESFORMATの指定どおりにレ
ポートを出力します。これは基本的には、配布目的としてセットアップされているレ
ポートを実際には配布することなく実行できるようにするデバッグ・モードです。 
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デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

NO 

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

DESTINATIONキーワードを使用可能にするためには、DISTRIBUTE=YESと指定する
必要があります。

PAGESTREAM
説明説明説明説明 PAGESTREAMは、レポートが HTMLあるいは HTMLCSSとしてフォーマットさ
れている場合に、次のいずれかで設定されているナビゲーション・コントロールを使用
して、そのレポートのページ・ストリームを可能または不可能にします。

� Reportプロパティ・パレットのページ・ナビゲーション・コントロール値プロパ
ティおよびページ・ナビゲーション・コントロール・タイプ・プロパティ

� Before Reportトリガーの PL/SQL（SRW.SET_PAGE_NAVIGATION_HTML）

構文構文構文構文

[PAGESTREAM=]{YES|NO}

値値値値

YESはページ・ストリームを行います。

NOはページ・ストリームを行わずにレポートを出力します。 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

NO 

BLANKPAGES
説明説明説明説明 BLANKPAGESは、レポートの印刷時に空白ページを抑止するかどうか指定しま
す。このキーワードは、レポート出力に印刷したくない空白ページがある場合に使用し
ます。

構文構文構文構文

[BLANKPAGES=]{YES|NO}

値値値値

YESはすべての空白ページを印刷します。

NOは空白ページは印刷しません。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト 

YES
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使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

BLANKPAGESは、論理ページが複数の物理ページ（またはパネル）にわたっていて、
空白の物理ページの印刷はすべて抑止したいときに特に便利です。

SERVER
説明説明説明説明 SERVERは Reports Serverの TNSサービス・エントリ名です。

構文構文構文構文

[SERVER=]tnsname

値値値値

任意の TNSサービス・エントリ名

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

Web Serverマシン上で REPORTS60_REPORTS_SERVER環境変数を設定すると、デ
フォルト・サーバーを使用してリクエストを処理するための SERVERコマンド・ライン
引数を省略することができます。あるいは、SERVERコマンド・ライン引数を指定して
デフォルト値を上書きすることもできます。

JOBNAME
説明説明説明説明 JOBNAMEは、Reports Queue Managerに表示されるジョブ名です。これはコメ
ントとして扱われ、ジョブの実行にはまったく関係しません。このキーワードが指定さ
れていないときは、キュー・マネージャではレポート名がジョブ名として表示されま
す。 

構文構文構文構文

[JOBNAME=]string

SCHEDULE
説明説明説明説明 SCHEDULEはスケジューリング・コマンドです。デフォルトは「ただちに開始」
です。スケジューリング・コマンドの引用を不要にするためには、スペースではなくア
ンダースコア（_）を使用します。たとえば、次のように URLを入力します。 

schedule=every_first_fri_of_month_from_15:53_Oct_23,_1999_retry_3_after_1_
hour
schedule=last_weekday_before_15_from_15:53_Oct_23,_1999_retry_after_1_hour

注意注意注意注意 : 従来のフォームの SCHEDULE構文はサポートされていますが、ここでは現行の
SCHEDULE構文についてのみ説明します。

構文構文構文構文

[SCHEDULE=]string
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ここで文字列は次のとおりです。

[FREQ from] TIME [retry {n} + after LEN]

TOLERANCE
説明説明説明説明 TOLERANCEは、ジョブ検出に対する許容時間を分で表したものです。
TOLERANCEは、重複したジョブが検出された場合の、レポートのキャッシュ済み出
力の再利用に対する最大許容時間を決定します。レポートについて許容時間を設定する
と、重複したジョブが見つかった場合の処理時間が短縮されます。

重複ジョブの検出の詳細は 4.2項「重複ジョブの検出」を参照してください。

構文構文構文構文

[TOLERANCE=]number

値値値値

0から始まる任意の時間（単位は分）

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� 許容時間が設定されていないときは、キャッシュに重複レポートが見つかった場合
でも、Reports Serverはそのレポートを再実行します。

� 同一ジョブが提出されたときにレポートが処理中（つまり、現行のジョブ・キュー
にあるとき）であった場合は、TOLERANCEが設定されていない場合やゼロに設
定されている場合でも、Reports Serverは現在実行中のジョブの出力を再利用しま
す。

FREQ hourly | daily | weekly | monthly | {every LEN | DAYREPEAT}} | {last  {WEEKDAYS | 
weekday | weekend} before {n}+}

LEN {n}+ {minute[s] | hour[s] | day[s] | week[s] | month[s]}

DAYREPEAT {first | second | third | fourth | fifth} WEEKDAYS of month

WEEKDAYS mon | tue | wed | thu | fri | sat | sun

TIME now | CLOCK [DATE]

CLOCK h:m | h:mm | hh:m | hh:mm

DATE today | tomorrow | {MONTHS {d | dd} [,year]}

MONTHS jan | feb | mar | apr | may | jun | jul | aug | sep | oct | nov 
| dec
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DELIMITER
説明説明説明説明 DELIMITERは、レポート出力のセルを区切るのに使用する文字を指定します。

構文構文構文構文

[DELIMITER=]value

値値値値

次のような、任意の英数字または英数字の文字列です。

, 各セルがカンマで区切られることを意味します。

. 各セルがピリオドで区切られることを意味します。

また、次の 4つの予約値のいずれも使用できます。

tab 各セルがタブで区切られることを意味します。

space 各セルがスペースで区切られることを意味します。

return 各セルが改行で区切られることを示します。

none デリミタを使用しないことを意味します。

また、次のような、ASCIIのキャラクタ・セットに基づいたエスケープ・シーケンスも
使用できます。

¥t 各セルがタブで区切られることを意味します。

¥n 各セルが改行で区切られることを意味します。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

Tab

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

この引数を使用できるのは、DESFORMAT=DELIMITEDと指定しているときのみです。 

CELLWRAPPER
説明説明説明説明 CELEWRAPPERは、レポート出力において区切られたセルの周囲に表示される文
字を指定します。

構文構文構文構文

[CELLWRAPPER=]value

値値値値

次のような、任意の英数字または英数字の文字列です。

" 二重引用符がセルの両側に表示されることを意味します。

' 一重引用符がセルの両側に表示されることを意味します。
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また、次の 4つの予約値のいずれも使用できます。

tab セルの両側にタブが表示されることを意味します。

space セルの両側にスペースが 1個表示されることを意味します。

return セルの両側に改行が表示されることを意味します。

none セル・ラッパーが使用されないことを意味します。

また、次のような、ASCIIのキャラクタ・セットに基づいたエスケープ・シーケンスも
使用できます。

tab セルの両側にタブが表示されることを意味します。

tab セルの両側に改行が表示されることを意味します。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト

なし

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� この引数を使用できるのは、DESFORMAT=DELIMITEDと指定しているときのみ
です。

� セル・ラッパーは実際のデリミタとは異なります。

DATEFORMATMASK
説明説明説明説明 DATEFORMATMASKは、日付の値がデリミタ付きのレポート出力でどのように
表示されるか指定します。

構文構文構文構文

[DATEFORMATMASK=]mask

値値値値

任意の日付書式マスク

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

この引数を使用できるのは、DESFORMAT=DELIMITEDと指定しているときのみです。

NUMBERFORMATMASK
説明説明説明説明 NUMBERFORMATMASKは、数値がデリミタ付きのレポート出力でどのように表
示されるか指定します。

構文構文構文構文

[NUMBERFORMATMASK=]mask

値値値値
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任意の数値書式マスク

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

この引数を使用できるのは、DESFORMAT=DELIMITEDと指定しているときのみです。

EXPRESS_SERVER
説明説明説明説明 EXPRESS_SERVERは接続先の OLAP Serverを指定します。

構文構文構文構文

EXPRESS_SERVER="server=[server]/domain=[domain]/
user=[userid]/password=[passwd]"

RAMの構文の構文の構文の構文

EXPRESS_SERVER="server=[server]/domain=[domain]/
user=[userid]/password=[passwd]/ramuser=[ramuserid]/
rampassword=[rampasswd]/ramexpressid=[ramexpid]/
ramserverscript=[ramsscript]/rammasterdb=[ramdb]/
ramconnecttype=[ramconn]"

値値値値

二重引用符（"）に囲まれた有効な接続文字列。ここで、

server は、OLAP Server文字列（例えば ncacn_ip_
tcp:olap2-pc/sl=x/st=x/ct=x/sv=x/）です。サーバー文字列の詳細は次を参照してくだ
さい。

domain は、OLAP Serverのドメインです。

user は、OLAP Serverにログオンするためのユーザー IDです。

password は、そのユーザー IDに対するパスワードです。

ramuser は、RDBMSにログインするためのユーザー IDです。

rampassword は、RDBMSに対するパスワードです。

ramexpressid は、Oracle Sales Analyzerデータベースのユーザー IDです。これが必
要なのは Oracle Sales Analyzerデータベースを使用するときのみです。 

ramserverscriptは、サーバー上のリモート・データベースの構成ファイル（RDC）
の完全なファイル名（フルパスを含む）です。このファイルは、コードやデータのデー
タベースの場所などの情報を指定します。UNC（Universal Naming Convention）構文
を使用すると、同じドライバ文字をその場所にマップすることなく、複数のユーザーが
同じ接続を使用してデータにアクセスすることを許可できます。UNC構文は、
¥¥ServerName¥ShareName¥の後に任意の下位フォルダまたはファイル、あるいはその
両方が続きます。
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rammasterdb は、最初に付加される Relational Access Managerデータベースの名前で
す。データベース・ファイル名以外は指定しないでください。このデータベースは
OLAP Serverの ServerDBPathにあるパス・リストに記載されているディレクトリに常
駐している必要があります。ServerDBPathは、Express Configuration Managerの「設
定の編集」ダイアログ・ボックスの「ファイル I/O」タブで確認することができます。

ramconnecttypeは、Express接続の種類です。直接接続の場合は必ず 0を指定してく
ださい。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

サーバー値には、Oracle Express Connection Editorで設定され、接続（.XCF）ファイ
ルに格納されている設定値に対応する 4つのパラメータが含まれています。4つのパラ
メータがすべて必要ですが、指定する順序は任意です。次の表は、各パラメータとそれ
ぞれの設定値をまとめたものです。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

� 文字列の全体が引用の内部に含まれるので、必要に応じて（たとえば、ユーザー
IDが John Smithだった場合など）文字列にスペースを含めることができます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明 設定設定設定設定

sl サーバー・ログ
イン

-2: ホスト（ドメイン・ログイン）

-1: ホスト（サーバー・ログイン）

0: 認証不要

1: ホスト（ドメイン・ログイン）と Connectセキュリティ

2: ホスト（ドメイン・ログイン）と Callセキュリティ

3: ホスト（ドメイン・ログイン）と Packetセキュリティ

4: ホスト（ドメイン・ログイン）と Integrityセキュリティ

5: ホスト（ドメイン・ログイン）と Privacyセキュリティ

注意注意注意注意 : Windows NTではすべての設定値を使用します。
UNIXシステムでは、設定値、0、-1、-2だけしか使用しませ
ん。これらの設定値の情報は、Express Connection Editorの
Helpシステムを参照してください。

st サーバーの種類 :1: OLAP Server

ct 接続の種類 0: Express接続

sv サーバー・バー
ジョン

1: Express 6.2以降
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� 文字列に順スラッシュ（/）が必要なときは、エスケープ文字として前方スラッ
シュを使う必要があります。たとえば、ドメインがツールあるいはレポートである
場合は、コマンド・ラインは次のようになります。

EXPRESS_SERVER="server=ncacn_ip_tcp:olap2-pc/sl=0/
st=1/ct=0/sv=1/ domain=tools//reports"

� 文字列の中では一重引用符を使用することができます。二重引用符で囲まれている
ため、特別な扱いは受けません。

AUTHID
説明説明説明説明 AUTHIDは、制限付きの Reports Serverのユーザーを認証するのに使用される
ユーザー名とパスワードです。ユーザー認証によって、レポート・リクエストを行って
いるユーザーが要求されたレポートを実行するアクセス権限を持っていることが保証さ
れます。ユーザーがログオンに成功すると、WebDBに登録されている、保護されてい
る Reports Serverに対してユーザーを認証する暗号化された cookieが送信されます。
デフォルトでは、cookieは 30秒で無効になります。cookieが期限切れになると、その
後のリクエスト（保護されている Reports Serverに送られるリクエスト）は、再度認証
される必要があります。

REPORTS60_COOKIE_EXPIRE環境変数を使用して、認証 cookieの有効期限を変更する
ことができます。詳細は、付録 C「環境変数」 を参照してください。

ユーザーが cookieの期限が切れるまでは認証され続けるようにしたいときは、レポー
ト・リクエストから AUTHIDのコマンド・ライン引数を省略します。ユーザーが、レ
ポート・リクエストを実行するたびに認証されるようにしたいときは、Web CGIコマ
ンド SHOWAUTHと AUTHTYPE=Sをレポートの URLで使用します。あるいは、%S
引数を cgicmd.dat （Web CGI）ファイルのキー・マッピング・エントリに含めます。

構文構文構文構文

[AUTHID=]username/password

値値値値

Oracle WebDBで生成した任意の有効なユーザー名とパスワード。WebDBに新しい
ユーザー・アカウントを生成するときはデータベース管理者に相談してください。

CUSTOM
説明説明説明説明 CUSTOMIZEは、レポート実行時に適用させたい XMLファイルを指定します。
XMLファイルには、レポート定義を何らかの形で変更する、カスタマイズされた設定
（例えばフォントや色の変更など）が入っています。

構文構文構文構文

[CUSTOMIZE=]filename.xml | (filename1.xml, filename2.xml, . . .)

値値値値
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有効な XMLレポート定義を含むファイル名またはファイル名のリスト。必要に応じて、
ファイル名の前にパス情報を付加します。 

SAVE_RDF
説明説明説明説明 SAVE_RDFは、.RDFファイルと .XMLカスタマイズ・ファイルの複合ファイルの
保存先のファイルを指定します。この引数が真価を発揮するのは、.XMLファイルを
CUSTOMIZEキーワードを使用して適用させたい .RDFファイルがあって、その２つの
ファイルを複合したものを新しい .RDFファイルに保存したいときです。

構文構文構文構文

[SAVE_RDF=]filename.rdf

値値値値

任意の有効なファイル名 
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Reports Server 構成パラメー
B

Reports Server 構成パラメータ構成パラメータ構成パラメータ構成パラメータ

この付録には、Reports Serverの構成パラメータの包括的なリストが収録されています。

表表表表 B-1  Reports Server 構成パラメータ構成パラメータ構成パラメータ構成パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

CACHEDIR CACHEDIRは Reports Serverのキャッシュです。CACHEDIRは
マシン上の任意のディレクトリあるいは論理ドライブに設定する
ことができます。指定されていないときのデフォルトは ORACLE_
HOME¥REPORT60¥SERVER¥CACHEです。

例例例例

CACHEDIR="c:¥ORACLE_HOME¥Report60¥cache"

CACHESIZE CACHESIZEはメガバイトで表したキャッシュ・サイズです。数
多くのレポートの出力を Reports Serverのキャッシュに格納する
ときは、この設定値を大きくする必要がある場合があります。
キャッシュにはそれほど多くの出力を格納する予定がなく、シス
テム・リソースに余裕がないときは、この設定値を小さくする必
要がある場合もあります。キャッシュがこの設定サイズを超える
と、Reports Serverはキャッシュされたファイルを先入れ先出し
方式でクリーンアップします。

デフォルト値 =50

注意注意注意注意 : このパラメータは Queue Managerから設定することができ
ます。Queue Managerを開いて管理者としてログインします。
「キュー」「キュー」「キュー」「キュー」→→→→「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」を選択してから、「キャッシュ・サイ
ズ (MB)」の設定値を変更します。
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CLUSTERCONFIG CLUSTERCONFIGはマスター・サーバーに対するスレーブ・
サーバーの構成です。クラスタ化によって、レポートを複数の
Reports Serverで実行することが可能になります。マスター・
サーバーは、使用可能なスレーブ・サーバーを識別して、それら
のエンジンを必要に応じて起動することができますマスター・
サーバーに対して、多くのサーバーをスレーブとしてセットアッ
プすることができます。マスター・サーバーの構成ファイルで次
の構文を使用します。

Clusterconfig="(server=<servername> 
minengine=<minimum number of master engines> 
maxengine=<maximum number of master engines> 
initengine=<initial number of master engines> 
cachedir=<directory of central cache>)"

注意注意注意注意 :  各スレーブの定義は括弧で囲む必要があります。

手順の詳細は、第 6章「Reports Server のクラスタの構成」を参
照してください。

ENGLIFE ENGLIFEは、1つのエンジンが停止するまでに実行するレポート
の最大数です。その後 Reports Serverにより、新しいリクエスト
に対して新たなエンジンが起動されます。 

デフォルト値 =50

FAILNOTEFILE FAILNOTEFILEは、実行に失敗したジョブに対して指定された電
子メール・アドレスに送信された通知メッセージのテンプレート
のパスとファイル名です。

例例例例

FAILNOTEFILE="c:¥ORACLE_HOME¥Report60¥failnote.dat"

IDENTIFIER IDENTIFIERは暗号化されたキューの管理者 IDとパスワードの
入った内部設定値ですこれは変更しないでください。
IDENTIFIERが指定されていない場合、削除されている場合、あ
るいは構成ファイルが存在しない場合は、誰でも Reports Queue 
Managerからユーザー IDパスワードを入力して、キュー管理者
としてログインすることができます。このような方法でログイン
した者がいると、そのとき指定されたユーザー IDとパスワード
が、Queue Managerで変更されない限り、キュー管理者のユー
ザー IDとパスワードとなります。

表表表表 B-1  Reports Server 構成パラメータ構成パラメータ構成パラメータ構成パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
B-186 パブリッシング・レポート



INITENGINE INITENGINEは、Reports Serverにより起動されたランタイム・
エンジンの初期数です。サーバー・プロセスは起動時にこの値に
表されている数のエンジンを派生します。サーバ・プロセスはこ
れらのエンジンが接続するまで 2分間待機し、接続されない場合
は停止します。エンジンがこの時間内に接続できない場合は、通
常セットアップに問題があります。

デフォルト値 =1

LOGOPTION LOGOPTIONはログ・ファイルに挿入させたいログ情報の種類で
す。オプションは alljob、faildjob、succeededjobです。

例例例例

LOGOPTION="alljob"

MAILPROFILE （Windows NTのみ）MAILPROFILEはレポートの送信時に使用
するメール・プロファイルとパスワードです。

例例例例

MAILPROFILE="mailprofileid/password"

MAXCONNECT MAXCONNECTは一度にサーバー・プロセスに接続できるプロ
セスの最大数です。この設定値はエンジンとクライアントの合計
で、2（エンジンとクライアントが最低１つずつ）を超える数とす
る必要があります。

デフォルト値 =20

MAXENGINE MAXENGINEは Reports Serverでレポートを実行するのに使用
できるランタイム・エンジンの最大数です。サーバー・プロセス
はアクティブなエンジンの数をこの値で示される数以下に抑えよ
うとします。この数のエンジンに対応できるだけのメモリーとリ
ソースを使用できるか確認してください。

デフォルト値 =1

注意注意注意注意 : このパラメータは Queue Managerから設定することができ
ます。Queue Managerを開いて管理者としてログインします。
「キュー」「キュー」「キュー」「キュー」→→→→「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」を選択してから、「同時実行エンジン

: 最大」の設定を変更します。

表表表表 B-1  Reports Server 構成パラメータ構成パラメータ構成パラメータ構成パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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MAXIDLE MAXIDLEは、エンジンが停止する前にアイドル状態でいられる
最長時間です。Reports Serverは、エンジンを停止すると使用で
きるエンジンの数がMINENGINEで定義された数を下回ることに
なる場合は、停止を行いません。

デフォルト値 =30

注意注意注意注意 : このパラメータは Queue Managerから設定することができ
ます。Queue Managerを開いて管理者としてログインします。
「キュー」「キュー」「キュー」「キュー」→→→→「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」を選択してから、「エンジン停止前の
最大アイドル時間（分）」の設定値を変更します。

MINENGINE MINENGINEは、Reports Serverがレポートの実行に使用するた
めに持つべきランタイム・エンジンの最小数です。サーバー・プ
ロセスはアクティブなエンジンの数をこの値で示される数以上に
維持しようとします。この数のエンジンに対応できるだけのメモ
リーとリソースを使用できるか確認してください。

デフォルト値 =0

注意注意注意注意 : このパラメータは Queue Managerから設定することができ
ます。Queue Managerを開いて管理者としてログインします。
「キュー」「キュー」「キュー」「キュー」→→→→「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」を選択してから、「同時実行エンジン

: 最小」の設定を変更します。

PERSISTFILE PERSISFILEは Reports Serverの .DATファイルの保存場所を示し
ます。このファイルにはスケジュール済みのジョブの詳細が入っ
ています。PERSISTFILEが指定されていないときのデフォルトは
ORACLE_HOME¥REPORT60¥SERVER¥SERVERです。

例例例例

PERSISTFILE="C:¥ORACLE_HOME¥Report60¥repserver.dat"

REPOSITORYCONN REPOSITORYCONNは Reports Serverの起動時にサーバーを
データベースに接続するデータベース接続文字列です。データ
ベースは、ジョブが実行されているときは必ず Reports Serverの
キュー・アクティビティ（スケジュール済みのジョブ）のスナッ
プショットを入手します。

データベースにキュー・アクティビティ表を作成するには、rw_
server.sqlスクリプトを実行する必要があります。

Web CGIの構成は、3.2.6項「ステップ 6.（オプション）Reports 
Serverの構成の変更」を参照してください。

例例例例

REPOSITORYCONN="repserver_schema/password@mydb"

表表表表 B-1  Reports Server 構成パラメータ構成パラメータ構成パラメータ構成パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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SECURITY SECURITYは、Reports Queue Managerを通じてキャッシュされ
た出力ファイルにアクセスするためのセキュリティ・レベル（0、
1、2または 3）です。0はジョブのキャッシュにある出力に誰で
もアクセスできることを意味します。1は、そのジョブを実行し
たユーザーと同じユーザー IDを持つユーザーのみにキャッシュ内
の出力へのアクセスが認められることを意味します。2は、その
ジョブを送信したのと同じプロセスのみにキャッシュ内の出力へ
のアクセスが認められることを意味します。3は、キャッシュ内
の出力へのアクセスが許可されていないことを意味します。 

デフォルト値 =1

SECURITYTNSNAME SECURITYTNSNAMEは、Reports Serverに対するユーザーの認
証に使用される Oracle WebDBデータベースの TNS名です。
Reports Serverでは、Oracle WebDBを使用してセキュリティ・
チェックを行い、また、アクセスの限定された Reports Serverに
対するレポートの実行、ならびに、リクエストがある場合は、ア
クセスの限定されたプリンタへの出力に対するアクセス特権を
ユーザーが持っているか確認します。

SECURITYTNSNAMEパラメータが設定されている場合、
Reports Serverを使用してレポート・リクエストを処理するには、
Reports Server、プリンタ、WebDBにあるレポートについての情
報を追加する必要があります。

詳細は、第 5章「レポートへのユーザー・アクセスの管理」 を参
照してください。

例例例例

SECURITYTNSNAME="sec_db"

SOURCEDIR SOURCEDIRは、レポートやその他のランタイム・ファイルを検
索する際に、REPORTS60_PATHの前に検索されるパスです。各
Reports Serverは異なるディレクトリを検索することができるた
め、この設定値は、同じ ORACLE_HOMEを共有する複数の
Reports Serverがある場合に便利です。

例例例例

SOURCEDIR="c:¥my_reports"

SUCCNOTEFILE SUCCNOTEFILEは、実行に成功したジョブに対して指定された
電子メール・アドレスに送信された通知メッセージのテンプレー
トのパスとファイル名です。

例例例例

SUCCNOTEFILE="c:¥ORACLE_HOME¥REPORT60¥succnote.dat"

表表表表 B-1  Reports Server 構成パラメータ構成パラメータ構成パラメータ構成パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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TEMPDIR TEMDIRは、テンポラリ・ファイルを作成するときに
REPORTS60_TMPのかわりに使用されるディレクトリです。
TEMPDIRはマシン上の任意のディレクトリあるいは論理ドライ
ブに設定することができます。

例例例例

TEMPDIR="c:¥ORACLE_HOME¥Report60¥temp"

表表表表 B-1  Reports Server 構成パラメータ構成パラメータ構成パラメータ構成パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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環境変
C

環境変数環境変数環境変数環境変数

この付録では、Reports Serverに属する環境変数と構成パラメータに関する詳しい情報を提
供します。Web CGIおよびサーブレットの環境変数の一覧については、表 C-1「Web CGI
およびサーブレットの環境変数」を参照してください。

環境変数は、Reports Serverの動作をコントロールまたはカスタマイズするために使用され
る構成パラメータです。Windows NTの場合、環境変数はレジストリ・エディタを使って設
定します。UNIXの場合は、シェル・スクリプトを使って設定します。

表表表表 C-1  Web CGIおよびサーブレットの環境変数およびサーブレットの環境変数およびサーブレットの環境変数およびサーブレットの環境変数

変数変数変数変数 説明説明説明説明

REPORTS60_COOKIE_EXPIRE cookieの期限を分単位で決定します。

デフォルト値 =30

cookieは、ユーザーが保護された Reports Serverにログ
インして、レポート・リクエストを実行する際に、暗号
化されたユーザー名とパスワードをクライアント側に保
存します。ログインに成功すると、暗号化された cookie
がブラウザに送られます。cookieが期限切れになると、
それに続くリクエスト（保護された Reports Serverに送
られるリクエスト）のユーザーは、再度認証される必要
があります。

REPORTS60_DB_AUTH データベースにログインするためのデータベース認証テ
ンプレートを指定します。

デフォルト値 =dbauth.htm

REPORTS60_ENCRYPTION_KEY cookieのユーザー名とパスワードを暗号化するための暗
号化キーを指定します。暗号化キーは、どの文字列でも
設定できます。

デフォルト値 =reports6.0
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REPORTS60_CGIDIAGBODYTAGS Reports Web CGIの場合に、RWCGI60の診断 /デバッ
グ出力に <BODY...>タグとして挿入される HTMLタグ
を指定します。例えば、テキストや背景の色および画像
の設定にこの環境を使用できます。 

REPORTS60_CGIDIAGHEADTAGS Reports Web CGIの場合に、RWCGI60の診断 /デバッ
グ出力の <HEAD>タグと </HEAD>タグの間に挿入さ
れる HTMLタグを指定します。例えば、<TITLE>また
は <META...>タグの設定にこの環境を使用できます。

REPORTS60_CGIHELP Reports Web CGIの場合に、空のリクエスト
http://your_webserver/rwcgi60?とともに
RWCGI60が呼び出された場合に呼び出される RWCGI60
ヘルプ・ファイルの URLまたは URIを定義します。例
えば、これを http://www.yahoo.comに設定するとそ
の URLに移動し、myhelpfile.htmに設定すると、
ファイル http://your_
webserver/myhelpfile.htmを表示します。このパラ
メータが未定義の場合、デフォルトのヘルプ画面が表示
されます。

REPORTS60_CGIMAP Reports Web CGIの場合、マップ・ファイル構成を使用
している場合に、完全に限定された RWCGI60マップ・
ファイルのファイル名およびロケーションを定義します。
（例：C:¥ORANT¥REPORT60¥cgicmd.dat） 

REPORTS60_CGINODIAG Reports Web CGIで、ヘルプやショーマップなどのデ
バッグおよび診断出力が定義されている場合、それらす
べての RWCGI60からの出力を無効にします。例えば、
REPORTS60_CGINODIAGが定義されていると、
http://your_webserver/rwcgi60/help?は機能し
ません。

REPORTS60_REPORTS_SERVER Webカートリッジ・リクエスト用のデフォルトの
Reports Serverを指定します。この環境変数が設定され
ている場合、レポート・リクエストでデフォルトのサー
バーを使用して処理を行う際に SERVERコマンド・ライ
ン引数を使用して指定する操作を省略することができま
す。また、SERVERコマンド・ライン引数を使用してデ
フォルトを書き換えることもできます。

REPORTS60_SSLPORT SSLを使用していて 443以外のポート番号を用いたい場
合、この変数を使用して別のポート番号を指定すること
ができます。

デフォルト値 =443

表表表表 C-1  Web CGIおよびサーブレットの環境変数およびサーブレットの環境変数およびサーブレットの環境変数およびサーブレットの環境変数

変数変数変数変数 説明説明説明説明
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REPORTS60_SYS_AUTH ユーザーが制限された Reports Serverに対するレポー
ト・リクエストを実行する際に、ユーザー名とパスワー
ドを認証するために使用する認証テンプレートを指定し
ます。

表表表表 C-1  Web CGIおよびサーブレットの環境変数およびサーブレットの環境変数およびサーブレットの環境変数およびサーブレットの環境変数

変数変数変数変数 説明説明説明説明
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データベース接続文字
D

データベース接続文字列データベース接続文字列データベース接続文字列データベース接続文字列

ここでは、Web CGIまたはサーブレットを用いてレポート・リクエストを指定するときに
使用できる一般的なデータベース接続文字列をリストしています。データベース接続文字列
とは、データベースに接続するために USERIDコマンド・ライン引数の中で使用する値を指
します。

USERIDコマンド・ライン引数の詳細は、付録 A「RWCLI60コマンド・ライン引数」を参
照してください。

表表表表 D-1  データベース接続文字列データベース接続文字列データベース接続文字列データベース接続文字列

データベース接続文字列データベース接続文字列データベース接続文字列データベース接続文字列 Reports Server の応答の応答の応答の応答 ユーザー・アクションユーザー・アクションユーザー・アクションユーザー・アクション

USERID未設定 データベース認証フォームを返します。 Oracleまたはプレースホ
ルダ・ユーザー名および
パスワードを入力しま
す。

Oracle 
username@database

Oracleの接続文字列表からユーザー名と
データベースの組を探して、パスワード
を取得します。Reports Serverがパス
ワードを見つけると、レポートが実行さ
れます。

パスワードが見つからなかった場合、
Reports Serverからデータベース認証
フォームが返されます。

なし

データベース・パスワー
ドを入力します。

Oracle 
username/password@
database

接続文字列を受け、レポートを実行しま
す。

なし

Oracle 
username/password

ローカルのデータベースを使用し、レ
ポートを実行します。

ローカルのデータベースがない場合、
Reports Serverから、データベース認証
フォームが返されます。

なし

Oracleデータベースを入
力します。
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<$username>@database 接続文字列表のプレースホルダ・ユー
ザー名を探します。ユーザー名が見つか
らなかった場合、Reports Serverから
データベース認証フォームが返されま
す。 

Reports Serverが表中のプレースホル
ダ・ユーザー名を見つけることが出来な
かった場合は、Oracleユーザー名及び
データベース名を探して、パスワードを
取得します。Reports Serverがパスワー
ドを見つけると、レポートが実行されま
す。

パスワードが見つからなかった場合、
Reports Serverからデータベース認証
フォームが返されます。

Oracleユーザー名および
パスワードを入力しま
す。

なし

データベース・パスワー
ドを入力します。

<$username>/password
@database

接続文字列表のプレースホルダ・ユー
ザー名を探します。ユーザー名が見つか
ると、Reports Serverによりレポートが
実行されます。

プレースホルダ・ユーザー名が見つから
なかった場合、Reports Serverはデータ
ベース認証フォームを返します。ユー
ザーがレポートを実行するためには、認
証が必要となります。

なし

Oracleユーザー名および
パスワードを入力しま
す。

表表表表 D-1  データベース接続文字列データベース接続文字列データベース接続文字列データベース接続文字列

データベース接続文字列データベース接続文字列データベース接続文字列データベース接続文字列 Reports Server の応答の応答の応答の応答 ユーザー・アクションユーザー・アクションユーザー・アクションユーザー・アクション
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E.1  Reports Webカートリッジの例カートリッジの例カートリッジの例カートリッジの例
ここでは、Oracle Applications Server (OAS) のWebカートリッジを使用して Reports 
Serverを手動で構成する方法を、順を追って説明します。構成手順に意味を持たせるために
は、いくつかの事項を仮定する必要があります。この項の趣旨に沿って、次の状況を前提と
します。

� Webリクエストを可能にするように Reports Serverを構成していること。

� Oracle Application Serverのリリース 4.0またはそれ以降において、Reports Webカート
リッジを使用していること。

� Reports Serverは、Oracle Application Serverと異なるマシン上にインストールされてい
ること。

E.1.1  ステップステップステップステップ 1. ソフトウェアをインストールするソフトウェアをインストールするソフトウェアをインストールするソフトウェアをインストールする
Reports Serverを構成するには、Oracle Reports Serverソフトウェアをインストールしてお
く必要があります。Oracle Reports Thin Clientおよび Oracle Reports Serverのコンポーネン
トと Report Builderのインストールの詳細は、『スタート・ガイド』を参照してください。 

ヒントヒントヒントヒント : Reports Thin Client、Reports Serverまたは Report Builderのみをインストールする
場合は、Oracle Installerを起動し、「カスタム・インストール」オプションを選択してくだ
さい。「使用可能な製品」リストボックスから「Oracle Reports Developer」ノードを拡張し
て、Reports Thin Client、Oracle Reports Serverまたは Report Builderの中からインストー
ルするものを選択します。『スタート・ガイド』マニュアルの説明に従ってインストレー
ションを進めます。

Webサーバー・マシン上 :

1. Webサーバーをインストールしてから Oracle Repots Thin Clientコンポーネントをイン
ストールします。Webサーバーのインストールの詳細は、Webサーバーのドキュメン
トを参照してください。

Reports Serverマシン上 :
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1. Oracle Reports Serverのコンポーネントと Report Builderをインストールします。
Report Builderが必要なのは、レポートのビルドが必要な場合のみですので注意してく
ださい。Reports Serverマシンを開発マシンとしてのみ使用する場合は、Report Builder
コンポーネントはインストールしないでください。

2. Oracle Reports Serverをインストールする際に、Reports Serverの TNS名とポート番号
の識別を求められます。この情報は tnsnames.oraファイル（ORACLE_
HOME¥NET80¥ADMINディレクトリにある）に追加されます。

� Reports Serverの TNS名。repserver.worldと入力するか、デフォルト値を使用
してください。

ここで、repserver.worldはサーバー・インスタンスの名前で、.worldは
sqlnet.oraファイルのNAMES.DEFAULT_DOMAINの設定値で指定されたドメイ
ンです。NAMES.DEFAULT_DOMAINの設定が sqlnet.oraファイルで指定され
ていない場合は、サーバー・インスタンスの名前から .worldを省略してくださ
い。

� ポート。サーバーの受信の対象となるポート番号を入力するか、デフォルト値を使
用します。

ヒントヒントヒントヒント : Reports Serverのサービス・エントリは、テキスト・エディタの
tnsnames.oraファイルを開くことでいつでも編集することができます。

3. Reports Serverの TNS名とポート番号を控えておいてください。この情報は、この
Reports Serverに対するサービス・エントリをWebサーバー・マシン上の
tnsnames.oraファイルに追加するときに必要になります。詳細は、E.1.3.1項「Reports 
Serverのサービス・エントリを作成する手順」 を参照してください。

E.1.2  ステップステップステップステップ 2. Webサーバーを構成するサーバーを構成するサーバーを構成するサーバーを構成する
このステップはWebサーバー・マシン上で行います。

Oracle Application Serverを構成するには、次のようにします。を構成するには、次のようにします。を構成するには、次のようにします。を構成するには、次のようにします。
これらの手順の詳細は、Oracle Application Serverのドキュメントを参照してください。

1. OASノード・マネージャを起動します。

2. ブラウザを起動します。

3. ブラウザで、OASノード・マネージャのポートを指します。サイトおよび HTTPリス
ナー・ノードを拡張します。

4. 必要に応じて、リスナーを作成するか、使用したいリスナーを拡張します。

E.1.3  ステップステップステップステップ 3. Reports Webカートリッジを構成するカートリッジを構成するカートリッジを構成するカートリッジを構成する
このステップはWebサーバー・マシン上で行います。
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E.1.3.1  Reports Serverのサービス・エントリを作成する手順のサービス・エントリを作成する手順のサービス・エントリを作成する手順のサービス・エントリを作成する手順
Webサーバーが Reports Serverとは異なるマシン上にある場合は、Reports Serverマシンで
生成された Reports Serverのサービス・エントリをWebサーバー・マシン上の
tnsnames.oraファイルに追加する必要があります。これにより、Web CGI実行ファイルと
Reports Serverの通信が可能になります。

ヒントヒントヒントヒント : Reports Serverのサービス・エントリの設定を覚えていない場合、Reports Serverマ
シン上の ORACLE_HOME¥NET80¥ADMINディレクトリにある tnsnames.oraファイルをオー
プンします。サービス・エントリをコピーするか書き留めておきます。

1. Webサーバー・マシン上で、テキスト・エディタを使用して tnsnames.oraファイル
（ORACLE_HOME¥NET80¥ADMINディレクトリにある）をオープンします。

2. 次の Reports Serverのサービス・エントリを追加します。

repserver.world =(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(Host = repserver_
machine.mydomain)(Port = 1949))

各項目の内容は次のとおりです。

repserver.worldはサーバー・インスタンスの名前で、.worldは sqlnet.oraファ
イルの NAMES.DEFAULT_DOMAINの設定値で指定されたドメインです。
NAMES.DEFAULT_DOMAIN設定値が sqlnet.oraファイルで指定されていない場合
は、サーバー・インスタンスの名前から .worldを省略してください。

E.1.3.2  デフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルトの Reports Serverを構成するを構成するを構成するを構成する

Windows NTの場合の場合の場合の場合 :
1. デスクトップで、「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→→→→「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」を選択します。

2. regeditと入力してレジストリ・エディタを表示します。

3. HKEY_LOCAL_MACHINE→→→→ SOFTWARE→→→→ ORACLEを拡張します。

4. 「編集」「編集」「編集」「編集」→→→→「新規作成」「新規作成」「新規作成」「新規作成」→→→→「文字列」「文字列」「文字列」「文字列」値を選択して次の環境変数を追加します。

REPORTS60_REPORTS_SERVER=repserver

ここで、repserverは構成中の Reports Serverの名前（Reports Serverの TNSサービ
ス・エントリ名）です。E.1.1項「ステップ 1. ソフトウェアをインストールする」参照。

注意注意注意注意 : 設定値に大文字と小文字の区別が必要かどうかを判断するには、使用しているオ
ペレーティング・システムのドキュメントを参照してください。
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UNIXの場合：の場合：の場合：の場合：
ヒントヒントヒントヒント : Webサーバー・マシン上で環境変数を設定するシェル・スクリプトの作成を必要と
する場合があります。そうするには、次に説明するコマンドの入ったファイルを作成しま
す。

1. REPORTS60_REPORTS_SERVER環境変数に Reports Serverの名前を設定します。

setenv REPORTS60_REPORTS_SERVER repserver

ここで、repserverは構成中の Reports Serverの名前（Reports Serverの TNSサービ
ス・エントリ名）です。E.1.1項「ステップ 1. ソフトウェアをインストールする」参照。

ヒントヒントヒントヒント : 設定値に大文字と小文字の区別が必要かどうかを判断するには、使用している
オペレーティング・システムのドキュメントを参照してください。

E.1.3.3  Reports Webカートリッジを構成する（カートリッジを構成する（カートリッジを構成する（カートリッジを構成する（Windows NTおよびおよびおよびおよび UNIX））））
次の手順は、Oracle Application Server、リリース 4.0またはそれ以降のものをすでに構成済
みであることを仮定したものです。詳しい情報は、Oracle Application Serverのドキュメン
トを参照してください。

1. Oracle Application ServerのWelcomeページで、「「「「OAS Manager」」」」をクリックします。 

2. OASマネージャのナビゲーション・ツリーで、Webサイトのアイコンの横の「＋」「＋」「＋」「＋」ア
イコンをクリックします。 

3. アプリケーション アイコンをクリックします。 

4. 追加 アイコンをクリックして、アプリケーションの追加フォームを表示させます。 

5. 「アプリケーションの追加」フォームの「アプリケーション・タイプ」フィールドで、
「C Web」を指定します。 

6. 「適用適用適用適用」をクリックします。 

7. 「アプリケーションの追加」フォームの「アプリケーション名」フィールドで、アプリ
ケーションの名前を指定します（例： Reports）。 

8. 「表示名」フィールドで、表示名を指定します（例： Oracle Reports）。 

9. 「アプリケーションのバージョン」フィールドで、バージョン番号を指定します（例： 
6.0）。 

10.「適用適用適用適用」をクリックします。 

11.「成功」ダイアログで、「このアプリケーションにカートリッジを追加カートリッジを追加カートリッジを追加カートリッジを追加」をクリックしま
す。 

12.「CWebカートリッジの追加」フォームの「カートリッジ名」フィールドで、
Reports60Cartridgeと入力します。 

13.「表示名」フィールドで、Reports60Cartridgeと入力します。
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14.「カートリッジ共有オブジェクト」フィールドで、共有されたオブジェクト・ファイル
（rwows60.dll）のロケーションを指定します。例えば、D:¥ORACLE_
HOME¥BIN¥RWOWS60.DLL 

15.「カートリッジのエントリ・ポイント」フィールドで、次のように入力します。rwows_
start 

16.「仮想パス」フィールドで、/rwowsと入力します。

17.「適用適用適用適用」をクリックします。 

18.「成功」ダイアログで、「OK」をクリックします。 

19. カートリッジ構成フォルダで、「チューニングチューニングチューニングチューニング」をクリックします。 

20.「最大インスタンス数」フィールドで、100と入力します。 

21.「適用適用適用適用」をクリックします。 

22.「成功」ダイアログで、「OK」をクリックします。

E.1.4  ステップステップステップステップ 4. Reports Serverを構成するを構成するを構成するを構成する
Reports Serverを、サービスまたは非サービスとしてWindows NT上で構成することも、
Reports Serverを UNIX上で構成することもできます。Reports Serverを構成するには、
tnsname.oraファイルに TNSサービス名を作成し、環境変数を設定してから、Reports 
Serverをインストールする必要があります。

RWMTS60が、Reports Serverの実行形式です。RWMTS60には、3つの関連コマンドがあ
ります。

� Install:これは、Reports ServerをWindows NT上でサービスとしてインストールできる
ようにします。Windows NTに関しては、E.1.4.2.2項「Reports Serverをサービスとし
てWindows NTにインストールする」 を参照してください。UNIXに関しては、E.1.4.3
項「Reports Serverを UNIX上で構成する手順」を参照してください。

� Listen:これは、Reports ServerをWindows NT上で非サービスとしてインストールでき
るようにします。E.1.4.2.3項「Reports Serverを非サービスとしてWindows NTに構成
する」参照。

� Uninstall:これは、Reports ServerをWindows NT上でサービスとしてアンインストー
ルできるようにします。E.1.4.2.4項「Windows NT上の Reports Serverをアンインス
トールする」参照。

Windows NTの場合、Reports Serverは手動またはバッチ・モードで Install、Listenおよび
Uninstallすることができます。インストレーション中に発生したエラー・メッセージを無視
してオペレーションが中断されることなく完了するようにするには、BATCH引数に Yesを
設定します。インストレーション中に発生したエラーやステータス情報は、Reports Server
のログ・ファイル（ORACLE_HOME¥REPORT60¥SERVER¥repserver.logにある）で調べる
ことができます。BATCHのデフォルトは Noです。
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この手順は、Reports Serverマシン上で行います。 

E.1.4.1  Windows NT上で上で上で上で Reports Serverを構成する手順を構成する手順を構成する手順を構成する手順

E.1.4.1.1  （オプション）ソース・パスを設定する（オプション）ソース・パスを設定する（オプション）ソース・パスを設定する（オプション）ソース・パスを設定する  

別の方法としては、Reports Serverをインストールした後に、Reports Serverの構成ファイ
ルでソース・パスを設定することができます。詳細は、付録 B「Reports Server 構成パラ
メータ」の SOURCEDIRパラメータを参照してください。

1. ソース・ディレクトリがまだ作成されていないときはそれを作成します。

2. デスクトップで、「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→→→→「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」を選択します。

3. regeditと入力してレジストリ・エディタを表示します。

4. HKEY_LOCAL_MACHINE→→→→ SOFTWARE→→→→ ORACLEを拡張します。

5. REPORTS60_PATHをダブルクリックします。

6. 新しいレポートのソース・パス（C:¥WEB_REPORTSなど）を追加します。

注意注意注意注意 : 設定値に大文字と小文字の区別が必要かどうかを判断するには、使用しているオ
ペレーティング・システムのドキュメントを参照してください。

E.1.4.2  Windows NT上で上で上で上で Reports Serverを構成する手順を構成する手順を構成する手順を構成する手順

E.1.4.2.1  （オプション）ソース・パスを設定する（オプション）ソース・パスを設定する（オプション）ソース・パスを設定する（オプション）ソース・パスを設定する  

別の方法としては、Reports Serverをインストールした後に、Reports Serverの構成ファイ
ルでソース・パスを設定することができます。詳細は、付録 B「Reports Server 構成パラ
メータ」の SOURCEDIRパラメータを参照してください。

1. ソース・ディレクトリがまだ作成されていないときはそれを作成します。

2. デスクトップで、「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→→→→「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」を選択します。

3. regeditと入力してレジストリ・エディタを表示します。

4. HKEY_LOCAL_MACHINE→→→→ SOFTWARE→→→→ ORACLEを拡張します。

5. REPORTS60_PATHをダブルクリックします。

6. 新しいレポートのソース・パス（C:¥WEB_REPORTSなど）を追加します。

注意注意注意注意 : 設定値に大文字と小文字の区別が必要かどうかを判断するには、使用しているオ
ペレーティング・システムのドキュメントを参照してください。

E.1.4.2.2  Reports Serverをサービスとしてをサービスとしてをサービスとしてをサービスとして Windows NTにインストールするにインストールするにインストールするにインストールする  
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1. Reports Serverマシンのデスクトップで、「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→→→→「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」
を選択します。

2. 次のコマンド・ライン引数を入力します。

 rwmts60 -install repserver tcpip

あるいはバッチ・モードの場合は次のように入力します。

rwmts60 -install repserver batch=yes

ヒントヒントヒントヒント : Repserverは、付属のドメイン修飾子（例： .world）を付ける必要はありませ
ん。

3. 「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックして Reports Serverを NTサービスとしてインストールし、「「「「OK」」」」
をクリックします。

4. デスクトップで、「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→→→→「設定」「設定」「設定」「設定」→→→→「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール パネル」パネル」パネル」パネル」を選択して
（サービス）をダブルクリックします。

5. 「サービス」ダイアログ・ボックスで「Oracle Reports Server [repserver]」を選択し、
「スタートアップ」「スタートアップ」「スタートアップ」「スタートアップ」をクリックします。

6. スタートアップ・ダイアログ・ボックスから「ログオン」セクションの「アカウント」
を選択して、オペレーティング・システムのユーザー名とパスワードを入力あるいは選
択します。これで、そのサーバーがそのユーザーとして実行されるよう指定されます。

ヒントヒントヒントヒント : Postscriptファイルまたはプリンタに出力するときは、Reports Serverのサービ
スを実行しているユーザーが、デフォルトのプリンタに対するアクセス権限を持ってい
るかどうかを確認してください。通常、システム・アカウントはプリンタへのアクセス
を持っていません。

7. 自動的に（システム起動時に）起動するようにサービスを設定します。

8. 「OK」をクリックします。

9. 「スタートスタートスタートスタート」をクリックします。「サービス・コントロール」メッセージ・ボックスに、
Reports Serverが起動した日時が表示されます。Reports Serverが起動しない場合は、
付録 F「トラブルシューティング」を参照してください。

ヒントヒントヒントヒント : Reports Serverを初めて起動したときは、Reports Serverの構成ファイル
（repserver.oraなど）が ORACLE_HOME¥REPORT60¥SERVERディレクトリに作成され
ます。Reports Serverのキャッシュの設定はデフォルトで設定されます。構成ファイル
を変更して、キャッシュ・ディレクトリを変更したり、レポートのソース・パスを設定
することができます。構成ファイルを変更したら Reports Serverを停止して再起動し、
変更内容を有効にします。

E.1.4.2.3  Reports Serverを非サービスとしてを非サービスとしてを非サービスとしてを非サービスとして Windows NTに構成するに構成するに構成するに構成する  

1. 次のコマンド・ラインを実行します。
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rwmts60 -listen repserver

あるいはバッチ・モードの場合は次のように入力します。

rwmts60 -listen repserver batch=yes

ヒントヒントヒントヒント : Repserverにはドメイン修飾名（.worldなど）を付加する必要はありません。

E.1.4.2.4  Windows NT上の上の上の上の Reports Serverをアンインストールするをアンインストールするをアンインストールするをアンインストールする  

1. Reports Serverマシンのデスクトップで、「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→→→→「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」
を選択します。

2. 次のコマンド・ライン引数を入力します。

rwmts60 -uninstall repserver

あるいはバッチ・モードの場合は次のように入力します。

rwmts60 -uninstall repserver batch=yes

ヒントヒントヒントヒント : Repserverは、付属のドメイン修飾子（例： .world）を付ける必要はありませ
ん。

E.1.4.3  Reports Serverをををを UNIX上で構成する手順上で構成する手順上で構成する手順上で構成する手順

E.1.4.3.1  （オプション）環境変数を設定する（オプション）環境変数を設定する（オプション）環境変数を設定する（オプション）環境変数を設定する  

ヒントヒントヒントヒント : 環境変数を設定するシェル・スクリプトを作成して RWMTS60実行ファイルを起動
する必要がある場合があります。そうするには、次に説明するコマンドの入ったファイルを
作成します。

1. ソース・レポート（/WEB_REPORTSなど）のディレクトリを作成します。

2. レポートを見つけるための次の REPORTS60_PATH環境変数を設定します。

setenv REPORTS60_PATH $WEB_REPORTS

ヒントヒントヒントヒント : 別の方法としては、Reports Serverをインストールした後に、Reports Serverの
構成ファイルでソース・パスを設定することもできます。詳細は、付録 B「Reports 
Server 構成パラメータ」の SOURCEDIRパラメータを参照してください。

3. 次の TNS_ADMIN環境変数を設定して、tnsnames.oraファイルの場所をポイントし
ます。

setenv TNS_ADMIN $ORACLE_HOME/NET80/ADMIN

ヒントヒントヒントヒント : 設定値に大文字と小文字の区別が必要かどうかを判断するには、使用している
オペレーティング・システムのドキュメントを参照してください。
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E.1.4.3.2  Reports Serverをををを起動起動起動起動するするするする  

1. $ORACLE_HOME/BINディレクトリに移動し、コマンド・ライン上で次のコマンドを実行
して Reports Serverをフォアグラウンドで実行します。 

rwmts60 name=repserver

Reports Serverをバックグラウンドで実行するときは、次のコマンドを実行します。

rwmts60 name-repserver &

サーバーが実行中かどうかを確認するには、ステップ 6に進んでください。Reports 
Serverを起動できない場合や、エラー・メッセージが返された場合には付録 F「トラブ
ルシューティング」を参照してください。 

ヒントヒントヒントヒント : Reports Serverを初めて起動したときは、Reports Serverの構成ファイル
（repserver.oraなど）が $ORACLE_HOME/REPORT60/SERVERディレクトリに作成さ
れます。Reports Serverのキャッシュはデフォルト状態に設定されます。キャッシュ・
ディレクトリを変更するとき、あるいはレポートのソース・パスを設定するときは、構
成ファイルを変更します。構成ファイルを変更したら Reports Serverを停止して再起動
し、変更内容を有効にします。

2. （オプション）$ORACLE_HOME/BINディレクトリに移動して次のコマンドを実行し、
Reports Serverが稼動していることを確認します。

 rwrqv60 server=repserver

この Reports Serverのステータスの列（NAME、OWNER、DESTなど）が表示されま
す。ただし今はジョブが実行されていないのでステータス情報は表示されません。

ヒントヒントヒントヒント : Reports Serverを無効にするには、[Ctrl]キーを押しながら [C]を押します。

ヒントヒントヒントヒント : Postscriptあるいはプリンタに出力するときは、プリンタをファイル
（$ORACLE_HOME/GUICOM6/TK60/ADMINディレクトリにある）uiprint.txtで構成す
る必要があります。 

E.1.5  ステップステップステップステップ 5. レポート・リクエストを実行するレポート・リクエストを実行するレポート・リクエストを実行するレポート・リクエストを実行する
1. Reports Serverが正しく構成されていることを確認します。Webブラウザで、次のリク
エストを作成します。

http://your_webserver/rwows60?report=your_report.rdf+ 
userid=username/password@mydb+desformat=html+destype=cache

SERVERコマンド・ライン引数がこのリクエストにない点に注意してください。Web
サーバー・マシン上で REPORTS60_REPORTS_SERVR環境変数に repserverを設定して
いる場合は必要ありません。

ヒントヒントヒントヒント : レポートが実行されない場合、またはエラー・メッセージが発生する場合は、
付録 F「トラブルシューティング」を参照してください。
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これで、Webカートリッジを構成する場合の Reports Serverの構成は完了です。Reports 
Webカートリッジを使用した動的なレポートに対応する Reports Serverの構成が正常に終了
しました。

次のステップ :

� （オプション）Reports Serverを調整して、パフォーマンスの最適化およびアクセス・コ
ントロールなどの機能の追加を行います。E.1.6項「ステップ 6. （オプション）構成を
修正する」参照。

� ユーザーがレポートを利用できるようにします。実行要求を指定し、それらをユーザー
に有効にする方法の詳細は、第 4章「レポート・リクエストの実行」を参照してくださ
い。

E.1.6  ステップステップステップステップ 6. （オプション）構成を修正する（オプション）構成を修正する（オプション）構成を修正する（オプション）構成を修正する
Reports Serverはデフォルトの構成を使用して動作しますが、いくつかの点において、パ
フォーマンスを調整、モニターのコントロールを設定、または追加の機能を実行するために
構成に修正を加えることが可能です。

� データベースをジョブ・キュー情報に従って更新する場合は、E.1.6.1項「データベース
のジョブのキュー・アクティビティを更新する」を参照してください。

� レポートへのユーザー・アクセスをコントロールする場合は、第 5章「レポートへの
ユーザー・アクセスの管理」を参照してください。

� ロードの均衡化のために Reports Serverを構成する場合は、第 6章「Reports Server の
クラスタの構成」を参照してください。

� 対象者に基づいてランタイムにレポートを修正する場合は、第 7章「実行時のレポート
のカスタマイズ」を参照してください。

� Reports Serverの構成ファイルを修正する場合は、付録 B「Reports Server 構成パラメー
タ」の有効な構成パラメータに関する情報を参照してください。

� 環境変数を修正する場合は、E.2項「環境変数」を参照してください。

E.1.6.1  データベースのジョブのキュー・アクティビティを更新するデータベースのジョブのキュー・アクティビティを更新するデータベースのジョブのキュー・アクティビティを更新するデータベースのジョブのキュー・アクティビティを更新する
データベースの設定を変更して、ジョブが実行される度に Reports Serverのキュー・アク
ティビティのスナップショットを入手することもできます。Reports Serverを起動すると、
データベースへの接続が確立されます。デフォルトでは、Reports Serverはサーバーの再起
動時に APIをコールしてキュー情報を削除し、データベース・テーブルのキュー情報を更新
します。

rw_server.sqlスクリプトの APIのソースを編集し、デフォルトを上書きすることもできま
す（例えば Reports Serverの再起動時にキューが削除されないようにする、など）。プロ
シージャのプロトタイプ（プロシージャ名と予想されるパラメータ）を絶対に編集しないよ
うに注意してください。
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データベースに接続するには、構成ファイルで REPOSITORYCONNパラメータを設定しま
す。データベースにキュー・アクティビティ表を作成するには、rw_server.sqlスクリプ
トを実行します。

Reports Serverマシン上 :

1. テキスト・エディタで（ORACLE_HOME¥REPORT60¥SERVERディレクトリにある）
repserver.ora 構成ファイルをオープンします。

2. 次の構成パラメータを追加します。

REPOSITORYCONN="repserver_schema/password@my_db"

ここで repserver_schema/password@databaseは、指定した Reports Serverの
キュー・アクティビティのスナップショットを入手するためのデータベースのスキーマ
への接続文字列です。この場合、repserver_schemaが repserverキュー・アク
ティビティに対するスキーマです。

ヒントヒントヒントヒント : 複数の Reports Serverからのスナップショットを入手するときは、スナップ
ショットを入手する各 Reports Serverに対してデータベース内に異なるスキーマを作成
することをお薦めします。これにより、Reports Serverの再起動時のキュー・アクティ
ビティ・データの損失を防ぐことができます。

3. コマンド・ラインから（ORACLE_HOME¥REPORT60¥SQLディレクトリにある）rw_
server.sqlスクリプトを実行します。コマンド・ライン・プロンプトで次のように入
力します。

cd C:¥ORACLE_HOME¥REPORT60¥SQL <RETURN>
plus80 username/password@my_db <RETURN>
@rw_server.sql <RETURN>
quit <RETURN>

4. Reports Serverを停止してから再起動し、構成ファイルの変更内容を有効にします。
Reports Serverは起動時にデータベースに接続します。

注意注意注意注意 :  Reports Serverを再起動すると、デフォルトではデータベースのキュー・アク
ティビティが削除されます。デフォルトは APIを編集して上書きすることができます。 

E.2  環境変数環境変数環境変数環境変数
環境変数は、Reports Serverの動作をコントロールまたはカスタマイズするために使用され
る構成パラメータです。Windows NTの場合、環境変数はレジストリ・エディタを使って設
定します。UNIXの場合は、シェル・スクリプトを使って設定します。
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表表表表 E-1  Webカートリッジ環境変数カートリッジ環境変数カートリッジ環境変数カートリッジ環境変数

変数変数変数変数 説明説明説明説明

REPORTS60_COOKIE_EXPIRE cookieの期限を分単位で決定します。

デフォルト値 =30

cookieは、ユーザーが保護された Reports Serverにログ
インして、レポート・リクエストを実行する際に、暗号
化されたユーザー名とパスワードをクライアント側に保
存します。ログインに成功すると、暗号化された cookie
がブラウザに送られます。cookieが期限切れになると、
それに続くリクエスト（保護された Reports Serverに送
られるリクエスト）のユーザーは、再度認証される必要
があります。

REPORTS60_DB_AUTH データベースにログインするためのデータベース認証テ
ンプレートを指定します。

デフォルト値 =dbauth.htm

REPORTS60_ENCRYPTION_KEY cookieのユーザー名とパスワードを暗号化するための暗
号化キーを指定します。暗号化キーは、どの文字列でも
設定できます。

デフォルト値 =reports6.0

REPORTS60_OWSDIAGBODYTAGS Reports Webカートリッジの場合に、RWOWSの不良診
断 /デバッグ出力に <BODY...>タグとして挿入される
HTMLタグを指定します。例えば、テキストや背景の色
および画像の設定にこの環境を使用できます。 

REPORTS60_OWSDIAGHEADTAGS Reports Webカートリッジの場合に、RWOWSの不良診
断 /デバッグ出力の <HEAD>...タグと </HEAD>タグ
の間に挿入される HTMLタグを指定します。例えば、
<TITLE>または <META...>タグの設定にこの環境を使
用できます。

REPORTS60_OWSHELP Reports Webカートリッジの場合に、空のリクエスト
http://your_webserver/rwows?とともに RWOWS
が呼び出された場合に呼び出される RWCGI60ヘルプ・
ファイルの URL/URIを定義します。例えば、これを
http://www.yahoo.comに設定するとそのURLに移動
し、myhelpfile.htmに設定すると、ファイル
http://your_webserver/myhelpfile.htmを表示
します。このパラメータが未定義の場合、デフォルトの
ヘルプ画面が表示されます。 
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REPORTS60_OWSMAP Reports Webカートリッジの場合、マップ・ファイル構
成を使用している場合に、完全に限定された RWOWS
マップ・ファイルのファイル名 /ロケーションを定義し
ます。（例：C:¥ORANT¥REPORT60¥OWSCMD.DAT） 

REPORTS60_OWSNODIAG Reports Webカートリッジの場合に、ヘルプやショー
マップなどのデバッグ /不良診断出力が定義されていた
らそれらすべての RWOWSからの出力を無効にします。
例えば、http://your_webserver/rwows/help?は、
REPORTS60_OWSNODIAGが定義されていないと機能
しません。

REPORTS60_REPORTS_SERVER Webカートリッジ・リクエスト用のデフォルトの
Reports Serverを指定します。このパラメータが設定さ
れている場合、レポート・リクエストでデフォルトの
サーバーを使用して処理を行う際に SERVERコマンド・
ライン引数を使用して指定する操作を省略することがで
きます。また、SERVERコマンド・ライン引数を使用し
てデフォルトを書き換えることもできます。

REPORTS60_SSLPORT SSLを使用していて 443以外のポート番号を用いたい場
合、この変数を使用して別のポート番号を指定すること
ができます。

デフォルト値 =443

REPORTS60_SYS_AUTH ユーザーが、保護された Reports Serverに対するレポー
ト・リクエストを実行するときに、ユーザー名とパス
ワードを認証するために使用する認証テンプレートを指
定します。

デフォルト値 =sysauth.htm

表表表表 E-1  Webカートリッジ環境変数カートリッジ環境変数カートリッジ環境変数カートリッジ環境変数

変数変数変数変数 説明説明説明説明
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トラブルシューティン
F

トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

付録 Fには、Reports Server構成のトラブルシューティングに関する情報が記載されていま
す。

表表表表 F-1  トラブルシューティング情報トラブルシューティング情報トラブルシューティング情報トラブルシューティング情報

トラブルトラブルトラブルトラブル 考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法

Reports Serverを起動して
もハング・アップしている
ように見える 

tnsnames.oraファイルに構文エラーがあるか、または Reports 
Serverが TNS名を解決できていない可能性があります。 

メモリーに原因がある場合には、再起動してください。

「デーモンがポートの聞き取
りに失敗しました」という
エラー・メッセージが現わ
れる 

ある Reports Serverが動作しているポートと同じポートを聞き
取っている Reports Serverを起動すると、このエラーが発生しま
す。Net8か TCP/IPセットアップの問題の可能性があります。

プリンタ（REP‐ 3002）が
初期化できない

Reports Serverがプリンタへのアクセス権限を持っているかどう
かを確認してください。Windowns NTの場合、システム・アカ
ウントは通常プリンタへのアクセス権限を持っていません。
Reports Serverを NTサービスとしてインストールし、「ログオ
ン」フィールドにプリンタアクセス権限を設定せずにシステム・
アカウントまたは別のアカウントを使用している状況が考えられ
ます。「ログオン」フィールドで、デフォルトのプリンタ・アクセ
ス権限を持つアカウントを指定する必要があります。このプリン
タは必ず存在する必要はありませんが、ドライバは必ずインス
トールする必要があります。

Unixの場合は、uiprint.txtファイル内にプリンタを構成して
ください。
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Reports Serverを起動する
と、サーバー・エラー 186
が表示される

通常、これは tnsnames.oraか sqlnet.oraに問題があること
を示しています。tnsnames.ora内の Reports Serverのエントリ
を調べてください。典型的なエントリは次のような記述になって
います。 

repserver.world = (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp) 
(HOST=144.25.87.182)(PORT=1951)) 

この例では、.worldが名前に付加されていますが、これは
worldが sqlnet.oraファイルに指定されているドメインである
ためです。sqlnet.oraに NAMES.DEFAULT_DOMAIN設定値
が定義されていない場合は、サーバー・インスタンスの名前の 
.worldは省略してください。

tnsnames.oraファイルに問題がないようであれば、
sqlnet.oraファイルを調べてください。このファイルで使用す
る適正なデフォルト値は、次のとおりです。

TRACE_LEVEL_CLIENT=OFF names.directory_path = 
(TNSNAMES) names.default_domain = world name.default_
zone = world 

プロトコルが TCPの場合は、Net8 TCP/IPアダプタと Net8がイ
ンストールされていることを確認してください。最後に、インス
トールされている Net8のバージョンが、Reports Serverに付属し
ているバージョン以前のものでないことを確認してください。

レポートを開くときにエ
ラーとなる 

レポートの名前と拡張子を調べてください。UNIXマシンの場合、
実際のレポート名の大文字と小文字は URLで指定されているとお
りである必要があります。Windowsでエクスプローラを使用して
いる場合は、コピーしているファイルおよび名前を変更している
ファイルの拡張子が非表示になっていないか確認してください。
（エクスプローラで「表示」「表示」「表示」「表示」→→→→「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」を調べてください。）
この状態になっていると、your_report.rdf.txtのような名
前でファイルが作成できません。かわりに、DOSウィンドウで
ファイルを操作してください。 

または、REPORTS60_PATH環境変数で定義されたパスにレポー
トが存在することを確認してください。

表表表表 F-1  トラブルシューティング情報トラブルシューティング情報トラブルシューティング情報トラブルシューティング情報

トラブルトラブルトラブルトラブル 考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法
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Windows NTサービスとし
て Reports Serverを実行中
のトラブル

SYSTEM以外のユーザーの元で運用するように Reports Server
サービスをインストールしている場合は、次の事項を確認してく
ださい。 

� ユーザー・アカウントに、ユーザー マネージャで選択されて
いる「パスワードを無期限にする」オプションが付いている。 

� ユーザー・アカウントが、Reports Serverを実行し、レポー
ト・ファイルにアクセスするための適切なグループのメン
バーになっている。 

� ユーザー・アカウントが少なくともデフォルト・プリンタの
印刷権限を持っている。 

� ユーザー・アカウントがサービスにログインできる。「スター「スター「スター「スター
ト」ト」ト」ト」→→→→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→→→→「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」→→→→「ユーザー「ユーザー「ユーザー「ユーザー マネーマネーマネーマネー
ジャ」ジャ」ジャ」ジャ」,「原則」「原則」「原則」「原則」→「ユーザーの権利」「ユーザーの権利」「ユーザーの権利」「ユーザーの権利」の順で選択してくださ
い。「高度なユーザー権利の表示」をオンにします。「権利」
リストから「サービスとしてログオン」を選択します。「この
権利を与えられたアカウント」リストにユーザーがまだ登録
されていない場合は、「追加」「追加」「追加」「追加」ボタンをクリックします。 

サービスを起動するときは、ユーザー名の他にドメインも明示的
に指定する必要があります（ドメイン名 ¥ユーザー名）。Windows 
NTから、このサービスが正常に処理できなかったというメッ
セージが送られ、エラー・メッセージ番号が返された場合は、
Report Builderオンライン・ヘルプでメッセージ番号を探してく
ださい。 

ops$アカウントが機能しな
い

セキュリティ上の理由により、Reports Serverでは ops$アカウン
トはサポートされません。USERID=/を付けてコマンド・ライン
を Reports Serverに渡すと、エラーとなります。Reports Server
はクライアントのユーザー名ではなく Reports Serverが処理する
ユーザー名の使用を試みるためです。 

データベース・ロールが予
想どおり動作しない

データベース・ロールを利用している場合、Reports Serverは
ジョブ・リクエストのデータベース接続に適したデフォルトの
ロールを取り込み、それを設定します。デフォルトのロールがパ
スワードを必要とする場合、Reports Serverはいったんログアウ
トしてから、再びデータベースにログインします。したがって、
ロール名レポート・プロパティを使用して、パスワードを必要と
するロールをレポートそのものに入れておくのが賢明な方法です。
Reports Serverはジョブ単位にデフォルトのロールを取り込んで
設定するので、ジョブ間でロールを共有させることはできません。
これは、セキュリティを確保するためのものです。
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URLマッピングが機能しな
い

キー・マッピング・ファイルが有効か確認してください。この
ファイルは、REPORT60ディレクトリ内にある cgicmd.dat
（Reports Web CGIまたはサーブレットの場合）か owscmd.dat
（Reports Webカートリッジの場合）という名前のファイル、もし
くは REPORTS60_CGIMAPまたは REPORTS60_OWSMAP環境変数
に設定されている値に従った名前のファイルである必要がありま
す。

キー・マッピング・ファイルを見つけ出すために、まず次のよう
に入力し（Web CGIの例）、 

http://your_webserver/your_virtual_cgi_
dir/rwcgi60.exe/showmap?

キー・エントリが生成されたページ上で正しく構文解析されてい
ることを確認した上で、キー・マップ・エントリを使用してレ
ポートを実行してください。

http://your_webserver/your_virtual_cgi_
dir/rwcgi60.exe?your_key

your_keyはキー・マッピング・ファイルの有効なキー・エント
リです。 

Reports Queue Managerか
らキューを停止できない

管理者として最初にログインするときは、ユーザー名とパスワー
ドを必ず入力する必要があります。Reports Queue Managerから
キュー管理者として最初にログインするときは（「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」→→→→
「管理者ログオン」「管理者ログオン」「管理者ログオン」「管理者ログオン」）、任意のユーザー名とパスワードを指定できま
す。最初に指定するユーザー名とパスワードは、変更されるまで
管理者のユーザー名とパスワードになります。 

LocalSystemの下で Reports 
Serverを NTサービスとし
て利用できない

LocalSystem useridの下で Reports Serverを NTサービスとして
実行できない場合は、sqlnet.oraファイル内に次の行が記述さ
れているかシステム管理者が確認する必要があります。この行が
記述されていない場合は、サーバーにアクセスできません。
sqlnet.authentication_services=(NONE) 

ファイルが見つかりません ネットワーク・ドライブはユーザーごとにドライブ文字にマップ
されるので、NTユーザーがログアウトすると、これらのマッピ
ングは効力を失います。ドライブ文字を使用して Reports Server
にこれらのドライブを参照させることはできません。かわりに、
UNCパス名（例 : ¥¥SALES¥DOCUMENTS¥REPORTS）を使用して
ください。これは Reports Serverのパラメータ、Web CGI、サー
ブレットおよびWebカートリッジ・コマンドのマッピング、なら
びに実行中のそれぞれのレポート内のハードコード化されたパス
名にも該当します。 
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レポート出力が正常に開け
ないと、Webサーバーから
報告があった 

Webサーバーからレポート出力が正常に開けないと報告があった
場合、レポート名と拡張子を調べてください。UNIXマシンの場
合、実際のレポート名の大文字・小文字は URLで指定されている
とおりになっている必要があります。エクスプローラを使用して
Windows上で操作している場合は、コピーしているファイルおよ
び名前を変更しているファイルの拡張子がエクスプローラ上で非
表示になっていないか確認してください（「表示」「表示」「表示」「表示」→→→→「オプショ「オプショ「オプショ「オプショ
ン」ン」ン」ン」）。この状態になっていると、your_report.rdf.txtのよ
うな名前でファイルが作成できません。かわりに、DOSウィンド
ウでファイルを操作してください。 

レポートは設計プラット
フォーム（例： Windows）
上では正常に実行されるが、
サーバー・プラットフォー
ム（例： UNIX）上では正常
に実行されない

設計プラットフォームで使用しているバージョンがサーバー上で
使用しているものと一致しているか確認してください。一致して
いない場合は、バージョンの相違が問題の原因になっている可能
性があります。

WebDBで Reports 
Developerレポート定義
ファイルへのアクセス権限
を作成しようとしたとき、
無効なパッケージが作成さ
れた

WebDBで、プリンタ、Reports Serverおよびレポート定義ファイ
ルに対して定義したアクセス・コントロールを確認してください。 

次の点を確認してください。

� プリンタ・アクセス・ウィザードで定義した OSプリンタ名
が適正か。Reports定義ファイル・アクセス・ウィザードの
「必修パラメータ」ページにプリンタが表示されていない場
合、OSプリンタ名が正しく入力されていない可能性があり
ます。 

� Reports Serverへのアクセス権限とプリンタ（オプション）
が生成されているか。

� レポート定義ファイル、サーバーおよびプリンタへのアクセ
ス権限を必要とするユーザーに、それらのアクセス権限が与
えられているか。

必要であれば修正し、このレポート定義ファイルに有効な製品
パッケージを作成してください。このレポートを特定の Reports 
Serverに対して発行するには、有効な製品パッケージを作成する
必要があります。
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URLが要求されていると
き、レポートが実行されな
い

� Webサーバーが応答していることを確認してください（例： 
Webサーバー管理ページを呼び出してみてください）。Web
サーバーのインストール・ドキュメントを参照してください。

� Web CGI、サーブレットまたはWebカートリッジの実行可能
ファイルが検索でき、応答しているか確認してください。
Windows 95/NTの場合は、ブラウザの URLフィールドに次
のいずれかの行を入力してください。 

http://your_webserver/your_virtual_cgi_
dir/rwcgim60.exe or http://your_webserver/rwows

UNIXの場合は、次のいずれかの行を入力してください。 

http://your_webserver/your_virtual_cgi_dir/rwcgi60 or 
http://your_webserver/rwows

ヘルプ・ページが表示されます。表示されない場合は、Web
サーバー構成ファイル内の your_virtual_cgi_dir（通常
は cgi-bin）のマッピングを調べてください。Webサーバー
上の既存の物理ディレクトリにマップされている必要があり
ます。この物理ディレクトリに RWCGI60実行形式のファイ
ルのコピーも存在している必要があります。

� REPORTS60_CGINODIAG（Web CGIまたはサーブレットの
場合）または REPORTS60_OWSNODIAG（Webカートリッ
ジの場合）環境変数は定義されていないことを確認してくだ
さい。定義されている場合には、すべての診断出力が無効に
なります。次のいずれかの行を入力して、これを確認してく
ださい。 

http://your_webserver/your_virtual_cgi_
dir/rwcgi60.exe/ showenv?
http://your_webserver/rwows/showenv? 

上の行を入力すると、他のカートリッジ・パラメータまたは
環境変数を確認することができます。 
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� REPORTS60_PATH環境変数が定義されていることを確認し
てください。次のいずれかの行を入力して、環境変数を調べ
てください。

http://your_webserver/you_virtual_cgi_
dir/rwcgi60.exe/ showenv?http://your_
webserver/rwows/showenv? 

� 次のいずれかの行を入力して、単純なレポートをブラウザに
表示してください。

http://your_webserver/your_virtual_cgi_
dir/rwcgi60.exe?server=your_repserver+report=your_
report.rdf+ userid=scott/tiger@mydb+desformat=html
http://your_webserver/rwows?server=your_repserver+ 
report=your_report.rdf+userid=scott/tiger@mydb+ 
desformat=html 

レポートが表示されない場合は、

� Report Builderより Your_report.rdfが正常に実行されて
いるか、もしくは指定されたディレクトリに、Reports 
Runtime Your_report.rdfが REPORTS60_PATHに基づいて配
置されているか確認してください。

� データベース接続文字列が適正であることを確認してくださ
い。

� レポートを発行しようとしている Reports Serverが、制限さ
れていないかどうかを確認してください。制限を受けている
場合には、サーバーへのアクセス特権を付与してもらう必要
があります。Reports Developerシステム管理者にご相談く
ださい。

� 発行しようとするレポートが制限されていないか確認してく
ださい。その場合には、制限されている Reports Serverを実
行するためのアクセス権限を付与してもらう必要があります。
Reports Developerシステム管理者にご相談ください。

Reports Serverは、レポートとレポートが使用するすべての外部
ファイルへアクセスする権限を持っている必要があることに注意
してください。 

レポートを Reports Serverに送るとき、レポート定義にパラメー
タ値が明示的に設定されている場合は、パラメータ用の In Report
値を使用する必要があります。たとえば、Reports Queue 
Managerからレポートを起動していると想定します（「ジョブ」「ジョブ」「ジョブ」「ジョブ」
→→→→「新規作成」「新規作成」「新規作成」「新規作成」）。「レポート・モード」および「オリエンテーショ
ン」パラメータに「レポート」を指定し、そのどちらもレポート
定義に指定されている値を持っていない場合は、このジョブは正
常に実行されません。 
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レポートがプリンタに出力
されない

制限された Reports Serverにレポートを発行する場合はアクセス
権限を持っている必要がありますが、レポートを出力するプリン
タに対してアクセス権限を持つ必要はありません。Reports 
Developerシステム管理者にご相談ください。

ホスト名ルックアップ・エ
ラー

レポート・リクエスト実行時に、誤った URLが入力されました。
正しい URLを使用してレポート・リクエストをもう一度出力して
ください。URLについての十分な知識がない場合は、システム管
理者にご相談ください。

レポートを制限された Reports Serverに対して発行している場合、
WebDBの Server Accessに定義されているWeb Gateway URLが
不適切である可能性があります。

WebDBで、WebDBメニューから「管理」「管理」「管理」「管理」をクリックします。次
に「Oracle Reports Developerセキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ」と「サーバー・アサーバー・アサーバー・アサーバー・ア
クセスクセスクセスクセス」をクリックします。編集する Reports Serverアクセスを
検索してください。サーバー・アクセス・ウィザードの「サー
バー名とプリンタ」ページ上のWebゲートウェイの URLを確
認してください。

注意注意注意注意 : WebDBの Oracle Reports Developerセキュリティにアクセ
スできるのは、Reports Developerシステム管理者の権限を持つ
ユーザーのみです。
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用語集用語集用語集用語集

CGI（（（（Common Gateway Interface: コモン・ゲートウェイ・インタフェース）コモン・ゲートウェイ・インタフェース）コモン・ゲートウェイ・インタフェース）コモン・ゲートウェイ・インタフェース）

Webサーバー上でアプリケーションを実行するための標準技術。CGIは、Webサーバー上
で実行されているプログラムが他のコンピュータと通信を行い、ユーザーから入力された情
報に応じて動的な HTML文書の生成を可能にする。

cookie

ユーザーに関する情報を記憶するためにWebサーバーがユーザーのハードディスクに設け
る特殊なテキスト・ファイル。ユーザーがレポート・リクエストを保護された Reports 
Serverに出すと、認証が行われる。ログオンに成功すると、暗号化された cookieがブラウ
ザに送られる。cookieが期限切れになると、それに続くリクエスト（保護された Reports 
Serverに送られるリクエスト）は、再度認証される必要がある。

CSS（（（（Cascading Style Sheets: カスケード・スタイル・シート）カスケード・スタイル・シート）カスケード・スタイル・シート）カスケード・スタイル・シート）

CSS付き HTMLによって、複数のWebページのスタイルやレイアウトを一度にコントロー
ルすることが可能になる。スタイル・シートは、テンプレートのような役割を果たすもので
あり、フォント属性や色などのスタイル情報の集まりである。カスケードは、スタイル情報
をどのように使用するかを決めるためにWebブラウザが使用する一連のルールのことを言
う。Netscape Navigator 4.0および Internet Explorer 4.0は、カスケード・スタイル・シート
をサポートしている。

HTML（（（（Hypertext Markup Language: ハイパーテキスト・マークアップ言語）ハイパーテキスト・マークアップ言語）ハイパーテキスト・マークアップ言語）ハイパーテキスト・マークアップ言語）

インターネットのWebサーバー上のドキュメントのコンテンツや他のドキュメントへのリ
ンクを指定するために使用される、タグベースの ASCII言語。エンド・ユーザーは、Web
ブラウザから HTMLドキュメントを表示し、リンクを追って他のドキュメントを表示する。

HTTP（（（（Hypertext Transfer Protocol: ハイパーテキスト・トランスファ・プロトコル）ハイパーテキスト・トランスファ・プロトコル）ハイパーテキスト・トランスファ・プロトコル）ハイパーテキスト・トランスファ・プロトコル）

Webブラウザを持つコンピュータとアクセス中のWebサーバーの間でWebトラフィック
の転送に使われるプロトコル。
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IP（（（（Internet Protocol: インターネット・プロトコル）インターネット・プロトコル）インターネット・プロトコル）インターネット・プロトコル）

インターネットにおける基本的なプロトコル。これにより、あるホストから別のホストへ個
別のパケットを配布することができる。通常、パケットが配布されるか、配布にどれだけの
時間がかかるのか、複数のパケットを配布する場合、送られたとおりの順番で届くのかなど
については、保証されない。しかし、プロトコルが設けられることにより、信頼性や接続の
概念が加えられる。

Net8

いかなるネットワークにおいても、クライアントからサーバー、サーバーからクライアント
の双方向の通信を可能にする、オラクル社のリモート・データ・アクセス・ソフトウェア。
送られた処理や送られたデータベースの能力をサポートし、多くの通信プロトコルとかかわ
りを持ち、それらのプロトコル全体をカバーしている。

OAS (Oracle Application Server)

Oracle Application Serverは、ネットワーク・アプリケーションの実行において非常に重要
なプラットフォームである。アプリケーション論理をアプリケーション・サーバーに移動さ
せ、ネットワーク・クライアントを実行することにより、組織は複雑さの改善、操作性の向
上および開発と実行の簡便性の向上によって、実質的な利益を得ることができる。Oracle 
Application Serverは、データベースのWeb配布の簡便化、および従来のクライアント・
サーバーから、ネットワーク・アプリケーション・アーキテクチャへの移行を通じての財産
の完全統合を実現する、ビジネスにおいては非常に重要なプラットフォームである。

ORACLE_HOME 

いくつかのディレクトリ・ベースのオペレーティング・システムにおける、Oracleのディレ
クトリ階層の最上層の別名。Oracle製品のルート・ディレクトリを示す環境変数。

PDF（（（（Portable Document Format: ポータブル・ドキュメント形式）ポータブル・ドキュメント形式）ポータブル・ドキュメント形式）ポータブル・ドキュメント形式）

そのドキュメントを作成するために使用されたオリジナルのアプリケーション・ソフトウェ
ア、ハードウェアおよびオペレーティング・システムからの影響を受けないドキュメントを
示す（Adobe Acrobat用の）ファイル形式。PDFファイルは、装置独自の、または解像度特
有の形式を持つテキスト、グラフィックおよび画像のいかなる組み合せも含むことができ
る。

Reports Launcher

指定したレポートの実行リクエストを Reports Serverに送信するなど、Active Xがコント
ロールするレポートによる機能を使用するアプリケーション。

Reports Queue Manager

Reports Serverに送られたジョブ・リクエストを監視、操作することができる。

Reports Server

複数層アーキテクチャを持つリモート・サーバー上でレポートを実行することができる。
Windows NT、Windows 95または Unix上にインストールすることができる。Reports 
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Serverは、クライアント・リクエストを操作して、すべてのジョブ・リクエストを 1つの
ジョブ・キューに入れてレポートを実行することができる。

Reports Web CGI

CGI関連のWebサーバーと Reports Runtimeの間のインターフェース。これにより、Web
ブラウザからレポートを動的に実行することが可能になる。

Reports サーブレットサーブレットサーブレットサーブレット

JavaベースのWebサーバーと Reports Runtimeの間のインタフェース。これにより、Web
ブラウザからレポートを動的に実行することが可能になる。

RWCLI60

コマンド・ラインを解釈し、指定した Reports Serverに送る実行ファイル（RWMTS60）。

TCP/IP (Transmission Control Protocol based on Internet Protocol)

あるホストから別のホストへの信頼性の高いデータ配信のためのインターネット・プロトコ
ル。

Tnsnames.ora

サービス名に割り当てられた接続記述を含む Net8ファイル。このファイルは、すべての
ユーザーが使用するのか、個別のユーザーが使用するのかによって、総合的またはローカル
に保持される。

URI（（（（Uniform Resource Identifier: 同一リソース識別子）同一リソース識別子）同一リソース識別子）同一リソース識別子）

抽象的または物理的リソースを識別するために使用されるロケーション（URL）の簡潔な文
字列表記。URIは、エンコードされたアドレス文字列を使用してオブジェクトにアクセスす
る目的でインターネットのために開発されたアドレッシング・スキームまたはプロトコルの
1つである。 

URL (Uniform Resource Locator)

URIの形式である URLは、インターネット上で有効なリソースのロケーションを表す簡潔
な文字列表記である。また、これは Oracle Application Serverへのリクエストをエンコード
するためにクライアントが使用するテキスト文字列の形式でもある。

WebDB

Oracle WebDBは、拡張可能で確実な HTMLアプリケーションやWebサイトを構築するた
めの HTMLベースの開発ツールである。Oracle Reports Developerでは、レポート・リクエ
スト、保護されたサーバーおよびレポート出力のプリントに使用される Reports Developer
プリンタに関する情報を保持することによって、Web上で公開されているレポートへのエン
ド・ユーザーのアクセスをコントロールするために、WebDBが使用されている。
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WebDBコンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント

WebDBコンポーネント・ウィザードによって作成された PL/SQLのストアド・プロシー
ジャ（例 : チャート、フォームまたは Reports Developerのレポート定義ファイル・パッ
ケージ）。ストアド・プロシージャを実行することで、コンポーネントを表示するために使
用される HTMLコードが作成される。

Webサーバーサーバーサーバーサーバー

リモートWebブラウザからのHTTPリクエストに応じてWebページを表示したWebサイ
ト上で実行されるサーバー・プロセス（HTTP daemon）。

Webブラウザブラウザブラウザブラウザ

エンド・ユーザーが、コンピュータに保存されている HTMLドキュメントやプログラムを
読むために使用するプログラム（Webサーバーによって動作する）。

カートリッジ（カートリッジ（カートリッジ（カートリッジ（Cartridge））））

オープン APIを通してクライアント、アプリケーション・サーバーまたはデータベースにプ
ラグインするための操作可能なオブジェクト。

キャッシュ（キャッシュ（キャッシュ（キャッシュ（cache））））

現在アクセスしている、またはユーザーによって変更されたデータベースのデータ、または
ユーザーをサポートするために Oracle Serverが要求するデータのための一時記憶領域。多
くは互換的に使用される。

ドメイン（ドメイン（ドメイン（ドメイン（Domain））））

データベースのようなネットワーク・オブジェクトを、ネットワーク・サービスのネーミン
グを明確にしつつグループ化したもの。

認証（認証（認証（認証（Authentication））））

ユーザー、装置またはコンピュータ・システムにおけるその他のエンティティの識別を確認
するプロセス。多くはシステム内のリソースへのアクセスを許可するための必要条件として
行われる。

フェイルオーバー（フェイルオーバー（フェイルオーバー（フェイルオーバー（Fail-over））））

あるコンポーネントが失敗した場合に、類似した別のアクティブ・コンポーネントを使用し
て計算システムを再構成する機能。

プッシュ配布（プッシュ配布（プッシュ配布（プッシュ配布（Push delivery））））

クライアントからのリクエストではなく、サーバーによって行われる情報の配布。Reports 
Serverは、レポート・リクエストが保護された Reports Server上で自動的に実行されるよう
にスケジュールすることにより、レポートをWebDBサイトにプッシュすることができる。
エンド・ユーザーはWebDBサイト上のリンクをクリックすることでレポートを表示するこ
とができる。 
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プレースホルダ・ユーザー名（プレースホルダ・ユーザー名（プレースホルダ・ユーザー名（プレースホルダ・ユーザー名（Placeholder username））））

ユーザーは、プレースホルダ・ユーザー名によって、Oracleのデータベース・ユーザー名で
はなくそのユーザー独自のユーザー名を使用してデータベースにログオンすることができ
る。プレースホルダ・ユーザー名によって、以下のことが可能になる。

� ユーザーが、複数のレポートを 1つのデータベースから一度に実行することができる。

� 複数のエンド・ユーザーが、同じレポートを実行し、それぞれの結果を取得することが
できる（例 : あるユーザーは、東日本の販売結果を取得し、また別のユーザーは、西日
本の販売結果を取得する、など）。

ただし、ユーザーが最初にデータベースにログオンするときは、Oracleユーザー名およびパ
スワードを使用してログオンする必要がある。それに続くリクエストに対しては、Reports 
Serverがユーザー独自のユーザー名をデータベース接続表から探し出す。独自のユーザー名
が見つかると、Reports Serverは対応するパスワードを cookieから取得し、レポートを実行
する。

ポート（ポート（ポート（ポート（Port））））

特定のプログラムに送られた、または特定のプログラムから送られてきたデータの経路を決
めるために TCPが用いる番号。
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